
ホ ジ ェ ン の叙事詩イ マ カ ン

｢ カ ンタ ･ モ ルゲ ン+

干暁飛

は じめに

こ のイ マ カ ン ｢ カ ン タ
･

モ ル ゲ ン+ は､ ホ ジ ェ ン族 の尤金良氏が ホジ ェ ン語 で 語 っ たもの を

テキス ト化 した もの で ある｡ 早く にテ キス ト化 にとりかかり ､ 不明 な点を尤金 良氏に再確認 し

始めて い た ｡ しか し ､ 別 の イ マ カ ン ｢ シ タ
･ モ ル ゲ ン+ を採録 して からは ､ そ の テキ ス ト化に

お われ
､
｢ カ ン タ ･ モ ル ゲ ン+ の 再確認が進んで い なか っ た｡ 尤金 良氏は ､ 2 0 0 3 年に逝去され ､

こ の イ マ カ ン の確認が で きなく なっ たo 今回 の テ キス トは ､
尤金良氏 の 従兄妹の 尤翠玉氏 に協

力をお願 い して 確認 し､ 完成 したもの で ある｡

1 . 謡手 と採録時期

｢ カ ン タ ･ モ ル ゲ ン+ の 採録は ､
1 9 9 9 年 の年末か ら 2 0 0 0 年 の 年始約 1 0 日間 ､

ハ ル ビ ン の 尤

金良民の 自宅 で行な っ た o

尤金良民 は ､
ホジ ュ ン族男性 (2 0 0 0 年初 6 8 才) で ､

｢ シ タ ｡ モ ル ゲン+ の謡手で もあ る｡

現存する最後のイ マ カ ン謡手であ っ た ｡ 果報江省放送局 が ｢ 最後の イ マ カ ン歌手+ と い う番組

を企画 し､ 収録を予定だ っ たが ､ 尤氏は 2 0 0 3 年 5 月 2 0 日 7 2 歳癌で急逝 した ｡

2 . 確認時期と確認者

2 0 0 4 年の 夏と ､
2 0 0 5 年新年の 2 回に分けて ､ 街津口 の 尤翠玉氏 の自宅で確認作業を行 っ たo

尤翠玉氏 は 1 9 2 7 年 (兎年) 旧暦 8 月 1 0 日に生 まれ ､
2 0 0 4 年当時 7 7 歳､ 現在ホ ジ ェ ン語 を話

せる第
一

人者で あるo 彼女の 父親は尤金 良民の 父親と兄弟で ､ 尤志賢氏 の 妻は双 子 の 姉妹 の姉

である ｡ 尤翠玉氏 の話で は ､ 結婚 して 夫の 母と
一

緒に暮 したが ､ 夫の 母は漢語が できずホジ ェ

ン語を使う しかなく ､
そ の た め完全なホ ジ ェ ン 語を覚 えたo 同時に夫の 母 からホ ジ ェ ン族の 生

活､ 習慣などを習い ､ 獲物の皮 ､
魚の 皮で服を作り ､ 山菜の 採集 ､ 魚肉獣肉の 調理 と保存等生

活の技術 を習得 した ｡ 今で も魚の皮で服を作る｡

尤翠玉氏 は ､
尤金良民 の録音を聞い て ､ ｢ 子 どもの 時､ よく河の 北に柴を刈 りに い っ た ｡ 夜 ､

お爺さん連は
一

緒にな っ て ､ イ マ カ ン を謡 っ て い たo 謡 い 方は尤金良氏の ように ､ 謡 っ たり語 っ

たり して い た｡ 内容は狩猟 ､ 漁と英雄の 話だ っ た+ と語 っ てくれ た｡

｢ カ ン タ ･ モ ル グ ン+ の 前半の確認作業は ､ 2 0 0 4 年 9 月 2 日から 6 日にか けて ､ 後半の 確認

作業は 2 0 0 5 年 1 月 3 日か ら 7 日にか けて行 っ た｡ 尤翠玉 氏は 7 7 歳で風邪を こ じらせ肺炎にか

かり点滴治療中で あ っ たが ､ 作業に協力して くれ た｡ 尤金良氏の 録音を聞きすぐに中国語で意味

を言っ てくれた ｡ 尤金良氏 の発音の 間違 い を指摘 した り､ 意味の 通じな い所を訂正 した ｡ 今回イ

マ カ ン ｢ カ ン タ ･ モ ル グ ン+ の テキス ト化が行 えた の は､ 尤翠玉氏 の お陰で ある｡ こ こ に感謝の

意を表 した い ｡

3 .
｢ カ ン タ ･ モ ル ゲン+ の 伝承に つ い て

イ マ カ ン ｢ カ ンタ
･

モ ル ゲ ン+ は ､
｢ 同江市ホ ジ ェ ン族尤金良民が ､

小さい 時伯父の イ マ カ ン

歌手尤貴連氏が語り歌 っ たもの を､ その 印象と記憶を元 に 1 9 9 5 年夏に ､ 記憶を整理 して漢語で
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書 い た+ と漢語版 ｢ 攻特英日根+ に附記 して い る｡ 今回は ､
こ の漢語版の ｢攻特英日根 ( カ ン タ ･

モ ル グ ン) + を元 にホ ジ ェ ン語 で語り謡 っ たも の を
､
ホ ジ ェ ン 語の ままテ キス ト化 したも の で あ

る｡ 漢語の表現とホジ ェ ン 語 の 表現を比較して みると ､ 説明的平易なホジ ェ ン 語の 表現にな っ て

い るとこ ろが見 られ る｡

1 9 3 0 年代に凌純声氏が採集 した ｢ 葛門主格格 ( ガメ ン ジ ュ 娘) + と ､
尤金 良民 の ｢攻特英日根

( カ ンタ ･ モ ル グ ン) + と比較 して みると､ 内容は殆 ど同 じである ｡ 主人公 3 人の名が下表の よ

うに相違 して い るだけで ある｡

攻特英日根 葛門主格格 注

攻特 E a n t e 阿麻奇吹 Am a cik a n 主人公

索粒克 S ola ki 葛門主 G e m e nj u 狐仙 ､
主人公 の妻

安特 A n t e 多額攻 D o rk a n 主人公 の親戚 (兄)

他の 登場人物 2 8 名 の名 は同じである｡

｢ 葛門主格格 ( ガメ ン ジ ュ 娘) + には ､ 謡はなく ､
｢ 攻特英日根 ( カ ン タ ･

モ ル グ ン) + には謡が

ある｡ 凌純声氏 は､ ｢ 採集 は内容を主と して ､ 謡は採録しなか っ た+ と記 して い る｡

これか ら､ 尤金良民 の ｢ 攻特英日根+ の成立 を考えて みると ､

①

②

③

尤金良氏は小さ い ころ尤貴連氏のイ マ カ ンを聞い た ､

恐 らく主人公 の名前はカ ン タ ､
ソラカであ っ た ｡

しか し ､ 話 の 詳細は ､ 覚えて い ない ｡ 印象だけ記憶にある｡ もし､ 主人公以外 の 登場人物

2 8 名 の 一 部 の名前が別 に記録して あ っ たら ､ き っ と名前が異なっ て い ただろう｡

④ 凌純声氏 の ｢ 葛門主格格+ には ､ 謡は記録され て いない ｡ 尤金良氏は この物語に ､ 謡 の 部分

を つ けて脚色 し､ イ マ カ ン を復元 した と思われる｡

⑤ 今回 ､ 漢語版の ｢ 吹特英日根+ を元 に､ 実際にホジ ェ ン語 でイ マ カ ン を演じた｡

凌純声氏も 1 9 3 0 年代に採集 した 1 9 編 の 物語 ( イ マ カ ン とは呼んで い ない) の 内､ 1 編 ｢ -

新薩満 ( イ - シ ン ･ シ ャ
ー マ ン) + は ､ 満州語 で書かれたもの を見ながら語られたもの で あ

ると記して い る｡

尤金良氏は既に逝去され たの で ､ 確かめる術はい まない ｡

4 . テ キ ス トの 表記法

テキス トの表記で使用 した文字は､ 下記の母音と子 音で ある｡ 子音の発音方法は下表に示す｡

母音 : a i u e o

子音 : b p m f d t n l g k x r n g s c y w

両唇音 歯茎音 歯茎音 後部歯茎

普

そり舌音 軟 口蓋音

破裂音

破擦音

無気 b a S J J ど

有気 P t C C k

鼻音 m n n g

摩擦音 f S S S y S y Ⅹ

流音 1 r
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5 . テ キ ス トの形式 と注釈に つ い て

① テキストの形式

ホジ ュ ン語の表記は ､ 筆者が提案した表記法を用 い て書いたo

第
一 行目には ､

ホジ ェ ン 語 の耳章を書き､

第二行目には, 日本 語の 訳を つ けた｡

第三行目には､ 尤金良民 が ､
｢ 伊掲均 (上巻) + に発表 した漢語 を併記 したo

( 必ずしも ､
ホジ ュ ン語の 中国語訳 にはなっ て い な い)

②脚注

訂正箇所 と注釈箇所は ､ 本文の ホジ ェ ン 語を四角で 囲い 番号をつ け ､

ペ ー ジ下に注釈を入れ たo

脚注 に現れ る A は諸手尤金良民で あり ､
馴ま今回テ キス トを確認 して くれた尤翠玉氏 で あるo
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I m a k a n
"

E a L t e M e r g e n
”

イ マ カ ン ｢ カ ン タ モ ル グン+

第 1 章

al a n g ( 1)

n a m o
･

m e n d ul i ･ mi b a ･ d tl ･ 血

ホ ジ ュ ン人 の 神 (請) の時代に

Ⅹo t o n
･

d u
･

n i a n si e
･1

L a k s u b a ･ d u ･ ni

同江 の場所を

1
0 S o n g g a ri m a n g 血 e ,

街 を 治めて いた｡ 松花江

U s uli m a n g 血 e

ウ ス リ
ー 江

yil a n m a n g m e

三 つ の 江が

S a x a li n m a n g m e
･

ni

黒竜江 ( の水) は

bi
･

r s y e n 匝垂垂
混ざらない. 船 が

e m e d ul i a n

半分は

e m e d ul i a n

半分は

らa k e rk i

d e n g k 血
･ 血

清 い

Ki 1i n y o x o n

吉林 省が

S a x al 血 m a n g
･

m e
,

黒電江

e m b a d tl b i
･

x e n i b a ･ d u

合流 して い る 場所では

S o n g g a ri 皿 a n g m e
･

血

松花江 ( の水) は

m a n g n e t ok o n
L

d ul e
･ mi

江 の 中心 -

e m e d ul i a n

黒く 半分壮

d e n gki e m e d ul i a n

清 い 半分は

S O T

黄色く

匡壷密
濁 っ て い るo

S a x ali n m a n g m e
･

ni m u l e e m e
･ ki mi

黒竜 江の

S o n g g ali m a n g m e
･

ni

松花 江

u k i a m u l e ･ w e

い くち 水が

il a n n a n g m e

三 つ 江 の

水が 来ると

e n e
･ ki mi

(水) が増え

n c u k e e 血b a d Ⅵ

濁 っ て い て ､

- つ に

e n e
･

r e yi ci ci
･k isi

行 っ て 見ると

e n
･

s 辻i a n e
･

r e

こ ちら - 押 し

t a u
･

sik i a n e
･

r e
,

あちら - 押すo

e m e
･ d e e m e b al e

増えても
-

つ に

ejil e
･

ni L ak s u

下流 同江で

j ul e e rg e
･

1 e
･

mi c ul ak e b i - T e n

南に 河が あり

d a
･

r s y e n .

ならない ｡

e m e b ale m a n g 血 e d a
- ki mi

一

緒 の 江に なり

G aiji n c ul a k e
･

ni ･

ガイジ ン 河 と呼ぶ｡

1
g u a n si e

･1 e ｢ 管治+ ＋1 e 動詞化
2 揮 ( 漢語)
3
船 は､ t e m et ek e n
4 (ナ - ナ イ語)と同じ
6 Ⅹu rk u 跳ぶ､ Ⅹu c u k u n の 散りか ?
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ei c ul a k e j a p
･k e r e ･ d u n i

こ の 河 辺

n a m O
'

m

ホ ジ ュ ン人 の

ei y o x o n
･

[d u] e m e m o r g e n

こ の 村に
一

人 モ ル グンが

Ⅹo t o n b i
･

r e n

村が ある｡

g e rb i
･

血 G a i gi 払

そ の名は ガイ ジ ン o

bi
･

r e n . g e rb i
･

血 K a n t e

い る ｡ 名 は

E a n t e i sik ul i
･

d u
･

yi e 血 血 a mi ･

D i s a k t ul

カ ン タは 小さい 時､ 母

e m s t H j a j al e n
･ d tli b i ･ si

五 親族で ある

a u r a b a yi n
･

n i b al di
･

i 血

非常に 豊かなで 生活する｡

ei 貰it e

こ の 子

A n去e

ア ン タは

Ⅶ 1k u.
･

n i

病を

d ih ･ d tli

父 皆

a k i
･

血 bi
･

r e

兄が い るo

t u in e mi ] o g
･d u le

それゆえ

j u a n
-

s un )

'

a d a ･ Ⅹ a n j t 1 an
･

S u nj a

十 五 なると､ 十 五

ei y o x o n
･

d ul e e m e

こ の 村 中に
-

人 の

t a k u r e A k u n e

治 させた ｡

k o m a k a e n d ul i

頭 の 上 に 魔 神仙

カ ンタ ( と いう) 0

b 1 1d e
･

Ⅹe 血 y a d e

死 んだ｡ 何 も

n i o血 ･d a a n ci ｡

人 も い ない ｡

a ki
･

血 g e rbi
･

血 An t e o e d u

家の 中に

兄の 名前は

Ⅹe rb e ･1e

引き取 っ て

s e d a
･

x a n
･ d u n i

才 な っ たときに

ア ン タo こ こ に

ei x it e
･

w e t1] 1
･

1 n i

こ の 子を 養 っ たo

b e g e d ele
･ 血 u n u

･1 e

脚 が 痛 い ｡

F a k a si s a m e n b i
･

r e n t a
･

w e g e t e
･1 e

フ ァ カ ス ･

シ ャ
ー マ ン い て 彼を 招き

t ui n e m i t ul e
･le

こ の ように
､
外 で

a w u
･

ni J u a n
･

S un ] a

帽子 十 五に

tn i n ele e n d llli s a m e n t e r g el e y e ti

d e r e
･

w e n ed e ･ Ⅹe ni

卓を 置い て

c a k e titi
.

rg l
･

i n i

枚分れ して い る かぶ るo

tit止e
･

ki ni

神仙 シ ャ
ー

マ ン の 衣服 を も 着て

t o ri e m e b ulk u s a m e n b ul k u

銅鏡
一

つ の鏡 シ ャ
ー マ ン 神鏡を

e m ed a n x d i
-

ki

一

回 歩くと(条件)

yil a n m ad a m

回

Ⅹel a 皿 Ⅹel a n x el a n

ハ
ー

ラ ン ハ ラ ン ハ ラ ン (鈴 の音)

e m e n al e ･ji n o
･

w e j a fu
･1 e

一

つ の 手 で 木 の棒を つ かんで

l o k o ･k i n t ui n ele

首に下げる｡ そ して

il

響かせ る｡

e m e n al ¢
･

ji

一

つ の 手手ま

S a m () n

シ ャ
ー マ ン

e m e d a n l a n gt el e
･i n i t d e n i s a m e n d e r e ･ ni k e r e ･ d 血

Ⅹul i - mi d e ri u
･

Ⅹe n

歩 い て は じめた ｡

g u
･

n i e m e d a n

鼓を

mi a h rr e
･

Ⅹel e

繰 り返 し 打 つ o こ の ように シ ャ ー マ ン 神卓 の - りに 膝を つ き

6
j a g al e

･l e
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s a m e n s a m e n g el e
･

i

シ ャ
ー

マ ン
､
シ ャ

ー

マ ン を 請う｡

t 也 e m i

そ こ で

s a m e n p isile
･

m i

シ ャ
ー マ ン は 踊り

寄(1)

Ⅹelil a x elil a x elei

ハ リ ラ ハ リラ ハ レ イ

tui n e mi

そ れ で

Ⅹu rk u r
･

m i

麟 び

S a m e n
‾

n l

シ ャ
ー

マ ン 神

d e ri u ･

Ⅹe n

娃 じめた ｡

Ⅹe払1 al a x elei

ハ リ ラ ラ ハ レイ

E a 血 e ･ yi xi t e t m k u
･

ni a n ci

カ ン タ こ の子 病 ない o

e y i mi a ni b al di
･

Ⅹe n
･ d 血

こ の 彼は 生まれたとき

Ⅹel ei x el ei

e ly l m 血 a n l I y i mi

今 日 彼

S a m e n
'

m

シ ャ
ー

マ ン

n la n el
.

m e n

彼 に ( させ る)

s a m e n
･

d ul e

a n il e
･

d u e m e ･ Ⅹe n

そ の後に 来るo

3 a r g l
･ 血

謡うB

e m e
‾

Ⅹe m

シ ャ
ー

マ ン の力を持 っ て 来た ｡

s a g idi d a
･

Ⅹa ni

大きくな っ た｡

s e un
-

mi ele

神霊 こ こ に

S a m e n
一

皿()

シ ャ
ー

マ ン 達

Ⅹel ei x eleli e x el elei

X O n3 1 S a Ⅱ1e n
.

m e

す ぐ シ ャ
ー マ ン 達を

s a m e n
･

m e d u xi ･ ki mi

シ ャ
ー マ ン を 出来ると

Ⅹel al ala x el el ala x el e x ela

Ⅶ 止t1
･

ni a y l
･

J l

病は よく

e m e
‾

r g 1

来た｡

g aji
･

r gi
･ k un e ･1 e

つ れて こさせた｡

t a ti ･k un e ･ r o

学ばせた｡

血 a ni tl n h
･

ni a yi
･

ji a yid e
･1 e

彼 の 病 よく 治る｡

a g d e n e
･

1 e a yid e
･

r gi
･1 e

喜ぶ 回復 したo

諦終

al a I 唱(2)

An t e ei gi s u n
･

m e d old i ･ mi

ア ン タほ こ の 話を 聴 いて

odi ･1 e a g d e n e
･

mi d e ri tl ･ Ⅹe n

喜 んだ ｡

-
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e y i d e r e
･k e r e ･d t mi s a m a n

･

g ul Ⅶ n mi a k u r e
･

mi

こ の 神卓 の前 で

t 血 ¢皿i X a I止e

こ の ように カ ンタ

e y ュ S a m e n

シ ャ
ー

マ ン に 脆き

n et1
･

yi a yi
･

ji a y id ele
･ k u n e ･ r o

弟 を よく 治させたまえと

Ⅹe s t 1
･

i血 yila n y i mi s a k t ul

d e 血 l

又e n

始 め た｡

a y id el e
･ k u n e

･ ki

こ の シ ャ
ー マ ン に 祈る｡ 三 日内に す べ て 好くなる させたま え｡

血a 血 ･

m e ni E a n t e

彼は カ ン タに

t ati ･ k un e t uil e m ei

学ばせる o

u yi n bi a d n

九 月

t ati ･ k un e ･ r e

学ばせた ｡

M m
一

皿 e n l

彼に

m a m
'

m e n 1

彼 に

tlyi n
･

d ul e n i

九 日 に

F a k a si s a m e n
-

m e a y i
･

ji

フ カ シ シ ヤ
ー

マ ン を よく

8 a m a n
･

n e t a ti
･k u n e ･l e u y i n

シ ャ
ー マ ン を 学ばる

｡
九 日

k o m a k a y i mi n
･

n i

鹿 祭 の 日に

e yi F a k e si

こ の 有能な

S a m e n
'

m e

シ ャ
ー

マ ン を

t 血 ele g el e n

そ の 時 各

a y 印 n e
･1 o

好く 学 べ ｡

請(2)

il a n y i ni n d ul n n e
･

Ⅹe n E A t a n u n k u ･ 血 a yid el e
-k i

三 日 過ぎると カ ンタ の 病は よくな っ たo

An t e y l C e
･ ki n i e s k u li e n d ul i m a n g g e

ア ン タ は み た すごい 神の 力をo

讃終

t ui n ele s a m a n
･

血 j a k e
･

w e 血 k o m a k a a u ･

m e ni

そ して シ ャ
ー

マ ン の 神具 ､ 鹿 帽子 ､

鏡

e n d ul e 8 a m an 画 ･

n i

神 ､ シ ャ
ー

マ ン の 鏡,

j tll e
･ mi s a k t ul

内に 皆

S a k t ul n e
･

r

S a m e n
‾

m e

シ ャ
ー

マ ン 達を

e n d ul i t e r g el e
･

ni

神 衣 ､

m o
･ mi t e r g el e

木 の棒 神衣

t u il e mi

よく 準備 した｡ そ して

e m e
･1 e si由 一

w e aji t a ti
･ k u n e ･i

来 てもらい あなた に 好く 学ばせ よう｡

] t l a n i ni n
･k e ci

十 日 ばか り

F a k e si s a m e n e
･

d Ⅶ1i

フ カ シ シ ヤ
ー マ ン に こ こ に

7 b u rk t1
･

i h i 鏡､ t o h 銅 の鏡 ､
B が修正

8 n e
･

r o は ｢す る+ ｢ 置く+ ｡ 準備するは､ a yiji b 11
･

rgi
･

si また ほ t a k o
･

r gi
･

m et e yi . B が指摘o
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t u il ei mi F a k a si s a n e n ti d e r e
･

k e r e - d t mi d 血 ･

e r g e
･

r g i
. 也

そ して フ ァ カ シ シ ヤ
ー

マ ン 娃 そ の 机 の側に 4 つ の角を

ei s e n k eli
･

w e

ダズ香草に

E a n t e n i a n i ･ m e ni

カ ン タ に

aji s a k t ul

よく 全部

ta y o
･

Ⅹo 血 t 血 ele

火を つ けた｡ そ して

e yi t e rg el e t iti
･

r gi
･

ki血

こ の 神の 衣を 着たo

y a j a k e
-

w e b t l ･ Ⅹei F a s k e s a m e n 血a ni ･ m e 血

種々 の神具を 渡 した o フ ァ ス カ シ ャ
ー

マ ン は

t a k o
･

r g i
･

i血 t u i n el e

準備 した｡ そ して

E a n t ,e t a n t ele ･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

カ ン タ は 打ち は じめた Q

e yュ らa Ⅱ1a n

こ の シ ャ
ー

マ ン 壮

e yュ g u
l 血

こ の鼓を

t a n t ele ･ mi t a n 土el e ･ mi t a d u

打ちながら 打ちなが ら そ こ に

t a d u x e s u
･

r e t lr k e n ･ w e e n d ul i x e s u ･

r e

そ こ で 祈る 山の 神に 言うo

謡(3)

Ⅹelil ala x elil al a x elil a x elil al a x elal a x el ei x el a x el ei

s a m a n e n d tlli

シ ャ
ー マ ン 神

S e u n
-

S l

貴方 の神霊

ⅩO n3 1 e m e
‾

r g l
‾

r O

す ぐ 来てください ｡

m i n d u b e yi
･1 e e m e

･

r o

我に 身 来て下さい ｡

s a m e n
'

m e x o nji mi mi b e yi
･1 e yi e m e

･

r o

シ ャ
ー

マ ン 神力 すぐ 我の 身に 来て下さいo

x el ei x el ei x eli x eli x el ei

m i血 ･

w o ni a 血 ･

m e ni s a k t ul s a g di s a m a n

我に 彼を 皆 偉大な シ ャ
ー マ ン に

d a o
･ kn n e

･

r o g e rb i
･ ki

させ たまえ｡ 有名に

d a ･ k tln e ･ r O

させ たまえo

a mi sk i b u ti ･

如1 u n s a k t u l un kn
･

n i

以降 我ら たち 皆 病

Ⅹelil a x elal a x el el a x el ei x el ei x elei x elei

t u il e mi g ul u n s a m an e n d ul i

そ こ で 個 々 の シ ャ
ー

マ ン 神

fu rk t1
･

mi

銑び ながら廻り

ti
･

w e n i

そ れ を

mi k u r e
･

r e

膝まずき ､

a yi
-

ji t a k t1 ･ u p i

よく 治 っ たo

s ak t u l e m e
･

r gi

皆 来た｡

t u i e n d ul i e m e
.

r e s a k t n l g a]1
･

I
･

gi
･

r e

- 8 7 -



神が 来て 層

a a x e 地 Ⅹali h

e n d u li g aji
･

r gi
･

r o

神 が 持 っ て こ い o

寄終

al a n g (3)

Ⅱ1 a Ci
･ li bi

･ kil e F a k si s a m e n

少 し すると フカ シ ･ シ ャ
ー

マ ン は

f由曳t 1･ m i d e ri 11 ･ Ⅹe n

跳 び舞た o

持 っ て こ い ｡

y 山
･

r gi t ui n ele ei d e r e s u li a

立 ち上 がり そ して 卓の 西側 を

e m e r g eji 免汀k u
･

mi

一

方 で は 跳びながら

y o x o n g ul u n
･

ni s a g d i x a x a a B e n

村 の 人 老人 男 女

e m e r g 句1

一 方 で は

s a k t ul e m e
･

1e

皆 きて

t 血 e mi e si F a s k e s a m a n e m e d ul i a n ･

yi ni n

そ して フ ァ ス カ シ ャ
ー マ ン は 半日 ( 二 三日)

E a n t e t u il e mi e y i d e r e e n d u li g el e n 甘11 u n
･

d u

カ ン タ は そ して こ の 神卓の神仙 たちに

S e u n
一

皿 X e e m e
‾

rS y e n

神 が こな い .

t u i n e mi g ul un ni o

そ して みんな

ei xit e ai s a m e n ni o k at a n d e a n ci

Ⅹe s u ci ･1 e

祈 っ た ｡

isik 111i yi ciki ci e n e
･1e n

子 供も 見にく る｡

fu r k u ･i ni

跳び舞う｡

m i a k 11 r e
･

皿i bi
･

r e n

脆い い る｡

Ⅹe s u ci
･iti

言う｡

u Ⅳ 止a m i

｢ こ の子は 良い シ ャ
ー

マ ン 有能で ない ｡ どうして

s o un
･

ni e m e
･

r 伐 n F a m e fh k si

神 が こ ない ｡ どれだけ 有能か (全然有能でない) 0 +

t uil e n i

そ して

t(∋i n eil e

そ して

t ul e ･ 8ik e

外 辺

Ⅹa n t e

カ ンタ書ま

n a ci b i ･ r e n . d ul e

少 し 経 っ たとき

s o y m
･ 血 e m e

･

Ⅹe n

旋風(s o y h ) が 来た｡

e yi n rk e
･

m e n j u l e
･

e r g e e m e edi n

そ の 門の

k e r e ･ d tl mi

付近に

tn i e di n
･

d u

そ の風に

南から 一

陣の 風が

ek e ci g u id a mi

こ んなに長く

e m e
･

Ⅹe n . Od i n e m e
･l e

来た o 風が きたo

e di n o di d a ･ Ⅹa n

風が 止 ま っ た｡

fu h gi
･

mi t e
･

r gi
･

n i yili
･ ki d

吹 かれて 起き 立ち上がると

- 88 -



e y i F a s k e s a n e n a mi
･1 e g o r o

･ d ul e n i

そ の フ ァ ス カ シ ャ
ー マ ン の 後ろの 遠くで

e s i K a 血 e s e un e n e
･

Ⅹ e n

今 カ ン タに 神が 来た｡

e s k ul i g e rb ilu ki

大変 有名な

fu r h l . mi d e ri 11 ･ Ⅹe n

挑 ぴ跳ねた ｡

s a l n a n d a ･ Ⅹa n i

シ ャ
ー マ ン に な っ た .

t u i n el e a k i
- mi An t e e s k ul e a g d e n ele

･

mi d e ri u
･

Ⅹe n

そ して 兄 ア ン タは 大変 喜んだ ｡

# (4)

Ⅹ£血1a x alil a x e hl a x al ei x ele i x el ei

e y l S a 皿 e n S O u n
●

m e m e
'

Ⅹe n

シ ャ
ー

マ ン 神は 来た
｡

K a n t e u ru k e n
･

d ul e b i x a n ･d ul e

カ ン タは 山に 野外に

Ⅹal il a x a hl al a x alei x a x al ei

e yi mi mi u ru k e n - d ul e x u li ･ Ⅹe n i

こ の 日 山に 行 っ た ｡

u rk e n ･d ul e mi s a k t ul

山に

e m a d e w a
･ k e ci ･ mi

い く つ か 狩り して

Ⅹal ei x al ei x al ei x a x al ei

t u il e n i b ei ･ji y a
･

w e

w a
･k e ci e n e ･ Ⅹe n

狩 り に 出かけたo

Ⅹ山i
･

e n e
･

ni

行 っ た ｡

d e b a k e ･ ni

も 取れる｡

u rk e n
･

d u

そ して 弓で なんでも 山で

w a
･

k el e e n e ･k i mi e m e
･

rki - ni

狩 っ て 帰っ た｡ 帰 っ た｡

t山e e yi a m e

こ の
一

年

t m k e n
･

d ul e

山に

o r o k t e s a il; ul

春草 皆 芽が出て

tt血tlti
･

1e bix a n ･ d ul e w a ･ k e ci ･ Ⅹe mi

の ぼり 狩りをした｡

t u il e mi e m e
･ k e n e m e

･ k e n d e w a
･

k e ci
･

m i b a k e ･ c in

そ して
一

つ
一

つ も 獲れ なか っ た｡

9 b a k e ･ Ⅹe ni b a k e ･ yi n i 拾う､ B が修正
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a
一 -

t u in e mi e m e
･

r g i
･

mi d e e m e ･ r gi a ki
･

niy i

帰 っ て 帰っ て 兄

o n i y i ciki
･

yi m Ⅹal eji
･

mi d e ri u
･

Ⅹe n

ど の ように 見ても 恥 じた ｡

Ⅹel ei x el eil a x elel e

e yi c ul a k e j a p
･ k e r e ･ d ul e n i

河 辺 に沿 っ て

m o 血｢ 由 o r o k t u
･

w e j ef e
･1 e

馬 按 革を 食 べ

m o li n ･ n i t a ･ d u

馬 を そ こ で

n n k e o m i ･l e

水 を 飲む｡

Ⅹa I 止e x eb eli ･ 血 j ¢m e
･

Ⅹe yi

カ ン タ 腹が 餓える｡

g ul u g u lu
･

li j e m e
･

Ⅹe yi m a n g g el e
-

x e

グル グル 餓える た い - ん に ｡

Ⅹel ei x el ei x el ei

t u h e mi e m e u ru k e n ･

j a p
- k et e ･ d u mi

-

つ の 山の ふ もと

m O
-

W e m a Cl g a] r r e

柴 を す こ し 取り

t a y o
･

x o ni

火を つ けた ｡

m o
･

w e t a y o
･ mi u lB e ･ W e

木 を 燃や し 肉を

ki n d a
･

Ⅹa mi

放 したo

m a ci
･

w e s y ol o n
･

m i j efb
.

x e n i

少 し 焼き 食 べ た ｡

Ⅹal ei x al ei x alel al a x a x al ei

m o u rk e n e u ･

r gi
･

i mi m u k e
-

w e m a ci o mi u ls e
･ 血 j e fe

･

Ⅹe 山

林 山 流れる 水を 少 し 飲み 肉を 食 べ

mi a ni
･

m e n i e d u a fi n e ･ m i d e ri t1 ･ X e n

彼 は そ こ に 眠 っ た ｡

Ⅹa x al ei x a x al al ei x al ei

m oli n ･ 血 y al u
･

yi m o
･ d mi t i r e n g k u

･

ni n i a mi
･

m e 血 a fi n e - mi

馬に 蘇る駿を 枕に 彼は 眠り
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e si f e ci
･ k e ni

今 疲れて

t o rti
･

Ⅹe n i

夢をみた｡

a fi n e ･ mi e s kn li m a n gg e
･

ji a 丘n e
･

Ⅹe 血

眠 り 非常に ぐ っ すり 眠 っ た ｡

t o r亡i
･

Ⅹ e血 yi 皿j a k e 七o rt e
･

Ⅹe 血

夢をみた｡ 何か の 夢をみた｡

e m e edi n e m e ･ Ⅹe n e m e
･

1 e

一

陣 の風が きた ｡ 来 た｡

t n ile m i 血a 血
･ k e r e ･ d u mi

彼 の 辺 りで

y a y al e y al e
･

mi d oldi
･ mi d a m n et e

･

r s y e n

何かを 聞いが ただ 仕 っ きり しない ｡

t 血 e m i mi a mi
･

nil e mi t tl O ･ n i

彼 の 上 に 火が

yil a n j al e n
-

g u 印 d a g u g u d a
- k e ci d e g d e

･ mi t a y o
･1 e

三 丈 高い 飛んで 燃えて

b ia u sia k t e e rg e n
･

d ul e
･ mi b a ･1 e x u r k u ･ mi d e g d e

-1 e

月 星 そばで 空に 舞いながら 飛ぶ｡

Ⅹel ei x el ei x el el al a x el ei x elei

血a ni y lS al e
･

y l

彼 の . 目が

d e g ed e
･1 e yi ci cil e

･

Ⅹe ni

(火 が) 飛ぶ の を 見た ｡

t ui n e mi ni a mi e yi O di n j ul e
･

e rg e
･

ji

彼 は こ の風 南から

n i a mi
･

m e n i k e r e ･ m e ni x o rlji

彼 の . すぐそ ばに

tu i ･ n e m i ni a n i
･

m e n i d ill
-

I n e n i

彼 の 頭が

e m e
‾

Ⅹe l

来た ｡

皿 a n g g e
-

】1 fu 1i gi
-

芝e n

はなはだしく 吹いた ｡

d e g d e
･

m i

飛 ぶようで

n ik t e ･ ni t mi mi s e n e ･ tl ･k u n e
･

匡壷軒o

頭髪は 目覚めさせた o

x elei x a x al ei x a u al a x el ei

nik u t e
･

mi d e g ed e
･

mi dili ･ n i s e n e d e k u n e ･ 由 11

髪の 毛が 飛ぶ ように吹かれ 頭が 目覚めさせられた｡

10
肯定過去形であるが ､

｢ ci e n + 否定過去形でない と意味が通 じない ｡
11 肯定過去形であるが ､

｢ d e n + 否定過去形でない と意味が通 じない ｡
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Ⅹelei

諦終

ala n g (4)

e y i m a ci bi
･

r e n
･d ul e 血 圧a n t e el ek e

･

ji 島e n e
-

r gi
･

i 血 yi s al e
･

y i t u r a
･ k ini yi cici

･

Ⅹe n

少 し 経 っ た 間に カ ンタは 徐 々 に 気が つ い た｡ 眼を 開けて 見た｡

e yi k e r e
･ d Ⅶ 並e n e n a x a n ･ d 11 u i siki ･ d t l d u d ul e ･ mi b i ･ r e n

こ の そばに オ ン ドル の 上に 横にな っ て い る｡

e m e A d i g i a n x ul s e

一

枚 の赤い 布団が

血a ni 血1e n
･

ni
･

d 1 1 mi d a si
･

Ⅹa n , Ⅹe r g ele cil a n s ek t u

彼 の 上 に 被せ ､
下に 藍色の 敷き布団o

a y 1
･

] 1 yici
･k i mi e i u m k a mi

よく見ると どうしてか

ei y al e k e r e
･ d 血

こ の 近くに

e m e a s e n xit e g lljik ul e a s e n xit e d ed u t e
･

r e b i ･ r e n

-

人 女 子 美 しく 女 子 娘が 座 っ て い るo

e y i d e d u e y i s it e e m e jtl a n j a k un u y un k e ci
･

n i

こ の 娘 こ の 子 は 十 八 九 位である o

e yi fe r x i n a x a n
･

d u mi Ⅹa e m e o ri n s e
･k e ci b i

･

r e n e m e a S e n d e d u

北 の オ ン ドル に
､

また 二十歳位 の
-

人 の娘が い るo

d ed u b al d i ･ Ⅹe ni g tljik u li

娘 は 美 しい ｡

e yi b e y i
･

血 k e r e
･

d mi e yi d ed u

自分 の傍に いる 娘は ､

E a n t e 8 e n e
･

rgi
･

r e x o n5i e m e d a mi x in b u ･

Ⅹe n

カ ン タが 目覚めると す ぐ タバ コ を あた えた ｡

- 9 2
-



t u i
･

n e mi e yi d a m i x i n t o u
･1 e

そ して タ バ コ を の せ

K a n t e e m e y il g a c a
･

w e

カ ン タに 野菊花 茶を

e si fu z Ei
･ k i

北側 の

e yi d e d tl

こ の 娘は

n ia 血 E a n t e ･ d u b 1 1 1 Ⅹe n .

彼 に カ ン タに 与えた｡

n i a 血
･

d 血 o mi ･k t m e ･

Ⅹe n t o tl
･

Ⅹe n

かれ に 飲ませ 茶を注いだ ｡

n a ヱ a n Sit e a s e n sit e d e d u

オ ン ドル の 娘は

e k e ci u n a k a mi e n e ･ Ⅹe mi

こ の様に
一

寸 来て

m o rg e n a k i n i

モ ル グン 兄

Ⅹa n g k e
･

mi t e
.

rgi
･1 e

怒 っ て 立ち上 がり

e yi E a n t e

カ ン タ に

e y l u n a k a mi e m e g o ni
･

Si mi e

どの して 心配するの ?

Ⅹe S u
･

i mi e y i s a k t ul b u d a ul u
･

Ⅹe n

と言 い 飯を 作りに い っ た｡

t u i n e m a ci bi ･ r e S ak t ul b u d a

少 し 経 つ と す べ て 飯

t血el e e yij ul u

そ して 2 人

a t a n
･ a

Ⅹe S t r l m

言 っ た｡

e yi d e d u s ol a ki

私は 狐ですよ｡ +

S ol gi s a k t ul g a]1
･

Ⅹe n

菜 す べ て 持 っ て来た o

1 2 E a n t e d ed u

強 い カ ン タと 娘は

e yュyila n a rk i o m i o di
･

r e

三杯酒を 飲み

yil a n a rk i d a o
･

Ⅹe n

三杯 酒 を 注い だ｡

a yュe s k 山i a gd e n e
･

m i t e ･ r gi

大変 革び 座り

e si e yi d e d u j a ri
･

mi d e ri u ･

Ⅹe n

今 娘は 歌い始めたo

請(5)

Ⅹelil al a x el丑a x e mi 1 al a x e n i x eli x eli x e n i
･ ･

b u ti j u le

私達 2 人は

j ul e s a g di
･

g u h m
･

m e e 血b a dt1

前世 の 2 人は 一

緒 に

b aldi ･ u ･ k un e ･ n i

住ませられてい た

Ⅹe S u C1
一

Ⅹe m

と話 した｡

Ⅹe mi mi n i l ei n el e x e ni l e ･ ･ Ⅹele -

m O r g e n a g e

モ ル グン兄

si n主 m i 血 k e I ℃･ d 血

あなたは 私の傍に来て

1 2 k a n t e をk a t e n とい い聞達う
o

- 9 3 -

e n e
-

∑e n

行 っ た｡



a rk i
･

w e b tlj ul u e m b a d u a yi
･

ji血 o m l
'

t n

酒 を 2 人で
一

緒 に お い しく 飲む｡

Ⅹe 血 Ⅹe ni n el e x el el e x el ei
･ ･

Ⅹe mi
-

Ⅹe 血 a

g u g tld a g tl g u d a k e ci a yi
･

ji a g d e n e
･ mi b tlti ed i ･ a s e n ･

ji b aldi
'

u r e

非常に 非常に よく 喜んで 私蓮は 夫婦に なる

e di
･

a s e n
･ k e ci b ald i

･

u y i

夫婦に なる

e yュa mi
･

sik i ed i
･

a s e n d a
･

Ⅹa o yi e

こ れ以後 夫婦に な っ た｡

Ⅹe m n a X e m n a n a X e m m X e m
…

edi
･

a S e n
･ k e ci d a ･ Ⅹa o Fi e

夫婦に なる

謡終

al a n g (5)

E a n t e m o rg e n e yi gi s un
･

w e d oldi ･ Ⅹe 由 a gd e n e
･ mi j a ri

･ mi d e ri t1 - ∑e n

カ ン タ モ ル グン壮 ､
こ の話を 聞い て 喜んで 歌い始めた

諦(め

Ⅹe li 1al a x elil al a x elil a
･ ･

Ⅹel ei

d e d u g e g e si mi 皿 1 n r W e

娘さん 貴方は 私の

gi s u n
･

m ei d old i
･

r o

話 を 聞 い てください ｡

si mi n i
･

w e 囲 1 3 Ⅹ al a ･k i b i e sik ul i ti a x el e
･

yi

貴女は 私と 結婚し
一

族 になる 私も 同意 します｡

Ⅹelil el e x elil al a x elil a x elil a x elil a

si n i o ni x e s u
･k isi b i

･

mi o ni a yi]
'

i
. d e d oldi ･ y i

貴女が何を言お うとも, 私 は す べ て良 いと 聞く｡

Ⅹelix el e x elil e

b Ⅵtij 血 もa
･

七山e

私達 天に向か っ て

e m b a d tl g a 告e a fu ･

y i

一

緒に
-

緒 に 戦 い .

1S 結婚するは gi a H t e
･

Ⅹeti ､ B が補足

m i a k ur e ･ y e

ひ ざまづき

- 9 4 -



b tlti e 血b a d tl a y iうi si n d ol o g qj ik ul i
･

si a g d e n e
･

yi

私たちは
一

緒 に よくあなたが 美 しい こ とは 人をよろこ ばせ る｡

n t m o e 血b a d tl e di
･

a s e n
･

k e ci

私たち桂 一

緒 に 夫婦に

a yi
･

j i o r o n
･

d a y i
･

ji b al di
･

u y e

末永く 幸福に 暮 らそうo

x e 山al a x ehl ala x elil a ･ - Ⅹelil al a x ele i ･ ･

e m b a d ll a yi
･

ji b a it e l ly i

一

緒 に 幸せ に 生活 しようo

讃終

al a n g (6)

a rki o m i
･

r e

酒 を 飲み

m a n l e X e S ll

彼は 言う

e yi K a n t e e yi d e d u m e d ele
-

n e 担14
･

d u si y a bi
･

r e

カ ン タは 娘に 問うた ｢貴女の家ほ

e yi d e d u , ti d e d u y a
･

sik i e n e ･ Ⅹe ni

｢ 娘 に､ あの 娘は 何処 - 行 っ た か ｡

tl n a k a m i x a n k ele ･ Ⅹe n

どう して 怒 っ たか｡ +

e yi d e d ll Ⅹe S u
･

i ni m o r g e n a g e

こ の 娘が 言う ｢ モ ルグ ン よ
､

どこ にある｡ +

e y i e si e n e
･

Ⅹe mi d e d u b u e 血b a d u bi s ak t ul b u ti n a mi o
･

ni

今 行 っ た 娘は 私と
一

緒 に 私とす べ て 私たちの郷の人で

mi a mi S o n g g ali fe Ⅸi
･

e rg e
･d u ni G al e t Lr ek e n

･

d mi b al d i
･

r e

彼 女は 松花江 北岸にある ガル 山に 住んで い る｡

鼠16 e m b a d u adi a rn e e m b a d u bi
･

s u yila n a rn e jul u
･

d u l e b u j u h

私は
-

緒 に 幾年 三 年 前に 私達二人

ek in ･ d u i t a g d e
･

Ⅹe 血

姉と 知り合 っ た｡

n l a n 1 Ⅱ u n l
‾

W e

彼女柱 私を

t uil e m i :由a mi
･

m e I止 m itiki

女 は 私より

s a gdi m l m
･

孤

年上 で 私 の

e汝i n x o d el e

姉と 呼び ､

ⅩtL n 如i n e
･ mi Ⅹe st r le b u j ul u e 血b ad t l b aldi

･

Ⅹe n

妹と 呼ぶ｡ 私達 二人は
一

緒 に 住んで い るo

1 4 家 (漢語)
15 我 ( 漢語)
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sik s e d olb t1
･

ni n i a ni 皿 甘n t l
･

j 血

昨日 夜 彼女と私二人は

e m e
･

r g i
･1 e j o g

･

d ul e e n e
･

d t1

帰 る 家に 帰る途中､

e y i G ai ji n t u e k e n
･

mi j ul e
一

山 t 由1 e e yi

ガイ ジ ン 山の 南に

t 血 e mi b u x nli ･ mi

そ こ で 私たちは 走 っ て

e m e
■

一e n

つ れ帰 っ たo

i sik ul i t u a d e g d e
･

r e b i ･ r e n

小 さ い 火が 飛んで い た｡

t u i ･1 e e m e
･

Ⅹe n ei e di n fu s yl血i
･

d u ni

そ こ - 行き

e k i n ti
･

n i o sl m
･

W O

姉 は あの人は 貴方が

e d u e ki n ni a 血 ･

m e ni h lti ･j ul e

姉 自身は 『私達は

風の 旋回の 中を

m u n u
･

1 e

私 達 の所 -

ditk uli n e ･ mi ed ul e x e rb e ･ Ⅹe 1 6

寒 い と心配 し こ こ - 連れてきたo

ed i ･ a s e n d a ･

r o n e
･ mi

夫婦になりた い』 と (言うが) ､

t u il e mi mi a mi t i a x el e
･

rs y e n

しか し ( 私は) 彼女に 同意 しない o

t t h e mi n i a ni
･

m e n i( x e s u .in O

そ して 彼女 ( ソラカ) は

e m e s 止e ･ m el e

子
一

人 で

n ia ni x a n g k e
･

m i

彼女は 怒 っ て

b i i sik ul i ･ d mi a mi e Ⅱi

｢ 私は 小さい とき

b aldi ･i 吋

大きくな っ た ｡

e m b a d u e di
･

a s e n

一

緒 に 夫婦に

m u n u b u
･

j ul e

私達 二人壮 ､

d a o ･k u m 1 ･ mi Ⅹe岳u ･

Ⅹe mi

させられる｡ + と言 っ た｡

d a o ･

Ⅹo n
”

. E a H t e m O rg e n X e 血ei x e s u
･

r e

な っ た｡ + カ ン タ モ ル ゲン が す ぐ 言う

鮎 1 7
i a x el e ･ Si 帆

r娘姉 ( ソ ラカ) が そ の ように思うなら､ 私も

tu i n e mi 匡卦
9 mi a 血 m e l el e

･ mi

そ して (別) 彼女を

b i x a si ni
･

w e m i n
･

d u.

私は 貴女が 私を

d ed u x e s u
･i n i

FE

血

娘は 言 っ た ｢私は

恐れ るなo

止 e ci ･ m i

か らか っ て

父 母が

e n e
‾

Ⅹe n

行 っ た ｡ +

a n Cl .

亡くな っ た B

j ul e
･

j al e n g n h n s a k t 山

前世に縁の ある人で

e yii ni
-

mi e m e
･

r e e m b a d u

｢現世に な っ て 一

緒 に

tia x el e ･ s y e n

そ う思わない わけはありません ｡

Ⅹe S u
-

m 1

言 っ て い ると

mi a un
･

J l g O n i
･

d mi t e
･

k e ci

g o 血
･

Ⅹei

思 っ た ｡ +

Ⅹe S u
.

E el

『心 心か ら 慕 っ て い る』 と 言い ました｡

1 8 B が意味を言う. それを発音に近い ホジ ュ ン常に直 した .
1丁 一

般 に は､ fu ji n g eg e.
と い うo B が指摘｡

18 Ⅹo噛i un a k e x o nji n e
･

ji a を B が修正
19 別 ( 湊静) ホ ジ ュ ン語では eji

-
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n 1

誰が

E a 血 e

カ ン タ

S l 皿
-

W e

あなたを( からかうもの ですか) o +

七山 -

n e mi y ili
･

le d e d u m le ･ w ej a fu
･

r gi

そ して 立ち上がり 娘の 手を つ かみ

tui n e 皿i si
･

d u a fu n ･d

す ぐ 中庭に

Ⅲ1血k u r e ･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

頭 を下げ祈 っ た o

j a fu
･

r gi
･

r e

0
s ak t ul mi a k u r e

･

r e

す べ て ひ ざまつ き

t u i
･

n e mi e di
･

a 8 e n d a ･

x a n

そ して 夫婦に なっ た ｡

e yi b tld a j e fe
-k u n e ･1 e

取 り 飯を 食 べ 終り､

$ 1 u n X e r g山e n r e k e n
･ d ul t1

太陽が 下に 山に

b 山i n ･ d 山 yi m a x a e k s e
･

灯 りを 魚の 油の

a rk i o m i ･ r e

酒 を 飲み

e u
･

rg i
･

mi d e ri u
･

Ⅹe n

沈み は じめた｡

b a ･ tik i b a l由 ･

Sik i

天 に向 い 天 の 上に

n al e ･ji n al e
･

ji e m b a d u

手 に 手を 一

緒 に

tu i ･ n e mi ] u i 血 j ul tl
･

n a

そ して 二 日間 二人は

i b ul i n ･ d u i t a y o
･

r gi
･

r e n

灯りを 燃や し

d a mi n o mi
･

r e 睡連星 辿 之 t ui
･

n e mi j ul u a fi n e
･

k i ni

タ バ コ を飲み , 話をした そ の ように 二人は 楽 しんだ｡

t u m a k e ･ d u n i a ni ･ m e ni e m e i mi t ei n e
･

Ⅹel n a e m e i mi

翌朝と 彼らは

e yi d ed u x e s u
･

i 血

ダ ドは 言う

si mi d -

w e g o n i T g1

鼻方が私を思うたら
､

一 日 休んだ もう
-

日｡

ei
･

i mi n d olb e ･ n i $ 1 m
-

W

｢今晩 私が 貴方を

3
n u kn

･

rg ij o g
･ d ul e e n e - ki

送 ります｡ 家 に 帰り

d olb t 1 ･ Si t ui
･

n e mi sik s a ri n d a ･ Ⅹe
,

夜まで待ち

J O gづd e yil a n
･

m a d a n m i ni ･ w e

部屋で 三回 私を

血 n ･

m a d a n x o d al e ･ kij 血 e m e
･i .

と三 回 呼 べ ぱ すぐ 行きますo +

夜にな っ て から

Ⅹo d al e S ol a ki

呼べ 『ソラカ

E a n t ¢ n e

カ ンタは また

mi 血 ･

w e g o n i T g l
･

r O

私 を 思 い出してください ｡

S ol a ki S ola k i

ソ ラカ ソラカ』

m ed el e Ii ni

訊ねたo

G ai ji n y o x o n u ki y a g o r o bi
･le S ola k i x e s u

･i mi e y i l a m e
･

k e r e ･ d mi bi . si a .

｢蓋金 村は どれ位 遠いか ｡ + ソ ラカ は 答える ｢海 の近くです｡

望O m oli n
･

d un i ( 馬上) と誤 っ た ｡ B が修正 ｡
21 B が挿入
2 2 l a ok e は 噺嘘 (漢語) ､ Ⅹe s t l b i

･le の 方 が良い と B が指摘
2 8 元 mi n i

･

w e (私を) は散り ､ mi n i si n i ･ w e ( 私が貴方を) が意味が合う｡
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sin i j o g
･ ki si

あなた の 家から

e 皿 e m 血g e b a x ul u
-

mi b i ･ r e n b a e m e 血 g e b a x ul t1
･

mi b i
･

r e n

千 里 以上 ある｡ こ こ は 千里 以上 ある. +

E a n t e e sk ul i y a ek e ci g o r o e n e
･

mi 七山1 e mi g o n i
･

1 e g o n i
ll e

カ ン タ は 大変 ｢ こ ん なにも 遠くに 来た ｡ + どう帰るか 考え 考え

n a a丘n e ･ k i n i t u m a ki e rd e S ol a k e

また 眠 っ た ｡ 次 の朝 ソテカが

n ai ni x ai G aijin
･ mi u r e k e n

･

k e r や
･

d u n i

彼壮 また ガイ'ジ ン 山の近くに

m oli n ･ mi Ⅹai t a d n t o k al e ･ w e j e fu
･ mi

馬は まだそ こで 土を 食 べ

y lC l
-

r S y e n

見えなくな っ た ｡

t a
･

d tl X ai t a
･

d u bi
･

Si

そ こ にまたそ こに い た ｡

m o o r o k t e

木 革を

j e fu
･ mi b i ･1e

食 べ て い る｡

t1止
･

n e mi ei
･

k e e s k ul i a y i t olki
･

Ⅹei e y i o ni t o 比i
･

Ⅹei

大変 よ い夢をみた よ い夢をみた ｡

t u i
･

n e mi t e ･ r gi
･ 血i t e ･ r gi

･ mi d 11 m Oli n y al n
･i ni e n e ･ ki

起き上がり 馬に 乗り 行く

m oli n y al u
-

r gi
･l e j o g

･ d ul e a g d e n e
･ mi e n e ･l e j o

･

j ul e e n e
･1 e .

馬 に 乗り 家 - 喜 んで 家に 向か っ た ｡

e m e rg e] 1 e n e
･

mi e m e r g eji j a ri
･

mi d e ri u
･

Ⅹe n

行きながら 歌を歌 っ た｡

諦(7)

Ⅹe li1 a x e h la x elil a x el ei
･ ･

Ⅹelix el ei
-

mi mi S ola ki ･ji e m b a d u

私と ソラカは
一

緒 に

ed i
･

a S e n b a k e ･i

夫 と妻にな っ た｡

e si 8 S k ul i a x a yi( a y i) a m t ek ul i ･ji

今 大変 よ い 甘く

yil a n
･in i n b aldi ･ Ⅹe n

三 日過 ごしたo

Ⅹe li -

Ⅹ elil a x el ei -

Ⅹel ei x elil a x el al a x elei
･
･

a S e n
-

y l m
■

W e

妻 は 私を

e m e t olk i ･k e ci

夢 の ようだ

e n e
･ k un e ･ Ⅹe .

行 かせた ｡

bi d e a 丘n e ･ m i

私書ま 眠り

島e n e t olki ･

Ⅹa e

目覚めると 夢だo

Ⅹelil al e -

Ⅹel el e x elin a n a x el e ･ ･

Ⅹel ei ･ ･

- 9 8
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S e n e
一

Ⅹe l

目覚める と



s e n e
･

r gi
･1 e

目覚めると

皿e Sik e e m e 血o d a - ki

自分
一

人 にな っ たo

y i s al e
･

y i y i cile
･ k i G ai ji n y o x o n

･ k e r e
･

d t mi

眼が 見ると ガイ ジ ン 村 の近くに

m oli n ･ w e y al tr ki x o nji j o g
･

d ul e e b i
･

y i

馬 に の り すぐ 家に 行く｡

Ⅹelil al a x elel e x el e hl e x el e x elil a - Ⅹelei

謡終

k e k e k e

al a n g (7)

e m a di 血 bi ･

Ⅹe n 台yi

数 日 経 つ と

K a H t e j o g
･

d u i e sk ul i a y i

カ ン タ は 家で 大変

d e ri u
･

Ⅹ e n t ui n e mi j o
･d ul e J O

･

y l e m e j o

な っ た
o 屋敷 の 中に 部屋を

-

つ の 部屋 を

bi
-

r o n

い る｡

S ol a ki ･ w e g o mi
･

r gi
･ mi

ソ ラ カに 会いたく

a yiji t a k u
･

r gi
･

mi

よく 修理 し
､

t ui n el e e yュ j o g
. d u n i m esiki a 丘n e

･

ni e 皿 e d olb t1
･

d ul i a n d a ･ Ⅹ a ni

家 に 自分だけ 寝た｡ 夜中

t ui n el e e yi S ol ak i
-

w e

ソ ラカ を

g o n i
･

r g l
･

皿i d e ri u ･

Ⅹe n

思い 出し､

S ol a ki S ol a k i S ol a ki

｢ ソ ラカ ソラカ ソラカ

ⅩO HJ l e m e
'

r O

す ぐ 来 い+

jtll e
･

ji e m e e di n d e g d e
･

mi e m e
･

Ⅹe n

南か ら -

陣の風が 吹い て 来たo

にな っ た｡

g o mi
･

r g i T e X O d al e
･ k i mi

思 い出し 呼ぶと
,

g 1S tl n
･

m i o di
･

c e 血
･

d u

言 い 終らない うちに

ed in i sik u li d a ･ Ⅹa n

風 が 静かに な っ た.

e yi S ol a ki a s e n
･ mi t n k e t a t e ･ m i 血 ･

Ⅹe n

ソ ラカ 妻が 戸を 開けて 入 っ てきた ｡

Ⅹeb e li
･1 e mi d e g d e

･

Ⅹe n

懐に 飛び込み

t uil e e m e d a n fu rk u
･

1 e

ち ょ っ と 跳ねて

K a n t e m ei fe n ･ mi

カ ンタ の 首に

``

e yi e di mi mi g o mi
･

Ⅹ e si a?
”

｢ ご主人様 私に 会いたか っ た の ? +

t eb el e ･ mi Ⅹe s t1 ･i血

抱き つ き 言 っ た｡

E a Ⅱt e a g d e n e r e
.

mi

カ ン タ は 喜んで

te b eli
･

rgi
･

r e eSik ul i a g d e n e
･

r gi
1

1e t ui n e mi e yi a s e n
･

ji x e s 11Ci
･ mi a fi n e ･ rg i

-

又e n

抱 い て 大変 喜んだ｡ 妻と
-

緒 に 話をし 眠 っ たo

- 9 9 -



t m ki
･

n i S o h ki e rd e

翌 日 ソ ラカをま 早く

j o
･

d u b i
･

si
-

d 血 ti ok o d e

家 に い るときに 簿 ･も

n i a n i g o 血
･ d u l e S ol a k i

e n e
･

Ⅹe n d oltlb u
･d ul e ni K a n t e m e sik i

去 っ た . 夜 に カ ン タが -

人

Ⅹod ale
･

r S y e in a ki n d e s a n e
･

r s y e n
･d t mi

鳴 かない 犬

g o 血
･i mi ･ d ui

彼 の 心の 中で ソ ラカ と 思うと

S ol ak i j ul a n 甘 k e t at i
･

mi e ri n ･k i d

ソラ カは ガラと戸を 引く とき

も かまない 時に

b i ･ c e n
･ d u

少 しも経た ない 内に

a gd e n e
･

mi Ⅹe S u
･

r e

喜びながら 言うo

"

e y i e d in e yi edi n si m i mi ･

w e x od al e ･ Ⅹe si a? b i g o ni
･

n i si ･ w e s ai ･ yi

｢ あなた ､ あなた 私を 呼びましたか ? 私は 心に あなた を 慕 っ て い る
｡ +

t u 止e mi j ul u j o
･

n i l a o k el e d e ri u ･

Ⅹo n t e a yi gi s n n
･

mi

ニ 人 柱 部屋で 話 しをし始めた o

1 a o k el e ･ Ⅹe ti e sk ul i o cik o h ･k i

話をする｡ 大変 熱く

a yi d olu b u
･

n i e y i j ul tl n a

｢ 今夜は 二人は

a gd e n e
I

r gi
･

m i

楽 しみ

a rk i o mi
･

r g 1

酒 を 飲み

a yi S ol a ki a yi 酔 d e r e ･ 血
ソ ラカ は 卓に

s a p k i t uil e mi mi a 血 s olgi

箸を 彼女は 料理も

台yi n e o 血 g ad e
･

Ⅹe 血

これは どう 買 っ たか､

よ い話をし

Ⅹe S u Cl
一

Ⅹe n

話 した｡

a 止i
･

w o o m i
･

l e

酒 を 飲み

u k e ci b ait e
･

r e

遊 び 用事をし

a gd e n e
･

r g i
･

mi

楽 しみま しょう｡ +

s a k t ul a y i t t 止i
･

n i a rk i c a r n i e y i d o ru b u k e

す べ てを 置い て 酒の碗 を 盆を

s a k 七山 tt 血i
･

Ⅹe n

す べ て 置 いた｡

K a H t e g O ni
･

i mi

カ ン タ は 思 っ た

ek e ci g a d e
-

x e mi o mi j e fe
･d u i el e - 血

こ れだけ 買 っ て どう た べ れ ば たりるか｡

t uil e mi s a k t ul t a ti . rgi
-

r e S ola ki e n e
･

n i n e d e
･k i

す べ て 取り出し広げて ソラカが 取り出し 置いた時､

m a ci b i
･

Si n ･ d tl d tl d e r e
･

d u j al un d a .ki mi

少 し 経 つ と 卓 に い っ ぱい に な っ た ｡

a rk i 甘l s e s a k t u l

酒 肉 全て

e Ⅱle
●

Ⅹ¢

出てきて

t11i n e mi e 8i y q k e
･1e 血 ･

Ⅹe n
･ k e ci ･k i

今 鍋から 放り出した ようだ｡

別 卓 ( 漢語)

e y i 8 a k t ul o cik oli d a
･

r e n

皆 熱 いくなり｡

K a n t e a g d e n e
･ mi e yi in i o mi b i

･

si

カ ンタは 喜び 今日 これはなにか､

- 1 0 0 -



e sik ul i a s e n
l

n el e o 血 d e s ai ･

s y e n t 血 e mi S ol a ki x e x e
･

j i x e stl
･

mi a g d e n el
･

r e

妻に ｢ どう いう ことだ｡ + ソ ラ カは ハ ハ と突い ながら 喜ぶ ｡

e si mi
‾

n e mi tLr k e n ･ d td e e k e ci d ul t m e b al di ･ Ⅹe n a r n e
･

血 1止i a b i ･ r e n

｢ これ は 山で こ の ように 暮らした 年は どんなに多い かo

e yi 血 e yi ni o 血 d e x e y a d e a n ci t u ile mi a rk i
･

w e t at e
･

r gi
･l e o mi 1e ･ u ･k l m e ･ mi

毎 日 何もかも ない ｡ + 酒を とりだ し 飲ませ た｡

d e ri u ･

Ⅹe n e m ed a n s a kt d j u ni o a rk i ･ w e k ob t l
･

k ob 11 0 mi ･

Ⅹe n

-

慶 す べ て 二人は 酒を ごくごく 飲んだo

t u i n e mi 1 a ok el e ･k i d olu b tl
･

d ul i a n d a
･

ki a 丘n e ･i ti

話 しをし 夜中になり 眠 っ た｡

譲(8)

Ⅹel止al a x eli x e x el ei ･ ･

Ⅹel 血1 a x elei ･ ･

Ⅹa x al ei ･ ･

S ol a k i t u n a ki e rd e

ソ ラカ娃 朝 早く

血a n i e si a m i ･ s 辻i

彼女ほ 今 今後

e r d e e n e ･ x e n t u rg e n e
･ mi e n e

.

l ei .

早く 去 っ た 急 い で 去 っ た.

t u n a ki ･1 e e n e
･

r e

翌朝 去 り
､

d ol eb u
･

d ul e e m e
～

r e

夜 に 来る｡

Ⅹel ei x e 血1a ･ ･

Ⅹel ei

J u ni o d ol e b u n ･d ul e

二 人 は
.
夜

a yiji u k e ci
･

mi a 丘n e ･ r e

楽 しく 遊び 眠 る｡

Ⅹe hl a x el e -

e y i d ole b u
.

n i

ある夜

a yll l n e u
'

y l

弟 の 家で

a r ki o mi
･

r e

酒 を 飲み

e m ed a n A n t e S e n
●

一

度 ア ン タ の 妻が

j o
･

n i
･

d u le n i a s e n ･ d u x a ･ mi

中で 女 の客が

t血 d oldi ･1e

の が 聞こ える

転萱壷垂6 a yi

不思議だ｡

古
tul e

･

siki n i u ･le

外に 出ると

x e s u
･ mi bi ･ r e n

話 して い るo

2 6
妻が主語なら､ ア ン タが妻に言うことと矛盾する｡ cik e n

･

i ni
･

( 小便しに) の誤りか ?
2 6 B が訂正 ｡

- 1 01 -



A

萄

e n e
･1 e a s e n

･

s 止i x e s Ⅵ ･

Ⅹ e n i

戻っ て 妻に 言 っ た ｡

Ⅹel e x e 血 el ei - Ⅹel ei

謡終

a h n g (8)

t u i n el e a s e n si mi u
･

w e a yiji

妻 に ｢弟を よく

t uil e mi e y i a s e n
･ 血 N a y i n d e d ll

そ して 妻ナイ ンダ ドは､

y l CI Cl
･

r O O 血 bi
･

Si

見て こ い ｡ どの ような

yl C lr Ci e n e
･

Ⅹe n i

見 い っ たQ

K a n t e l e j o
･

d ul e n i e n e
･

1 e 血
･

血 ile n g g t1
･

ji

カ ン タの 家に 行き 窓に 看で

a
-

il e ci
･

1 7

穴をあけ
､

y l Cl
･

Ⅹe ni e m e a s e n t e t e
･1 e b i ･ r e n

中を 見ると
一

人 の 娘が 座 っ て い る｡

t u d e mi e y i j ul t l l a o k el e
･

mi

二人 は 話をし

b ait e b i
･

r e n

事か ｡ + と

a rk i o mi
･

r gi
･ mi e sik ul i a g d e n e

-

r gi
-

mi

酒を 飲み 楽しんで いる ｡

t ui n el e e si e n e
･

r e e di
･

k i a k i n ･

t il e x e st1
･

Ⅹe n

そ して 今 戻り 夫に カ ン タ の兄に 話 した｡

e yi e si e m e a s e n sit e t a
-

d u b i
･

r e n

r 一

人 の 娘が そ こ に い る｡

e y i 酔 9 y a
･

m e y a o
･

ji e n e
･

Ⅹe m

私 は 何か 何処から 来たか

tu ile m i

そ して

e yュ
-

g e

｢ こ れを

k e k e k e

( N a yi n d ed u) Ⅹe s u
･

1 m

ナ イ ン ･ ダ ドが 報告する

b al di
･

Ⅹe ni 卯jik ul i

美 しい ｡

s ai
･

S y l

知 らない ｡ +

An t e ･d u a ki n ･

ni x e s u
･

1

ア ン タ カ ン タ の兄に 報告する ｡

o 血 b i
･

si d e 姐i
･

8y e n

どの ようにするか わからない

a yi
･

ji n e
･

k i d e a yi]
.

i

よく 扱 い た い o +

27
y al e を B が訂正

28 t u h l Sik i (外を) を d uji g a
･

ni( 内に d u ･

sik i
･

ni) と B が訂正
29
我 (漢語)
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A
萄

第 2 章

al a 喝 (9)

請(9)

Ⅹeli a x el e x ele x elil a ･ , x elil a x elei
･ ･

Ⅹel ei x eli x ele x e li1 ei
･ ･

N a y i n d ed t l

ナ イ ン ･ ダ ドが

An t e
･

t iki x e s u ･i n i t u il e mi d olu b u n ･d ul e
･

ni

ア ン タ に 言う｡ ｢ 夜中に

t m a k a mi y a
･

ji mi tl e m e
･

Ⅹe n i g i s un Ⅹe s 1 1
･i ni

何か 何処からか 出て 来て

K a n t e j o g
･

d ul e

カ ンタの 家で

話を する｡

a 8 e n Sit e dilg a n bi
･

r e n

女 子 の 声が する｡

Ⅹel ei x eli x e n i x el ei ･ ･ Ⅹe ni n a x el ei -

e yi
･ k e b ait e o mi b i ･ si

･

d u d e

こ の 事は なにか

s ai . s y l e yi

知らない ｡

y a
ー

J l e m e
･

Ⅹe n i

何処からか 来たか｡

e yi a s e n sit e e yi y o x o n
･k e r e ･d u ni yi ci

･

r c e n 巨童画o
こ の 女 子は こ の 村の付近では 見た ことがない ｡

Ⅹel ei
･
･

Ⅹelil ala x e mi n a n a x e mi n a n a x e 血 el ei ･ ･

e m b a d u

一

緒 の娘は

b aldi ･ Ⅹe 血 印jik ul i j u an j a k u n
･ k e ci b i ･ r e n

美 しく 十 八 位 だ｡

e y i e s k u li e sk uli x e s u
･in i b ai t e ･ w e

なか よく 話す内に

y l m n y l 皿 n a y 1
‾

J l n e
-

f e n

日に 日に 深くなる｡

Ⅹelei x elili x eil ei -

a m t ek u li ･k e ci x e s u
･

mi

甘く 話 し

ju eli d oldi -i n i

二 人は 聴けば聴くほど

3 0 B が鋭明o

odi ･ s y e n

終わらない ｡

eli e sk ul i a y i .

甘 い話だけだ ｡

- 10 3 -



A ,

a di yi d u n a k a 皿i t 止e ci
･

mi n e
･

i mi

幾 日 どう して 交際し

Ⅹel ei

謡終

o mi b i ･ Si b ai t e d e s ai
-

B y e

今 どうかも 分からない ｡ +

al a n g ( 10)

An t e x e 和･
･

r e(d oldi ･ r e) e yi g o ni T gi
･ ki mi e y i n e u

･ ki x o nji x od al e
･ mi ･

Ⅹo n .

ア ン タは 話しを聞き 考えた ｡ ｢弟を すぐ 呼 べ ｡

e yi n e u. e m e
･ ki血

弟が 来たら

o mi m e d el e ･1 e

どうか 問い

e yi N a y i n d e d tl ej i
･

jig e

ナ イ ン が 東の

n ai mi u r u k e ･ w e

彼女娃 戸を

o n i もi
･

si b ait e n e
･

m i

『ど の ような事情か』と｡ +

eji
･

d ul e l
'

0
･ d ul e e n e ･ r e

束家に 行き

ta t e
-

r e n m g e
‾

Ⅹe n ni e x e
･1

引 い て 入り 開いて

y m g e
･

Ⅹe n i

入 い っ た｡

e yi S ol a ki d e s a mi
-

d e s u 払
･

Ⅹe n e m e d an y ici
.

r c e n

ソラ カは ､ す っ か り 隠れ 少 しも 見えない ｡

eiki y a
-1e t o Ⅶ y a

･l e

こ ちの どこ か あちの ど こ か

e y l O mi n e
･

y l

如何しよう｡

t u il e mi N a yi n d e d u j o
･ d u l e

ナ イ ン は 家に

E a Ⅱt e a ki n si n e
･

w e

｢ カ ン タ
､

､ 兄が あなた を

d e n e ･ mi d e 匝壷画2
･ mi m e t e

･

s y e n

と 走 っ て探しても 探し出せない ｡

y m g g e
‾

r e

入り

x od al e
･

1 e

呼ん で い る｡ +

E a Ilt e e y i e u k e
･

yi x e B u
･ k tl n e ･1 e x o nji

カ ン タ は 兄嫁に 言う ｢す ぐ

aki n ･ d n n i yi n g g e
･

r e a ki n
･

tik i x e s u
･

r e

兄の部屋に入ると 兄に 言う｡

8 1 a ct 1
･

r e 脱 ぐを B が訂正
32 b u t e 私達 を B が修正

K a n t e
-

ti ki x e s u
･i mi

カ ン タ に 言う｡

a k i n - d u l e e n e
～

r e

兄 の と こ ろに 行くo +

- 1 0 4 -



A ,

m i n i
･

w e u n a k a mi Ⅹod al e
･

s i e si

｢私を なぜ

e si y a ° o 血 bi
･

si

｢ 一 体 如何した

o 血 ･d ul e j o g
. d ul e ･ si

ど こ に 家の何処に

e y l X e S u
-

S y 1

言 わなければ

n i o
･

w e S ai
･

k i山

人も 知れば

よんだ の ?

b a 立e n e ･ si

事 か｡

t m a k a m i x o d al e
･

si a

なぜ よんだ の ? +

Si a y lJI X e S tl

貴方は よく 説明しなさい ｡

o n i bi ･

Si a s e n xi t e e m e
･

Ⅹe ni

ど こ の 娘が

d a ･ k i si u k ia e x el e

容赦 しない ｡

y o x o n 血o
･

w e S ai ･k i ni

村の人も 知れば

来たの かo

b u ti ･ w e a y i u d a ul e t 血 n e
･

mi Ⅹe s u ci ･1e

私達を あざける+ と言う｡

t u i n el e E a n t e o mi Ⅹe s lユ O ni -d e n e d e ･ mi d a ･

Ⅹa n

カ ン タ が そう言えば そうなる｡ (事実を言わなければならない)

t 血 e m i

謡( 10)

Ⅹel ei x el ei x elil e x el ei

m i mi tr r ek e n . d ul u b ix a n ･d ul e

｢私 が 山に 狩に

w a k e ci . d ui e m e 血a ni ･ m e mi yici

狩 り に 行き彼女に 出会 っ たo

t a
･ d n m i ni

そ こ で 私が

b u d e
･

k e ci
･

d mi

死 に そうにた っ た とき

e n e
-

r e

行き ､

m m
●

W e

私 に

rk i ･

酒 を与え救 っ た｡

t u i n e mi m i mi t a ･ d tl a 丘n e ･ d ui ･ 血

だから 私の家で 寝ながら

u n l
.

m e n l m
`

W e m
-

W e X e S u
一

皿

彼女は 私と 私と 静を

t ui n e mi mi ni w e a k in ･ d u i a yi
･

ji

そ して 私 の事を 兄に す べ てを

諦終

3 3 話 が少 し飛んで い るようだ ｡ 筋 が通らない o

Ⅹe S tl
-

Ⅹe n 1

した｡

Ⅹe S u
-

y l
‾

Ⅹe y l

祝明 した｡ +

- 1 05 -



匡壷軒 yi li
･

rg i
･1 e e n e ･ Ⅹe 血 S ola k i m e n d ele ･1 e‥ a ki t m a k a mi si n i ･ w e

カ ン タ 娃 立ち上が り 帰 っ たo ソラ カは問う r兄さんは なぜ あなた を

Ⅹo d ale ･ ni e

よ んだ の｡ +

t 血 e mi Ⅹe S u
･

i d

カ ン タが答 える

Ⅹe s u ,
･

s y e n d a
･ ki血

言わなければ

e yi b ai t e s a k t ul Ⅹtl S t 1
･

i y e

｢ 事を 全て 話 した ｡

e u k i ･ 8 i s ai ･

Ⅹe ni

兄嫁も 知 っ て い る の で｡ +

t u n ele tt n a k i e rd e t e
･

r gi
･

r e e dia s e n 8 a k 七山転壷軒6

翌朝 早く 起き 夫婦は

酔
6 d o n d e uj i siR i

･1e j o g
･ d ul e e n e ･1 e

頭 と 顔を 洗い 母屋 - 行き

dili
･

yi y a k t e
･

mi y n k t e
･l e

す ぐ 頭髪に 櫛をかける｡

S ol a ki a ki n
･

d ul e

ソ ラカ は 兄に向か い

E a Ⅱt e mi a k u r e
･

Ⅹe n a k in
-

d ul e e t 止i ･ 血

カ ンタは 脆いた 兄 に向か っ て o 兄嫁は

n a x a n a yiji n e d e
･l e g aji

-

r gi
･k i

オ ン ドル に 並 べ 持 っ て来て ､

s olgi
･

w e ul s e ･ w e S a k t ul

料理 肉を 皆

t ui n ele t a ･ d u a r ki o mi .

r gi
･ mi d e ri u

･

Ⅹe n

酒を 飲み始めた ｡

An t e x e K a n t e S ol a k i
･

d ed u x e s u
･

i ni

ア ン タ は
､
カ ン タとソラカに 言う

tu i n e mi 巨垂了 e 血b a d u a ylji n e ･ r o

長く
一

緒 に 幸せになれ｡

Si j d u s u j ul n e di ･ a s e n d a - x a n ･ d u

｢ あなた方 2 人は 夫婦 にな っ た o

b u 匡辞8 ti a x ele て e eji g o mi
･

ni

私 たちも うれ し い｡ 決 して 心 を

gi a bi
･

si g o m
･

r o s u j ul e a y TJ 1 S ai
.

r o An t e j o
･

ni b a y e n b al d i
･i n i

違えようと 想うな｡ 2 人 よく 覚えおけ｡ + ア ン タ の家柱 裕福で

t 血 e mi e yi K a n t e j ul tl e d i n
.

a s e n
･

d u i

カ ン タら 2 人夫婦に対 して

m i mi
･

m e mi
･

d u i
-

k e ci e m e bi
･

r e n

自分たちに対すると同様に す るo

七山n e mi An t e x e s u
･1e s a k t ul d oldi ･ r e n e yi yil a n

･ b i a ･ d u y il a n
･ bi a

ア ン タ 言う 皆が 聞く｡ 三月 三月

y il a n
･i 血 E a 血 e e n d u li

-

d u i e y i 転壷 画 9 mi yi s a
･

Ⅹa n

三 日 カ ン タは 神に 守護神が 到着 した o

3 4 元は a k i r兄+ ､ k a n t e が 意味が通るo
3 6
口癖 ､
B が指摘

3 6

3 7

88

3 9

頭 (漢語)
就 (漢語)

都 (漢語)
供神 (漢語)
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ul gi n
-

y l X O m
'

y l

豚 羊

y a
･

y i s a k 七山 w a
･

r e

等 す べ て 殺 し

e yi t u in e mi d e r e
.d 由 t ul e ･ d Ⅶi d u i

神卓の 前に神前に

n e d e s a k t ul e y i 転壷o
･

sik i y o x o n g ele n 印1 u n x a x a a s e n

並 べ 祈る｡ 村の

s a k tul e m e ･ r e y i cici
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

皆 来て 見た ｡

第 3 章

al a n g ( ll)

K a n t e s a m a n t e rg el e t iti
･

r gi
-i ni

カ ン タは 神の 衣を着て ､

人達 男 女､

m are sit e

老人 子供も

e yi e n d u h s a m a n
･

ni m o ･ y i j a fu
･ ki n i

神 シ ャ
ー

マ ン の 木 の棒を撮り

j a ri
･

m i d e ri u,
･

Ⅹ e n

歌 を歌 っ た｡

葡(1 1)

Ⅹelil a -

Ⅹelila -

Ⅹe ei -

e y i i ni yila n
･b i a yil a n

三月 三日

1 m n S a m a n
-

n l e n e
‾

皿

シ ャ
ー

マ ン 来て

g el e n s a m e n 甘1lⅦn
･

mi s a m a n
･

g ul11 n
･

ni

シ ャ
ー

マ ン 達は シ ャ
ー

マ ン たちは

el 台 y lS a
･

Ⅹe n

こ こ に 着 いた ｡

s a k t u l e m e
-

r o

み な 来 てください ｡

Ⅹe u a la
･
･

Ⅹel a
･
･

Ⅹe u al a
-

Ⅹel e ･ .

x el ei

s a g di 印1 n n x a x a a s e n s ak t ul

大人 男 女 みな

ul gi n x o 血 y o x o n
･

m e mi w a
･k e ci ･ mi

豚 羊を 村人は 生単に

u n k u
･

i n i 印1 un e m e
･

r e u n kn
-

y i t a k u
･

i 血

病 の人達が 来て 病を 治 し

S a k t ul a yi
･

ji t a k u n e
･

Ⅹe n

み な よく 治 っ た｡

Ⅹe hl al a x ela -

Ⅹelil al a x el a -

Ⅹel ei

40 供 ( 漢語)

- 1 0 7 -

d a
･

Ⅹa n

した ｡



S a 皿 a n
･i g u k n

･ 血 s a 丈t ul

シ ャ
ー マ ン 違法 みな

yi m a x a ul s e
･

n i s a k t ul d e

魚 の 肉 す べ て

yi x a n x o n i u l gi n ul s e
-

也

牛 羊 豚 肉

g aJ l
･

r g i
11 e

持 っ てきて

t a
･

d u s a m a n g ul u n
･

血 j e fu
･ k tl n e

そ こ で シ ャ
ー

マ ン 達に 食 べ さろ｡

Ⅹeli h l a x el eil a ･ ･

Ⅹel ei x e lili ･ ･

d ih ･ d ui di h ･ d u i

頭 に 頭に

k o n a k a a w u n
･

n i

鹿 の 帽子 を

eyi t e r g el e
･

yi (Ⅹaj u d y a titi
･

r gi

服を 腰鈴を 着て ､

匝妻亜1
･

w e s a m a n 匝頭
･

ni

鏡を シ ャ
ー

マ ン の鏡を

n al e
･

d u i d ui j a fe
･

r g i m o
･

w e

手に つ か んだ ぼちを

Ⅹelil e x el ei x e li l el e x el山e ･ ･

j 血 e n d 山i

2 つ の 神が

e n d d i u ile n titi
･

rgi

神 の 上に 冠り､

l o k o ･ r gi

下げ

s a m an m o
-

y i j a fe
･

r gi

シ ャ
ー マ ン の ばちを つ かむ｡

a m il e mi d a ･

Ⅹal e

後ろに つ い て来た｡

Ⅹelei

fu 1gi a n b o
･

d u

赤 い 布を

a rk i
･

b oix u
･

ni

酒 の 壷に

fu 1 gi a n
-

k i x e rk e ･1 e

赤 い布を まき

s a m a n g ul u n a m i n ･ d u a m il e ･ 血 fo r s y u
･l e fo r s y u

･1e

シ ャ
ー

マ ン 達 の 後ろ 後を ぐるぐる 回る｡

Ⅹelei

g el e n mi o a m i k
･

d u

人淳杜 後に

m e
･

n i d ul e n e
･

Ⅹe

従 っ て 行く ｡

2

g el e n ni o 8 a k t u l s a m a n
･ d 1 1 p isil e

･ mi b i ･ r e n

み な シ ャ
ー マ ン と 踊 っ て い るo

4 1
t o ri 銅鏡が正 しい o B が指摘

42 B の 注釈

-

10 8
-



e y ュ y O X O n
･ d ul e et1 ･ Siki e n e

･l e t a11
･

S ik i e n e
･l e

村中を こちらに 行き あちらに 行き

e m a ci m u d u ri ･ k e ci x ul i ･ mi p isiユe
･ mi fu r kn ･

r e n

ま さに 竜の ように 歩き 蹄りながら 跳ぶ ｡

S a m a n e n d ul i
･

ni e s i
･ k e e m e ･ x e n

シ ャ
ー マ ン 神 今 現れた｡

g d u n a d i u n kn
･

g ul u n
･

m e 山

人達 重い 病の人達を

Ⅹel e x elil ele x el ei x elil el e x el ei 一

讃終

ala n g ( 12)

K a n t e t u i n e mi e yi

カ ン タ の

S e un
'

n l m a r X O n

神は 多い ｡

s a k t ul a y i d a o
･

k t n e ･ m

み な 治 してください ｡

A yi 8 e un

アイ ミ神像

e yi S al ek e s e un M a n g g e m o s e u n e yi E a mi k a 8 e u n m a 提 o n

サリ カ神像 マ ン ガ モ神像 カ ニ カ神像 多くの 神

s a k tul t e ･ d u n ed e
･

k i t u i n e mi ey i u lgi n x o ni yi x a n e yi

み な そ こに 並 べ ､ 豚 羊 牛 そ の

E ci x e s e un

エ チ - 神像

e n d tlh s e u n ･

mi

神像を

dili - ni

頭

mi a un
･

ni s a k t ul t a d tl j ul e n ed e
･ ki t u i n ele K a n t e e n d u li t e r g el e

･

w e

心臓を す べ て まえに 供えた｡ カ ン タ娃 神衣を

s a m a n t el e g ele t itir e
･ ki ni s a m a n a m g titi r e

･

ki ni s a m a n 転塾8

シ ャ
ー

マ ン 衣を 着て シ ャ
ー マ ン の 帽子を冠り シ ャ

ー マ ン の手袋を

d e titi r e
･

k i血 t u in e mi e yi s a b e
･

y i d e titi
･

r gi
･

ni t u in el e s a m a n ･ d a ･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

付け 神靴を 履き シ ャ
ー

マ ン 踊りを始めた｡

e y i a s e n
･

ni S ol a ki a mi 1 e a mi ･

jig e x u k a
･ mi b el gi

･

n i

彼 の 妻 ソラカは 後ろから 後ろで そ っ と 手助けする｡

e yi t ok o n
,

ni yi ni n
･

t ok o n d a
･

Ⅹa 血 e n d uli ･ 血 s e t m ･ mi e m e
･ mi

正 午 にな っ て
､ 神 守護神が 来た ｡

t 血n el e g el e n y o x o n g d u n s a k t ul un kn yi ci
･

ul e e m e
･

r e e m e
･

r e

村の 人たち み な 病を 見てもらう人が きた｡

4 8
c a fu を B が訂正｡
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e m e t a u n x d i
･

mi n 工止u ･ g ul u n

官 以上 病人が

s a gd i u n k u
･

血 d e b i
･

r e n

大痛 の人もい る｡

is ik u h u n k u 一 山

eI 且e
'

Ⅹe m

来た ｡

e ci u ユ1k tl d e bi
･

r e n

小 病 の人もい るo

m e d a n t e mi ･ k i a d a ･ Ⅹa 4

一

寸 した病 の人 ちょ っ と 撫で ると 良くなり

Ⅹe s u
- mi d e a yi d a o

･

r o a y i d a o
･

Ⅹel e

病 よ 治れと いうと 治るo

8 a g di u n k u yil a n yi血 a yi d al e
･ k u n e

大病の人柱 三 日で 治る ( と い うと) 三

s u n) 1 a i血 a yi d al e
･ k t m e

五 日で 治る ( とい うと)

S u 二巧1 a u n n

五 日で

tll in e mi e y i e s k ll li e yi s a m a n E a H t e d a
･

Ⅹa mi

こ の ように シ ャ
ー マ ン の カ ン タにな っ た ｡

e m e t a u 掛8 u rk u
･ 血 g tll u n e si

･d ul u

百人の 病人が ち ょ っ と

t ui n e mi e si e n d t1li s a m an g ul un Ⅶi

今 神 シ ャ
ー マ ン

台yi E a n t e t e r g ele
･

yi

カ ン タは 服を

yil a n yi血 a yi d al e
･

k un e ･ Ⅹa n

日で 治 っ た ｡

a yュ d ale
･k 11 n e ･ Ⅹa n

よくな っ た｡

y lC ICl
･

mi ' m e t e ･ Ⅹe n

診 る ことが 出来た｡

s a k t ul e n e
･

Ⅹe n

み な 行 っ た o

a v m n
･

y i a c u
･

rgi t ein
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

帽 子を 脱い で 休んだ｡

An t e t td d mi e yi a x a
･

g u lt n x od al e
.

r gi
･

l e .

ア ン タは 奴隷達を 呼んで (準備させ) ,

e y i g el e n
-

n i o g ul un
･ 血 e 血b a d u

人達桂
一

緒に

je fu
- mi Ⅹe s u

･

r e n
,

食 べ ながら 話す｡

a y i y o u 8 e u n
r

k i E a n t e a yi 8 a m a n e S k ul i m a n g g e t 血 e mi e s k u li

守護神をえた カン タは シ ャ
ー マ ン カが す ごい o す ご い ｡

e y i g ul n n e yi a x a
･ mi o 如Il m e S k u 止 a yiji x e s u ci

･

Ⅹ e n

人達 奴隷の人達は 大変 よく 誉めるo

t u i n e mi e y l S u S ai mi u n
･

] tl g t 11 u n 血 n
･

J u g u l un

5 0 6 0 人 6 0 人

4 4
u m b a d u を B が修正

46
各
■
(漢語)

a yi
･

ji j e fe
･iti

よく 食 べ ､

- i lo
-



a y i i x a n
･

yi x o ni
･

血 d gi n
･

n i u l s e ･ n i s a k t u l y is a
･

c e n
･d u j efe

･

ni

牛 羊

t 血 e m i n e

また

t 血n el e g ul un

人達は

豚の 肉 た べ たが足らない ｡

j t l a n j t lh l ul g in w a
･

Ⅹe n i

1 2 頭 豚を 殺 した｡

a g d e n e
･

mi o mi ･

r gi
･ mi j ef e

･

r g i
･ mi

喜ん で 飲み 食 べ

e m e d olb un
･ d ul e d olb u n d a m e d olb u n d a

･

Ⅹa n

夜に 夜 ただ 夜中に なるまで

d a m e j e fu
-

n a ci

た だ 食 べ続けた｡

本屯的国家了, 遥遠的就任在安特家 ｡ 安特招待得根熟情

t ui n e mi e yi E a n t e x e a s e n
･

mi S ola k i s a kt ul a yi n e
･

mi Ⅹe s u
･

r e n

カ ン タ と 妻 ソ ラカ を みな ほめた o

t ui t Ⅵ皿 a ki e rd e ･ mi e y i g o r o x o k u t o
-

g ul u n
･

m e n i

翌朝 早く 遠くの 人は

e d u t u m a ki ･ ni O n e
･ k u n e - y l

こ こ に留まり ､
明日 掃えらせる｡

j o
･ d ui y o x o n y o x o n

･ d ul e g ul un
･ mi s a k t ul e n e ･

Ⅹe n

家が 村 村にある 人は みな 帰 っ た o

# (12)

Ⅹelil a el ei -

Ⅹelil al a x eli x elei ･ ･

E a n t e edi ･

a s e n

カ ン タ 夫妻

a ki n e u k e
･

n i

兄と 兄嫁と

e s k ul i a yiji b aldi
･

m i d e ri u ･

Ⅹe n

大変 よく 暮らした｡

Ⅹelil al a x el ei
･
･

Ⅹel ei

t u i n e mi e yi s a m a n b a k e
･

mi g el e n ni o s a k t ul s ai
･

Ⅹe n

シ ャ
ー

マ ン 神力を得たの を 皆が 知 っ た｡

k e r e ･ d mi e sk u li s a k t ul e m e ･ r e u h k tl t a k u ･

Ⅹe n

近く の人も み な 来て 病気が治 っ た｡

g o m
･d ul e g ul u n d e e m e

･

r e n

遠く の 人人 も 来る｡

- 1 1 1 -



S a k t一正 e yi ix a n
･

m e ul g i n
･

m e m oli温
･

m e X O 血
･

m e g aji
･ mi e m e

･

Ⅹel e

牛 豚 馬 羊を 持 っ て きた ｡

Ⅹel 血1 a x eli x el ei ･ ･

a y i
･

ji g e rbi
-

n i E a n t e d a ･

Ⅹa n j a k u n
･

b ale s a k t ul s ai
･

T e n

有 名な カ ン タに な っ た o
八方 の地方が 知 る｡

e 8i n i a 血 ･

m e ni s a k t ul k a t a n ･

g ul t l n e n d uli k a t a n g ul u n x e s u
･

r e

今 彼 を みな 強 い
一

家 神力強い家と 言う｡

e y i h k s u
･1e m a n g 皿 e

･

ni j ul e fe r xi e r g e
･1 e

同江 江 の 江南 江北に､

U s n li m a n g 血 e eji
･1 e n i

ク スリ江の 江東

s ul i a ･

e r g e
A

ni

江酉に ､ 彼 の こ とを

s a k t ul d oldi
･

le s a k t ul d old i
l

l e s a k t ul e m e
･

m i d e ri t 1
･

Ⅹe n

み な 聞い て ､ み な 聞い て みな 来る｡

Ⅹelei -

Ⅹe 血n a -

Ⅹel ei -

七山n e mi g el e n
･

g ul n n
･ mi 血a ni ･ m e 血

そ して 人 々 は 彼を

s a k t u l eji n
･ k e ci

頭領に

辞終

al a I 唱( 13)

K a n t e 血 ni ･ 皿 e mi Ⅹe St1 ･i mi

カ ン タ は 言う｡

e yi n ik a n
･

g u h n x e 8 u
･i ni

漠族 ( の 争 い) を話 し

d a o ･k t m e ･ Ⅹei

させ た ｡

jtll e xi
･

g ul un e yi n u]
'

e l r 匝壷亜6 g u l u n x e

南の人 女真 部落人 と

tig ul un e s k ul i j a x a 皿 a r X O n b i
･

r e x e s u
･

r e n

彼 らは 大変 銭が 沢山 持 っ て い ると 話 した ｡

e yi G aiji n y o x o n
･

ni g el e n
･

p h n s a k t ul e m e
･ mi a y i m o li n

･

yi x od e
･

k e ci
･

ti

圭金 村の 人達は 彼らが 来ると 馬を

e yi b ait e y a
･

tl b ait e s a k t ul n e
･iti

あれ これと (戦 い の) 準備 した ｡

A6
部落 (漢語)

- 1 1 2
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売 り 彼らは ､



n t13 e n t O u Si a n
･

n i

女真 の 使者と

W a H y e m n

ワ ン イ ェ ムをま

e y l 血a 皿
･

J l

彼 ( 女真 の使者) と

t u iy i ( s eb e n a s e
･

血) e y i s o 地 i n a s e
･

mi g ad e
･

r e

審 の皮 狐の 皮を 買う｡

t a k tlt O n a 告e n a
･

d u g aji
･

1 e

倉庫 の皮を そ こに ( ガ イジ ン の人が) 持 っ て来て

e dtl b tl e m e ･le

こ こ に 来て

g a d e
･

r e n

( 女真が) 買うo

t ui n e mi el e A 出 e g ul u n j o
･

d ul e mi e n e ･iki t tli e 皿 e ･ r e e yi An t e s a k t ul Ⅹe s u ci Ⅶi

( 女真 の使者娃) こ こ ア ン タ家 の家に 行き 来して ア ン タに 言う｡

e yi n ik e n b a
･

d t mi b a y a n g u l u n Ⅱ岨r X O n t a
･1 e a ki n n e u

･

血 e n e
･

y i

r 漢人 地方は 裕福な人が 多い o そ こ - 兄 弟が 行き

m a ci a 簸き･ mi t al e

少 し 戦 い に行くなら

t a ti
･

u
･

le x e rb e a 良･ mi e n e
-k i 血i a e

(兵を) 習わさせ 連れて 行き戦うの は どうか｡ +

t u i n e mi e y i K a n t e An t e x e s u
･

i d

カ ン タ ア ン タが言う

k e k e k e

第 4 章

al a I 唱(1 4)

e y i n e u
･ mi a ki n i jul tl j o

･d ul e

弟 兄 二人 家で

e yi
･

w e d oldi ･l e t e

こ れを 聞い て

Ⅹel e e m e ･

Ⅹe S t lC1
-

Ⅹe n

相改 し

m e t e
'

s y e n e m e

｢ だ め だ 行くこ とはできない ｡

e y l
･

g e t t h e mi a ci
･

si a

｢ こ れは ､ よい ｡ +

t u i n e mi e y l
･

W e X e S tlCi

これ を 相談 し

e s k ul i m a n g g e n e
･

y e

大変 難 しい ｡ +

t d n e mi An t e e n e ･ mi j o
･

d ul e e n e
･

r e

ア ン タは 母屋に 行き

e yi n u3

'

u n b ul u o
･

ni t o u 8i a n ･

ji e m b a d u n e l a o k e
･ mi d e ri n ･

Ⅹe n

女真 部落の 使者と
一

緒 に また 話しをしたo

e yi ぬ n t e e y i S ol a k i
･

tiki x u s t1
･

i ni

カ ン タは これを ソラカに 話した｡

S ol a ki x e s t1
･i mi a yi b ai t e n e

･ mi i n j a k e bi
･1 e

ソ ラカ は 言う ｢ よ い 事を です 何でもない ｡

- 1 1 3 -



e yi b a 辻e b ai t e
･

n i a n ci

こ の 事は 大 した事ない ｡ +

s a k t ul e y i e m e j o
･

d u

み な
一

戸 に ･

皿 a r X O 且
･ k i ni j ul e

多 い ときほ 二人

t 血 e 皿i a y l
･

W e

こ の ように

t 血 el e E at a n

カ ン タ は

ni a ni e y ュ g el e n
･

g ul u n
,

m e

彼女が (言う) ｢村 で

a x e n d u jul u b i
･k i ni e m k e n

兄弟 二人 いれば
一

人

alb e n d a o
-

t u n e
･

r o

兵 に させろ｡ +

alb e n

兵を

uji
･ ki

集 めれば よ い ｡

b ai t e d oldi
･

iti
･

n i E a n t e

こ の 事を聞き カ ンタは

alb e n d a o
･k t n e

.

r o

兵に させ る｡

d oldi
･

iti
･

n i x e a ci
･

r e n

聞 い て ､
正 し い とおもう｡

t 血 i e y i d olb t1
- k e r e

･

d 血

丁度 夜 になり

t u in ele S ol ak i 転軒j o ･ d u s olg i
･

yi d e r e
･

d tl y a
･

yi s a k t ul g qji
･

r g i
･

mi d e ri u
･

Ⅹe n

ソ ラカ 家で 料理を 卓に す べ て 持 っ てきた ｡

e yi t u i d e e yi e s k ul i a y i

大変 よく

a gd e n e
･

m i d e ri u -

支e n

楽 しん だ ｡

e yi 転身8 a gd e n e
. mi b i

･

r e n
･

d ui
.

u rk e 血 k a r an

将に(漢語) 楽しんで い るとき 門が カ ラ ンと

d ilg a n e
･

m i e m e

音 が して

m n g e
･

Ⅹe mi

入 っ てきた ｡

e yi K a 71t e edi
･

a s e n 血a mi
･

m e mi

カ ン タ 夫妻は 彼女を

e y l e m e
･

r 酢 0 mi
･

r O e u k e

来 て 飲んで ｡ 姉さん

e 血i ･ ni x e st 1
･

imi

姉は 言う

e yi b i o mi

｢ 私が飲むと

a yiji l a o k el e
･

st1

良 い 話をして いる の を邪魔する｡

An t e a s e mi N a y i n d e d u e n e
･

n i .

ア ン タ の妻ナイ ン がきた｡

e s k uli u i8iki t e
･

r o t e
･

r e
･

gi r o

す ぐ ｢ 上 に 座 っ て 座 っ てください o

ey i s ol a gi s ak t 山 bi
･

r e

料 理 柱 揃 っ て いますo +

o m l
.

m l S tl e di n a s e n
･

e k e ci

飲 みながら 貴方たち 夫婦 の

b i e d u b i ･k i

私が こ こ に居てをま

a c ュ
-

C o n

よくな い ｡ +

o n i e b ai t e n e t ci n t ui n e mi e y i n a x a n
･ d ul u n e tl

･

hi a s e n e u
･

1 e

｢何でも ありません ｡ + オ ン ドル から 弟嫁が 降りてきて

47
釆 ( 漢語)

4 8 将 (漢語)
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索捜克急忙下地把妓子捜上坑釆

n a x a n
-d ul e t tlk ti ･ r o tlS a

･

Ⅱn

｢オ ン ドル に お上りください
o + 引い て

tu i n el e il a n e a 塩i b a o x u ( o mi ･

Ⅹe h)

そ して 酒を 3 杯 のむ｡

t ui n el e E a n t e m e d ele ･ini

カ ン タ与ま 訊ねた

t 血ti - r gi
･

k n n e
･

r e

上 らせた o

a ki n a 且n e a n ci .

｢ 兄 娃 眠りましたか ｡ +

e l止i ･ ni x e s u ･

i ni e a k i
･

s i m j e n
･b u lu o t11 0 Sia n ･

d n mi 1 a ok el e
.

mi b i
･

r e n .

ナイ ン は 答えた ｢ 兄は 女真

t ni x e s u
･

m i o di ･ r c e n a k i ･ n i

そ う 話 し終らない 内に 兄が

n a x a n
･d ul e t u i n ele n e t 1 ･ ni e u

-

r e

オ ン ドル から 弟は 降りて

部落の使者と 話 しをして い るo +

e m e
･

Ⅹei . a k in e m e
･

r e n

来て ､ 兄 が 来た ｡

a k i ･ n i t at e ･ n il e 酔 9 t u k ti
･ k Ⅷ e

･

r e n

兄 を 引 いて オ ン ドル に 上 らせた ｡

An t e x e s u
･i ni

ア ン タが言う

諦(13)

Ⅹelix el ei x ele i ･ ･

Ⅹelil ala x el ei x el ei -

mi mi n uj e n b u l u o 血o d u le 血 t tli n e mi e m b a d u g u l u n l a ok el e
･

Ⅹei

私と 女真 部落の人と 家の 中で
一

緒 に 話した｡

n ia mi ･

m e n i m u n t1 ･ W e a y i alb e n
･

mi

彼 は 私達に よく 兵を

tu i n e mi m oli n
･

m e m g aJ l
･

u y l a fu ･ mi

馬を 連れてきて 戦い を

t 血 e mi b u ti e si o mi n e
･

tly l

我々 は 今 何を す べ きか ?

Ⅹel ei .

諸終

K a n t e x e s tr i ni

カ ン タ は 言 っ た

t ati
･

t1
･k tl n e - r e

習 うさせ る｡

t a t h I
･k u n e

･

n i

教 えてくれる｡

4 9 d e r e は オ ン ドル の 上にお い た卓で ､
n a x a n

･d u l e オ ン ドル が正 しい ｡

- 1 1 5 -



譲(14)

S ol a ki x e? tl
･

Ⅹe n

｢ ソ ラカ が 語 っ た

e yi o血 b ait e
･

v e

事情柱

b Ⅶti ･i b ait e
･

n i a n ci

『我 々 の 問題が ない ｡

s a k t ul n e
･

mi m et e
･

u

す べ て うまく 行く ｡』 と+

Ⅹe m ala x elil al a x elei x e hl al a x el ei ･ ･

t tL m a k i t u m a ki

明日

Ⅹelei

謡終

第 5 章

al a n g (1 5)

血 上e n e ⅦⅦ
･

J 1

ア ン タ と 弟と

e 8ik ul i a y l n e m i

大変 よ いと

E a Ⅱt e a ki
･ mi

e m b a d u

一 緒 に

a gd e n e
･

m i

喜 び

n u k tL ･ r gi

カ ンタは 兄を 送 っ て

N a yi n d e d u

ナ イ ン は

S ol a k i d e d u

ソ ラ カ柱

b u ti 臣替o e yi b ait e
･

w e d e ･ y e

我 々 は す ぐ こ の事を 行う｡

bi ･ r e e y i S ola ki x e s u
･id u d oldi ･ Ⅹe n i

い て ソラカ の提案を 聞
.

い て

b u d a d e j e fu
･

r ci ni e n e
･

Ⅹe n .

飯 も 食 べずに 行 っ た｡

e m e
･

r g i
･

r e e u k e ･ji a s e n
･

ji

帰 っ てきて 兄嫁と 妻と

a gd e n e
･1 e o m i ･ r gi

･

m i

楽 しんで 飲んだ

n i a mi
･

m e mi m lk u ･ mi

彼女を 送り

d e ri u
･

Ⅹe n s a k t tll

み な

n n k t1 ･ rgi e m e
･

rg i
･

r e

帰 っ てきて

S ol a k i ･i y a
･

w e s a k t u l t a k o ･ r e t a k o ･ r gi

ソ ラカは す べ てを 片付けた｡

a fi n e
･

x e n t ui n e mi e yi d ul eb u
･ mi

寝た｡ そ の 夜 子 を

50 就 ( 湊藩)
81 身 ごもる B が補足

e 血b a d Ⅵ O m `

Ⅹ e n

一

緒に 飲ん だ｡

m W a m a r X O n O m l
一

Ⅹe n l

大変 沢山 飲んだ｡

t ui n el e n a x a n
･

d ul e

オ ン ドルに

o tⅦ
-i 1 d 訂 Ⅹa n

身 ごも っ た｡

- 1 16
-

t tik ti
･l e E a n t e

･

ji

上 がり カ ンタと

t 血 el e e y l Sit e

そ の子羊ま



isik ul i n o r g e n

小 モ ルグ ン

e yij ul u a h e
･1 e

二 人 は 托民り

y n
'

rg r f e n

昼になり

s e n e
･

r由
･1 e y l C I C1

･

Ⅹe 出

目がさめ 見ると

s l u m g a r ぬ
･

mi d e ri tr x e n d u in m e k e ci g u g tl d a
･

Ⅹei x o r[ji

太陽は 輝いて いた｡ 4 竿 位 の 高さにな っ た｡ すぐ

d e uji si比i
･

r gi

顔を 洗い ､

n u j e n t O t1Si a n

女真 使者

o ri n b a b i
･

si

2 0 人 位

te
･

rg i
･l e b e yi

起きて 俸と

t 血 n ele 母u k e a kin e u k e j o
･d ul e mi e n e

･1e

兄嫁 兄と 兄嫁の 家に 行き ､

g ul u n
-

m e ni a rk i o mi ･ k un e ･ Ⅹe n t 血 e mi e yi x e rg el e b i
-

si 血o
･

w e

達に 酒を 振舞 っ た o 手下 の 人

血 o
･

w e e n e
･

r e y o x o n
･d u ltl d ul e ni

人を やり 村に そ こ で

alb e n n e
･

1y l g elt e
･

ni

兵になる人を 探 した｡

e si e yi an i e y i e n e
･

r e o di
･1 e bi

･

si e ri n t u i n e mi ey i g el e n n i o e y i y o x o n 印11 m
･ mi

年が 終り

s a k t ul g o r o
･

ki

み な 遠 い

t 血 el e 血 n i

彼ら

j e fu
･ mi o di

･

r e

食 べ て

k al c e ･ki

近 い ( 者)

e m e
･

iti

来 て､

af e mi
･

r e

新年に 人 々 村 の人

e m e t u m e n s u Hji a (s u nji a) mi n g e a mi o e 皿 e
･

Ⅹe n

-

万 五 千 人 来たo

e yi G a iji n y o x o n
･

d ul t1

蓋金 村で

8 a k t ul t a 七i . r gi
･ k i 血

みなを 訓練 し

t n i n e mi e m e ･in i s ak t ul e m b a d u d a o ･ k un e ･ Ⅹe ni

眠 る ( 準備をした) o 来 て みな
一

緒 に 集めた o

請(1 5)

Ⅹel ei x e li 1al a x e x ei ･ ･

e y i i n i n t ok u n

正 午に

速夫中午

J O g
･d ul e

家に

A I止e

ア ン タiま

e y l g ul u n
･

ni

人 々 に

s a k t 山 a yi

す べ て

E a Ⅱt e

カ ン タ は

s a k tul e d u mi a ni

み な こ こ で 彼ほ

y o x o n
･ d ul e e m e ･ k u n e ･ Ⅹe ni

村に 来させ た｡

印1u n y o x o n
･ 血 t o u si an ･

m e ni

集 め 村の 頭領を

gi s u n
･

m e 血 d oldi ･ u ･k u n e ･ 血

話を 聴かせた｡

Ⅹe hl al a x el ei x elil al a x el ei x elil al a x el ei
I ～

t 血 e mi al b e n
･

yi s a k t ul e n e

- 1 1 7 -



兵は す べ て 行かせ

e n b a d u a fe - mi t a ti
･

u
･

k un e
･

iti n i

一

緒に 戦 い を 学ばせた｡

t 血 e m i 血 a n
･

m e m y o x o n
･

m e 血

漢人 村に

e n e
･

mi aib
･ k e ci

･i d

行き 戦うこ とを

Ⅹe止1 al a x el ei ･ -

e yュn nj e n b ul u o t o u sia 皿
･

d u ni e m e gi s un
-

m e ni

女真 部落の 使者の 話を

g el e n t o u si an g ul t n
.

ni e si s a k t ul d old i ･1 e

各 頭領 達に 今 す べ て 聞い た｡

Ⅹel e

Ⅹe S u
-

X e

貌明 した ｡

t 血n e mi e y i g ul u n
･

m e ni e m e sit e 印11 m S a k t ul e n e ･k u n e ･ Ⅹe n

人達
一

人 っ 子 の人を みな

sit e
･

n e m a Ⅸ o n bi
･

si ni o s a k tt ll t a u k e . 又e n

子 供 の 多い 家は 皆 留めた o

y o x o n t o u si a n
･

ni e m b a d tl e n e ･1 e

村 の 頭領と
一

緒に 行き

s a k t ul ni a n i - 皿 e n i o 血 af e ･ n i - w e

み な 彼と どの様に 戦うか

a fe ･

y i
･

n e n i t a ti ･1 e

戦 い方 を 習 っ た｡

Ⅹel ei x e 血n a

b u ti n a
･

mi o
･

ni

われ等ホジ ュ ン人は

m ol 血 m e y a h
･

m i

馬 に 乗り

isik tlli ･d tli s a k t ul

小さい 時からみな

Iu kn ･

w e g a r fu
･

mi d ixi ･ r e

矢を 射 る こ とが できる｡

帰らせた｡

gid a
･

w e 巨壷壷戸2 ･ mi ul i xi ･ r e S a k t u l t ok tl n ･

d u w a
･1 e

槍で 突くこ とが でき みな 命中し 殺す｡

8 2
j o b g u ヤ ス で突くと同じか ?

- 1 18
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Ⅹe hl a h x elile x e 払1a h x el ei

t 血 e mi e si g tx a n si y o x o n g ul u
･

m e n i s a k t d

管轄 の 村 の 人 々 も (習得が早い) o

An t e ni a ni
･

m e 血 ti b t u gin
･ d u mi g o sin s e

･k e ci bi ･1 e

ア ンタが そ のとき 3 0 才 になるが

e yi e yi a fe
- mi t ati ･ i mi e 8 k ul i k at e n 血.k e si

戦い 方は 大変 有能で 巧みだo

x e h h x el ei

ni a n i ･ ni An t e d e u3
.

i ･ ni fu r gi a n b ei yi
･

mi m a s i e s k ul i k a t e n

ア ン タ の 顔は 赤く 体柱 頭丈で 大変 強い ｡

t el e gil e titi
･

r gi
･i n i

服を 着て

t ui n el e m oli n
･

m e ni fu r gi a n m oli n ･ m e mi

馬 に 赤 い

n ale
･

d 血 y a o s tlk e ･ w e

手 に 今 斧 を

e s k ul i k a t an ･ k e ci g ul un ni o

大変 強そうと 人たちは

馬に

j a fu
･

rg i
･

Ⅹe ni

握 っ て い る｡

yicil e ci
dk i mi

見た ｡

a g d e n e
･

mi ( e m e rg aji の 誤り) K a n t e
･

n e mi

一

方 カ ン タ の こ と を

Ⅹeli x elil al a x el ei x elilal a x el ei ･
･

K a Ⅱt e t e rg ele titi
.

r gi
･

ki Di

カ ン タ は 服を 着て

m oli n ･

d 血 si a n gi n m oli n

馬 に 白 い 馬に

e yi e y i gi d a
･

yij a fu
･

r gi
･

mi

長銃 握 っ て い る｡

j a k t m e r g e
･

J I S a k t ul

八 方からみて み な

y al1 1 T g l
･ mi

乗 り

eji n
･k e ci e m e

･

r e

ア ジ ェ ン の ようだ｡

y alu
･

k i 血

乗 り

Ⅹe S u
･l e

言うと､

t 血 e mi a k i ･i ･ k e ci e sik ul i k at a n
･

k e ci bi ･

r e n

見 より 大変 強そうである｡
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a ヱe n d u jtd u e y i t t m ele s a k t ul

兄弟 二人は こ の ように

t 血 e m i t a ti
･

m i m a ci ･ n i

練習 し 互 い に

Ⅹe hl el e x el ei ･ ･

仇 皿 a k i e r d e

翌 朝

g el e n y o x o n

村

e m e d d i a n i血 bi ･ Ⅹeti

半 日 経 っ たo

b u d a j e fu
･

mi o di Ll e a x e n d u j ul u

飯 を 食 べ 終わ っ て 兄弟 二人は

mi o ni a ni t a ti
･

ni b ait e ･ w e ni y i ci
･k i e n e

･

1 e

人 の 訓練を 見に 行 っ た
｡

t lli n e mi e s k ul i a yiji E a n t e

大変 よ い カ ンタ

ta ti ･ Ⅹet i e s k ul i a yi n e
･ mi

練習が 大変 よいと

謡終

第6 章

al a n g ( 16)

e m e e yi e si A Ⅱt e

有 る時 ア ンタは

An t e a x e n d u
･

n i

ア ン タ兄弟娃

a g d e n el e
･

Ⅹel e

喜ん だ ｡

e y i g ul t L n C u X ai yi cici
･

r gi
･k i mi

兵達を 見た｡

e yi g el e n y o x o n t o u si an
･i e s a k t ul g aji

･

r gi
･

n i

各 村 の 頭領 を す べ て 集め

tt h e mi yi ci
･1 e e yi Ci n x ai e yi e sk ul i a sik t e

見 ると チ ン ハ イ 非常に 若い

台yi b e yi
･

血

そ の 身体は

e m e j a le
･k e ci g u g u d a b al d e

一

芸e mi

丈位 の 高さで 成長 して

a gd e n e
･

r e

喜んだ｡

m O r g e a e m e

モ ル グン が い る｡

e Ⅱl a Cl

ち ょ っ と

n a f ek e ･ ci bi
･

r e n .

熊 の ようで 有る｡

e y i d o 血
.

tiki e s k ul i a y i a y i gi s u n
･

m e x e s u
･

r e e sk d i y a d e n e
･

i ni k a t an

人 に誰にでも 大変 よい

d ili
･

ni fu s y d e
･ 血 t u r g e n

頭脳は 回転が 早 い ｡

話を 替る のは 何をしても 強く

e yi l血k s u
･

血 o
･

ni

同江 の人で

An t e e yi yi ci
-

Ⅹ e mi e yi t u i n ele

ア ン タ は 見ると

h k s u x ot o n ni o

同江 零通の 人｡

a yi yi ci
. k e ci e m e g e rbi

･ mi Y a n gl e

よく見ると
-

人 の各は ヨ ン ラが

- 1 2 0 -



n e
･

mi bi
･

r e n e y i g u gtld a / 血 e m e j al a n

い る｡ 身の丈 一

丈と

yi ci
･

r s y e n m a ci nik t e53

見えない 少 し 低い ｡

b al di ･

i d e sk u li k t w un ･k i j o
･

血 e s kn h b a y a n

大変 力が強い ｡ 彼 の家は 大変 裕福である｡

t 血 e 血 e yi a s e n
･

yi g aji
･1e K a n t e ･ d ul e u n k tl y icici

･

tl
･

k t m e ･ Ⅹe 血

彼 の妻を 連れてきて カ ンタ の所で 病を 見てもら っ た こ とがある｡

t u i n e mi e y i ぬ n t e
･

ni a x e n d tl e n d u li ･

ni m an g g e

カ ン タ 兄弟の 神の 力が大と (信じ)

tni n e mi 酢11 u n mi o s a k t ul n ia ni

人 たち す べ て 彼 の

Ⅹai e m e k e hi r e

さら に 一

人 い るo

b ald i
･

x e ni e s k ul i

大変

e yi ni a mi d e uj i
･

血

彼 の 顔

e m e S u q a

5

is ale ･ 血

眼は

gl S un
-

m e n i d old i . r e

命令を 聞く｡

c a
･

k e ci g u g tld a

尺 位 の 高さ

s a k elk i s a mi k t e
･

血 s ak elki

黒く 眉は 黒い ｡

s e
･ k i

色 (漢語)

匡垂4 a yi ni a n i

u n k u ･ k e ci bi ･ r e

病気 の ように灰色で

u n k u ･

mi a n ci

しか し 彼は 病で ない ｡

mi a mi g e rbi
･

血

彼の 名は

t 血 m i e k () ci

そ して

Le k et u e r e yi sit e d e m u r a k a t a n

ラカ トル こ の 子は 大変 強い o

e yi g ul u n x ai

こ の 中に さらに

j ak t m y a
･k e ci bi ･le g u g u d a

8 尺 位

b aldi
･

i ni g qj tik ul i

成長 して 美男で

e m e k e b i ･ r e

l 人 い る｡

O n e j al a n yici
･

r s y e n

高さで 一

丈 に 見えない ｡

d e uji
･

n i si a n gi n s e
･

n i stl S ai ･ k e ci bi
･

re n

顔 は 白 い 年壮 5 0 位 で

e yi g e rb i
･ mi C a n y a Hj u n

その 名は チ ャ ン エ ン ジ ン

Ⅹe S u
'

Ⅹe n O n e

と いうo
一

丁

S ele j ob g tl
･

ji x e rb e
.

r e

一

丁 の 鉄 の 槍で 持 っ て い る｡

血a mi e s k u li e yi w a
･

k e ci . 血 y a
.

ni s a k t ul k a t e n

彼 は 非常に 上手に狩をする 何でも す べ て 上手い ｡

68
c a r ale 漢語 差

一

点 ､ B が 訂正
64
可是 (漠憩)
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e yi gid al e
･ 血 s a k t ul t o h n

･

d tl

打 つ と みな 当た る｡

td n e mi a y i k o si n dtl yi n
･

j u (d e xカ k e ci e y i t o u si a
･

Ⅹal a
･

ni

30 4 0 位 頭領 達が

t 血 el e a yi
･

w e yi s a
･

Ⅹe n d e An t e

これ を 招き アン タ娃

y Ⅸ a n x o 血

牛 羊

e yi g el e n t o11 Si a n
･

酢11 u n

頭領達を

j ak e
-

w e g el e n
･

n i o
･

血 d ele d e
･

Ⅹ e n

等 の物を 人達に 分けた ｡

謡(16)

Ⅹe kl a x elei x e m a x el a x el ei
-

e yi d olb u
･

d ul e 血 yi s a
･

Ⅹe ni

夜 に なると

tu in e mi An t e X a t e n ･

j i x e S ol a ki ･ji

ア ン タは カ タ ン と (漢) ソ ラカ に

a rk i
･

w e S a k t ul

酒を す べ て

n e d e
･

u
-k u n e

.

r e

準備さた｡

t 血 e mi e yi Ci n x ai g ul u n
･

ni d ui n e yi t o u si a n

チ ン′＼イ 達 4 人 の 頭領

alb e n ･

m e g u an si
･

1 e

兵を 統括する

t o u si a n
･

Ⅹ ala
･

血

頭領たち

C i n x ai Y o n gl e Le k et u e r C a n y a nj un

チ ン ハ イ ヨ ン ラ ラケト ル チ ャ ン エ ン ジ ン を

e yi j o
･

ni 8 a ul i
･

k i mi

家に 招くと ､

n a ci d a
･1e e yi d ui n e m e T g i

少 し して 4 人は 来た｡

Ⅹa n t e 血a n i ･ m e ni e y i g ul u n
･

m e

カ ン タは 彼等 を

s a k t ul e m e
-

r gi l r k un e
･1 e t e

･

r gi
･ k u n e ･ Ⅹe

み な 招き入れ 座らせ
､

I a ok e ･ mi e yi a x a
･

g ul u n
･

m e ni

帯をし 奴隷た ちに

- 12 2 -

e m e
･

r gi
･

辻i

来た o

j o g
･ d d e n i

家 に ( 招き)



s ol gi
･

w e S a k t ui g aji
･

r gi
･

u
･ k un e - x e n

料理 を み な 持 っ て こさせた ｡

a rk i ･ w e e r t ul d e

酒を すぐ

An t e E a Ⅱt e

ア ン タ カ ン タ
,

g a3
'

i ･ r gi
･k u n e ･ Ⅹe n

持 っ て来させた｡

e y l 血u n i o

6 人 は

s a k tul e m b a d u a rki o mi ･

r gi
-

r e

皆
一

緒 に 酒を 飲み

e m b a d u o mi ･

r gi
･ mi e m b a d u

供に 飲み ながら 供に

y o u nik a n
･

g ul u n
･

m e ni e n e
･1e n e ･ mi Ⅹe s u ci ･ r e n

す ぐ 漢人達と(戦 い に) 行くと 話す｡

譜終

t u i n e mi s a k t ul e n e
･ k il e et e ･ u y i

-

緒に 行き 勝 つ o

t u i n e mi e yi y o u Ci n x ai

チ ン ハ イ に

e m e c a r mi a r ki
･

w e o m i ･ u ･ h l n e ･ Ⅹe mi

一

杯 酒を

e y l g ul u n s a k t u l e y i y o u il an c a r mi s a k t ul

人達 み な

e m e d a n s a k t ul

一

気に

e yュ e ri n

こ の とき

al a n g (1 7)

A n t e

ア ン タ は

また 3 杯 みな

o mi ･ k un e ･ x e mi e k e q i d e

飲ませ ｢ こ の ように

mi a 血 tt1
･

g ul un

彼らに

飲ませた｡

dili ･ s 止i 血s iki ･ 血 t 1止i ･ r e

頭上 に 掲げ

e t e
-

tly 1

勝 とう+ とo

j a ri
･

m i d e ri u
-

x e n

歌 い始めた｡

謡(17)

Ⅹelil al a x e u a - Ⅹe hl al a x elei x elil al a x elila x el ei - I

g ul u n
･

ni o 即1 u n s in d u mi o mi ni b tlti ･ w e b el ci ･k u n e
1

1 o

皆さん あなた方 私 私たちに 援助 してくれ｡
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e si b tlti al b e n ･

m e x e rb e
･

mi t al e s a k t ul e n e
･

Ⅹei

今 我 ら 兵を 連れ て そ こ - 行く｡

t u i n e mi a si y o x o n x o t o n g d un s a k t ul e m b a d u g o n i
･

i u n e
･

i

今 村 の衝 の 達 み な
一

緒 に 心を 一

つ に して

t o t u i a n g ul u n
･ mi

頭領 達

s a k t ul e 工nb a d tl b i ･ r e n

み な 集ま っ て い る｡

e si b tlt tl e Si a rki
･

v o

我 等 酒 を

n e d e ･le s a k t u l il a n ･i 血n o m i
･

u e ei

並 べ 3 日 飲もう｡

Ⅹelil a x elei x elil a h x el ei -

Ⅹelil al a x el a
･ ･

Ⅹe li la h x el a x el ei
-

e y i 匡軒･

ni e yi C in x ai d u i n b a ･d u d eld e ･ y i

隊を チ ン ハ イ ら 4 つ の 部分に 分け

S u n tl
'

W e e m e

あなた方を -

t 血 e m i E a n t e

カ ン タ は

b a
･

d n e m e b a t o u si a n

小 隊に
一

人 の 頭領に 任せる｡

e yi y o u s a k t ul

( 司令官と して)

d ui n g el e n 甘11tl n S a k t ul al b e n
･

m e

4 人 を す べ て 兵を

Ⅹeli l ala x elei ･ ･

Ⅹelil al a x e n i ･ ･

n etl
'

y l a S e n
'

y l

弟 の 妻

S ol a ki m u n u ･

w e

ソラ カ 我 々

e si g ele n y o x o n t o u si a n
･

g ul tl n

S u m

あなた方

t o u si a n g u a n 8il e
･1 e

頭領を 統括する｡

b el d ･

r o

手助けよ｡

d e xi ni o
･

d u b i ･ r e n

各 村 の 頭領 達は 4 0 人 持ち

e 8i s a k t ul

さらに み な

m i n i
-

w e g i s u n
･

m e mi .

w e d oldi ･ r o

私 の 命令を 聞けo

Ⅹelilal a x ele x elil a ･ ･

Ⅹel ei -

諦終

k e k e k e

6 6
隊 ( 漢語)
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第 7 章

al a n g ( 1 8)

An t e t 血 e mi e y i E a n t e e n d ul i
･ mi a Ⅵ - a mi d ul u ･

ni a y i a y i
･

j i

ア ン タは カ ン タ の 神 の 帽子 (力) を 後ろに (頼り)

d lli n j a k un e r g e n io

四方 八 方の

t 血 e m i A n t e ･ w e

ア ン タ を

s ak td e m e lle n l a n l
'

m e n l

人 み な 来た o 彼が

eji n n e
･ mi x od al e

･

x e n

首領と よび
､

gis un
･

m e ni d oldi ･1 e

言う こ と を 聴き

g ul u n ejin d a o ･ Ⅹele
･

Ⅹe mi

みんなの 首領に な っ た ｡

t u in e mi C i n x ai
･

y i e yi b u lu o
･

yili ct H a
･

y i el e g aji
･

mi e m e
･

r g i
･k i

チ ン ハ イ に 部落の 兵を 連れて きたの で

血 血 m e ni jtlle
･

siki (bi
･

si t o u si a n) d a o
･

Ⅹel e

彼 は 前隊長に な っ た ｡

e yi C a n y a nj un a mi ･

s ik e
,

d t l bi ･ si n t ot1Sia n d a o ･ k u n e ･ Ⅹe n

チ ャ ン エ ン ジ ン を 後ろに い る頭領 (復隊長) に させた｡

e yi % n gl e e y i j a p
･k e re ･

d u mi ( x a s u k t e ･k e r e ･

d u nj)

ヨ ン ラを

Le k et u e r e yi

ラ カ トル を

側面の 隊の頭領に (左翼隊の頭領に)

ic a k t e ～k e r e ･ d u n i

右翼隊の頭領に

tui n e mi e yi d ui n b a
･ d u

4 /ト

j t 1 ] a P
･

k e r e ･d u ni

2 人を 両翼隊の頭領に した｡

alb e n d eld e ･ Ⅹe n

隊に 分け

d u i n t o tlSi an e yi d ui n
･

e r g e
･

ji d a o
.k u n e

･

Ⅹe ni

4 人 の 頭領に

t 血 e mi e y l n ai ni

4 小隊の頭領に させた｡

afe ･ mi ･ d ul e
･ ki

彼ら 戦うとき

s a k t ul E a n t e b i
･

r e n
･d tl ni d oldi ･l o

カ ン タの い う ことを 聞け｡

t u i n e mi s a k t ul e yi d u in 甘Il un s ak t ul e m b a d tl X Od al e ･ mi

皆 4 人 皆
一

緒に 同意 して叫ぶ ｡

a y lJ l yicici
･

ki

良い と考え

t ui n e mi e si e m ed a n x e s u ci ･ m i odi ･iti

今回 相談し 終え

e m e 酔 d olu b u ･ d ul e mi e n e
･

r g l
･

Ⅹe n

夜半になり 帰 っ た｡

5 6 到 ( 漢語)
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育(18)

Ⅹe山 a x e li1a x el ei x elil al a x el a x eli h l a x el ei ･ ･

t m k i e rd e ･ d mi t o tl Si a n g ul n n

朝早く､ 頭額 達娃

a h lb e n
･

g u h n s a k t ul yi m a ul s e g aji
･

1 e

兵 と 魚 肉を 持 っ てきた｡

An t e a x a
･

g ul t m
･

m e 血 t a k e t u 5 7 ･ d ul e ni bi ･ si ul 8 e
～

w e

ア ン タ は 奴隷達に 倉庫の 中に ある 肉と

yi m a x a
･

w e S a k t u l g aji
･l e

魚 を す べ て 持 っ て来させ

(e yi g ul un
･

d t l b u ･ k t m e ･ Ⅹ eh)

(人 々 に 与えさせた) ｡

e yi g ul 1 m a rki ･ w e d e g aji
･

r gi
･

Ⅹel e

彼らに 酒席を も 持 っ てきた｡

Ⅹelil al a x el ei

t u i n e mi e y i g ul un g o si n g ul u n

彼ら 3 0 人 の

y o x o n t o u si a n
･

m e 山

村 頭領に

a rk i o mi ･k u n e ･ mi B a ul i ･

n i

酒 を 飲ませ 招く｡

Ⅹel ei

e 8 k t 山 je fu
･

mi a rki ･ mi o mi ･ mi

沢山 食 べ 酒を 飲み

e sk u li a g d e n e
･ mi s a k t ul y a o s o k t u

･

Ⅹe ti

大変 楽 しみ 皆 酔 っ たo

背終

An t e e yi g ul un
･

m e

ア ン ダは 人達を

t 血 e m i E a n t e

( ア ンタが) カ ン タに

a x a
‾

p l u n
･

m e s a k t ul j o
･

j ul e e n e
･

rgi
･ kn n e ･ Ⅹe n

奴隷達に みな 家まで 送らせた ｡

Ⅹe s u
･

1 n l e tiki a mi
･

8iki a rk i ･ w e ek e ci m a n g g e

言うには 今 後 酒を こ の様 に

6 7
魚を保存する倉庫

- 1 2 6 -



m a zTX O n O mi
･ k un e ･ r S y e n

多く 飲ませるな｡

e k e ci m a r x o n o mi
･

ki e y i b ai t e e x el e
58

こ の 様に 多く飲むことほ 良くない o

謡(19)

Ⅹeli x ela x e u a ･ ･

Ⅹe h l al a x el e x e li 1al a x ela
-
･

Ⅹelei

il a n - bi a
･

血 y i s a
･

Ⅹa mi

3 月 に なると

b o s u k tl X O d al e
･

Ⅹe n

役人が 報告に

tu i n e mi e 皿 e ni o

｢ 一

人 の

b ul u o t o u 8i a n

部落の 使者

a x e n d t l jul u

兄弟 二人

e m e
- d ul e e m e ･ r gi

･

r e

来て 来て

n uj e n 触 由

女真の

d転 押 野 e m e
･

Ⅹei

来たo

Ji n w t1S y u m O
･

W e

ジ ン ウ シ ュ は 人を

A n t e d oldi ･ Ⅹe n i

ア ン タ は聴い て

to tl Si a n
･

y l

使者を

JO g
･ d ui x e s u ci ･1 e

家で 相談 し

Ⅹe s 11
･

1 e

言う

e m e
･ k u n e

･

x e n

来させた｡ +

K a I‡t e x e s q h i

カ ン タ に 言う｡

Jin 帥 ⅦS y u eji n t o tl Si a n

｢ ジ ン ウ シ ュ 額真は 使者を

b u ti o ni n e ･ tly e

我等は どうするか ?

Ⅹe hl al a x el el e xi x el ei _

諦終

e m e
･k u n e ･ Ⅹe mi

来させた ｡

t tlin e mi j o
.

j ul e y a
･

r gi
･

r e S ol a k i ･ ki x e 飢 r ki e y i K a n t e a s e n a s e n ･ki Ⅹe St 1
-

玉e n

家に 帰り ソ ラカに 問えo + カ ン タは 妻に 言う｡

e yュ S ol a k i x e s u
･

i mi e si
.
n nj e n t o u 8i an e 皿 e

･

Ⅹe mi b ait e a n cl .

ソ ラカ が 言う｡ ｢今

b u ti e si -d lll e Ai sin ･

g ul mi

今 金族と

e yi S o n g
･

g ul u ni a fe n g

宗族との 戦い だ｡

女真 の 使者が 来た のは 大 した事では ない ｡

S o n g
･

g ul un a fe n g A 由i n
･

印1 u n

宋族との 戦いだ｡ 金族

t 血 e mi e y i c u x a i s a k t ul yi s a
･

r 8 y e

兵 みな 足らない o

5 S
a ci

･

s y e n を B が訂正

-

12 7
-

A i si l l

g u l n n
･ 血i

金族と



t u i n e mi e y i fl a n c d a k e n i un
･

x ot o n

川 大 村に

al b e n g
･

elt e
･

r e e y i S o n g
･

g ul t Ln
･ 出

兵を 借りて 宗 族 と

E a n t e a ki n ･ d ul e

カ ン タは 兄 の所 -

t o ll Si a n
･

g u h n e m e
･1 e

( 女真 の) 使者が 来て

af e ･i 血

戦う｡ +

e n e
･l e x e s u

･

Ⅹe n

行き 話 した ｡

An t e t 血 el e C 血Ⅹai ･

w e y a o a yi

ア ン タさま

g el e n
･

g u l u n

人たちに

チ ン ハ イ ら

Ⅹe 8 u el
■

r e

相談 し

g o si n
･

g ul u n t o tl Si a n
･

Ⅹal a
･ 血 s a k t ul

3 0 人 の 頭領に

e yi u n a k e n e
･

i

どう するかを｡

諦(2 0)

C i n x a i 甘11 un
･

n i s a k t ul e m e ･ Ⅹe ni

チ ン ハ イ達は みな 来た｡

e 8 1 m O e m e
-

r e

｢今 人が 来て言う

t ui n ek i n et 1 ･ m e ni

弟 に

a yjji m e d el e
･1 o

よく 問う｡

諦終

t ui n e mi e y l il an ( c ul a k e)

｢ (女真 の使者が) 三 Ul])

e yi S o n g
･

g ul u n a fe
.

k i ni

宗 族と 戦う｡

e si

A
｢

t ui n e m i ei x e s mi od i ･ Ⅹe mi

言い 終わると

e yi b u t il e alb e n

｢ 私らの 軍隊

An t e x e s u
･

m l

ア ン タが 言う

n u ) e n t o u Si a n ･

ni

『女真の 使者が

e n d t1 li ･i

守護神に問い

y a ° e m e
･1 e

す ぐ 来る｡』

S a m a n
‾

令

シ ャ
ー マ ン になり 占い

o 血 n e 七i a yi
･

Ⅹ ei

『どうすればよい かを』

ni u n x o t o n c u x a
･

y ln i g ele
･

i 山

大 村 に 歩兵を 借 りにきて ､

o ni n e ･

y t 1

どうす べ きか+

C i n x ai ･ g Ll h n s a k t ul ey i

チ ン ハ イ達は

b u ti alb e n
･

g ul n n s a k t ul m oli n

兵 は 馬が

b u ti O n e -l e E a s e a fa n e t ui n e
･

k i b Ⅶti

我ら 行き
一

緒 に 敬う｡ + す ると ｢我らも

Ⅹe s u
･

mi d e ri t1
.

X el e

言う

ai yi

よく

alb e n ･d e 上a t e n

兵 は 強 い ｡

a y ュ

よ い ｡ + と言う｡

- 1 28 -



An t e g ul tl
･

tik i ･ 血

ア ン タ娃 皆に

a yi d a
･

Ⅹei t 血 e m i

｢ それ で よ い ｡ +

g ele n
･

釘1 b n
･ ki al b e n ･

g ul u n
･ k i

人達に 兵たちに

K a n t e j o g
-

d ul e e n e
･

1 e

カ ン タが 家に 帰り

Ⅹe 8 u
-

e

伝 え るo

S ola k i x e s u
-

x e n

ソ ラカ に 言 っ た｡

e y l g e O n l n e
.

S y e n

｢ こ れ柱 何か ありませんか｡

S ol a ki x e s u -

i n i

ソ ラカが 言う

ed i n
･

d 血

風の 中を

si x e

｢ あなた はまだ

s 1
･

W e g O r O
･ k i

あなた を 遠く へ

t 也 e ey l
･

Si m i ni

こ と を 私に

血
･

w e k at a ･ mi

私 の こ とを確り

s a k t ul e n e
･1e

み な ( 野営に) 戻り

Ⅹod ale
･

ixi e

話 した ら｡ +

S at
-

$ 1a

覚 えて いますか｡

g aji
･i e yi b ai t e

運んだ ことを｡

mi ni j ul e e k i ･ d ed t1 ･ 血 n ia mi m u m j lll u a yi d e

彼女は 以前 姉で 彼女は 私達

台yi a yi b a
･

d u b i
･

1 e t 血 e m i e si 血 ･

w e

一

緒 に い たが ､ ( 彼女は) 今 私を

e s i h n g g eli u r e k e n ･ d ul e ni

今 ラ ン ガ ラ 山に

2 人が仲良い の で

e s k ul i t ai x el e ･ s y e n

大変 恨んで い る｡

t a
･d tl b i ･ r e n

そ こ に い る｡

g ele n
･

J l m i血
･

w e w a k e ci
･

m i g o 血
･

iI止

他 の着たちと 私を 殺 し た い ｡

Ⅹa n t e x e s u
･i 血

カ ン タが 言うo

諦(2 1)

Ⅹelil al a x el e x eiil e -

Ⅹelil ele x el ei -

m o e d tl b i ･1e eji e x el el e b i

｢私 は こ こ に い る｡ 恐れるな｡ 私が

e ki o ni d e

姉 は 何も

n e
･

m i Ⅲ e t e
･

s y e 且

出来ない ｡ +

Ⅹel a n x el el el a x el ei

S o h ki e si a g d e n e
･

mi d a
･

Ⅹa n

ソ ラカは 非常に よろこんだ｡

Ⅹa n k a ･ mi e n e ･ Ⅹe n

怒 っ て 去 っ た ｡

e d u b i･ si y e ai

こ こ に い る.

- 12 9 -



s olgi
･i a r Lk i ･ i g a]

'

i ･ r gi
･

n i e d i a s e n a rki ･i

料理 酒を 持 っ てきて 夫婦は 酒 を

Ⅹel ei x elei -

讃 終

ala n g ( 19)

e si S ol a k i E a 地

こ の時 ソ ラカは カ ンタに

b i e si

罷は 今

a n ci d a ･ x a n ･ k i

こ うなか っ たら

X u S u
.

1 m

言う

e e l

｢ 今

0 皿
一

皿

飲 ん

d e ri t1 ･ 又e n

だ ｡

Ⅹit e
･

ki d a
･

Ⅹei il an b i a d a ･ Ⅹa n

身 ごも っ て 三 月 にな っ た｡

e d u u r e k e n ･d ul e mi e n e ･ r e b aldi

山に 行き 生活する｡ +

讃C22)

K a n t e d oldi ･1 e j a ri
･ mi - d u x e s u ･1 e

カ ンタは 聴い て 歌い 言う｡

Ⅹe li1 a x el ei

m 血 S o h ki a s e n
･

y i

｢私 の ソラカ 妻は

a gd e n e
･l e

うれ し い

Ⅹit e ki d a
･

Ⅹa n

身ごも っ た

a g d e n e
･id e bi ･ r e n

うれ しい ｡

e 8k ul i lel e
･ mi ･

d e y e b i
･

r e n

n n n n j ul u
･

w e e k e ci a yi
･

j i a g d e n e
･

m i b aldi
･

Ⅹe n u ki a a y i

私達 2 人 こ の ように 愛 し喜び 暮ら したどんなに良か っ た か ｡

Ⅹe hl el e x el ei x elil el e･Ⅹel ei
- ･

.

s a t e n g
. k e ci

砂糖 の ように

b aldi ･

Ⅹe

暮らした ｡

s at e n g
･

Ⅹt 1mi ･ k e ci a yi
･

ji b aldi
.i u

砂糖 の ように 幸せに 暮らした｡

Ⅹel ei

e yi n i n un tl
･

W e d eldi d eld i
･

Ⅹei

今日 我等を 引き裂き

Ⅹelil al a x el ei
･ ･

g o 血
･ mi un u

･

r e n

心を 傷つ ける｡

g o 血
･ mi u n k u

･

r e n

心 を 傷 つ ける｡

- 1 30 -



m i血 did並･ d Ⅷ由

私 の 頭に

g o n i
I

d ul e n i

心の 中娃

Ⅹelei

yis al e

g io t k d i m 工止e
･k e ci

冷 た い 水 の ように

gi otk d g i ot k ul i g i ot k ul i

冷たく 冷たく 冷たく

m e k t e niu ･ 9

限に 涙が 出てきて

e s kn 1i g o n i e s k ul i m a n g g e d a
-

x a n

大変 心は 大変 ひ どく な っ た｡

Ⅹelei x elil ei x elil el e x el ei

帯終

al a n g (2 0)

S ol a ki

ソ ラカは

tu in e m i

ed i ･ tik i s o n g
.

mi

夫 が 泣き

g o mi
･

d n i t m u i - mi

心に 痛 い

e di ･ti ki s o n g
･

m i

夫が 泣き

] a ri
･

m i d e ri u
･

x e n

歌 い始めた｡

e m e
-

又e n

来た
｡

d a
･

又a n .

な っ た o

d e 血
-

Ⅹe n

始 め た の を (見て) ､

請(2 3)

Ⅹelil al a x elil a x e li1ei I .

x elilei ･ ･

Ⅹelil a x el ei
･ ･

m i 血 edi ･i K a n t e m o rg e n ek e ci g o n i
･

i n i

｢私 の 夫 カ ン タ モ ルグ ン こ の ように 想う

e y l mi ni
･

w e g o n i
･

i ni

私を 想うo

x elil al a x el el e x e nil a x e n ele x elei -

Ⅹelel ele
I .

m un tl g ul u e m b a d u a y iji b al di
･ mi o di

･

s y e n

一

緒 に よい 生清が終らない｡

Ⅹe 工山al a x e nil a
･ ･

m u n u ed i a s e n g o ni
･

d u i s ak t ul Ⅷ n e
･

8 y e

夫婦 の 心 の 中に みな 忘れない ｡

8 9
y e i8k ul i d a

･

Ⅹe n を B が訂正

- 1 31
-



Ⅹe n i h x el e x e n e

t u n n e
'

S y e n

忘れない ｡

e di e n b a d tl

一

緒 に

sia n gi n d ni
･k e ci

白髪頭になり

m a fe ･

n a m a n e
･

mi

爺 婆 になるまで

b al d i
･i u e o t le b al di

･

o e

生きよう 生きよう｡

Ⅹe 血 n a x el ele n e x e n el ele n e ni n ele n e ･ ･

e yュ S a m a n S e un
･

ni

シ ャ
ー マ ン 神が

d a ･

Ⅹa n n e
･

Ⅹe ni

こ う した｡

si eji g o ni
･

Si Ⅶ m
･

1 e

あなた は 決 して 心 を 痛めるな｡ +

Ⅹelil al a x elil al a x elil al a x el a x el ei 一

帯終

第 8 章

a la n g (2 1)

S ola k i x e s u .

m i odi ･1 e .

ソラ カが 言い終わると

t u i n e mi eji y a e ri n ej i g ai n io
･

tik i eji s a k t ul Ⅹe S t 1
･

r O .

｢ 何時でも 他の人に 話すな｡

t ui d mi mi mi
･

w e e y i 匝壷戸o n e
･

mi

私 が 狐仙で ある こ と

tu i n e mi mi a ni ･ n e n ij ul u e n b a d u

彼等 二人
一

緒 に

e si ed i a s e n ･ s i e 8i b Ⅶti d el e x e ･ k in i

夫婦 我ら 別れても

d e s ola ki n e
･

m i e] 1 Ⅹe S u
･

r O

も 狐である ことを 言うな｡

bi
･

Ⅹe n e k (∋ci i 血 bi a x e

い た こ の ような 日 月

e si e ri n e 8i d el e x e ･i

今回 別れても

a m il e x e e n b a d tl b a k e
･

r gi
･

n i x e e 血b ad u b i
･

u i

後 で また
一 緒に 出会 い 一

緒 に 暮らそう｡ +

6 0 狐仙 (漢語)
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# (2 4)

Ⅹe hl al a x el血 Ⅹel ei x e hl al ei x el a x el ei

丘a 血 e e si a s e n
･

yi a yid el e
･

i mi

カ ン タは 今 妻が 気が休まり

j ul u ed i a s e n

二 人 夫婦

e n b a d u e yiji s a k t t止 a r ki a r ki ･ w e o mi ･1ei
一

緒 に 酒を 酒を 飲み

o mi ll e o mi
･1 e 七山n e mi s o k t u d a ･ Ⅹel e

飲み 飲み 酔 っ て しま っ た o

x elil al a x ele ile x elilal a x el a

t u i n e mi a fi n e ･ mi d e ri u
･

Ⅹele d uli a n d ol u b e n ･d u ni s e n e
･

Ⅹe n i

眠 る｡ 夜半 日が醒めると

n i a ni s e n e ･ rg l 心 is al e ･i y i cil e
･

k i mi

彼 が 日が醒めると 日で 見ると

S ol a ki k e r e ･ d u mi

ソ ラカが い た付近に

血 a血 el e k eji s ola k i

彼 の そばに 狐が

tu i n e mi s ol a k i ･ yi x o Hji

狐 に すぐ

Ⅹel ei

血 血 Ⅹe t 血 e m i e k e ci

彼女は

e m e ( s ol a ki) bi
-

r o n

狐 が い るo

t o n g k u
･

Ⅹe ni

うずくま っ て い る｡

mi o
･

k e ci

人 の形に

d erill ･ k i
･

Ⅹel e

なり始め ､

ni o ･ k () 也 d a o
･

Ⅹe n

人 に似て きた｡

t Ⅶm a k i

翌 日

Ⅹelei

讃終

i mi n ･ mi A 血 e n i o mi an i ･ m e ni E a 此 e ･ w e x o d al e ･ Ⅹe 血

ア ンタは 人を 行かせ カ ン タを 呼んだ｡

- 1 33 -



t ui n e mi e si a x a ･ g d t n
･ 血

今 奴隷達が

e m e
.

x e n a fe ･le

来て 戦 い を挑んだ｡

Ⅹa p s e x e st 1
･i ni

報告 した ｡

払1ig i a n ni u k t e y ot o n
･ 血 t o tlSi a n ･ 血

赤 毛 村の 使者が

t 血 e mi o 血 n e
･

ki a y l n e
･ mi

どうすれば 良い のか o

a y l
･

31 0 ri n 卯jik ul i a 8 e n

2 0 人 の 美 しい 女を

g ele
.

i ni e m e G eik e
･

Ⅹal a n e m ek e W tldi n g
･

Ⅹal a e m ek e n

要求するo 葛家 の人
一

人 呉家の人 一

人

Yb k eli ･ Ⅹal a n d ui n

尤家 の人 四人を要求するo

S y o x ol e
･

Ⅹ al e jtl a n

野家の人 十人

e yi 払 n t e
-

d tl m ed el e
-

i d
"

u n a k i a y i
”

カ ン タに 問うた ｢ どうすれば よい ｡ +

E a n t e x e s t1
･

i mi
"

& g a si x o nji eji el e . Ⅱ岨 Ci b i ･1e x e stl
･i mi

v

カ ン タは言う ｢兄 あなた 急ぐな｡ 後で 話す｡ +

t ui n e mi j o g
･ d ul e e n e

･1 e a s e n
･

tik i x e s u
-

x e 血 S ol a ki d oldi ･1 e

そ して 家に 行き 妻に 話 した ｡ ソ ラカほ 聴い て

"

a yi a s e n
･

g ul u n
･ d t1

｢ 女達が

tui mi mi ぬ n t e x e s tl ･i d

カ ン タ は言う

d 山i a d ･

r s y e

奪 われる の は よくない ｡

e x e g ul u n

悪人 ども ! +

"

e y i o mi n e
･

u yi b u ti k e b u
-

r s y e
''

｢ こ れは どう しようo 我らは渡さない ｡+

``

b tlti
･

w e m a n g g e
･

j i t ui n e
･ki

｢私たちを 苦 しめ るなら､

Ⅹe S lユ
●

1 m

答 えた ｡

S ol a ki x es u ･

i 血

ソ ラ カが言う

b u ti mi a mi -

m e 血 a y i
･

ji
- d u n e ･ s y e

”

私達は 彼らを 許さない ｡ +

育(2 5)

Ⅹe hl ala x ele i x elil ala x el eil ei x el ei x elilal a x elil a x elil a

e di a s e n e 血b a d u e k e ci b ai t e ･ w e x e 8 u 一

皿 a Ci ･ mi d ul tl n e ･ Ⅹe n

夫婦は
一

緒 に 少 し こと を 互 い に言い 過ご した｡

a x a ni o e m e ･1 e

奴隷が 来て

Ⅹa p S Ⅶ
‾

Ⅹe n

報告する ｡

L`

n u] e n t o11Si a n
･

ni e m e ･ Ⅹe n
''

r女真 の使者が来た+

n e
一

皿 X e S u
'

r e n

と 言う｡

Ⅹelil el e x el ei

ぬ n t e x o nji mi u
･

Ⅹe n a ki n ･

ji yi t ul e bi
･l e

カ ン タ は すぐ 出て 彼の 兄と 庭に 出て

t u 血 i n uj e n g ultL n
･

ni t o u si a n
･ mi e m e

･

Ⅹe n

女真族の 使者が 来た ｡

- 1 3 4 -



ni e mi ･

m e ni b a k ci ･1e 転壷軒
･

n e
･

血 e n 拡 a n ･ d tl t e ･ r h m e - x e

彼 に 会 い 挨拶をして
､
オ ン ドル に 座 らせたo

t u in e mi a x a 血o

そ の とき､ 奴隷が

Ⅹa p S e
一

皿 e m e
'

Ⅹe n

報告 しに 来た｡

t tl eji
･

t ikile n o b

東 か ら 馬

y o u s a k t ul e m e ･ Ⅹe n .

も み た きた｡

An t e m i e n t o u si a n
-

tik i

ア ン タ は 女真の使者に

仔

e si y a
･

] 1

｢今 ど こ から

n Ⅶe n t o ⅦSi a n
･

n i

女真 の使者壮

e m e
■

Ⅹe n

き た

Ⅹe Stl
-

1 m

答 えた

m e n d el e Ii ni

た ずねたo

血o m oli n
D

兵 と 馬か｡ +

e yi mi mi e si gia
･ d ul e g ai

･

b a d tl g el e
･

Ⅹi

｢ 私が 今 別の場所か ら 借りた｡

Ⅹelil el e x elil ele

e si si n d 山e

今 あなたから

alb e n g el e g el e
･

Ⅹ ei

兵を 借りた い ｡ +

Ⅹelil a x elil a x el ei

諦終

al a n g
.
(2 2)

A 血 e a ki n a x e n d u y i ci ci
･ ki

ア ン タ 兄弟は 見ると

e yij u t a u n m oli n ･ mi

二 万 の 馬に

u rk e ･ d ul e u rk e t ul e
･

siki yili
-

x ele

門内に 門外に 立 っ て い る｡

e yi y alu
･

ni ni o

乗 っ た 人を

e y l n uj e n t o u si a n
･

ni

女真 の使者は (彼らを)

t a
･d u y a bi

･

r e n

野外に 止 めた｡

t ui n e mi An t e g el e n alb e n 8 a k t d e yi j a p
･ k e r e b i ･ si b a ･ d u

ア ン タ は 兵たち みな こ の周囲に い る 場所を

a k o bi ･ sin b a
-

d u yicici
･

l e m oli n ･

m e s a k t ul

野営 して い る番所を 見た｡ 馬に みな

6 1
請安 (漢語)

olk t e b u ･k t m e ･ Ⅹe n

草を 与えさせた｡

- 1 3 5 -



e y l 血o m oli n fu r gi a n y a k t e
･

血 Ⅹo t o n g u h m
･

t o u si a n
･

n i C eb 止 e r

人 馬 の 中に 赤毛の 村の 元帥 チャ プカ ラが い る｡

ey i S a x a h g u ol Ⅶ o t o u si a n
･

n i X a 皿 at e

サ ハ リ ン 国 の 元帥 ハ マ タ｡

G u o ru h l Ci g t1 0 h o
･ 血 t o u si an

･

血 D e mi e r .

ゴ ル ジ 国 の 元帥 ダミ ル ｡

W hl ab ll g t1 0111 0 t O 11 Si an
･

n i E e y in n a

ク ラブ 国の 元帥 カイ ンナ ｡

e yi d n yi n e yi al b e n
･

g u a n sile
-

i 血

四人は 兵を管轄する

t o u si a n ･

印1 n n t a
･

d u s a k t ul e yi a l o n e
-l e e yi

元帥たちである｡ そ こ に みな 野営し

t o u si a n g l S un
･

m e a lci .

元 帥 は 命令を待 っ て い る｡

諦(2 6)

Ⅹe li1 al a x elil a x e hl a x el a x e li 1a x elil al a x elil a

An t e n et1
･

ni n u 3 e n t O u S i a n
･

ni

ア ン タと 弟は 女真 使者を

j o g
･ d 山e yi yin g g el e t a d u t ei n ･ u ･ k u n e ･le

家に 入れ そ こに 休ませた ｡

Ⅹe rg el e b i
･

si 血o

手下の 人に

a rk i ･ w e yi x a n x o mi ulgi n ul s e
･

m e

酒 を 牛 羊 豚 肉を

yi m a x a ul s e
-

w e s a k t ul

魚 肉を みな

g aji
･(k un e) ･ Ⅹe n

持 っ て ( こさせ) きた ｡

t 血 el e d u i n g u ol e
･d u al b e n

･

d u 血

四 国の 兵に

d eld e
･

又e n

分け与えた｡

eyi a x a
'

g u l un
･

mi Ci n x ai ･

m e 血 e yi g o si n g u lu n t o u sia n
･

Ⅹ al a
･

mi

奴隷た ち 掃海ら 3 0 人 の 頭領

d 血 g u o h 1 0 t O u Si an
･

m e ni e m b a d u s a k t ul

4 国 の 元帥と 一

緒 に

s a u le n e
･

Ⅹele a rki o mi ･

r e n

招き 酒 を 飲む｡

Ⅹel a x el e x e hl e

e m b a d t1 1a o k el e a rki o mi
･

r e n

一

緒 に 話をし 酒を 飲む｡

諦終

-

1 3 6
-



第 9 章

al a n g (2 3)

a rk i d e r e
･

d 血 n od e - r gi 血i e yi fu r gi a n y a k t e

酒を 机に 並 べ
､ 赤毛

e yi fu r g i a n y o x o n y a k t e x o t o n

赤 毛 の 村 の

n in g g e
･1 e n uj e n t o u si a n

･

d ul e n i

入 る と 女真 使者 に

e yュn u] e n t O u Si a n
･

ni e m e ･ Ⅹe n i

｢女真 の 使者は 来て

n tI) e n t O u Si a n - ni x e s u ･ i ni

女真の 使者は 言う

g u ol o b ait e fe ci
･

Ⅹe n d e

｢ 国の事で 疲れても

t 血 e m i a y l g el e n t o Ⅶsi a n

各 頭領に

e m e
-k t m e ･ Ⅹe n

来させて
､

t o t w i a n
･

n l J O g
･ d ul e yi n g

･

Ⅹe n

頭領は 家に 入 っ た｡

e n b a d ll C n g an Ⅹe s u
･ u e

礼 をし 言うo

fe ci
･

Ⅹe si a

疲れま したか+

Ⅹe St l
-

S y el n u J e n t O u Si a n x e 8 t1 ･i 血

｢答えられない+ 女真 使者は 言う｡

a ci - el e a y i t 血 e mi y a
･

d e x e s u ･

s y e d a
･

Ⅹ a n

当た り前です｡ 何も 言うこ とない です｡

転義ド2
･

1 e alb e n 印 a n Si
･1 e ti - t o u si a n ･ g An n

感謝する 兵に 感謝する｡ あの 元帥たちを

tu in el e e d tl a y T)1 g lS t m
.

m e X e S t1
･

Ⅹe n

そ こ で 感謝の話を した ｡

An t e 血 ni a yi t o u sia n t e
- kn n e ･ Ⅹe n fu r gia n mi u k t e x o t o n d u i n g u o h o alb e n

･

m e

ア ン タ は 頭領 の座に 座らせた｡ 赤毛の 村 の 四 国の 兵を

g u a n si
･1 e t otlSi a n g ul u n

･ mi s a k t ul t ele ･ ki

管轄す草 頭領たちは みな 座 っ た ｡

A n t e E a n t e

ア ン タとカ ン タ

jul u Ci n x ai

ニ 人は座り ､ チ ン ハ イ

d ui n ni o s a k t d x e r g ele e m e
･

Ⅹe n

四 人 み な 下座に 来たo

Y b n g g e I Je k e t u e r C un y a nj Ⅷ .

ヨ ン ラ ラカ トル チ ャ ン エ ン ジ ン

t ui n el e a r ki o mi d e ri t1 ･ Ⅹ e n

そ して 酒を 飲み始めた ｡

e yi S ola k i e yi N a y i n d e d u e u ki
-

血 t ad tl e Sk ul i tlil e ･ mi 巨壷垂3 ･1 e ･ mi
ソ ラカと ナイ ン ･ ダド 兄嫁は そ こで 煮て 給仕をし

62 感謝 (漠寮)
6 3
伺候 (漢語)
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a 血
･

w e y a °d a o
･1 ele

漕を 注ぐ｡

e si fu 1 gi a n y a k t e x ot o n g el e n
･

t o tlS i a n
-

mi

赤 毛の 村 の 元帥た ち壮

e sk d i g ttj u k tlli

大変 美し いとo

e yi S ol a ki
･

w e yi ci
･ k 血

ソ ラカ を 見て

七山 n e
･ mi g o ni

･in i t u n g kn a r ki
･

o mi
･

d ui g o mi
･

i ni

心が 動くと 酒を飲み ながら 思う｡

e si g ele n a rk i
･

o mi
･

d ul u d u i e y i n uj e n t o tl Si a n
･

ni A 血 e(
･

tiki) Ⅹe s u ･

Ⅹe n

人 々 が 酒を飲んで い る とき 女真 使者は ア ンタに 言 っ たo

a

si g u ol o
･

Si e m e t u m e n c u x a g ul u n
･

ni o 血 bi
1

1 e

｢ あなたの 国は
一

万 兵を 如何ですか o +

An t e x e s u ･i mi e e 8i bi b 11
･i si n i g ele

･

s y e n b u s yi a

ア ンタは答 えたo ｢今 私は 貸すo あなた が 欲するなら あげなければならない .

t 血 e mi ni a ni ･ n e ni b u ･ yi n e
･ mi

兵を 貸す と

X e St1
-

X e m

言 っ た がは ､

a x e n 血. j ul u
ni a ni

･

皿 e n i e n e b u ti b tLt i g a s e si ni ･ji

兄弟 二人 兵と供に 行き､ 我ら 我等共に あなたと

tt li n e mi n u J e n t O u Si a n
･ mi

女真 の使者は

a gd e n e
･1 e

v

うれ しい ｡ +

Ⅹe s 血･i ni
"

e sik ul i

答えた｡ ｢大変

t u i n e mi g ul u n ni o s a k t ul a yiji

人 たちに みな よく

s a k t u l si u n sik s e ri n d a o
･

Ⅹe n
･d u mi

み な 太陽が 夜に

e si E a H t e g O mi
-

in i

今カ ンタは 心に

達 したとき

a gd e n e
･1 e b i

うれ しい o

d a ･ x el e ･ji a fe
･

i
''

共に 戦う｡ +

e sik ul i

我 ら 大変

a rk i - w e o mi j e fu
･k u 血

酒を 飲み 食 べ させた ｡

o m i o di
･

Ⅹeti

飲み 終わ っ た｡

e s k ul i a g d e n el e t 血n e m i j a ri
･

r e mi d e ri etl ･ Ⅹ e n

大変 喜び

讃(2 7)

Ⅹelil a x elil a x elil a x elil a x el ei

n u J e n O u 8 1 a n
'

女真 使者

歌い 始めた o

4 Ji n s y u m tl e]
'

i n

金術木 額真は

t o u si a n
･

yi e m e
･ k u n e ･1 e

使者 を 来させ,

6 4 b ul u o ( 部落) の 間違い では ?

- 1 3 8
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m ed el e
･

i血 alb e n g el e
-i n i

問う ｢兵を 借りた い+ と｡

b lユ n un tl ･ W e a ki n n o tl
･

ji

我等 兄 弟

g el e n
･

印1 u n al b e n
･

皿 e X e rb e ･ mi g a s e e n e
･

u yi

人 々 兵を 連れ て 一

緒 に 行くo

Ⅹehl a x e li Ⅹe h h l a x eli x el ei

s a 皿 a n
･

m e 皿id e n d ul i
-

w e

シ ャ
ー

マ ン 私 の 神

b u t 血 el e ul gi n
･

m e

私 豚

m i n i
.

w e a y l つ1 t u ki a
･

n i

私 を 好く 守れ｡

Ⅹo 血 ･

皿 e y l m a X a

草 魚

s a k t ul tul e n i d e r e ･d u n od e

す べ て 神前の 卓に 供え

Ⅹelil el e x eli x el ei

t u i n e m i mi a k u r e ･ie

ひ ざまづく｡

Ⅹe n a n o n (t a r mi ) t i ok o
･

w e ul s e
･

w e y i m a x a
･

w e

鴨 鶏 の 肉を 魚を

s a k t 山 n e d e
･

ri g
･

Ⅹ e n

み な 置 いたo

x a rt e k o dili ･ w e mi t o k o n
･

d ul e ni n e d el e
･

r gi
･

ni

鯉の 頭を 真申に 置く｡

Ⅹelil al a x el el ei x eli n a n a x e n in a x e mi n a m x e 血 a x elei

d e g d e
･ k e ci

飛ぶも の

Ⅹd i
･

k e ci

歩くもの

8 a k td bi ･1 e

み な ある

m o n o j o a s e n
･

y i S ol a ki
･

yi

私 の 家の 妻 ソラカも

m i mi ･

w e x ul e x a
･

mi b el ci ･1e

私 を こ っ そりと 手助ける｡

Ⅹelil el e x el ei
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血 ･

w e e n d n 出･

y i

我 に 神

S a m a n
-

y l S e t m
.

n l g al l
-

y l

シ ャ
ー

マ ン 守護神 を 連れて来る

e n d 山i 血 i ･ w e b e y i
･1 e y i e m e

･

Ⅹ ei

神 は 私 の 身に 来た｡

Ⅹe kl e x e h x eli l a x elilal a x elil a

m u Zlu
'

W e a y l 7 1

我 らを よく

e 8i a f e
･

mi

今 戦 い

e t e
･ k t m e

.

r o

勝た せ たまえ｡

s a m e n s u e n m un u
･

w e a yi
･

j i a fe
･ 血

シ ャ
ー マ ン 守護神 我らを 好く 戦わせ

k a t a n b aldi
･

k t m e
･

r o

強く して下さい ｡

Ⅹel ei

諦終

第 10 章

al a n g (2 4)

ti fu r g i a n y a k t e
･

k i x o t o n g ul un
･

ni t o u si a n
･

n i

そ の 赤毛の 村の

e yi d e r e
･ d u a r ki - w e o mi ･ mi

虐 で 酒を 飲み なが ら

頭領たちは

S ol ak i ･ w e g tlj u k ul i yicici
･1 e

ソ ラ カを 美 しい と 見た ｡

t ui n e mi g o 血
･

d t mi e s k ul i a g d e n e
･

1 e

心に 非常に 喜び

e y l g O mi
･ d u g o 血

･ mi

彼 は 心中 考えた､

e si a n主l e

以前から

t a d tl j a fu
･1 e x e rb u ･

r gi
･1 e b i . ki

捕まえ 連れてきたら､

t ui n e mi ni a m g o ni
･

i mi Ⅹe s u
･

i ni

彼は 考えて 言う､

e yi S ol a ki b a k e ci
･

s y e n e k e ci

ソ ラカは 逢 っ た こ とない位

ejin
.

d ui

ア ジ ェ ン は ( ソ ラ カ を)

mi a 血 e]1 n
.

m e 血

女 は アジ ェ ン を

g uj u k uli

美 しい と｡

a y i
･

ji n e
Il e

よ ろこ ばす と考えてい た｡ ｡

e k e ci g qj u k u li
･

w e y a
･

1 e b a k e
･

1 e

｢ こ の 様な美女は 何処にい るo +
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t 血 e mi d n x a bi ･ si d n x a
･

n i o

親戚 親戚の人を

t ui n e mi Ⅹo t o n
･

d ul e x a p si
･

mi

( 自分 の) 村に 報告の

a fe
･

mi o di
･

1 e e n e ･ d u i

｢戦 い終わ り 帰るとき

転替6 Ⅹul e x a ･ mi t a u

こ っ そりと あちらの

b it e x e
-

w ei e yi t u i n e mi eji n
-

tiki 3te S t1
･

Ⅹei

言付を ア ジ ェ ン に 送 っ た｡

e yi ale y i s al e e yi S ol a ki d e d u a 8 e n
･

n e

す ぐ ソ ラカ ･ ダ ド 女を

si n d u x e rb e r ･ r e e n e
･

r e n

貴方に 連れて 行く｡ +

諦(28)

Ⅹelil a x eli la x e 以 ala x elil a x el ei

e si An t e n e u j d u ey i C in g x ai g ul un

ア ン タ 弟 2 人 チ ン ハ イ等

eji11
･

k ij o g
･ d u

東 屋で

Ⅹe s u ci ･ n i bi
･

r e n

相 談して い る｡

O n l C t u( a
'

W e X e e n e
･

1 e

どの 様に 軍隊を 行かせ るかをo

An t e x e s u
･

imi b u ti

ア ン タ が言う ｢我ら

g e rb i o ni

表すの に どの ように

d 血n g ul n n d ul e

4 人 は 中で

e m e g u olo g e rbi
･ mi

一

本 の 国名を記すもの ( 国旗) を

Ⅹod al e 一 山 C i n g x ai Ⅹal a ･ d u

宣言 しよう｡ + チ ン ハ イ は 皆に

Ⅹe s u
･

i血 k i h ･k e ci ek e ci x e s u
･

1n l

言う ｢ キ リ ン の ようなもの に しよう｡ +

t 血 e mi g u 血n
･

ni o s a k t ul ti a x ele
･

Ⅹe n

人々 は 皆 同意 した ｡

e yi 転 画 6
1

d u i e m e ai 8i n stly a n g b o ru kn
･

n i

旗 布に 金 黄 色の

ai si n ･k e ci b o ru k u ･

d u n主

金 色の

a lS m ki h e sik t e

金色 の キリ ン の鱗で ､

というと､

a lS m a Ⅱ m e
一

皿

金色の 口 で､

m tLd ul i
･

k e ci d a o
･

k un e
･

1 e

竜の ように なっ たo

6 8 B は
､
｢ A の 口癖で ､ 特に意味はない+ と言う｡

66 旗 子布(漢音)
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e yi e sk ul i g tlj吐血 止
b t lti もa t e -i d m a n g g e g ul u n d a o

･

Ⅹe n

大変 莫
.
しく 我 ら 引率し 強者に な っ た

｡

Ⅹe hl al a l el ei x el ei

t 血 e mi g el e n
･

n io s a k t ul mi a n i
･

m e 血

ア ン タを アジ ェ ン に ならせた ｡

A 血 e ･ w e ej 血

人 々 は

d a o ･ k tl n e
･

Ⅹe n

彼を

E a n 七色
･

w e s a g d i t o Ⅵsi a n

カ ン タを 大元帥とし､

c u a
･

w e x e rb e
･

mi

軍を 引き連れ

s a k tul 血 ni
･

m e 血 gi s u n
･

m e d old i . u ･k un e
･l ei

皆に 彼 の 命令を 聞かせ る｡

Ⅹelila la x el ei x elil al a x elei

t u i n e mi t o Ⅵ皿 a ki
･

ni Bi u n e d e ･ s

朝 太陽が 昇らない とき､

S o n g ali m a n g m e fu Ⅸ e
,d mi

松花 江 北岸 に住む

e m k e n J a x a n
･

g o ul t1 0 b 血 o eji n Ⅶi t u i n e mi d o
ld i

'1 e

l 人 の ジ ャ ハ ン 国の 部落首領が､ 聞い た｡

m j e n t o u si a n
･

ni el e alb e n
･

m e g el e n e
-

m 1

女真 使者が こ こ - 兵を 借りに来たと o

t ui n e mi e m e
･

Ⅹe n g e rbi mi Ⅹul a n d a n e
ll e

( そ の彼が) 来た ｡ 名は クラ ン ダ と 言う｡

Ⅹel n al a x elilal a x e 血1 a x el ei

e y l m Oli n
･

m ¢ y a k

馬 に乗 り

K a n t e ･ d ul e e m e
･1 e

カ ン タ の所 に来て

e y l n uj e n b ul u o
. 也

t o x o
･i ( a lb e n

･

yi) g aji
･ mi

装備をした兵を 連れて

Ⅹe S u
-

1 m a

言 うB

b Ⅵti
･

w e

｢ 女真 使者が (命 じ) 私達を

6, または ､ g e n g git e n e 明 るくな っ たぱかり
と B が補足
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S a k t ul ti ･ g 甘1n n d 血
･

g u ol u o x o t o ni b a
･

d mi

彼ら 4 国の人たちとが止まる村の 場所に

e m b a d u

一 緒 に

諸終

bi ･

u
･k u n e ･ Ⅹe n

駐屯させた ｡ +

al a I 唱 (2 5)

e si e y i b ul u o 釘 11 血

部落の人た ち柱

e si s a k t ul m a n g g e k at e n bi
･

sik i

皆 非常に 強い 時期で｡

e yi y il a n巨壷壷垂
8
j u a n n i u g u ol u o s a k 七山

川 十 六 国は みな

tu i n e mi e y i g el e n
･

ni o s a k t ul ni d e y a
･

w e

人 は

s a k tul e y l e m e
･

ni o g lSt m
･

m e 山

人 々 に 命令を

An t e g el e n
･

印1 tl n e y i c u x a
･

ni

ア ン タ達は 軍と

s a k t ul yi ci
･

Ⅹe n t u in e mi Ⅹo n)1

皆 よ い と みて すぐ

誰か どれかも

k a t a n n e
-1 e bi

･

siti

強か っ た｡

d e x e s11 ･ S y e n

言 わない ( 互 い に競わない) 0

g u ol u o gi s u n
･

mi d e ri tl
･

Ⅹe n

国が 命じ 始めた o

m ol e n ･ n i s a k t ul yi ci
･

Ⅹe 血

馬を 皆 見て ､

e n e
･

u y l n e
- mi

集合させ ,

K a n t e
-

m e e n d ul i
･

y i s a m a n
･

y i s a k t ul n e mi a k u r e
･

tr k un e ･ r e

カ ン タを 神 シ ャ
ー

マ ン に 脆かせ

e y l a X a
･

g u l u n
･

m e ni ul g a n
･

m e w a
-l e

奴隷に 豚を 殺 し

y Ⅸa n
･

m e w a
･l e

牛 を 殺し

e yi yi x an
･

m e w a
･1 e

牛 を 殺 し

Ⅹo n i w a ･l e ti ok o
･

y l W a
･1 e

羊 を 殺 し 鶏を 殺 し

K a n t e e yi t e r g el e
･

yi e n d u li t e rg el e
-

yi

カ ンタは 衣 神の衣を

e yi k o m a k a e n d 1 血 a w u n g
-

yi titi
-

rg i

鹿 の 神帽を かぶ り

t uin e mi Ⅹtl r h 1 ･ m i s a m a n g aJ 1
･

r g l
･ mi

跳び シ ャ
ー マ ン が付き

68
c n l a k e 川の誤り (前に出てきた)

t 血 e m i s a k t u l od i
･

r e n

全て 終えた｡

titi ･ r g l ,

着て

b u rk tl e n d ul i b u rk tL
･

yi

鏡 神 銅鏡を

pih sil i
･ mi d e ri n

･

Ⅹ e n

踊 り 始めた ｡
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s u Hji a x o t o n
･ d tl t O u S i a n ･

n i g ul tl n
･ 血 s a k t u l e m e ･1e y i ci ci

-1 e

五 つ の村 の 頭領 達が みな 来て 見るo

e y i yici ci
･

i 血 e s k ul e
･1 e s a k t ul g el e n

･

g ul u n x e s u
･

i n i

見 て 感動 し

e yi E a H t e e n d ul i
･ ki

｢ カ ン タ柱 神が付き

e yi s e un
･

ni d e e m e ･ Ⅹe ni

守護神も 来たとき

e y上g ele n
･

血 o s a k 七山

人たち絃

tui n e mi g el e n
･ 血o

人た ち娃

人たちは 言う｡

eb u sik ul i m a n g g e

特別だ ｡ +

t 血 e mi a rk i
･

w e t w il e n e
･ mi g aJ l

一

Ⅹe n

酒を プ/ レ ルと (神が) 持 っ てきた｡

e s k ul i e yik e e sk ul i 転壷巨9 n e
･

mi Ⅹe s u

｢ こ れは 不恩義だ+ と 言う｡

8 a 1
1

1 n l e yi S ol a ki a mi
･l e n i

知 っ て い るか ? ソ ラカが 後ろで

e n d ul i
･

ni b e y i
･ d u n i n e e m e

･

i 血 A 山 e
･

tik i x e s u .i mi

神 が 体に

si n e u
･

si s u
･

j ul tl e Si

｢ 貴方と弟 2 人

t 血 m i e n e ･ k i血

戦 い に行けば

来た時 ア ン タに 言う｡

af e ･k i ni e x el e b ait e a n ci

戦 っ ても 悪い こ とが ない .

a n n e x e a y i b ai t e x e b i
･

r e n

後 に 好 い事が ある｡ +

t u i x e s u ･ mi e n d ul i e n e l l
-k un e ･ Ⅹel e

と言 い 神を 去らせたo

K a 血 e t e r g el e a ci
･

rg i a v m n
-

w e a ci T gi t e
･1 e

Ⅹul u x a ･ mi

こ っ そりと

b el ci
･

i 山

手助けして い ると ｡

t ei 且e
･

m i b i
･

r e n

カ ン タは 神衣を 脱ぎ 神帽を 脱ぎ 座り 休んで い る ｡

t u i n e mi a x a
-

g ul u n
.

m e x o HJ l g aji
･

r gi
･

r e ti s o1gi
･

yi ul s e
'

yi y a
-

yi

奴隷たちに すぐ 持 っ て こさせ 菜を 肉を 何でも

s a k t ul d e r e
･d q mi

みな 卓に

n e d e ･ u ･k u n e
･

Ⅹe ni t ui n el e e yi t o u si a n
･

m e t e
･

rgi
･

u
･ k un e ' x e n

並 べ させ ､
頭領を 座らせた ｡

g el e n x o t o n t o u si a n g ul u n l 止s a k t ul t e
･

r gi
･

r e

各村 の 頭領 達は みな 座り ,

Ci n x a i g ul un
･

ni g e e m e
･1 e g a 告e e 血b a d u a rki o mi

･ mi d e ri u '

Ⅹe n

チン ハ イ等が 来て
一 緒に 酒を 飲み 始めた｡

69 奇怪 (湊静)
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k e k e k e

第 1 1 章

al a n g (2 6)

al a n g (2 7)

E a Ⅱt e

カ ン タさま

請(2 9)

e si t o tl Si a n a g d e n e
･

mi d e ri t1
･

Ⅹe n
,

頭領は 喜び

Ⅹe lil a x elil al a x elil a x elei

Ⅹa n t e
･

tiki j a ri
･

mi Ⅹe S u
･

i mi

カ ン タ に 歌 い 言うo

s a m a n
･

s l e n d t11i ･ 血 k a t a n

あなた の シ ャ
ー

マ ン 神は 強い ｡

K a n t e
･

8i s a m an
･

si a yiji 転㌢o n e
･

r o

カ ン タ の シ ャ ー マ ン は すご い ｡

t u in e mi ni a ni ･ n e 血 a gd e n e
･

mi Ⅹes u
･

r e

彼に 感謝 して 言う｡

ni a n i ･ m e mi n e u j ul u g a 告e s a m a n
･d u y i a yiji 区画1

･

k tln e
･

r e

貴方 弟 2 人共 シ ャ
ー

マ ン に 守らせてください ｡

Ⅹelil al a x elei x el 血1 a x el ei

alb e
-

ni et e
ll e e m e

･

r g i
･k i b u t i e m e ･1e

兵が 勝 っ て 帰 っ たら 私達 来る｡

b u ti e 血b a d u a yiji a r ki o mi
-

t(y l e

私達 共に 祝い の酒を 飲もう｡

Ⅹel ei x e hl a x elei

諦終

e yiji gis u n
･

m e d old i
･

i 血

こ の話を 聞いて

t ui n e m t e
･

rgi
･l e e m e a rki m a Ⅸ o n d a o

･

Ⅹe mi

立ち上がり 酒を 沢山 注い だ｡

g el e n
.

mi o
-

d u s a k t ul d a ru
･

Ⅹe n t u i n el e x e s u ･i n i

70
g o n 供 ( 漢語)

7 1 b a o u . 保佑 ( 漢語)
72
j ul i uile 血i y al e を B が訂正

u ki
･

u
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人 々 に 捧 げて 言う, 杯を挙げて

a yi a rk i
･

w e s ak t ul o mi
･ mi ek e ci et e

･

u y i

｢酒を 飲み干 し 勝とう｡ +

t ui n e mi A n t e 払 n t e

ア ン タ カ ンタ

g el e n
･ mi o e yi E a n t e

-

tik i s a m a n
･

m e mi s a k t ul k a t a n n e
･

mi Ⅹe s tl Ci
･

r e n

人 々 娃 カ ン タに ｢ シ ャ ー マ ン は 強 い+ と ほめる o

e si a rki o mi
･ mi sitl n S u l e

･

kil e et1
･

mi d e ri t1
･

Ⅹe n
･d ul e o mi

･

Ⅹe 血

酒を飲み 太陽が 酉に 沈み 始めるまで 飲んだ｡

s a k t ul o mi
･ mi s ok t u

･

d tL e n e
･ mi m et e ･ S y e n i

･

m e n i
･

d t 1

飲ん で 酔 い 帰る こ とが出来ないもの を

a 丘n e
･

t1
･

k t m e
･

r e n

眠らせた｡

An t e N a y i n d ed tl j o g
･

d ul e e n e
･1 e a m 止e ･ ki K a Ⅱt e

n e ll a X a n d t1

兄弟に言う｡

Ⅹeb e
･ ri g

･ mi n u k u ･

r g i
･

mi

抱え 送り

S ol a ki ･

sik i x e s t r in i

ァ ンタ ナイ ン は 家に帰え っ た 後､ カ ン タは ソラカと 話す｡

e yi b u ti a g e

｢我ら 兄と

t ui n e mi

-

緒 に行くなら

a fe
･

tik i 血a ni d a x al a
･ mi

戦 い に あなたが
一

緒に

S ol a ki x e s u .
Ii ni

e n e
･i e ni a 血

･

m e mi a yiji b el ci
･1 e

行くけば あなたほ よく手助けするo

mi ld d o ll g O ni
･

S y ei mi a 血
･

m e ni e y l g o d
-

Si e y l

私も 心配 しない し､ 貴女も 心配 しない ですむ｡

e si b i

ソ ラカ が 言う ｢ 私は

Ⅹ比e
･1 e d a ･ Ⅹai g o r o

身篭 っ て い る の で 遠くに

e n e
.

m l m et e
･

S y e n e 昏i bi

貴方と 行くこ とが 出来ない o 今 私は

Ⅹu li ･ mi m et e
l

S y e 1

行 く こ とが 出来ない ｡

si m e n や e n e
･

l o

貴方 だけ 行きなさい ｡

bi e u k e
･

ji a yiji j o g
･d u b i

･

yi y a d e b a it e
･ 血 bi ･

simi mi ni ･ w e x o d al e ■ r gi
-

k i si
'

n i

私は 兄嫁と 家に い ます｡ 何事か あ っ たら､ 私を 呼 べ ば

bi y 1 8 a
'

y l

私 は す ぐ 着きますo +

e yi gi s u n
･

m e d oldi
･1 e

( 彼は) 話を聞い て い る｡

t u in e mi K a Ⅱt e
･

y i t eb el e
･1 e a s e n

･

ni t ui x e s e ci
.iti

カ ン タに 抱き つ い て 妻は 話す｡

K a n t e x e s u
･i mi

カ ンタほ 話をしようとするが

y a
･

w e d e x e s t1
･

S y e d a
'

Ⅹ an

なにも 話せない ｡

t u in ele e n e
･ mi ed i a s e n d el x e

･

mi d e ri u
･

Ⅹe n S o h k i j a ri
･ mi d e ri u ●

Ⅹe n

行くと 夫婦は 別れる ことに なる｡ ソラカ は 歌い 始めた ｡

諦(3 0)

Ⅹelil a x el ei x el皿al a x e li1 a x el ei

b u di ed i si mi
･

ji e si d elx e
･

y i
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私は 貴方と 離れる

b u ti e k e ci 即id a mi e 血b a d u a h e
･

s y i

私達は それほ ど 永く
一

緒 に 寝なか っ た o

e 且d ul i b tlti
･

w e e 血b a d tl a yiji

神が 私達を
-

緒 に

si n i
･

w e e n e
-

tl
･k u n e ･1 e

貴方を 行かせ る｡

b i ･ u ･ k un e
l

l e

させ てくれ ､

e si a fe
･

mi e t e
･1 e e m e

･

r gi
･ ki si

戦い 勝 っ て 帰るo

Ⅹe 山a x e mi n a n a E e 血

e si s a m a n ･

Si e n d nli

シ ャ
ー マ ン神力 がすご い ｡

g el e n
･

g ul u n y o x o n x ot o n
･

n i g ul n n
･

mi s a k t ul a g d e n e
･ mi d e ri u ･

Ⅹe A

村人たち 喜んだ｡

e si t o u si an ･

印1 un
･

血 si mi ･

w e k a t a n n e ･ mi g u g u d a
･

ji

頭領たちは 貴方 カン タを 高く

Ⅹe 皿 e X e n l n e X e n l

g o ni
･

d u yi gi s u n
･

m e mi s a k t ul Ⅹe st l - 玉 ei

心 の 中の 話を した ｡

s 血i e t e ･1e e m e
･

r gi
- kisi

貴方が 勝 っ て 帰 っ た とき

b u ti a yiji a r k i o m i e

私達 酒を 飲もう

Ⅹel ei x e nil e 芝e n e

謡終

al an g (2 8)

t n m a ki e rd e t e ･

r gi
･

r e e yi An t e

a yiji a rk i o m i o mi

酒を 飲もう｡

yi ci cile
I k i ni

見 て い る｡

E a n t e
･

y i c L H a
･

W e m O h n ･

m e y ici ci
･ k un e

翌朝早く 起きて
､
ア ン タはカ ン タに 兵と 馬を 見に行かせた｡

g el e n b t lSik u
･

ji 組k tul C i n g x ai
･ d ul u e n e

･1 e y i cici
･k un e

ブ シ ュ クと供に チ ン ハ イ の所 - 行き 見させ た｡
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C in g x ai
･

yi m oli n
･

y i c1 ば a
･

y i s a k t nl t a un
･

Ⅹe n t 血 el e x e s u ･k un e ･i 血

チ ン ハ イ に 馬 兵を 数 え 報告させ ると

e m e t um e n n i u mi n g a yila n t a un b i
-

r e n An t e Ci n g x a i
･

d 由 Ⅹ e S u .
‾

1 m

万 六 千 . 三 百人 い るo ア ン タ は チ ン ハ イ に 言う｡

t u 皿 a k i 酢 a yi i mi b u ti t t m a ki e n e ･iu

｢ 明 日 (是) よい 日だ｡ 我 ら 明日 出発する｡

e yi i ni g el e n
･

g ul u n s a k t ul x ul s a
･

yi e yi s a k t ul t ak u
･

r gi
･

is u

今日 皆 掛け布団を 装備せ よ｡

t u m a k i b u t i e n e
-

u e yi C i n g x ai j ul e e n e
･

u
･ k u n e ･ y i

明日 我ら 出発する｡ チ ン ハ イに 先に 行かせ る｡

ni a ni ･ m e mi j a k e
･

n i t u n a k i e rd e s u nji a c a
･d mi e n e

･

u yi

彼 に 荷物を持ち 明朝 五 時に 行かせ る｡

e yi y i x a n g q y a n
･

ni b g u
･

m i g ul u n ab e n
･

g u l u n e m b a d u
7 4 e m e

･

r g i
･i n i

牛 の 角を 吹き 全 軍が
一

斉 に 集 めよ｡ +

t ui n e mi t u 皿 a k i e rd e e r d e d a ･

Ⅹa n mi a ni ･ m e mi e y i yi x a n g tl y a n
･

m e n i fu r g e
･

t1
･

k u n e
･

1色

翌朝 になると 彼は 牛の 角を 吹かせ

Ci n g x ai d ui n g tll u n e y i t o u si a
l

n s a k t u l c u x a i e m b a d u
･ k u n e ･1e

チ ン ハ イ等 4 人 の

An t e u rk e . d Ⅶi t nl u ･

ni

ア ン タは 門の 外で

te r g el e
･

yi titi
･

r gi
1

1 e a x a
･

y i

頭 領は 軍を 集合させ る｡

yili
･

Ⅹe n i An t e K a H t e a X an d u s a k t ul

立 っ て い るo ア ン タ カ ン タ 兄弟

m ol e n
.

m e ni g aj i
･

u
･

k u n e
･1 e

服 を 着て ､ 下僕に 属を 引かせて来させ ､

t ni n el e m ole n ･ d u i a x an d u j d e s a k t ul m oli n
･

m e y alu
･ kil e

馬 に 兄弟 二人は 馬に 跨る ､

g ul n n ni o
･

yi m lj e n t o u si a n
･

ji g a 串e t u
･

Sik i mi t1 ･ Ⅹel e

人た ちは 女真 使者と 共に 外に 出た｡

N a y i n d e d u S ol ak i d e d u y a x o n
･

即1 u n
･

ni s a k t ul

ナイ ン ソラカ 下女たちは

73 是 (漢語)
74 匡壷ヨ

･ mi d e ri u
･

Ⅹe n を B が訂正

n n k u
･

mi mi u
-

x el e

送りに 出た ｡
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e si y o x o n g ul l u r ni x 拡 a
･

印1 u n a s e n
･

g u in 且

村人 の 男たち 女たち

S e
･

n i s a g di 釘 11t n i sik u li g ul u n s a k ttil n n k u
･

mi e m e ･ Ⅹele

年寄り 幼い看 みな 送りに 来た ｡

ぬ n t e m o r g e n e si a s e n
-

yi e yiji d el x e
･

k i n i

カ ン タ娃 妻と

ol a k i o 血 Ⅶ 止Ⅵ皿e
･

l

ソ ラカ の

別れ ると

S

g o 血
･ d u m u r a e x e

･

1 e

思うと 大変 心が痛む ｡

心 は い たむ｡

請(3 1)

Ⅹel a n x e hl al a x el e x el ei x eln al a x el ei

An t e a x a
･

g ul u n
･

皿 e ni s ak t ul e m b a d t1

ア ン タ は 下僕た ちを 集め

jix a
･

yi aisi n
･

yi m oli n
･

yi y i x a n
･

y i ur g e n
･

yi x o ni n
-

yi s a k t ul n m b a d lユ

｢ 銭 金 馬 牛 豚 羊を 集め

a y 13 1 yi ci ci
･l o n e

-

m l X e StlCl
･

Ⅹe n

よく 管理せ よ+ と 命 じた ｡

Ⅹel ei

台y i j a k e
･

Ⅹ al a 血 h a ll e eb n d e ･l 6

｢物を 誰かが 失く し 壊 したら

e m e
･

r gi
･ ki血 si mi -

w e m a n g g e n e
･k u n e

･

yi

帰 っ てきた時 それを 厳しく する｡ +

Ⅹelei

t ui n e m i s a k t ul Ⅹul i
･

t r k u n e ･ mi d e 血 .

x e n

そ して ( 皆を) 出発させた｡

e si n uj e n t o u si a n
･ 血 Ⅹe rb e

･

r gi
･ mi e n e

-

l ei s ul a
･

sik i e n e
･

r e n

女真 使者が (隊を) 引き連れ 行く 酉 - 行く｡

j ul e bi
･

Si fu rg i an y a k t e x ot o n
･

血 t o u 8i a n ･

n i e y i C eb ul a k e

先頭に い る の 柱 赤毛の 村の 頭領で チ エ プラカ｡

78 尤金良が ､ 後で挿入 o
丁8 e x el e B が訂正 ｡
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S a x a 五n g t1 0l 皿
･

D i t o u si a n
･

n i X a m a t e

サ ハ リ ン国 の 頭領 - マ タダの

d e mi o
･

ni m ol 血 -

血 b ij ul e b a d t1

人と 馬が 第 2 の 隊｡

U l ab tl g tl Ol u n
･

mi t ot18 i a n
･

n i K e y i n a

クラブ国の 頭領 カイナ

W ul u ci ( g t1 01 u n
-

n j) d e t o u si a n
･

n i D e 皿 止

ウ ルチデ国の頭領 ダミ エ ル

E ili n x o t o n
･

ni eji n
･ 血 A 出 e x e ey i a

キ レ ン村 の エ ジ ェ ン ア ン タと 大元帥

7 E a n t e

カ ン タ は

c u x a
･

y l X e rb e
･

rgi
･ mi e n e ･ r e n

軍 を 引き連れ 行くo

x e li1 al a x el ei x el a bl a x el e x elil e

J a x an g o u t otlSi an
･

h i K ul an d a

ジャ ハ ン 国の頭領 クラ ン ダは

m o li n
･

y i 国
･

yi g aj i
･ mi e m e ･ Ⅹe n

馬 の 隊を 連れて 来た｡

ni u x o t o n c u x a
･

ni m o li n
･

ni

六 つ 村 の 兵 馬を

8 a k t ul e 血b ad u 血 t u m e n 血 m in g yil a n t a n n c n x a
･

yi b i
･

r e n

あわせて 六 万 六 千 三 百 兵 い る ｡

e yi e 血 a 血1e m a c呈 d 11 r n el e
･

Ⅹe 血

こ の 時は 年を越 し 少し 経 つ と

d u yi n b ai
･

d u b i
.

u yi ri d s a k t ul a yiji d a
･

Ⅹe n

4 月 で 日は よくな っ た o

x elil a x e li Ⅹelei x e 払1 al a x el ei x el ei

olk t e n o s a k t ul n u gi a n d a
.

x a mi

草 木は 緑に なるo

bi x a n i r g a
･

n i x tl rk t1
･

m i d a
･

Ⅹa n

野 花が 躍るo

77 大元帥 (漢語)
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e si yi 血 e s k d i a y i y in i n i a n k Ⅶh d a
･

r e n

こ の 日 は 暖か い よい 天気にな っ た｡

n uj e n t o u si a n
･

ni m u m l X e rb e
･

mi

女真 使者は 我らを 連れ

n iu x o t o n -d u ni c u ヱ a ･ ni m o li n
･

ni

六 つ の村 の 兵 馬は

s d e ･ s 辻i e n e
･

1 e

酉 - 進む｡

t u i n e n i e y i W u g o u c e n
･ d ul e y il a n

･

Ⅹal a x o t o n ･d ul e 由 yi s a
･

Ⅹe n

五 国城に 三 つ の姓の村に つ い た｡

Ⅹel a x e hl a x elil al al x ela x elila x el ei

ot o n
･ d nl e ni 血o ･ n i m a r x o n d a

･

Ⅹa

村に は 家に 人が 多か っ た が

8

s 辻t e u mi s a mi s a k t ul alb e n d a lle e n e
･

Ⅹel

若者が すでに 兵になり

tu i n e mi e y 1 8 u nJ l a X O t O n S uli
･1e ni

五 国城 の 酉 -

9

行 っ て しま っ た｡

Ⅱdj u b a
･

d u 血

6 0 里 の所に

ta d u ct = a ･ w e yili
･

u
･k t m e

･

Ⅹe n

軍を 留めて ､

t a
･ d u s a k t ul ni o m oli n ･

ni s a k t ul t a ･ d u yis a
･1 e

人 馬は そ こ に 着き､

e yi a m di yi 血 d ul e n i S u y a n m e d ul e ･ ni x ot o n ･d ul e y i s a
-

x e n

数 日 の 内に ス ヤ ン ･ ム ドリ 村に つ い た｡

Ⅹelil ale i x el ei x elil ei x eli x el ei

諦終

謡(32)

n nj e n t o u si a n
･ mi 血 u x ot o n m a

･

ni m oli n
･

m e 血

女真使者は 六 村の 兵 馬を 連れ､

- 1 51
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S u y a n
･

m tld uli

ス ヤ ン ･ ム ドリ

e m e 匝壷頭･1 e

ヤ ン ドでをま

Ⅹot o n
･d ul e mi y i s a

･

Ⅹe mi

村 に つ い た ｡

St m j i a b ia

五 月

Ⅹe li n a n a x e x al ei

( n uj e n) t o u 8i a n
･ mi

女真使者は

d a x ele
･ 血 d a

･

Ⅹa n

に な っ て い た ｡

E il血 Ⅹo t o n ･ d u n i An t e ej i n

キリ ン村 の

転諺o x ot o n
･

d u ni t o u si a n
･

m e d

各 村 の 頭領を

j ul e u r k e
･

d mi y i止
･

u
･ k tl n e - X e n i

南の 門に 留めさせた

Ⅹelil al a x el e i x elil al a x el e x el ei

I 血 mi ･

m e ni t a d tl X O nji t a d u

女真使者は す ぐ そ こ の

8 a gd i ej 山

大 ア ジ ェ ン が

ア ン タ ･ ア ジ ェ ン と

t a d u alci -( k u n e) ･ r e n

そ こ に 待たせた｡

e3 1 n
-

m e y l C1
●

Ⅹe n

ア ジ ェ ン に 会 っ た ｡

e yi
･k e x tl S u

･i mi d oldi ･ Ⅹ e n t u i n e mi a g d e n e
･l e

こ の 報告を 聞い て 喜んだo

Ⅹe u ala lel e x el ei

Ji n w uj u eji n d ui n sit e
･

y i

ジ ン ウジ ュ ､ ア ジ ェ ン の 4 男 は ､

j ul u
･ ki u rk e

･

d t ll e n i e m e
･1 e

南 の 門に 来て

g ele n alb e n t o u si a n
･

d 1 1j a k e
-

w e b u
･

Ⅹ e n i

各 隊の 頭領に 褒賞を 与えた｡

Ji n w uj u e m e t a u n u si n x e rb e ･ mi mi u x ot o n
.

d ui bi
-

si d

ジ ン ウジ ュ は 1 万 の 匝 を 連れて 六 つ の村に行くと ､

e yi (g el e n) Ⅹo t o n 卯I l m
-

mi t o u si a n
･

m e mi s a k t ul s a ul i
･

r gi
･

T e n

各 村 の 人 頭簡は 敬意を表 した ｡

Ⅹeli 1al ei x e mi n al e x e nil ei

tl h e n i b a k e ci
･

l e s a k t ul x ot o n t o u sia n u n

謁見 し 村の 頭領たちは ジ ン ウジ ュ に

8 0 各各 (湊簿)
8 1 A が訂正 ｡

- 1 52 -



転表替2 n e
･

mi mi a k t u e ･iti

挨拶 し 脆く｡

An t e j ul u s ki e n e
･1 e

ア ン タ は 前に 出て

t u i n e mi 血a n i u k i a

Ⅹelei

謡終

al a n g (3 0)

yil a n y i mi d ul e 血
･

Ⅹe n

3 日 過ぎ

C ln a n n e
■

Ⅹe n

挨拶をした｡

m a n g g e

彼 は 大変 熱心に

e yi Ji n w uj u

ジ ン ウジ ュ

a rk i ･ w e y a o 鞄k t ul s ol gi
･

w e

酒 を 菜を

e yi K ili n x ot o n
･

ni ejin (
･

m e 血)

キ レ ン村の ア ジ ェ ンと

e S n
-

話 した｡

1 a ok el e
A

Ⅹele

ejin t ui n el

ア ジ ェ ン は

s a k t ul d e r e ･ u il e n i n e d e
･le

卓に 並 べ

e y l 血 Ⅹot o n 句1 n
･

m e 血 t o u x ai n
･

m e mi

六 村 の ア ジ ェ ン と 頭領を

8 ak tul Ⅹo d al e ･ r gi
･1 e a r ki o mi ･ mi s a ul i ･ r gi

･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

み な 呼び 清を 飲み 歓待 した ｡

e y i o mi
･

mi yil a n e h ru
･

d Ⅶ 止 o mi
･

Ⅹe mi e y i Ji n w tljtl t O ll Si a n x e s u
･i d

飲 ん で 三回 周り 飲んだo ジ ンウジ ュ が 頭領に 言うo

e yi s u t o占sia n
･

Ⅹal a ･ n i e yi S o n g 転軒b a
-

w e ni s a k t ul g aji
･

r gi
･1 e

｢ 貴方 頭領の皆さん 采の 天下を 奪 っ て こ い｡ +

e y i x ot o n t o u si a n Ⅶi g ul un
･

mi Ⅹe 和
･

i 血 b u et e
･

tl g ele n
-

g u k l n S a k t ul Ⅹe s tl
･

i山

村 の 頭領た ちが 答えた ｢我らが 勝 つ ｡ + と人 々 が 皆 言う

ejin g ul un
･

ni (Ⅹe s u
･

i ni) b u 巨壷二頭 a丘
･ mi e t e ･tl

頭領たちは ｢ 我らは 必ず 戦い 勝 つ ｡ + と言う｡

al a n g (3 1)

讃(3 3)

Ⅹe hl al a x el ei x e hl al a x elei

8 2 請安 (漢語)
8 3
朝 ( 漢語)
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e y l e ri n e y i x ot o n
･ d ul e 血 Ⅹa mi s e x e 8 tl

･

皿

こ の とき 村の ハ ミ ス が 言う

e yi x o t o n 印 ヱa
･

ni m ol血
･

n i s a k t ul ek e ci ･ yi m a r x o n a n ci d a
･

Ⅹa n

｢ 村 の 兵 馬は ､
少ない 多 い は なくな っ た｡

tt m e mi b tl e m ek e 巨画
4 ･l e j u li

･

sik i

我ら 吉日に 南 -

e si n ik a n g ul mi Ⅹe y a
･

d e s ai
,

s y e n

漢族は 何も 知らない ｡

b u a 丘･

i mi e 8i e n e ･ ki e si et e ･ u yi

我らが戦 い に 行 けば 勝 つ . +

Ⅹe hl a x el ei x e 止1 a la x el ei

J in w t lj tl eji n d oldi
･l e

ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ン が 聞 いて ､

e n e
.

u y l

行 こうo

a g d e n e
･1 e x e 飢 rl e

喜び 言う

g el e n
･

g ul u n t u m a k i a y i
-

ji c u x a
･

yi a yiji t a ti
･

i s u

｢皆さん 明日 軍を

ttli n e mi ni n x ot o n c t x a
･ 血 m o 払n

･ 血

六 村 の 兵 馬は

固 Ⅹot o n
･ d ul e d e m b a d u b i ･ r e n

ヤ ン ド村で 合流 した ｡

e yi n a d a n bi a
･

d u e n e yi ni

七 月
一

日

J i n w uj u 血 a mi
･

m e ni u y un

ジ ンウジ ュ は 9 人 の

訓練せ よ｡ +

s a g di eji n sit e
･

yi

大 アジ ェ ン の 子 を

e m b a d u ele e m e ･ k un e
･

Ⅹe n

-

緒に 来させた o

x elil al a x elei x e li1 al a x el ei

e yi 血 g ul u n x ot o n t o u si a n
･

ni s a k t ul mi a ci n ･1e ･i mi s a k t ul s ai
･

Ⅹeti

六 人 の 村頭領の頭は 槍術 巧みで

馬ほ 力強く 兵は 強い 大変 よい ｡

84
吉日 (漠簿)
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Ⅹe u al a x el ei x e li1 a x elei

Ji n w tlj tl e] m 血 n i
･

m e ni

ジ ン ウシ ュ ･ ア ジ ェ ン は

fu r gi a n y a k t e x o t o n
.

血 t o n si a n
･

m e ni C eb ul a k e - w e

赤毛 村の 頭領 チ ュ プ ラカに

e yュx o t o n c n x a
･

血 m oli n
･

mi s a k t u ljul e
･

siki e n e
･

u
･ kn n e

-

i ni

村 の 兵 馬を 先鋒として 行かせたo

Ⅹeli1 al a x e n il e x elei

e y i j ul u e yi jd u
･

n i e yi b a
･

w e b ait e a yiji

( 彼は) 南の 地 の 革を よく

S a x alin t o u si a n ･

m e n i X a 皿 a t e

サ ハ リン 国の頭傍 ハ マ タに

Di a mi
･

m e mi j 血
･k i e n e ･ u ･ kn n e ･i mi

二 番隊に 行かせ ､

E ili n x o t o n ･ mi eji n An t e

キ レ ン村 の ア ジ ェ ン ア ン タに

S a l
‾

一e n

知 っ て い る｡

m x a
･

yi x e rb e
･

mi

兵 を連れ

yil a n b a
.

d ui bi
･

u
･

k tln e
･

i mi

三番隊に させ
､

U la b tl d e t o t1 Si a n E e yi m c u x a
･

y i x e rb e
･ mi

クラブ国の頭領 カイ ンナに 兵を連れ

d tli n b a
.

d tli bi
･

u
･ k tl n e

･in i

四番隊に させ ､

W tlln ci t o u si a n ･

mi D e mi e r c1 Ⅸ a
･

y i x e rb e
･

mi

ウル チ 国 頭簡 ダミ ルに 兵を 連れ

s u rq l a b a ･ d lli bi
･

u
･k u n e

-i

五 番隊に させ ､

e yi J a x a n t o 11 Sia n
･ mi K ul a n d e c u x a

･

yi x e rb e
･

tl
･

h Ln e
･

i

ジ ャ ハ ン の 頭領 クラ ン ドに 兵を連れさせ

血 b a
･

d tl b i
･

k t n e
･

i 血

六番隊に させた｡
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Ⅹeli 1e x el e x el e x elei x el ei

譲終

al a n g (3 2)

冨
l

; ,
h

=i
u

.笠エ ンを蒜
t o

;
s

;
a

&
'

;
s

t

a k t ul x a

L
a

i
m

X:
a g

;
s

T ^
k

l

e

k

Ci bi
.

8i

皿 e n l X O t O n
･ d t d o ri n s u nj i a t u m e n 血 o m oli n a

mi l e bi
･

u
･ k u n e ーi

を連れて 村 の 二十 五 万の 人 馬の 後部の隊に させた｡

t u i n e mi e yi ni u b a
- d t d d e r d e

･

r gi ti
･

如 u n
･

m e j 血
-

siki e yi S o n g g u ol o
･

w e

六 つ の隊に 分け 彼らを 先に湛め 采国と

a fi ･

u k u n e
･

i e m e x o k t o e m e
･ mi b ad mi yila n x o t o n j u a n 血 b a

･ d u t o u si a n
･ mi

戦わせた ｡ 道を 行く 途中の 三 つ の村 十六 箇所の頭領が

m al e ･ u i
･

sik i t o k ti
･1e a fu

･

s d a
･

Ⅹa
1b e n

･

ni s a k 七山 血
･l e

兵が 出てきて 手を 上 に 上 げ 戦わない ｡

Ⅹal a e yi alb e n c u x a
･

w e x o t o n
- d ul ei y a o

･

u
･k t m e

･ mi a fu
･

s y i d a
･

Ⅹa ni

皆は 兵を 村に 進や 戦えなくな っ た ｡

背(3 4)

Ⅹe hl al a x el ei x elil al a x el ei

e y i s tl y a n C ul a k e k e r e
･ d 血 S o n g g u olu 血

黄色 河の 岸に 宋 国
,
a )

e m e t o u si a n
-

ni J a n s u y e

頭領 ジ ャ ン ス エ が

e n e
･l e a fu

･

.
s y ei d a

･

Ⅹai n e
- mi Ⅹe s u

'

r e n

来て 戦わない と 言う｡

e sijtll e e n e
-

又e n t o u si a n C e b ul a k e

先鋒を行く 頭領 チ ャ プラケは

eyi yil an
･ fu a9i b u

･

Ⅹ e n s a gdi d o m oli n

他 に) 酒 3 壷 を 与えた｡ 大隊 の 兵 馬牲

u m a ci d e k u s un d e n e
･

cie x o t o n
･

d u h yi n g g e
.

r o n

少 しも 力を 用いず 村に 入 っ た o

8古 A が訂正 .
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Ⅹe hl ala x elei

讃終

Ji n v m j u eji n el e

ジ ンクジ ュ
･ ア ジ ェ ン 娃

e yi b ait e
･

w e yici
･1 ej a ri

･ mi d e ri t1 ･ Ⅹe n

こ れを みて 歌い 按 じめた ｡

請(3 5)

Ⅹe hl a x elil a x e bl a x elei

E 血 Ⅹot o n
･

血 ej in

｢ キ レ ン村 の アジ ェ ン と

s u n u e si g u ol o
･

w e a yiji

貴方方の 国を 守る+

Ⅹelil al a x elil a x e hl al a x elei

fu rg ia n y a n t e b ul u o
･

ni

赤毛 部落の人柱

a n S u al
8 ･

血 釘11 un k a t a n

元帥達は 強い

j ul e e n e
･

1 m

先鋒を 行き

S a x a 止n b ul u o g ul u n
･ mi o a mi ･1 e d a ･ Ⅹal ele

サ ハ リ ン部落の人は 後続部隊｡

Ⅹelil al ei x el ei

E ili n x o t o n
･

ni t o u k un
･

d u b i
･

r e n

キ レ ン村は 真申の隊であり

u l a b Ⅶ b ul u o a m i
･

sik i･ d u bi ･ r e n

クラブ部落は 後方隊で あり

W ul u ci a mi ･l e s u nji a d a ･ Ⅹa ni

オ ル カ は 後方 第 5 隊に な っ た

e yi D i n ji o x e b i
･

r e n

6 人が まだ おり ､

J a x a n b 血 o y e

ジ ャ ハ ン部落だ｡

Ⅹelil al a x elil a x elei x e hl al a x el ei

もi m e s 正e

我 自身

e yi g ul un
･

m e x e rb e
･ mi e n e

-

Ⅹei

一

隊を 連れて 行く｡

86 元帥 (漢語)
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c u x a
･

y l m Oli n
･

y i

兵 馬は

o h s u s a i t u n e n b i
･l e

二 十五 万 ｡

Ⅹel el e x e nil al a x e hl a x el ei

x .k t u
･

d u x u li
･

i d 訊 e n e
･

mi y ila n x o t o n j u an n iu玩表替7

道を 行く 行くと 村

x o t o n
･

m e n i s a k t ul e yi n al e
･iy i t u k u t u

･1 e

村往 事を 挙げて

十 六 屯､

a fu
.

s y e n d a
･

x a n

戦わない ｡

s a k t ul n un u
･ d d u t o u sia n 芝al a

我ら の 頭領た ちよ､

Ⅹelil al a x el e x el ei x elil ei x el e

n u n n a fu ･

y e e s k ul i a gd e n e
･

mi d a
･

Ⅹa yi

私達は 戦い 喜んだ｡

Ⅹel il a

yi s al e
･

y i y i ciki ci
･ mi L tl O y a n g C e n X O t O n

･

d ul u y i s a
･

Ⅹe n

見 る間に 洛陽城 村に 着いた ｡

m un u a fu
･ mi e s k 1 山 k a t a n n e

･ mi a g d e n e
･ mi d e rin ･

Ⅹei

我ら 戦い 強い 嬉 しい ことだ｡

Ⅹelil a x elil a x elil ala x el ei

帝終

第 13 章

al a n g (33)

e y i J a n g 8 y q y e

ジャ ン シ ュ エ は

t 11 血 e m i

Ⅹe 8 u
･in i n un u x o t o n

･

m g el e n
･

g nl u n
.

m e

言 う 村 の 人たちを 守り

o u 8i a n
･1

投降した｡

9 ( a 丘
･

sy e d a
･

Ⅹa n)

87 B は g a s y 組 ｢ 仙 と い う意味がなく不明
とい うが､ g a si n ｢ 屯+ の 意味あり｡

88 鍵を閉める の 意味と B が注釈｡

8 9 投降の意味 : A の 税明｡
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e si 柚 n y ak t e x ot o n
･

血 b i ･ Si t o u si a n ･

n i j ul e
･

yi j ul u
`

sik i O n e - 也

赤 毛 村の 頭領娃 先鋒として 先を 行く｡

s o n g g u olu o
･ d u ti ･ g ul un t a d tl e yi d old i e y i d old i

･

m i al ci ･l e

采 国の 彼ら柱 そ こ の こ とを 聞いて い る

s tl y a n C
ul a k e J a n g s y tty e t o u si a n s a k t ul t o u si a n

-

芝e 血

黄 河 ジ ャ ン シ ュ イ ェ 頭領は 投降したと｡

g ele n
･

ni o s a k t ul l ele
･

Ⅹel e t 血 el e b u g u d e n e e n e
･

Ⅹe n

人々 は 怖がり 逃げた｡

Ji n w uj u d e t o tl Si a n ni a ni t td n e mi L u o y a rLC e n
･1 e oli n b a

･

k e ci
･

ji n e
' mi d a ' r e n

ジヌ ジ ュ の 頭領娃 洛陽から 2 0 里 の い る

n e
･ mi Ⅹe 8 t1 ･1e

と 言う｡

ti e ri n t a d u s a k t ul

そ の時

j a s x a n y i m a n e
･k e ci

手続が 雪の ように

a n m u e m e
･1e

報せ ( ロ) が 来て

s a k tul e y i g ul un
･

m e d e g d e
･ mi S o n g g u ol o

･ mi Ⅹot o n ･ d ul e 血 yi n g g le e n e
･ mi

人々 は 飛ぶ ように采国の 村に 入城 し

e yi S o n g g u olt l
- mi 転壷壷∃Ⅹot o m i u y il e isik ul i e y i s a k t ul 1 ele

.

mi d e ri u
-

芝e n

来園を 深く 村 上 の者 小者を 皆 恐れた o

t t li n e mi S o n g n Sl a n

采 国の相

o J a n g b an c a 喝 S a k t ul m e t e
･

s yi d a
･

Ⅹe

ジ ャ ン パ ン シ ャ ン は だめだ

tn i n el s a k t 山 a m il e s ai
･

Ⅹeti

isiki s otl
･in i

a
-

w e $ O u
-

S

n e m i x od al ele

と 報告され ､

後 ( チ ン ゾンに) 全てを報告 (秦) せざるをえないと知り ､

1 C in z o n g
･ d u x a p si

･

Ⅹe ti e y i C i n z o n g e sk ul i l ele
･l e

上 奏し､ チ ン ゾンに 訴えた｡ チ ンゾンは 大変 恐れて

tu i n e mi S . n g 卯 01 o 転身2 ol o k t e d e d a
･

Ⅹa n j e fu d e 超 d a
･

Ⅹ an

宋国の 中絃 革もなく 食料もなくな っ たo

m x a d e gi a
･

si k i e m e gi a al b e n d e e u
･

sik i e m e
.i 血 d e an ci

軍 は 国外から くる 別 の兵 (援軍) も こちら
- こ ない ｡

9 0 丞 相 ( 漢語)
9 1 上奏 (漢語)
92 内 ( 漢語)
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e yi J an g b a n g 侃 n

ジ ャ ン パ ンチ ャ ン は

巨頭s o n g c i Ej o n 転頭
ソ ンチンゾ ンを (代表 して)

eji n Ji n w tlj u
･1e x e s u ci

-

mi

ジ ンウジ ュ の とこ ろ - 行き 言う

e yi a fu
･

s y e d a
･

Ⅹelo u n e mi t u iy i x e s u ci
.

i血

戦わない こ とに したと 言う｡

譲(3 6)

Ⅹe h lal a x elil al a x el止a x elil al a x el ei

J a n g b a n c a n e yュ

ジャ ン パ ン チ ャ ン ､

S o n g g tl O

来 園( の代表) は

fu r gi an y a k t e g ul un Ⅹot o n t o u si an

赤 毛の 族 村の 頭領

C eb u l a k e b i b a ･1 e mi e m e
･

Ⅹe n

チャ プラカが野営する場所に 行 っ た ｡

fu rg i an Ⅹo t o n t o u si a n
･

ni e yi t u in e mi e yi Ji n w uj u y o x o n eji n

赤毛 の 村 の 頭領 (チ ャ プラカ) は ジン ウズ 村 アジ ェ ン の

y u a n s u ai d ul e 血 bi
･

s y i
･

m e n
･ d e s ai

.

r s y e n

元 帥 でない こと を 知らない o

t tli n e m i C eb ul a k e
･

ji x e s u ci
･

Ⅹe mi

チ ャプラカと 和平を協議 したo

C eb ul 王止e ･ji a y i j a k e
･

w e g ele
･ mi d e ri 11 ･ Ⅹe n

チャ プラカは 物を 要求した｡

Ⅹul u x a
･

mi oli n t u m e n b u d u
･

w e g el e
･

i ni

内密に 2 0 万匹の布 を要求 し､

ai sin olin t um a n y e n
･

w e ai si n
･

m e g ele
･i mi

金 2 0 万 両を 金を 要求 し､

Ⅹaiy o u yil a n (g o sih) t u m e n a u ( m e w u n g el e
･

i 血

さらに 三 万 両 (級) を 要求 し､

e m e t a u n a s e n g qji k ul i
･

w e g el e
･

i n i

百人 の 美女を 要求 し､

tⅦ m a ki e r d e ･d tl S a k t ul g aji l r k u n e
･i mi

翌 日ま でに 持 っ て こさせた｡
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Ⅹel 血1 a x el ei x e hl al a x e k lei x e hl al a x el ei

J a n g b a n c a n e y i b a r t e
-

w e s ai
-

r s y e n

ジャ ン パ ン チ ャ ン は こ の事を 知らない ｡

t 血 e mi 囲 3 ti ai x ale
･

Ⅹe n i

すぐ 同意 した｡

Ci n z o n g g ei x e s u
･

Ⅹe ni

キ ン ゾ ン に 言う

e yi x ot o n
･ d ul e mi

村 にある

s a k t ul ey i ais i n
･

n e t u m e n
･

m e b u d t1
･

W e

金 万両 布

g 佃u kli a 8 e n X it
･

w e m k u ･

Ⅹe mi

美女を 持 っ てきた ｡

Ⅹelil a x el ei x el ei x el ei

tt m a ki e rd e J an b an c an e yi j a k e
･

w e S ak t ul

翌朝 ジ ャ ン パ ン チ ャ ン は 物を 全て

C eb ul a k e
･

d u b 11 ･ Ⅹe 血

チ ャプラカに 与えた｡

t u i n e mi Ci n z o n g b ait e ･ n i an ci n e mi

キ ン ゾ ン は 何事もなく解決したと

t m k i e rd e e y i b a d u ni

翌朝 こ こ に

n tlj e n g o ul u
･ 血 y o u 函 ･ mi d tr ri u

･

Ⅹe n

｢女真族は また 進み 始めた｡

e yi x o t o n
･

d tl k e r e
.

d 血 yi s a
･

Ⅹa n

村 の近くに 着い た｡ + と報せがきた o

J a n b a n c a n d oldi ･1 e l el e
･

Ⅹe n

ジ ャ ン パ ン チ ャ ン が 聞いて 驚いた ｡

Ⅹo nji dili ∵由 s a k t ul o n g m e
･i d

すぐ 頭揺 す べ て 忘れ

93
就 ( 漢語)

g o m
･

r g 1
･

n i

考えた｡
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y al a d e n e
･

s y ei d e 組i
･

s y e n d a
･

Ⅹ a 血

何も せず 分か らなく な っ た o

請終

al a n g (3 4)

fu rgi a n y a k t e
･

ni x ot o n
･

血 t o u si a n . 血 e yi S o n g g u ol un b a it e
-

w e n i

赤毛の村頭領 ( チ ャ プラカ) は

j a k e
･

n i jix a
･ 血 a s e n ･

ni s a k t ul b a k e
･

1 e

物 銭 女 を取り

来園の 宝を

t u i n e mi d o rb tl X ul u x a ･ mi e n e - X el e

夜 そ っ と 去 っ たo

育(3 7)

Ⅹelil al a x el e x elilal a x el e x el ei x elil al ei x el ei ･

t u 即1tl n e 且e
.

X ele a di bi a d a
･

Ⅹa n

彼らが 国を出て 数ヶ月 経 っ た ｡

e yi i mi G aiji n b a
･1 e mi Ⅹot o n ･ 血 ･ d ul el yis a

･

Ⅹa n

今 日 ガイジ ン の 村に 着 いた ｡

C eb ul a k e el e An t e j o g
･d ul e 血 e m e ･ Ⅹ e n

チ ュ プラカ壮 ア ンタ の家に 着 いた｡

t u i n el e e yij o eji
･k ij o

Ll e mi yi s a
･

Ⅹa n K a n t e a s e n
.

m e mi g elt e
･i n i

東屋に 着き カ ン タの妻を 捜 し

e 8i S ol a k i e 8i si土e ･ mi bi ･ r e n y a x a n
･

ni l a o k el e
･ mi b i ･ si mi

こ の 時 ソラカは 子供と 居た ｡ 下女と 話をして いた ｡

eb ul a k e

チ エ プ ラカ は 前に出 した両手で

4

ol a k i ･ w e t eb ul e ･ Ⅹel e t ul e ･ siki b e e d a n e
･i 血

ソ ラ カを 抱きかかえ 外 - 駆け出し

t o u
･1 e u si a ･ mi Ⅹu li ･ m i e n e ･ Ⅹe

彼女を 車に 乗せ 引い て 走り 去 っ た｡

諦終

9 4 A が訂正 ｡
9 古 A が訂正 ｡

- 1 6 2 -
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al a n g (3 5)

S ola k i s a i ･ s y e n t d n e mi e yi b al e) e m e
･

Ⅹe 血 ni o 皿 01i n s a k t l止 al b e n
･

血

ソ ラ カは知らない 何処から 来た 人 馬 軍か

a fe ･

i血j a k e
･ 血 mi a mi ･

m e 由 e n d t11i

兵 器が 彼女の 守護神を

tu in e mi mi n
･

d u y a
･

d e

そ れ ( 守護神) は 何も

d a si ･ Ⅹe n

下 敷きに した ｡

m e t e
･

s y e d a
･

Ⅹa 血

出来なくな っ た o

mi 血 ･

m e ni j a fu
･

1 e x e r b e ･ Ⅹe n

疲女を 摘まえ 連れて行 っ たo

An t e a s e n
･

mi N a yi n d e d tl S ol a ki y a o j a fu
･le

ア ン タ の妻 ナイ ン壮 ソラカが 正に 捕まり

m e n e d e b el ci ･ m i m et e
･

野 e n

自分は 助けるこ とが 出来なか っ た ｡

ni a mi s u ci a
･

Ⅹe mi ey i a x a
･

g ul u n e n e
･

u
･k u n e

･

1 e

彼女は 隠れ 下僕を 行かせた
｡

a x a e m e
･1 e x e s u ･i n i

下僕が 来て 言い

mi 血 d e s ai ･ Ⅹe mi e y l

彼女が 知 っ た こ とは

Ⅹe b ･ u ･k u n e
･1 e

連れて行かれる の を

fu r g e n y a k t e 印1 un
･

ni t o u si an ･

ni S ol a k i , w e j a fe
･

i mi

赤毛 の 族の 頭領が ソ ラカを捕らえた ｡

ni a ni y a d e b a it e d e o ni d e n e
･

mi d e m et e ･ s y e n

彼 女は 何事も どの ようにも 出来なか っ たら

An t e E a n t e e m e
･

rg 1
･

1 m e3 u

ア ン タ カ ン タが 帰 っ たら こう

Ⅹe S 11
■

1 m

話すしかない o

o nュn e ･le

どうする ?

諦(3 8)

Ⅹelil al a x e lila x elil al a x elil a x el ei x elila x el ei

e si Jin w tlj u ej in

ジ ン ウジ ュ ･ ア ジ ェ ン 壮

e yi X a m at e t o u 8i a n
･

m e n i L tl O y a n
･k e r e ･ d mi j u a n b a

･

d u

ハ マ タ 頭領を 洛陽の 近く 1 0 里 の

t a d u b a ･ d tl b i ･ u ･ k t m e ･1e

とこ ろ に 止まらせた｡
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e yij d e y i ci ci
･

Ⅹe 血j tile n i 血o
･

n i c u x a 血 s a k t u l a n ci d a
-

∑a n

前方を見たが 先鋒隊の 軍柱 何も なくな っ て い た ｡

t ui n e mi m e d el e ･ Ⅹe 血 e yi fu r g i a n y a k t e x o t o n
･ 血 t o11Si a n

･

血

,聞 い た 赤毛の

y a
･

sik i e n e
･

Ⅹe n n e
･

n l X e Sll
･

Ⅹe n

何処か - 去 っ た と 言う｡

S o n g g u oli a yijij a k e
･

w e b u ･ k tl n e ･1 e

束 国 の 良 い物を 与えられ

Ⅹelil al a x elil ei

Ⅹa m a t e y e g o n i
･

i mi d e t o n k o n

ハ マ タ は 心が 動転 し

村の 頭領が

b e g ed a n e
･

r gi e n e

逃 げ帰 っ たと言うo

n i a n ij ul e
･

sik i e n e ,l e m ed el e ･ Ⅹe n i

彼 は 先を 行き 尋ねた ｡

t llin el e S o n g g n ol Ⅶ o

来園 の頭領壮

ai si n ･ mi ttl n e n b o s u ･

w e j a k e
･

w e a s e n s it e
･

w e

金 万両 布 物 女

s a k t ul t 11i n e mi b u
･

yi n e
.

皿i x e 8 u
･l ei

す べ て 与えた と 言う｡

t ui n el e X a m a t e n i a mi ･

m e 血

ハ マ タ 彼は

e yi fu rg i an y a k t e x ot o n t o u sia
･

m e ni t a ti ･ Ⅹe n i

赤毛 村の頭領 に 習い

j a k e
･

w e g aji
･

u
･ k u l e

･1e e n e
･

Ⅹele
･

ni

物を 取 っ て 去 っ た｡

e y i yil a n g d u n al b e n g d u n
･ mi

今度 第 3 隊

E ili n x o t o n ･

ni eji n An t e K a n t e ele e m e
･

Ⅹe mi

キ レ ン村 の アジ ェ ン ア ン タ カ ンタ が来た｡

t u i n el e L u o y a n g c e n
･

siki

( 彼らの 兵馬は) 洛陽から

j ul e alb e n d e m o li n d e an ci d a
･

Ⅹ a n

第2 隊 の兵 も 馬 も 居い ｡

8 u i Hji a b a
･

d u d a
･

Ⅹa 血

6 里 の所に 達 した｡

ni o d e a n ci d a ･ Ⅹ a mi

人 も 居い ｡
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n i o
･

y i t 血 ele m e d ele
･

Ⅹe n i e y i s a k t u l e y ij u 甘11 un Ⅹot o n
･

g ul t n
･

ni

人 に 訊くと 二 つ の 隊の 人たちが ( チ ャ プラカと ハ マ タ)

S o n g g u ol u
･

d 血 a yij a k e
･

w e b u ･ k t m e .l e s a k t ul b u g e d an e
.

x e ni

宋国にある 宝を 奪 っ て 逃げたB

x eh l al a x elil a x elei x e 血 n a 又e m X e d n a n a x el ei

An t e K a n t e e yi a x a n d t l

ア ン タ カ ン タ 兄弟は､

Ⅹo nji e yi Ji n w uj u eji n
･

d ul e x a p s e
･

Ⅹe n

すぐ ジ ン ウジ ュ ア ジ ェ ン の と ころ - 行き 話 した ｡

J h w uj u d oldi I1 e

ジ ンウジ ュ は 聞い て

An t e E a n t e

ア ン ダ カ ン タiま

Ⅹa n k e 一 皿i e yュ od al e
I

怒 っ て お声で叫びにきた ｡

血 ･l e a g d e n e
･

mi g aji
･

r gi
･

ki ni

門に出て ( ジ ンウジ ュ を) 喜んで 迎えた ｡

Ji n w uj u ej in ni a ni a x a n d 11
･

W e a yiji a y i n e mi Ⅹe s u
･

Ⅹe n

ジ ンウジ ュ ア ジ ェ ン は 兄弟は 誠実だと 言う｡

Ⅹelil al a x el ei x el ei x eil al a x e hl a x el丑al a x el ei

謡終

L u o y a n g c e n
･d ul e k e r e ･ d ul e ni yi s a

･

Ⅹa n j o
･

y i

洛陽の 近くに 着き 野営

e si S o n g g u ol u
･

n i ni o ･ w e e n e
･

u
･ k u n e ･ Ⅹe n

采国は

Jin w uj u

ジ ンウジ ュ を

Jin w t lj u

ジ ンウジ ュ は

an g k tl S a k t ul

テ ン トを

0
●

Ⅹe n

建 てた ｡

人を 派遣 してきた｡

An t e E a n t e t ul e ･ sik i a g d e n e
･ mi al ci

･

Ⅹe n

ア ン タ カ ン タは 外に 歓迎し 待 つ ｡

a yi mi a 血 a x a n d tl e Sk 1山 a yi n e mi Ⅹe S t1
･

r e n

兄弟は 誠実であると 言う｡

t 血 e mi ey i L u o y a n g c e n g k e r e
･ d u ni ey i a n g k u

.

w e y a o o
･

x ul e

洛陽の近くに テ ン トを 建てて

S o I唱 g u O h
- 血 血 a ni t o u si a n

･

y i x e rb e e n e
-

t1
･k u n e ･ r e n e yi

t ad u al ci
･i ni

そ こ で 待 つ ｡

Ji n w uj u
･

ti

来園 の 頭領 (皇帝) を 連れて 来させた｡ (皇砕は) ジ ンウジ ュ に

Ⅹe st1
･i血 aisi n b u ･

yi e yij a k e
･

w e 8 a k t ul b t1
･

yi ej i a fe
･

r o

言う｡ ｢金 与え 物 す べて あたえから､ 攻めるな｡ +

- 16 5
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S o n g g u o h l j ak e
･

y i s ak 七山 n n k u
･

in i

来園の 物を 送 っ た ｡

J i n m j tl e yi
･

w e e3

'

i n ti a x el e ･ s y e n 巨壷表
･

w e

ジ ンウジ ュ は これに 同意 しない ｡ そ ん な物

t ui n e mi n i a ni ･ m e 血 a mi ･

sik i s a k t ul e n e
･

Ⅹ e n

彼 は 後方 - 去 っ た ｡

al a n g (3 6)

e yi J i n w tlj u a o b 11 ･ Ⅹ¢

ジ ン ウジ ュ は 回

tll in e mi C i n g z o n g F a d e

チ ン ゾ ン皇帝は 何

tu i n ele e n e ･1 e a mi ･

siki ejin
･

ji

こ こ に来た 皇帝 の父と

d e g el e
･

s y e n

い らな い ｡

y a od e g el e
･

s y e n s a k t ul g el e
･

s y e n

何も 要らない ｡ す べ て い らない ｡

b a 辻e d e x e s u
･

s y e d a
･

Ⅹa n

革も 言えなくな っ た｡

eji n
･

tiki x e st 1
･

Ⅹe n t ui n el e e y i Ji n w tlj u

皇帝を 命 じて ジ ンウジ ュ 壮

Ji n w uj tl X e S n
･

i 血j a ri m i d e ri t L X e n

ジ ンウジ ュ が 言い 歌い始めた｡

諦(3 9)

Ⅹelil a x elil a x el il a x el ei

fu rg ia n y a k t e x ot o n
. mi t o u 8i a n ･

ni e yi

赤毛 村の 頭領

c e b u la k e 巨粛6 e m e e sik ul i e x el e
チ ャ プラカは (是) 大変悪い ｡

S o n g g u ol u o ji x a
･ mi s a k t ul g el e

･

Ⅹe 由

来国 の 銭を みな 取り

a s e n
･

m e 血 g ele
･

Ⅹe mi

女を 取り

Ⅹel ei x elil ei x el ei x elil al a x elei

t u n ele b tl g e d a n e
･

Ⅹe 血

そして 逃げた｡

S a x ali n t o u 8i a n ･ mi Ⅹa m a t e e m a di mi a mi ･

m e ni t a ti . x e ni

サ ハ リ ン頭領 ハ マ タは 多く 彼を 習い

粥
是 (漢語)

- 1 66 -
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e yij ul u 転壷垂7 e s k ul i b u t e b a k e
-

it i w a
･

Ⅹe 1

2 人 の 好臣 (漢語) を 我ら 摘まえて 殺 した い ｡

J i n w uj u x a I 止e
･

mi Ⅹe S u
･

i d

ジ ン ウジ ュ は 怒り 言うo

x elei x elei x el ei

e y ュ) u X O t O n a mi 1 e s ak t d w a ･t ryi

2 つ の 村は 後に 殺す｡

e y i m in x o t o n
･

mi d u 由 e s k ul i 酢 血 n
･

w e a yiji 匡壷酔 ･le

キ レ ン村 の 人を 良く 守り

ejin An t e y u a n st l ai E a 血 e g o n gl a o
･ 血 s a g di

ア ジ ェ ン ･ ア ン タ 元帥 カ ン タ の 功労 (漢語) は 偉大だ｡

Ⅹelil al a x elei x elei

諦終

第 1 4 章

al a n g (3 7)

e y i e ri n J i n w uj u eji n b a it e od i ･1 e t 血 e mi c u x a ･ y i s a k t ul e n e
･

u
･k un e ･ r e n

こ の 時 ジ ンウジ ュ
･

ア ジ ェ ン 壮 事を 成 し終え 軍を 去らせ｡

tly i n b i a
･

d u d a
･

Ⅹa n i e m e
･

r g i
1

1 e x ot o n
･

d ul e 血 e m e
･

r gi
･

Ⅹe n

九月にな っ た時 帰る 村に 帰る｡

Ⅹo k u t o ･d u g ele n y o x o n t otl Si a n
･

ni g uln n
･

ni s a k t ul ni a mi ･

m e mi y i ci e m e
･

Ⅹe n

途中 各村の 頭領 達は 彼を 見に 来た ｡

K a Ⅱt e m o r g e n ,
Ji n w nj t l e] 1 n

･

Jl g a S e e m e
■

r g 1

カ ン タ ･ モ ル グンは ジ ンウジ ュ
･

ア ジ ェ ン と 一

緒 に 帰りo

n i a n i g o 血
･i mi b u ti x a x a g n ll m un a k a mi e k e ci b i

･

u y l

彼 は 思 っ た 我 々 男杜 どう して こ の よう なの か

t ui n e m i ni a mi
･

m e ti Y a n d u
･

1 e e m e
･

r gi
･

血

彼 柱 燕都に 帰り

97
軒臣 (漢語)

9 8 保 ( 漢語)
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el e u rk e y i n g e
･

r gi
･ k iti

門に 入 ると､

s a g d i e]
'

i n u r k e ･ y i d ul e
･

yi e b ak e ci
･

mi bi
･

r e n

大 ア ジ ェ ン が 門に出て 出迎えた ｡

e yュJi n w u)
'

u eji n t ui n e mi s a k t ul t o u si a n
-

x al a ･

ni y i cici
･

mi od i 11e

ジ ン ウジ ュ
･ ア ジ 耳 ン は ､ 頭領達を 見 終えて

t u n e mi j a fu
･1 e g aji

. ki ni o a x a
-

mi o a mi ･

sik i x e s u
･

i mi

摘まえて 連れてきた 奴隷を 父に与え 言う｡

t u i n ele m e n e j o g
･d ul e O n e

-l e t ein e ･ mi b i ･ mi

私 は 家に 帰り 休む
｡

s a g di ej in t n m a ki i ni a rki ･

yi s ol gi
･

yi s a k t ul n e d e
･

le

大ア ジ ェ ン は ､ 翌 日 酒 肴を 置き

e yi Ji n w uj u t o u 8i a n
･ mi eji n

･

血 s a k t u l e yi g ul un
.

m e t u i g aji
･

r gi
･1 e a mi

･

d u y icici
･k un e ･ yi

ジ ンウジ ュ 頭領 ア ジ ェ ン は 人た ちを 連れてきて 父 に 拝謁させた｡

s a g di (ejin) fu r gi a n y a k t e
･ mi Ⅹo t o n t o u si a n ･ mi b u g d a n e

･

Ⅹe n b ait e ･ w e d oldi ･1 e

大ア ジ ェ ン は 赤毛 村の頭領が 逃 げた 事を 聞き

Ⅹa n k a ･ 皿i x e s u ･i mi a mi 1 e t a
･

w e t a k o
･

u yi

怒 っ て 言う ｢ 後で それを 片付けよう｡ +

t u m a k i i mi e yi eji n j a k e
･

yi g aji
･

r gi
･1e s a k t ul g ele n 血o

･ d u alb e n ･

g ul u n
･ mi o ･ d u 血

翌日 アジ ェ ン は 物を持 っ てきて 人 々 兵 の人に

e yi t o u si a n g ul u n
･ d u n i s ak t ul b u ･

Ⅹe n

頭領 達に 与えた｡

Ji n w uj u ej n e yi K a H t e
･

W e m O r g e n

ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ンは カ ンタ モ ルグ ン を

t a t e
`

r g l

引き留めた ｡

K a n t e g uid a mi e n e
･

ci mi d u i g o n i
･

r g i
･le

カ ン タは 長 い 間 家に帰 っ て い ない と 思い

S ol a ki g o r o
I

y l g O ni
･

r g i
･l e

ソ ラカ を 遠くから 恋 しく思 っ た｡

e m e d o rb 11 ･ mi e yi Ji n w tlj u t o u si a n
･

n i eji n mi a 血 m e 血 Ⅹod al el e x e s u ci
.i n i

-

晩 中 ジ ン ウジ ュ 頭領ア ジ ェ ン は 彼を 呼び 言う

t ui n e mi Ⅹ e 81 r i mi

言う｡､

s un u e yi x o t o n
･

s u e yi fu rgi an y a k t e x o t o n u k ia g o r o

｢貴方方の村は 赤毛 村から どれだけ 遠い かo +
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K a n t e x e s u
-

i血 m o n o a
･l e fu r i且n a k t e x o t o n ･ ki ti

カ ン タ が答える ｢私 の地は 赤毛村から

e yi ejin J i n w uj u x e stl
･

m l

ア ジ ェ ン ･ ジ ンウジ ュ が 言う

皿 O rg e n 8 i e n e
･1e al b e n x elb u

･

rg i
･

mi

｢ モ ル グン 貴方柱 行き 兵を 連れて

9
yil a n t a un b a

･ k e ci b i ･ r e n

3 00 皇 ある｡ +

e yij a k o
･

w e e n e
･1 e s a k t ul 転頭･

8 0

宝を持ち逃げした者を 殺せ｡ +

K a 皿t e X e S t 1 ･1 e n i a cile d e x e s 11 ･i ni

カ ン タ は 答える ｢ 正 しい (そ うする) + と 言う｡

t u i n ele K a ∬t e e n e
I

1e

カ ン タ は 行き

a ki ･ ti x e s u ･1 e

兄 に 言う｡

t u m a k i a k i ･ 血 釘11 u b a n
･ 血 t el e e n e

･

1o

｢ 翌 日 兄は 馬に曳かせ る船に 乗り 家に帰りなさい ｡

j o d ul u yi ci ci
I

lo

家の 中を 見てください ｡

t 血 e m i bi

私 は

a k i - y i j ul e

兄 を 先に

y a e r 血

何時

e n e
･

t1
･ k u n e

行 か せて､

o mi b i ･ Si ･d tl S ai ･s y e n

どう な っ て い るか わからない o

e n e
･

y i
･d e s ai . B y e

帰れ るか 分からない ｡

bi x e alb e n
･

j i g a s e e n e

私 は 軍と共に 行く｡ +

An t e e yi gi s u n
-

m e 国 100 ･ mi o di ･ ri g
･1 e a cile e n e

･1 e

ア ン タは 話を 聞き終え ｢そうしよう｡ 出発 しよう｡ + と答えた｡

請(4 0)

Ⅹelil al a x el ei x e hl ala x el ei

tt L m a k i i n i An t e e y

翌 日 ア ンタは

b u s y k u
･

yi x e alb e n m oli n
･

ji c u x a
･

y i 伝e rb e
- mi )

プ シ ュ ク と 兵 馬 軍を 連れて

s a k t d m o li n
･

d u mi t a k o
･

1 e x e rb e ･ rgi
･1 e

全 てを 馬に 積み 持 っ て行 っ た o

e m d a n ･d 11 W u g n o c e n g
･d ul e yi s a

･

Ⅹe n

第 1 拠点 五 国城に 着いた o

9 9 A が訂正 ｡
10 0 Ⅹe s u ( 言う) は d oldi ( 聞く) の 間違い .
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W tl g tl O C e n
･

d tile ni t o u si a n g ul n n
-

血 s a k t ul mi a n i
･

m e n i y ici
･

Ⅹ e n

五 国城 の 頭領達が 彼を 出迎えた ｡

t u i n e mi s a k t ul 血a mi ,

皿 e 血 k a t e n e3 1 n n e
･ mi Ⅹe S u ･1 e

彼 を 強 い アジ ェ ンと 言うo

x el ei x elei

S o n g g u ol u mi j u eji n
-

ni e y i d u j a fu
･

1e b i
･

r e n

采 国 の 2 人 の ア ジ ェ ン は そ こ に 捕ま っ て い る ｡

A n t e e si m a d a m e n el e

ア ンタは 今回 行くと ､

e si e n e t a d u g u lu n ul e 8 a k t u l a g d e n e
･

mi

彼らは 歓待 し

yicik e ci
･l e a rki ･ w e s ak t ul o m i

･

u
- k t m e ･ r e n

迎 え 酒 を 飲ませた ｡

Ⅹel ei x elilei x el ei x elil ala x el由

請終

An t e n i a 血 ･

m e ni Jil e n a n t u ･

tiki x 由u ･i mi e si S o n g

ア ン タ は ジテナ トに 言う｡ ｢来園の

y a d u b u d a
･

Ⅹa n b i mi ni
･

w e yi ci ci
･

u
･

kn n e
･

1 o

どこ に 捕ま っ てい るか ｡ 私 に 会わせ てくれ｡ +

J il e n a I止u

ジ テナ ン トは

t ui n e mi An t e

ア ン タ

g u olu o mi eJ l n
･ mi

ア ジ ェ ン 杜

Ⅹe S u
I

1 m a y ()

言 う ､ ｢ 良い です｡ +

t al e S o n g a li jul u n io
･

ni t o u si a n
･

m e mi y ici
･

Ⅹe n

そ こ で 来園の 2 人 の 皇帝 会 っ た｡

An t e e m a r g aji x tlli
. mi e m a r g aji x e s u

･ mi a yi W u g u o c e n b a
･l e mi yi ci

･

Ⅹ e n

ア ンタは 歩きながら 言う

An t e x e s11
･

1 n l

ア ン タが 言う

a yi b a x e

こ の 場･所は

W ll g u C e n k e r e
･ d u ili e m e u rk e n bi ･

r e n

五 国城 の 周囲に
一

つ の 山がある｡

五 国城がある場所 を 見ると

m u r a a y 1

大変 よい ｡

e y i u 血e n
･

血 a m e x oti n bi
･

si 血

こ の 山に 井が ある｡

a di x o tin bi
･

Si n ti a 血 e x o tin
･ d u Jil e n a n t u s a g di e yi n al a

･

ji

多く の 井が あるo そ の
一

つ の 井を ジラナ ントは 指で

-

1 7 0
-



e yュ X O ti n
･

m e ] o ri
･

mi Ⅹe s t1
･

i ni

井を 持し 言う｡

si e y i y i ci ci
ll o

｢ こ れ を 御覧なさい.

eji n ti - d ul e 血 ti

采国の ア ジ ェ ン は そ こ に そ の

Ⅹo ti ･ d ul e n e bi
･

r e n

穴の 中に 居るo +

第 1 5 章

al a n g (3 8)

j ul e n u 3
.

e n e3
'

i n ･

ni e y i S o n g g u olu
-

ni eji n
･ mi a mi ･

w e n i sit e
･

w e ni

以 前 女真アジ ェ ン は 来園の ア ジ ェ ン 父 と 子を

e m e a di ni o ･ ni s a k t ul b tld a
･

Ⅹa n e si W u g tl O C e n
･

d u x ot i n ･ d un d e bi ･

r e n

数人を 括らえ 五 国城の 井戸に 押 し込んだ

tu i n e m l t O 11 Si a n
･

y i ed u yicici
･k un e ･i ni

頭領は そ こ - 見に遣らせた ｡

e y i W u g tl O C e n b ait e
･

w e ni t otl Si a n
･

g ul u n x e s tl
･

i 血 eji b tl g d a n e
-

k u n e ･1 e

五 国城 の 事務 頭領が 言う ｢決 して 逃がすな｡ +

Jil 母n a n t u

ジ ラナ ン ト

W a 町 a n n a C u g el e n j tll e x e s u ci
･

iti

ワ ン ヤ ン アチ ュ 2 人 は 言う｡

e si S o n g g t l Ol e
･

n i eji n
･

ni a mi ･

ni x it e
･

ni e k e ci a yi d e a y i b ai t e b a k a
-

c o n

宋 国の 頭領 父 子

e yi o ti n
･ d ul e ･ n i t e

･1 e b a ui sik i血

少しも 良い 事が ない ｡

1 0 1

井戸 の 中に 座 り 天 を 仰ぎ見る

tu i n e mi e y i x o ti n a y l
･

J l t a kn
･

r gi
･

iti

井戸を きれい にさせ るため
､

e yi S o n g g u olu
･

ni eji n a mi
･

ni 転∃102
･

n i

来 園の アジ ェ ン 父 子

e d t l X O ti n x el gi
･

1 e 血 bi
･

u
･

kn n e ･iti e d u t u k a ･iti

こ こ の 井戸の底に 閉じ込め こ こ に 監視するo

e si An t e Jil e n a 血tljul tl X Ot O n
-k e r e ･d Ⅷ i e u sik i x ul e

･

1 e

ア ン タ とジ ルナ ト2 人は 井戸の周りを こちら - 行き

e d u 血 k e niu ni o a y i x o ti n
･

d d e mi bi ･ si

6 人 6 人の人が 井戸 の 中に いる｡

t a u
･

Sik i y i ci ci
･1 e n e

-

iti

あちら - 見 る｡

10 1 元 y a d u d ul e 血 山8iki b a
･

w e yi ci ci
･

iti x o tin ･ d ul e mi を B が訂正 o
102
a n i ( 母) でなく､ sit e ( 千) の 間違 いo
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e m ek e e m e t e
･

Ⅹe n d e b i
･1 e

-

人
一

人 座 っ て い る者

d 11d lユ
･

Ⅹe n d e b i
･

r e n

横 にな っ て い る者も い る｡

e yi x o ti n
･k e r e

･

d 血 oli n n i o x ul e
･

mi e d u t u k a ･iti

井戸の そばに 2 0 人 以上が 監視するo

t o u 8i a n W a n y a r m aj t1

頭領 ワ ン ヤ ン ナ チ ュ が

yi ci ci
･l e Jil a n a n t u e n e n lO

･

W e

見 る と ジ ラナ ン トが
一

人 の人を

t u i n e mi mi u
･

x e n e m e ] u mi o

出迎えた｡ 2 人は

b a k e ci -l e

会 い挨拶する

e m e
･

k un e
･

1 e

来させた の で

W a n y a n n aj u An t e
･

w e x e Jil an e n t u
･

w e j u mi o
･

mi j o g
･

d ul u y a
･

u
･

kn n e
･

Ⅹe mi

ワ ン ヤ ン ダジ ュ 壮
､
ア ン タ と ジ ァナ ン ト 2 人を 家に 入れさせた o

u k ia g uid a
. mi l a o k ele ･ Ⅹele jt1 mi o e n e

･1 e t ei n e
･

r gi

長 い 時間 話をして 2 人は 去り 休む o

帯(4 1)

Ⅹe 血1 al a x e ni n a x e mi n a ll a X el ei x e ni m n a x el ei

n tlj e n g u ol u
･

ni e s k ul i k a t a n

女真族が 全 盛の とき

n uj e n s a g di eji n
･ mi c n x a ･ y i S o n g g ali S a x al in

女真 の大アジ ェ ン は 軍に命 じ 松花江 サ ハ リ ン江

W u s ul i m a n g m e k e r e
･

d u mi t e j o y o x o n
･

m e x ot o n
･

m e o
-

x e mi

ク スリ江の 川辺 に 家 村 町を 立てた o

x e n il a la x ela x el ei

y a d e b a it e
･ 血 b i ･ ki ni alb e n ･

y i x e rb e
･ mi a fe ･1e

何事が あ っ たら 兵を 引き連れ 戦うこ とができる｡

An t e e k e ci(s a g di) Ⅹo k t u d u
･

m e mi Ⅹot o n ･ d u le 血 e n e ･i 血

ア ン タ杜 ､
こ の様な 道 沿い の 村 - 行く｡

d uli a n b i a
･

d u y o x o n
･

d ul e e n e
･

r gi
･ 血

半月 で 村に 着い た

g el e n n i o 8 a k t ul mi a ni
･

m e mi a g d e n e
- mi yi ci ci

･

rg i

人 々 は 彼を 歓迎 し 会 っ た

Ⅹel ei x el ei x elil ei x el ei

簡終･

- 1 72
-



ala 喝 (3 9)

An t e e si e yi b u s k u x e s u
･

Ⅹe n si ni a s e n
･

si d e b tld e ･ Ⅹe n

ア ン タ は聞いた
､
プ シ クが こう言う､ r 貴方 の 妻娃 死んだ o

n e u
'

Ⅹi a s e n S ol a ki fu rg e n y a k t e
･d u j a fu

･

1e x eb ul e ･( u
･k t m e

･

) 玉e n

弟 の 妻 ソ ラカは 赤毛族に 拝まり 連れ て行かれた｡ +

t u i n e mi An t e

ア ン タ は

e yi b u s k u

プ シ ク に

mi a kn r e
･

( k u n e ･) Ⅹe ni s o n g
･ mi

Ⅹe st l
･

u
･ k u n e - T e n

言われた o

a x a
･

( g ul 血)
･

yi tix a

奴隷達は 彼に

Ⅹe s u
･ 血i ek e ci o ni mi e k e ci e x ele b ai t e

脆ずき 泣きながら 言う ｢ こ の様な 不幸なこ とが

An t e d oldi ･1e x a n k e
･

mi Ⅹe s u
･i ni

ア ン タは 聞い て 怒 っ て 言う

e yi fu r gi a n y a k t e x o t o n
･

m e e y i
･

w e w a
･

y i

赤 毛 村を これを殺す｡

b a k e ･ Ⅹe n

起 こ っ た｡ +

e si bi alb e n ･

ni m a
-

yi x e rb e
･ mi

｢私 兵 軍を 率い

w a
･

s y e
･

n 止i

殺さなければ

e 皿 e
-

r g l
-

B y e

帰らない B

w a
･

S y e n i
･

ki bi g o ni
･

yi a yi d a k e
･

s y e n

殺さなければ 私の 心は よくならない o +

t u m a ki sik s e ri n b u d a j a fu
･ mi o di ･le e n e

･

u yi x e 8 t 1
･

r e n

翌日 の 夜 飯を 食 べ 終えて 出発すると 言う｡

Ⅹe r gi b i
･

si m o r g e n
･

m e g el e n mi o
･

m e a x a
･

y i s ak t d x e s u

手 下の モ ルグ ン 人 々 奴隷に 言う｡

An t e ni a n i ･ m e 血 j o
･

l u e n e ･1 e t u i n ele j o g
-

d ul e e m e T gi
･1 e j o

-

n i

ア ン タは 家に 行き 家に 戻ると 家の 中は

g o tik oli g o ni
･

i ni e s k ul i un e
･1 e j ul u

･

sik i m a ci j ul tl
･k e ci bi ･ s y e n

冷 たく 心は 大変 痛い 眼前の事は 少しも 以前と比 べ る られない

tu i n el e yik t el e
･

yi s a n e
･

mi Ⅹe s u ･

i ni mi ni d u x a yi ni o
･

n i a s e n
･

yi n e u
･ mi a s e n ･

n i

歯 を 噛み 言う ｢ 私の 親族 妻 弟の 妻

s a k t u l e m b a d u b i ･k i u k i a y e e si bi 皿 e Sik e d a ･ Ⅹai t uin e mi Ⅹe s tl Ci ･i d

皆 が 一

緒 に い れば どんなによ い かo 今は 私 だけにな っ たo + と言う

d o rb u s a k a rki d a
･

Ⅹai t ui n el e g el e n e yi a x a
･

g ul tl
･

m e ni x u s u
･

1 e

夜は 暗くな っ た｡ 奴隷たちが 言う､
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h ti e yij ut e N a y in d ed u k e r e
･ d t 1

｢ 私達は 以前の様に ナイ ン
･

ダ ドの側に いられれ ぱ

A 血e j a ri
･ mi d e ri t1 ･ Ⅹe n

ア ン タほ

(u k i a

どんなに

歌い始軒たo

蔑(4 2)

Ⅹe hl a x elil a x elei x e hl al ei

m un t l n e u
-

yi a x a n d u
-

ni g o r o b a
. d mi a fi

･ mi e n e
.

x e n

私達 弟 兄弟 達 い所 - 出征 した｡

Ⅹelil al a x el ei x el ei

j o
･

d u l e e m e
･

r g i y a d e

家 に 帰 っ ても 何も

a n ci d a ･ Ⅹa n

残 っ て いなくな っ た ｡

Ⅹel ei

a s e n
･

y i b u d e
･

Ⅹe n i n e u
･

yi a s e n
,

w e d u

妻は 死んで しまい 弟 の 妻は

Ⅹel eil al ei x elei

j o
･le d u i g ot i k oli

家の 中壮 冷たい

e yi i血 b ald i
-

u p i

日を 過ごす｡

a s e n
･

yi ni o
･ d tl W a

･

Ⅹe ni e k e ci

妻を 殺 したような者は

bi k a t a n x a x a

私 英雄は ､

j a fu
･

Ⅹele

捕ま っ た ｡

u n a k a mi ni a 由 一

m e mi w a ･ r s y e mi

どう して 彼を

a
1 0 3

よ い か ｡ +

殺さない で い ようか ｡

長打gi a n y a k t e x o t o n
･ mi b i

･k i t o u si an
･

n i

赤毛柑の 頭領を

b a k a
･

k i d ili
･

w e ni a ci . y i o

輔 らえ 頭を もぎ取るo

ni a n
･

k e ci e x el b ait e n e ･ Ⅹe ni

彼 の ように 悪事を した奴の

dili ･ w e ni t n a k a mi a ci
･

s y ei

頭 を どう して もぎ取らない こ とがあろうか o

10 3 A が後で挿入｡

- 17 4 -



Ⅹele i x elil al a x el ei x e 以 al ei

謡終

al a n g (4 0)

t ､ 皿 ak i i n i e rd e An t e e y i a x a
･

g ul u
･

m e n i 細 由丑 Ⅹe r gil e
･

ji t o u si a n g u h n
･

n i e n b a d u

翌日 早く ア ン タは 奴隷たちに 手下の頭領達を 一

緒に

g elt e
･

r g i
･

1 e x e s u ･

mi d e ri u ･

Ⅹe n

集 め ろと 命 じる｡

t un e mi An t e g el e n
･

g u lu n e m e
･ k u n e

･

1e

ア ン タ 人々 を 来させ

s a k tul t el e ･ u ･ k tl n e
･

1e d u i n t o u si a n
･

mi (g u a n si
･1e b a

･

d u n i) s a k t ul 軸

座らせた ｡ ｢ 4 人 の頭領の 地区に杜 全部で

tu i n ele a sik t e g ul u n u ki a b i
･1e m e d el e e yi t o u si a n x e s u

･

i mi

若者 何人い るか｡ + と問う｡ 頭領は 答えた

b u t i d u i n t o u si a n g u a n si
･1e b a ･ d n ni a sik tlt e g Lllu n x e j u t tl m e n bi

･

r e n

｢我 ら 4 人 の頭領 の 管轄地区に 若者は まだ 2 万人 い る0 +

An t e x 由u
･i ni mi mi n e u 鮎 r[t e e m e ･ r gi

.

i ni b tlti e n e
･

u y l

ア ン タ が 言う ｢ 私 の弟が 帰 っ てきたら 我らは 兵を出す｡

t t l m a ki e rd e b u ti e yi a sik t e g tl lm
･

m e X Od al e ･ rg i
･1 e t a ti

･

u y e

翌朝 早く 我らは 若者を 集め 訓練する ｡

K a n t e t o u si a n e m e ･ r gi
･i ni b u ti ni o t ale afi

･

e n e
･

yi

カ ン タ頭領が 帰 っ てきたら 我ら そ こ - 出兵する｡+

K a n t e a ki ･ w e e m e
･

rgi
･

u
- k un e ･le j o

･

yi g o d
-

r gi
･ mi d e ri tl

･

Ⅹe n

カ ン タは 兄を 帰らせてから 家の こ とを 考えた o

e yi i ni Ji n w uj u eji n ni a ni
･

m e ni g el e n
･

g u l un t o u si a n g ul u n
･

m e s a u li ･k i mi

こ の 日 ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ン は 各部族の 頭領連を 招き

tui n ele a rk i ･ w e o mi Ⅹe S u
･

i n i e y i Ji n w t lj u eji n x e s u
･

i ni

酒を 飲み 言う｡

訂正 i m d a n a fu
･

b ait

ジ ンウジ ュ 頭領が 言うo

1 0 4

｢今度 南 - 出兵する｡

10 4 A が挿入｡
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訂正

訂正

訂正

u ti 且1 r a a k t e x ot o n S a x a 血 Ⅹo t o n t i ･ tl n e X el e

我ら 赤毛村 と サ ハ リ ン村 彼らが 悪人だが

10 5

a 払e n ･ 血 s a k t ul e sk ul i a k at e n alb e n t o u si a n K a t a

しか し カ ンタ ･ ア ジ ェ ン の兵は 大変 強い ｡ 元帥カ ン タを

1 n i a mi
･

m e mi t u m a k i 山a n i e n e
･1 e e n e ･1

私 は 彼を 明日

t ui n e mi t tlr g e m n e
･ mi t o u si a n

す ぐ 頭領を

a yij ul u t o u si a n

先鋒 の将軍にする｡

10 7

彼 を 出発させ る｡

t 吐 m a k i mi a mi
-

m e n i e n e
･ k un e

･

y a

10 6

e m e j 111e n i

翌 日 彼を 出発させ ､ 先鋒 の

Ⅹal a
･

w e 血 e yi b o 馳 y a
･

W e a S e n ai si n m o u mi ji x a s a k t ul

彼らに 錦 など 女 金 銀 銭 など

e d tl e y i g ul u
･d u b u -

x e mi

そ こ で 彼らに 与えよ｡

t u i n el e e yi a fu j a k e o
･

k e ci y il an mi o

兵器を作る人 3 人

e l n e t a u n m Oli n b l r X e mi

首 匹の馬を与えよ｡+ と

K a n t e x o pJ l t e
･

r gi
･

i

カ ン タ は 直ぐ 立 ち上がり

e yi Ji n w u ] u eJ l n X e S u
･

1 m

ジウ ジ ュ ア ジ ェ ン が 言う

j ul u
･

s iki mi

前 に進み

a yi y o u mi n d u b u
･

x e si a

｢ 私 に くれる の ですか｡ +

g aJ l
･

u j a k e a m d i a n ci

持ち帰るものが 多くない o

a y l y o u k a t a n

｢カ ン タ よo +

t u i n el e a g d e n e
･

mi Ⅹe s u
･i n i

喜ん で 挨拶するo

s i e sk 血1i 良ci
･

Ⅹe si .

ウジ ュ は言う｡ ｢ ご苦労で あ っ た｡

t 血 e m i x 血d u b Ⅶ ･

Ⅹe y i

だか ら 貴方に あげた ｡

t al e e yi y o u a mi 1 e n un u y a d e h ai ti n e bi
･k i

そ こ で また 後目 我らに 何か事が起こ っ たら

Ⅹai si ni
･

w e x o d al e
･

le

また貴方を 呼ぶ から

b elci
･

u
-

k un e
･

i K a n t e a g d e n el e
･ mi ti a x el e ･ Ⅹe n

たすけてくれ ｡ J カ ン タは 喜び 同意 した｡

請(4 3)

Ⅹe止1 al a x el ei x elil al a x el ei

a mi
･

1 e t ale t e
･

r g 1
･

i mi t el ele

後 そ こ を 立ちあがり (元 の席に) 座る｡

105 A が挿入.
lo㊦ A が挿入｡
10 7

∫

A が挿入｡
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e y i t o t 1Si a n
･

ki g ul u n
･d u Bi x e s u ･

血

頭領に 言う｡

gi a b ul u o x al a
･

ni gi a x ot o n
･

Ⅹal a ･

n i

別の 部落の看たち 別の 村の着たち

g el e n x o t o n x al a
･

ni

各村の看たち

t o tlSi a n x al a ･

mi e s i a y ij a k e
･

w e s a k t u l b a k e ll e

頭領たち も 褒美を 皆 受け取る｡

Ⅹe u al a x elei x e 止1 al a x elei

ぬ n t e An t e e yij ul u 8 a k t ul a g d e n e
-

mi a rk i ･ w e o mi ･

Ⅹel e

カ ン タ ア ン タ 2 人は 喜び 酒を 飲んだo

a m d a n o m il e

飲 み続け

si un t iti
･

r gi
･i mi d ul e ni

太陽が 落ちた とき

K a n t e a m d a n

カ ン タ は もう
ー

度

m a ci o mi d e ri u
･

Ⅹe n a r ki o mi ･k i m a ci m a r x o n o mi ･

Ⅹe n

多く 飲んだ｡ 酒を 飲み 多く 飲んだ｡

諦終

ala n g(4 1)

j u i n i t o m a ki i mi e yi K a 血 e a rk i o mi .

T e n

2 日 目翌日 カ ン タは 漕を 飲む｡1

e yi y il a n y i ni d ul e 血 Ⅹa mi c u 血a mi
･

m e mi K a n t e
･

w e a ri ki o mi ･

u
･k un e

.

T e n

3 日目 ハ ミトウ は カ ン タに 酒 を 飲ませた｡

d ui n y id d u le mi e yi g el e n t o u sia n g ul u n mi o s a k t ul E a n t e
･

w e g el e
･

m e a rk i o s a ul i
･

i ti

4 日 目 各 頭領 た ちは カ ンタを 招き 酒を 掛ヂた｡

8t m ji a yi nij ul a n
･ d ul un E a n t e a r ki o m i ･ Ⅹe 血

5 日日 カ ン タは 酒を飲んだ ｡

t u in e mi e yi a mi 1 e x e s t1
･i 血 m e siki o mi mi 血 w e t ul e o mi

･

k u 且e ･ ki si

後 言う 自分も 飲む ､ 私 に 飲ま してください 0

K a n t e x e s u
-i 血 m et e

･

s y e d a
･

Ⅹa y i

カ ン タ は 言う ｢もう 飲めなく な っ た+ と｡

t 血 e mi b i x o njij o g
･

d ul e e n e
･

yi

しか し
､ 私は ｢直ぐ 家に 帰らないでください ｡ + と いう｡

-
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t d n e mi e d u o mi
･1 e t a d u o mi

･1 e j n a n i血 k e ci b i
･

Ⅹe ti

こ こ で飲み あそ こで飲み 10 日位 た っ た ｡

t u i n e mi t o rg e n d a
･ ki t u e ･ e ri n (t u e

･

ri n d a
･

Ⅹa n)

そ して 直 ぐ 冬に
･

な っ た ｡

E a n t e e n e
･

j ul e
-

mi b ai ti s a k t ul n e
- mi od i

カ ン タ壮 行く前の 事を 成 し終えたo

s d a
･

jiki
･

l e O n e eti ejin b a
- d ul e n e n e

･

1 e

酉 に 行き そ こ の ア ジ ェ ン の所 - 行き

W ujt l ejin
･

tiki l a o k el e
･ mi Ⅹe s u

-

又e n

ウジ ュ ア ジ ェ ン に 話 しをし 言う｡

w uj u ni a n i
･

m e n e a s e n
･

yi s a k t u l g aji
･

u
･

k u n e
･1 e s a k t ul 血 ni ･ m e mi b u

'

Ⅹe n

ウジ ュ は 妻に 持 っ て こさせ 彼に 与えた ｡

s a g di ejin a fu t e r g el e s a k t u l mi n i
･ d ul u b u ･

Ⅹe s ab e
･

y i 血 a n i b u
'

Ⅹe n

大 ア ジ ェ ン は 戦 い の衣 を

b o s tL 画 10 8 e yi

布 玉 など

彼に 与えた ｡
.
靴を 彼に 与えた｡

bi ･ si u n bi
･

Sj aLy ij a k e s a k t u l s ul i a
･

ji k e n a x a n
･d t l

南方産の 良い物を 酉の オ ン ドル に

j al a n n e d e ･ x e n K a n t e yi ci
･1

'

ei d u i n b u s kn
･

w e 匡壷∃1
09 ･ d u t o u ･k tln e

.

X e mi

い っ ぱい 並 べ た｡ カ ンタは 見て 4 人 の プ シクに 箱に 積ませ て

K a n t e
･

d u i b i
･

si b a
･

d ul u n u k u
･ k u n e ･ Ⅹe n

カ ン タが 住む場所に 送らせた｡

諦 (44)

Ⅹel ei x elil a x el ei x elil a x el ei

譲終

Ji n w tljtl

ジ ン ウジ ュ が

n u n u
･ d ul t1

私たちの 所 -

K a r[t e .tiki

カ ン タ に

t u t a
･

r o

残 して くれ｡

Ⅹe S n
-

1 m

ti ･ e ri n 馳 n t e a g d e n e mi Ji n w uj u x e s u
ll e

そ のとき カ ン タは喜んでジ ン ウジ ュ に言う｡

e yi si e mi
･ ki si g a] 1

･

Ⅹe ni 血o m o li n

言う｡ ｢貴方が 来た 時 貴方が 連れてきた 兵馬を

b tl etiki a mi 8iki ey i j ul e
･

sik i a fi ･i 血

我 々 は 今後 南方と 戦う｡

t ni n e mi e y i alb e n
･

m e si m oli n
･

m e si g el e
･1 o

108
s ek t e k e (敷き布団) か ?

109
y a を A が訂正 o
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E a n t e

貴方の兵

m a ci b i
･1 e

馬 を

o n i
･

d n

カ ン タ は しばらく 考えた ｡

t u n e e n e
･

1 e b ai t e ･ r g i
･k i

帰 っ て 事が起 こ っ たら

貸 してください ｡ +

e m e t u m e n c u ヱa
･

yi si n d tl t tlt a
･

r g1

1 万 の 兵を 貴方の所に 残す

o ni n e
･

y l

どうする｡

t ui n e mi si n d n ni b u -

yi n e
･

mi Ⅹe s u
･

Ⅹe ni

｢貴方に 与えよう+ と言う｡

u
-

S d a ･ k i mi ni a n i ･ d u ni e x el 1 11

貸さなければ 彼には よくない ｡

C u X a
‾

m oli n
t

ele ･i 刀i m i mi ･

w e u rk e n k io t o ･ n i 1 1 2

私が 兵 馬を 借り 私を 刀山に 登らせ

a m ol e e u ･ k u n e ･i血 bi d u d e
･

i 1el e ･ s 令 S a di a n e
-

海 に 降ろさせれぱ 私は 死ぬ こ とを恐れない｡ 大アジ ェ ン をよくする (恩に報い る)

e m e j u a n c u x a
･

y i g e rb i
･

w e mi t a t e
･1 e

,
J i n w q

'

u ej i n
-

d u

十の 兵 符 (名) を 取り出し ジ ンウジ ュ

y lC ICl
･

m i b u .k u n e ･

Ⅹe n

見 せ 与えた ｡

Ji n w uj u yi ci ci
･

1 e a g d e n e
･i ni

ジ ンウジ ュ は 見て 喜び

t ui n e mi E a n t e s a g di eji n
･

m e yi ci e n e
･

Ⅹa n

カ ン タは 大アジ ェ ン に 会 い に行 っ た

K a n t e c u x a
･

yi m o li n
-

yi s a k t ul t u t a
･

u
･

Ⅹe 血

カ ン タは 兵 馬を す べ て 残 し

ア ジ ェ ン に

e yi mi a ni
･

d u mi b u ･

x e n

彼 に 与えたo

e yi s a g d i eji n e si a g d e n e
ll e t u i n e mi e y i K an t e

･ d tl a S e n t e r g ele s a k t u l n a b t1
･

Ⅹe mi

大ア ジ ェ ン は 喜んで

E a n t e t u i n e m i e n e ･ Ⅹe n

カ ン タに 妻の 服を また 与えた

t u m ak i i n i si u n d e g d e
-

r gi n i u -l e

カ ン タ は 退 いた ｡ 翌 日

K a n t e b u d a
I

m e

カ ン タは 飯を

je fu
-

m i od i ･1 e

食 べ 終わり

太陽が 飛び 出し

s u s a i J u b u sik tl X e rb e
-

mi e n e
･

imi

五 十 二人 の プ シ クを 連れて 出発する｡

11 0 Ⅹe s n
･

ci n をA が訂正 ｡
111 A が後に挿入 ｡

112 元 は 血a ni x e s u
･

i n i: e si m oli n alb e n ･

m e g el e
･k i b i u rk e n ･ d ul e t 止ti 11e

( 彼 は言う ｢馬兵を借りて私が山に登れば+ A が訂正 ｡

1 1 3 元は I a m el e e u ･1e bi d e l el e ･ s y ei eji n b tld e
･

y i
･

ji lel e
･

s y e a yiji n e
･

e

( 海 に下りれ ば私は恐れない｡ ア ジ ェ ン が 死んでも恐れず恩に報い る｡) A が訂正 ｡
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e si t ul e
･

g il e 血o
･d u 皿 a Ⅸ O n b i ･ r e n

門の外に 人が 多く い た｡

j tll e
.

ji e r g e
･ d 血

前方 の 角に

alb e n ･ 血(t o u si a n) bi
･

r e n

軍師が い る｡

e y i 8 a g d i eji n e y i t o u si a n
･

m e y i g ele n t o u si a n
･

m e s a k t ul n u k tI
･

r gi
･ k un e

大ア ジ ェ ン が 彼と

a m il e ni a x a
I

孤

後 ろに い る 奴隷男娃

e yij efe j a k e j a fu
･

1 e

食 べ 物を もち

各頭領に

a rk i b ui x u ･

mi j a fu
･1 e

酒 の 壷を 持ち

b u d a
･

w e d elk u j a fu
･

l e

飯 の 弁当を 持ち

送らせた の だ ｡

t a
･

t u s ak t u l a yiji n ed e
･

r gi
･1 e

そ こ に皆 並 べ る｡

E a n t e ･ w e t e ･ r gi
.k un e ･1 e g el e n

.

Di o e m e ･ mi o e m e ･ c a r mi a rk i o mi ･ mi n u k e ･ r gi

カ ンタを 座らせ 人 々
一

人 が
一

杯 の

K a n t e (d u i n) d 血 ju c a r mi a rki o mi
･

Ⅹe mi

カ ンタiま

t u k u ti
･le e n e

･

Ⅹel e

乗り 去 っ たo

四 十 杯 酒を 飲んだ｡

酒を 飲みなが ら 送る｡

b u sik u g ul u n
･

mi t ui n el e m oli n

プ シ ク 達は 馬に

ぬ n t e j a ri
･

m i d e ri u ･

Ⅹe n

カ ンタは 歌 い 始めた

# (4 6)

Ⅹelil al a x elil a x el il al a x el ei

mi u ･1 e id a m i

私 は 家を 出て 長い時間が 経 っ た ｡

e si s a g d i ej i n 皿 e n d u m o n o ･ w e S o n g g u ol u
･

w e a fu ･ k u n e
･

Ⅹe mi

大 ア ジ ェ ン は 私に 来園と 戦わせた ｡

e si s a g d i eji n n un e e k e ci m a r x o n j a k e b u
･

Ⅹe mi

大 ア ジ ェ ン は 私たちに 多くの 物を 与えた｡

Ⅹel ei x elil a x el ei x elil a x el ei

g el e n g ul u n mi d
･

w e s a ul i
･

Ⅹeti

人 々 は 私を 招い た｡

t 血 e mi d ul i a n bi a k e ci x u li ･ k e ･ mi Ⅹe yi

半 月 経 っ た ｡

Ⅹe止1 a x el a x eln a x elil ala x el ei

m i mi ･

w e n u k 11 ･ m i e m e n i o e m e a rki o mi
･

k u n e ･ Ⅹe n i

私 を 送 る時
-

人
一

杯 の酒を 飲ませた.

1 14 元は ､
m o n o j o

･

yi b ald i
･

tly i e sk ul i a yi ( 私 の 家に住む のは よ い)
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血 i e k e ci a yiji n e
･

iti

私 は 感謝する｡

b i o ni e n e
･l e

私 は どの ように帰ろうか

e k e ci d e o mi
･

mi m et e ･1 e d a
･

Ⅹa yi

こ の ように酒を飲めなくな っ た｡

bi a s e n
･

y i S ol a ki
･

yi j o g
･ d u le mi n i

･

w e alei
･

r e n

私 の 妻 ソラカは 家出 私を 待 つ ｡

G aij in
･d u a k i

･

yi mi n i
･

w e alci
･

r e n

ガイジ ン の 兄 娃 私を 待 っ て い る｡

Ⅹelei x e hl ai a x elei x e 払1al a x elei

謡終

ala n g (4 2)

E a n t e

カ ン タ が

皿 0 血 ･

yi y al u
･l e e y i n io

･

y i x u h e yi
･

ki x uli ･l e

馬 に乗り 彼は 行くo 東 - 進むo

Ⅹo k t o
･

d u e n e
･

mi e m e d ul i a n b ia x ul i ･ Ⅹel e

道を 行くこと 半 月 経 っ た o

e y i x o t o n t o u si a n
･ mi ni a n i

･

m e 血

各城 の 頭領杜 彼を

j o g
･

d u ni tl rk e j ul e
･ d u mi

家 に 戸 口 の前に

eji
-

jig e e n e
･1 e

東 - 行くo

e m e y o x o n x o t o n
･

d u le yi s a
･

Ⅹa n

あ る村 衝に 着いた ｡

血 n g e
Ik un e

･

Ⅹe n

招き入れた｡

t 血 e m i G aij 血 Ⅹot o n
･

血

遂 に ガイ ジ ン村 の

e k e ci g o r o
.

ni a ki ･ ni yi ci
･

Ⅹe ni

少 し 遠くに 兄を 見た ｡

a x a g ul u n i s a k t ul e m e
･

1 e y i ci
.

芝e n t ui n ele a s e n
,

yi S ol a ki
.

w e a ki - y i a s e n
･

ni

奴隷たち 皆 出迎えた ｡

N a y i n d e d ll yici
･

c e n i

ナイ ン ･

ダドが 見えない ｡

妻 ソ ラカ 兄の 妻

e yik e o 血 bi ･ si

こ れ は どう した ことか

o 血 b i
･

8i b ait e

どうしたこ とかo

t ui n e mi e t止i ･ yi m e d ele
･

Ⅹe ni e u ki ･ ni b tld e ･ Ⅹa n d u i n a rn n e d a ･ Ⅹ ai

兄嫁を 問うと 兄嫁は 死んで 4 年 経 つ ｡

a s e n
'

y i m ed el e ･ Ⅹe mi fu rgi a n y a k t e x ot o n j ul e
･le x e rb e

･

Ⅹe n

妻 の草を 尋ねると 赤毛

a yi d oldi
･

i mi a yi E a n t e

こ れを 聞い て カ ン タは

a m n n g
･ mi dili ･ mi Ⅹ un n e

･

mi

口 頭が ボ
ー

つ と して

村に 連れて行かれ た｡

Ⅹa n k e ･ mi d e ri u
･

Ⅹe n

怒 っ た ｡

un e
･ mi d e ri u ･

x e n

気 を失 っ たo

- 1 81 -



第 16 章

al a n g ( 43)

E a I 止e

カ ン タが

S ol a ki ･ w e

ソ ラカ を

Ⅹa n k a ･ mi

怒 り

j o
･

d ul e
,

yi n g
･ ki mi

家 に 入ると

tlli ･ x e

a k i血 An t e e y i fu r gi a n y a k t e x ot o n t o u si a n
‾ mi

兄 ア ン タは 赤毛 村の 頭領が

11 6
Ⅹ e rb u

･

Ⅹei b ai t e x e s u
･

Ⅹe n i K a n t e d old
･

Ⅹe mi

奪 い 連れて行 っ た事を 話 した ｡ カ ン タは 聞い て

Ⅹa n k a
･

mi g o mi n
･ d ul e ni d e g d e

･ mi

怒り 心中 飛ん で

t ul e ･d ul tl S a k t ul w a
･k e ci

･ mi ･

t 血 g o ni
･

血i

そ こ - ゆき 全てを 殺 した いと 思 っ た ｡

a s e n n
･ 血 S ol a ki - 血 w e mi d

･

n e 血巨頭116
･

1 e
･

Ⅹe n

妻 ソ ラカ を 救 (漢語) う｡

t l 血 ele e n e ･1e 転-

r g i
･

sik i e m e
･1 e

そ こ - 行き 救 っ てくる o

mi a mi y ili
･1 e x e s u

･i mi e y i fu rg i an y a k t e x ot o n b u ti
･

w e ek e ci n e
･

yi

彼壮 立ち上 がり 言う ｢ 赤毛村は 私たちに こ の様なこ とを した｡

b llti mi a 血
･

m e ni a yi d a o
･ k un e

･

s y e n x o nji alb e n x e rb e
･ mi t ale a fe

-

yi

我ら 彼を 許すこ とができない ｡ 直 ぐ 兵を 連れて そ こ
- 攻 め込た いが ､

n uj e n s a gd i eji n b u ti al b e n
･

m e d e c 皿 a
･

W e g ele
･

Ⅹe n e si mi n e
･

yi e s k ul i 巨頭

女真の 大アジ ェ ン は 私た ちの兵を 軍を 借りたo どう しよう 大変 急ぐo +

An t e n e u
･

ti x e 飢 r i mi c u x a n oli n s a k t ul b i
･l e s a k t ul 転軒7 ･

Ⅹa n

ア ン タは 弟に 言う ｢兵 馬 全て ある 全て 準備できて い る｡ +

K a n t e m e d el e y a d e b i
･l e

カ ンタは 問う ｢何処に い る｡ +

a sik t e ni o bi
･1 e

若 者が い る｡ +

An t e x e s u
･i 血 t a d u ∴ j u t u m a n

ア ンタが 言う ｢ あそこ に 2 万 人の

K a n t e d oldi ･1e e 8ik e a g d e n e mi d e ri u
･

Ⅹe n

カ ン タは 聞い て 喜んだ ｡

A 血 e a x a
･

y i s ol gi
･

w e a rk i
･

w e g aji
･

r gi
･ k u n e ･1 e E a H t e O mi

･ kn n e

ア ンタは 奴隷に 肴 酒 を 持 っ て こさせ カ ンタに 飲ませた｡

a x a d u e n b a d t1 0 mi
･

mi e m b a d u l a o k el e
･ mi

兄弟柱 共に 飲み 許しをし､

e yi e x ele
･

g 山I m
･

m e W a
一 k e d n e - m i

轟 い連中を こ ろすか ､ を話 した｡

1 16
j a fu

･l e ( 連れ去る) を B が訂正 ｡

L IB * (# # )
1 1丁 要 (漠曹)

o 血 a y l b ai t e ･ w e n el e

い か にうまく 事をなすか ､
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t i fu r gi a n y ak t e x ot o n t o u si a n
･

血 S ol a k i ･ w e y a x a n
･

m e 血 Ⅹe rb e
･

1 e

そ の 赤毛村の

j o g
･d 山e

( 頭領 の) 家に

頭領ほ ソラカと 下女を 連れてゆき

1 ele
･

m i n ed e ･ s y ei

恐れさせ 置かずに

t e n el e ni a ni eji n
･

d ul e x e rb e ･ Ⅹe n

ア ジ ェ ン の所に 連れてい っ た｡

fu r g i a n x ot o n eji n E k et u y ici
･

1 e e yi S ol a ki b ai t e
･ mi e s k d i 印j q g ul i

赤毛村の アジ ェ ン ･ エ カ トが 見ると ソ ラカ の事壮 大変美 しく

m e n e s a g di a s e n A cik e 血a mi

自分の 第 1 妻 ア チカ は

ni a x a n d e n i a n
･

d ul e n i a e
1 1 8

どう して 下女や

e y l e3 1 n [ g o n i
･

i n i] a g d e n e
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

ア ジ ェ ン は 喜んだ ｡

彼女と比 べ 美 しくない ｡

y a x a n g ul u
･

nij o
･

y i t a k o
･k u n e ･ Ⅹe n

下女たちに 家を 整理 させた ｡

S ol a ki ･d tl e m e y a X a n
･

d mi e 血b a d u b i r ･ kn n e ･ r e n

ソ ラカ と
一

人の 下女と
一

緒に 住まわせたo

t ui n e mi Ⅹe rg ele b i8i t o 11Si a n
･

yi

手下 の頭領を

Ⅹod al e
'1e j e fu k u

.

mi t e r g ele
･

n i b u ･k t ln e ･ r e n S ola ki e m e a 血 e t e r g ele
･

y i x ul a si
･ ki血

呼び 食 べ物 服を 与えさせた o ソ ラカは 月艮を 交換 したo

e yュg aJ l
ー

Ⅹ e 血 y a x a n g e rb i血 R o n g r e n e si E a s e e u
･

sik i j a fu 1e
･

u e m e
･

Ⅹeti

連れて こられた 下女の 名は ロ ン レ ン
､ 共に こ こ - 連れられて来た

o

b ald i ･ Ⅹep i 盛 11 9 n u r a 即jik ul i S ol a k i ･1i a y i ･ s y e
美 しい大変 美しいが ､

ソ ラカ より 良くない ｡

e m e t u m a n n i o
･d ul e mi

1 万 人に

台yi e m e 血o g elt e
･

Ⅹe 血 S ol a ki

一

人 見 つ か る｡ ソ ラカは

y a x a n
･

j i e s k uli a yi

下女と 大変 仲が好い o

mi a mi el e j a fu
･1 e e m e

･ kn n e
1

1e y al e k a mi d

台y i R o n g r e n

ロ ン レ ン

u 20
m e t e

･

s y e d a
･

Ⅹa n

彼女は こ こ - 連れて こられ 何処にも どう しても 出来なく な っ た｡

e n d ul i
･

ji R o n g r e n
･

m e m e n e
- k e ci e m ed e d a o ･ k u n e ･ Ⅹe n

神カセ ロ ン レ ン を 自分に似た
一

人 に 変化させたo

ti eji n y ici
･1 e R o n g r e n S ola k i n e

･ mi g o mi
･i mi t u i n e mi Ⅹeb ul e

･

d u yi t a t e
･

r gi
･

i血

ア ジ ェ ン は ､
ロ ン レ ンを見て ソラカと思い 懐に抱きいれた ｡

1 1 8
こ れでもよ いが ､

B は次 の文がよ い と言う｡ o ni yi cik i
･

s y e n n ia n
･

d ul e ni y isi a
･

s y e ni

どう見ても､ 彼女に達しない ｡
1 19 美 ( 漠簿)
1 2 0
元は b u gd a n e

･ mi ( 逃iヂる) を
,
B が修正 ｡

- 1 83
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a m il e S ol a k i e y i b a
･

d u i

後 ソ テカは こ の 方法を

g u i
･

d a
･

ki d

長くた つ が

S ol a ki x ¢

ソ ラカ と

E a L t e e yi

カ ン タは

e k e ci b i ･ si

こ の 様に 用いた が､

ti eji n g ui
･ d a ･ k il e s a i

･

s y e n

ア ジ ェ
.
ン は 長 い間

K a n t e e 血b a d u

カ ン タが 共に

S ola ki e n d nli

ソ テカ の守護神を

y a d e a y i

どうしても

a ci
･

s y e n d a
･

Ⅹa n i

通 じなくな っ た｡

知らない ｡

b al di ･d ui a 血1 e j u a r n e d a
･

Ⅹa lli

生活 し 後 2 年 経 っ たとき ､

t e r g ele
-

mi Ⅹu k a ･ mi Ⅹe rb e
-

i mi ji a yi
･

Ⅹe n

服 に そ っ と

S ola k i t ui n e mi y a d e b a g elt e
1

8 yi d a
･

Ⅹa 血

ソラカは 何処にも 探 し出せなくな っ た ｡

e si F ad e e n d ul i s e u n d e

今 は どの 神 守護神も

懐 に 隠 した( s u c a i) の で

ti mi bi ･ ki mi ali p ti b u g d a n e
･

Ⅹe n

それがあれば早く 逃げた ｡

Ⅹo d a
･

r gi
･

1 e m et e
･

s y e d a x a n

呼び出す ことが 出来なくな っ た｡

e d u ni o
･

d tl g a u n Sil e
･

t lyi g tlid a mi b ik i mi o s a i
･k i o mi n e

･

u i

こ こ で 人に 監視され 長く間に 人が 知り どうするか0

# (4 6)

Ⅹelila x elil a x el ei x elil a x elei

S ol a ki fu r gi a n y a k t e x o t o n
･d t mi st lr[ji a a mi Ⅶi bi

･

Ⅹe n

ソ ラカは 赤毛村に 五 年 い る｡

a m ad an d e e k e ci (s ai ) mi o d e s ai - s y e n
一 度 も 少 しも 人が 知らない o

e yi a mi
･ mi a mi l e ･ u y i d ulb e n d u li a n

･ mi

今年 大侮日の 夜 中に

eji n a rk i
･

w e y a
･

w e s a k t ul

ア ジ ェ ン は 酒な どを

n e d e
･1 e a mi 1 e n i S ol a ki ･ w e g ul u n

･l e g a5i
･

r gi
･k in i

並 べ 新年に ソラカを 人 々 を 集めるそ の とき､

S ol a ki K a n 七e
･

m e g o mi
･

i ni e s k u li g o ni
･

r e n

ソ ラカ は カ ン タを 心に 恋 しく 思 っ て い た ｡

Ⅹel ei x ¢1 e

t u in e mi a rk i ･ w e m a r x o n o mi
･

Ⅹe mi e m e
･

rgi
-

le n a x a n
･

d u a fi n e
.

yi

酒 を 沢 山 飲み 元 の 姿に戻り オ ン ドル に 眠 っ た ｡

Ⅹelila x el e x e li 1a x el eil ei

帯終
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e si e] 1n a rk i - w e m a r x o n o mi ･

Ⅹe ni e y i S ol a ki
･

w e j o
-

d ul 母 e n e ･ Ⅹe 血

ア ジ ェ ン は 酒を 沢山 飲み ､ ソ ラカ の 部屋に 行 っ た｡

S ol a k i d u d u
･

1 e n a x a n
･

d tl a fi n e ･ mi b i
･

r e n n i a ni yici
-ki ni a yiy a e s k 曲

ソ ラカは 横にな っ て オ ン ドル に 眠 っ て い る｡ 彼 が 見ると 大変

b al di
'

iti 即ju k ul i eji n a m a d tl a y i g o n i
･i n i a g d e n e

･

mi

美 しい ｡ ア ジ ェ ン は すぐ よい と 思い 喜び｡

a 皿d a n b ei ･i mi u isik in i t u k ti ･ Ⅹe n i S ol aki e m d a n s e n e ･ Ⅹe 血

直ぐ ソ ラカ の 体の上 に の っ たo ソ ラカは すぐ 眼が覚めた a

e yi fu r g i a n y a k t e x o t o n
･

d u ni ej i n a yji m e n e b ei
･

d 血 n i sik i b i ･1 e mi

赤毛 村の ア ジ ェ ン を 自分の 体の上 に い る の で
､

1 ele ･ mi Ⅹo =ji ( a l el e
･ mi ) a ul i

･ mi d e ri t1
･

Ⅹe n e yi S ol a ki e n d uli x o d al e

驚 い て 叫んだ｡ ソ ラカ壮 神 を 呼んだ｡

e yi S ola k i e yi e n d ul i x od al e b ei
･ d u i e m e m e rk i

ソラ カが 神を 呼び 体の上 に現れた 一

匹の 蛇に

e yi ej i n
･

m e s a n e
･k u n e

-

x e mi
,
e y i o mi d e m etx) ･ r e n

ア ジ ェ ン を 喫ませた ｡ どうする ことも出来ない ｡

e y i n a x a n d u d u
ll e x e x o d al e ･i mi a ul i ･i ni

オ ン ドル に 横たわり 叫び 喚く｡

e]

.

in s a gdi a s e n
.

mi A ci g e x e i8i k ul i a s e n
･

n i d o u s a k t ul e m e ･1 e d oldi e m e ･ Ⅹel e

ア ジ ェ ン の大妻 アチカと 小妻 共に 来て 聞い て 来た｡

e m el e ni a ni n a x a n ･ d u fu k s yil e
-

mi a ul i ･ mi Ⅹo d al e
･

mi u n t1 ･i ni b i ･ r e A

来 ると 彼が オ ン ドル で 転がり 叫び 喚き 痛い ｡

S a g d i a s e n ni a ni
･

m e mi a x a
･

y i x o rlji x eb u
･

r g i
･ k un e j o g

･d ul e

大妻は 彼を 奴隷に 直ぐ 連れさせ 家に戻り､

u 血 u .

t a k u
･

g u h l
･

m e

医者を

Ⅹe rb u
･

rg i
･

1e yi ci cile
･ k t m e

連れて来て 見させた

a (4 7)

Ⅹel a x elil a x elei x e 止1a x el ei x elil al elil a x el e x el eili1 ei

e yi e m e d a n s a n e
･

Ⅹe ni un u ･imi m a n g g e

一

回 攻まれ 傷が ひ どい.

- 1 85 -



A ci g e e m ix in a b d ek s e o mi ･ k t m e ･ Ⅹe 1 2 1

ア チ カは タ バ コ の菓 を 飲ませた｡

t 血 e mi yil a n in i yil a n d olb u
･

mi y a o d e s e n e
･

s y e d a
･

Ⅹa 血

3 日 3 夜

Ⅹel ei x el ei

d 血 i ni ･ d mi s e n e ･ r gi
･i ni

4 日目に 意識が戻り

少 しも 意織がない ｡

t u i n el e e y i(i u ela x e n)j tl el a sit e
･

y i

2 人 の息子

E yin b u x o d ale ･

r g1
-

f e n

ウイ ンプを 呼び よせた｡

e y l e] 1 n e a yi j tl a n yil a n xit e n
･k i

こ の ア ジ ェ ン 柱 1 3 人 の 息子が い る｡

s a g di x it e 血 g elb i
･

i 血 A Ⅸ a d a

長男は 名を ア ル ハ タ

随 y a o d e a ci
･

s y e n j u x it e
･ 血 E yi n b tl d ni

･ mi m u r a k a t a n

( 漢語) 何も 出来ない ｡ 次男は エ イ ン プ 頭がよく 強い ｡

yil a n xit e
･

ni G o n g u r e y i e s k u li m a n g g e y a d e b aiti
･

mi

三男 ゴ ン グル は 大変 強く 何事も

h el e n d e s ai
･

r e n

出来 知 っ て い る｡

ti a n e e yi
･

w e gi a y o x o n
･ d 111 e e n e ･le t o ki ･ u ･ k un e ･ Ⅹe ni

昨年 彼を 他 の村に 行かせ 守らせた｡

gi a xit e
･ mi Ⅹal a

- mi s ak t ul i sik u h

他 の息子たちは 皆 小さい ｡

e yi el a x a el a x a x it e
･ mi E y i n b u n i a mi

･

m e mi

次男 アイ ン プを

eji n d a o ･ k tl n e ･ X e n

ア ジ ェ ン に させる つ もりだ｡

Ⅹel ei x elil a x el ei

諦終

LEI A が訂正 o

-
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m a ci bi ･1 e e y i e ri n e rb ail e
･

血 E yi n b u y m g
･

Ⅹe n

まもなく ア パイ ル( 貴族) の アイ ン プが 入 っ てきたo

eji n n i a 血
･

m e 血 S ola k i
･

w e x o nj i s a x ali n
･d ul e e n e

･ k t ln e
･1 e x e rb u

･

k un e

ア ジ ェ ン は ソ ラカを 直 ぐ サ ハ リ ン - 行かせ 連れて行かせた ｡

ni a ni
-

n i e m ej al e n a yiji b aldi
･ k un e ･ S y e n

彼女を
一

生涯 良い生活をさせ ない ｡

ey i e h g e sit e
･

ni eji n x e s u
･k t m e

･1 e

次男は ､
ア ジ ェ ン に 命 じられて

･ e r gi
･

8ik i t o tlSi a n -

ni x e s u
-

x e x e r g e
･

s ik i t o u si a n d e x o nj i 区毎∃12 2
･

tik i x e s u
-

又e n

手 下 の 頭領に 命 じる｡ 手下 の 頭領は すぐ ハ フ ア ン に 命 じる｡

t u in el e e y j a k o n alb e n
･

g ul un
･

ni E yi n b u a mi 1 e mi

8 人 の̀ 兵 は アイ ンプに 従い

t al e d e g d e
･

m i

そ こ - 素早く

S ol a ki
･

w e xit e
･

n i y a x a n
･ mi g a s e

ソ ラ カ 子供 下女を 共に

gi a y o x o n
-

d ul u x e rb e ･ Ⅹe n e yi el a g e sit e
.

ni eji n
･

tiki x e s 11
･

Ⅹe n

別 の村に 連れて行 っ た｡ 次男は ア ジ ェ ン に 報告 した ｡

S ol a k i e yi S it e K a n t e x it e
･

mi uj iti
･

Ⅹe mi

ソ ラ カは 子 カ ンタ の 子を産んだ｡

e si e y i x a 払n S ol a k i e d
･

mi Ⅹit e ･ ni

ハ フ ア ン は ソラカ 母 子 ( と下女)

yil a n mi o
･

n i m oli n t e ･ tl 11 e 巨垂酔
･

jik ile e n e
･

Ⅹe n d uli a n bi 且 e n e ･ Ⅹe n

3 人に 馬に 来させ
､
西 - 出発 し 半月 進んだ

e m e s a x ali n di b a
･

1 a n i yi s a
･

Ⅹe n

来た サ ハ リ ン の地に 着い たo

t i b u r gi n
･

n i ti s a x ali n y o x o n
･

ni yisi k ul i
･

k e n

そ の 頃は そ の サ ハ リ ン村は 小さく｡

e yi t o u si a n
･

n i e sk uli fu r gi a n y a k t e x ot o n ej i n
･

m e mi a yi n e
･ mi Ⅹe st1 ･ Ⅹe n

そ の頭領は

t u i n e m i e y l mi 0

こ の 人は

赤毛村の

n u k u e m e ･ Ⅹe mi

送られて来た

j o g
･ d 11 n ed e ･ Ⅹel e

牢部屋に 留置 した ｡

e yi x af a n e yi

ハ フ ア ン は

ア ジ ェ ン の命令を守る というo

台yi d 山u a yi t 血 m e 血 a 血
･

m e 血 e m e y i s 止d i

彼女らを 小さな

bit e x e
I

o
･

mi o di
･

s y e n
･

d u e ni ･ Ⅹe n

香 ( 手続き) など終らない 内に 去るo

S a x ali n e yi b ul u o巨如o u si a n ･

ni dili ･ mi s a k t ul sia n gi n d a
･

Ⅹa n e m e m af a
･k c ci

サ ハ リ ン の こ の村 の頭領は 頭が 白くな っ た

e yi mi o yici
･

r gi
･in i e s k u li g tlj u k ul i d e d u x e xit e d a ki e sk u li

こ の 人が 見ると 大変 美 しい 娘と 子だ｡ 可哀想と

e yi a t e
･

Ⅹe 血 o n i n e ･ t u i n e mi fu rg i an Ⅹo t o n
･

n i x af a n - mi g o r o

買 っ て来たら 如何しようと｡ 赤毛 村の ハ フ ア ン は 遠く -

122 武官 の名
12 3 東の方角ではない か ?

- 18 7 -

老人で

g o ni n
･ d ui g o ni

･

i ni

心 に 思うと

e n e
･ k n n()

･

1 e

遣 られた ､



n i a n i e y i yil a n 血o
･

w e t a d tl t a t e
･

rgi
･1 e e m e a y i j o

･

d u

彼は 3 人を 外 へ 引き出し､ 良い 家 へ

g aji
･

rg i
-k i ni e yi S ol a k i e si

連れ帰 っ た ｡ ソ ラカ は

j o g
･

d u l e
･

k 11 n e
･

Ⅹe n

住まわせ るため

sit e ･j i u m b a d u a g d e n e
-

mi g o mi n
. d u 主a gd e n e

･1 e

子 供と
一

緒 に 喜び 心 から 喜び

ed u t u i a yiji ni o
･d u e d ll a yiji b ald i

･

u i

こ こ で 良 い人 の 所で 生活を送 っ た ｡

j a ri
･

m i d e riu
･

Ⅹe n

歌 い始めた ｡

育(4 8)

Ⅹelil a x elil a x e lil a x elilal a x e mi n a x elei

fu r gi a n y a k t e x ot o n e yi eji n
-

ni 皿 血
･

w e d mi
･

Ⅹe mi g aji
･

Ⅹe ni

赤毛 村の ア ジ ェ ン は 私を 奪い 連れ去 っ た｡

e d tl S un ]1 a

こ こ で 五年

a n i ･ ni b i ･ Ⅹei

経 つ ｡

m imi e n d u li k a t a n a n ci d a ･ k imi e rd e b u d e
･

x e yi

私 の 神力は 強くなか っ たら 既に 死んで い た ｡

Ⅹeld a x el ei x e ni n a n a x el ei

m i血 i血 血i g o 血 n
･

d 血 s a k t ul o n i b aldi d e s ai
･

s y e n

私は 毎日 心の 中で ど の様に 生きたらよいか 分からない

e si a ni ･1 e

新年を祝う

g el e n g ul Ⅶ1 S a k t ul a g d e n e
･

r e n

人 々 は 喜び｡

Ⅹelil al a x el ei x e 止1 al a x elei

n i mi
･

w e ele ni o a n ci b a
-

d ul e mi

私を こ こ 人 の い な い 場所に

isik ul i y o x o n
.

d ul i g aji
･1 e mi

小 さい 村に

e si e m a ci c u k a n ･ k e ci t ul e ･ Sik i d e g d e
･

Ⅹei

今 まるで 鳥の ように 外 - 飛 び出した ｡

Ⅹelei x el止ei x el ei

m o n o e 血 Ⅹit e ･ yi a y iji e d u b aldi ･

u i

私達 母 子は 良く こ こで 生活 して い る｡

Ⅹelei x el ei

諦終

- 1 8 8 -

連れ て きた



al a n g (4 4)

e d u b aldi
･

Ⅹe 血 e s kn h t u r g e n

こ こ で 過ごすと 日は早く過ぎる｡

E a n t e j o g
･d ul e e n e ll e x ot o n

･ d ui m e sik e

カ ン タ は 家に 行き 村で
一

人｡

t 血 el 囚ほ4 d u i n t o u si a n
･

yi b u si kn
･

y i s a k t ul al b e n m oli n e m b a d u n e
･

Ⅹe 血

4 人 の頭領と

K a n t e n n 3 e n e r g e
･

J l

カ ン タが 女真から

u yi n w ai
一

g ul u n t u g ul un
･

m e

9 人 の 外人 彼らに

プシク娃 兵 馬 共に 集め

g aJ 1
･

r g l yil a n s el e n i o , stlk o
･

w e 払k e si ･ji

連れ帰 っ た 3 人の鍛冶屋 (3 人 の) 斧匠ら

e yi lt止e
･

w e e yij ak e
･

w e a fe ･j a k e
･

w e

弓 など 武者を

s a gd i k iot o s u kn gid a s a k t ul o
･

Ⅹele

大刀 斧 槍 を 遣らせ ､

t ui n ele e m e r g e) I 0
･

mi

遣らせ
､

e 皿 e r g eji c u x a
･

yi a fu
･k u n e

･

m i t a ti
･

u
-

k un e
･

l e

軍 を 戦わせ 訓練させ る｡

E a n t e 台y i ni u bi a (瓜n d ul e ni e yi in i

カ ンタは 6 月 2 0 日 そ の 日に

g el e n
･

g ul u n
･

z n e s a k 七山 e m b a d t l d a o
･ k u n e

･

1 e yi ciki ci
･

ni

皆を 集めさせ 調 べ

･

b i
･

1 1 28 n e ･ m l

武芸比 べ をする｡

請(4 9)

Ⅹel e x e li Ⅹel ei x e lil a x el ei

g el e n y o x o n m a r g e n d oldi
･l e s a k t ul a g d e n e

･

mi Ⅹe s t1
･

1 e

各村 の モ ルグ ンは 聞い て 喜び 言う｡

ni u bi a o ri n e yi i n i b tlti s a k t ul g el e
･

p h n 匝壷酔
･1ei

6 月 20 日 今日 我ら 皆 武芸を比 べ る ｡

t 血 m i ek e d e m e y 血 i血
･

t ok o n y is a
･

Ⅹe 血

ある日 正午に なると､

jul e
-

ji e m e t o u si a n

南から 一

人 の頭領が

e m e
'

Ⅹe ni e m e m l n g a C u X a g aJ l
･

Ⅹe ni j u j ul e y l m
･

Ⅹe mi

来た ｡ 千人の 軍を 連れてきて ､ 南に隊列を組み

1 別 就 ( 漢語)
126 武比 ( 漢語)
126 比 武 ( 漢語)
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e m a ci d a
･

k u n e
･

1 o eji uji e m e t o tl S i a n j u m i n g a c n x a g aji
･

Ⅹel e

大変 良い o 東 から
-

人 の頭領が 2 千の軍を連れてきた o

x e m ala x el ei x e li1 al a x elei

eji u b a
･ d mi s a k t ul yili

-

支e n st1li a ･ 由i n a e m e m i n g a alb e n
･

m e

東側に 隊列を組んだo 酉から 千人の 軍を

g a3 1
･

Ⅹe mi s u li a 3
'

i
･

d u yili
･

Ⅹe n

連れてきて 西側に 隊列を組む｡

fu 工Ⅹi ･ d tl t O u Si a n

北から の頭領は

e m e m l n g a C n X a l g a]1
･

Ⅹe ni fu r xi
･

d u yili
･

Ⅹe n

千人の 軍を 連れてきて 北側に 隊列を組んだ｡

Ⅹel ei x elil ala x elei x elei

g o r o
･d tl k alc e ･d tl t O u Sia n ･

g ul u n s a k t u l e m e
･

Ⅹe n

遠く の 近くの 頭領た ち 皆 来た ｡

e m d a e si u y u g ul u n b i
･

1 e

合計 9 人 の ひとがおり ､

ele e 血b a d u s a k t ul yili
･

Ⅹel e

そ こ に
一

緒 に 隊列を組むo

An t e e3
'

i n K a n t e y u a n s u ai k e re d u mi s a k t ul 繭 12 7 mi a k u r e ･ Ⅹel e

ア ンタ ･ ア ジ ェ ン カ ンタ元帥の側に

Ⅹel ei x elil a lei x el ei

葡終

al an g (4 6)

t血 n e mi g ul u n
･

ni o巨

人 々 娃

E a n t e e y i uil e mi

カ ン タは 台の 上に

a rk e ･ d e ri Ⅶ ･

Ⅹe n

挨拶 し 脆い た ｡

解合を 始めた

yili
･

1 e e yi al b e n
･

yi t o tlSia n
･

y i yi ci ci
･1e x e s u

･

r e n

立 ち 兵と 頭領を 見て 言う｡

S ol a k i- w e 触 gi a n x ot o n j a fe
･

Ⅹe ni

｢ ソ ラカ を 赤毛村が 奪 っ たo

t o Ⅶsi a n

2 人 の頭領を 捕まえる｡ +

b u ti a k i ･ mi g a s e t al e e n e
･le a 丘･

u yi

私達 兄と
一 緒に そ こ - 行き 戦い

g el e n t o u si a n alb e n g ul u n
･ mi s a k t ul Ⅹod ale

･ mi Ⅹe s u
･

r e n

各 頭領と 兵達は 叫び 言う｡

12 7 請安 (漢語) B は､ b a k e ci - rgi - x ele で あると注.
12 8 d ele x e は ｢分かれる+ の意味｡ B 壮 r e m b a d u o d o sik i ni+ (試合する) と訂正.
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A 血 e e3
'

i n k a t a n

｢ ア ン タ ･

ア ジ ェ ン ほ 強 い

E a n t e eji n

カ ン タ ･

ア ジ ェ ン は

et e
･1 e b u ti

勝 つ ｡ 我らは

An t e ぬ n t e g l S u n
･

m e d oldi ･ u yi g el e n
･

g ul u n s a k t ul a g d e n e
･

tlyi

ア ン タ とカ ン タ の 皆 の言うこと を 開く｡ + と 人々 は 喜んだ｡

t u i n e mi t o t1Si a n x al a
･

血 s a k t ul g e rbi o
･

Ⅹele

頭領達は 名を 登録した (試合の 登録) o

K a n t e g e rbi x e s u
. mi d e ri 1 1 ･ Ⅹe n

,

カ ン タ は 名を 読み上 げ始めた (試合対戦者の名を呼び上 げる) ｡

Si a fi ･ mi ･k e ci iciki ci
･

u o 血 bi ･1 e n e
-

m 】

戦 っ て 見ると (勝敗は) どうだろか｡

t u in e mi y i cik ici
･

mi ejiu
･

ji e r g e
･

tik i ･ ni e m e ･ Ⅹe n n i o fu r u k u ･ mi mi u ･

ki mi

見 ると 東の方角から 来た 人が 飛び出してきた

e m e 皿 O r g e n bi
-

r o n t u i n e mi mi a mi b i fu m k u ･

r gl 皿 O r g e n y a
･d e t o u sia n

･

ni a n ci

モ ル グン が い るo 彼 飛び出した モ ル ゲンは 何処の頭領にも属さない .

J n ni o J lⅥ a k e ci T

2 人は 直ぐ 向かい

b e gd e n e
･

ji f a k d ele
･i ni

脚 で 蹴るo

d e ri u ･

Ⅹe n m a ci b a k e cile - ki d t u i n e mi n al a ･ji l an g t u
･1 e

始 め たo 何回も戦い

j u mi o s u s ai m a d a n a fu
･

siki

2 人ほ 五十回 戦 っ たが

手 で 殴り

e m k e a mi 1 e e m e
･

Ⅹe mi m o r g e n m e t
･

r s y e d a
･

Ⅹa n

一

人 後で 来た モ ルグ ンは 勝てなくな っ た｡

t u i n e mi e m e k e fu r k u ･ mi e m e
-

又e n e yi s e
･

ni m a ci d a
･

n i b aldi ･ Ⅹe n i m u r a g llji kn 1i
さらに

一

人 飛び出してきたQ 歳 は 若 いが 大変 美男であるo

e yij t1 mi o n a b a k e ci
･

mi g a s a a 丘
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

2 人 は又 会 い対 し 共に 戦い始めた｡

j ul e e m e
･

Ⅹe n ti 芝al a

先 に来た あの者は ､

e yi a m i
･

jiki e m e
･

Ⅹa n

こ の 後に 来た

n u ij u j al e n
･

k e ci g o r o
･d t mi n u d u

･

( k u n e) - 又e n

六 十 丈 位 遠くに 投げ飛ばされた ｡

e yi j u a n f a s k ul e
･

mi n e
･

Ⅹe n
･

d t 1

十 回 蹴りあい とき

& al a)
･

d u
･

1e

者 に､

e yi g el e g ul un s a k t ul yi ci cile
･it i

人 々 は 挑戦したo

t u in el e e m ek e n e m e
.

ki d e m ek e n n u d u
lle j ak o n n io n u d u

･i ni ti d e m et e
･1 e

一

人 来て
一

人 投げる｡ 8 人 投げたo 彼 に勝てる人が

a n cl ni s ai - S y e n t u i n e mi e yi 如 u lm 1i d e xit e
･ d u m et e

･

s y e d a
･

Ⅹa 血

い ない o 誰も知らない ｡ 終 に 美少年に 勝て なっ かた ｡
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育(50)

Ⅹelil al a x elei x elil a x e lil al a x el ei

a m il e ti y isik uli b ald i
･

血i 釘Ijik ul i x it e

後 で そ の , 若年 の 美少年を

K a n t e y i ciki ci
-

i 血 e sk u li a yi

カ ン タ は 見た 見事とだと (倒置) ｡

t 血 e mi u i8ik i t o ki ･ r gi
･ k un e ･ Ⅹe m g e r bi

･

w e mi m e d ele ･l e

上 に 上 がらせ 名を たずねると､

g e rb i
･i mi Y t m j o n b a r

名 の っ た ユ ン ジ ョ ン パ ル と｡

e yi y i sik tdi
･d u i a m i r 血 e 血 ･ mi a n ci .

小 さい とき 父 母が 亡くな っ た ｡

e ki
･

n i n i a mi
･

m e mi t a ti
･

t1
･

k u n e

姉 に 教えられた｡

yis ik u li
･d ui n i a 血 ･

m e mi a mi ･ mi ･

ti yi t a ti
･ini

小 さい とき 彼女は 父 から 学んだ｡

e ki ･ mi n o u ･

nij u mi o a m a d al e b aldi
･

Ⅹei s a g d i d a
･

Ⅹa ti

姉 と 弟 2 人は 同様に 生活 し 大きくな っ た｡

Ⅹelei x elil a x ¢1(!i

yi ni u r k e n
･

d ul e bi x a n
･

w e w a k e ci
･

iti

毎 日 山で 狩をするo

K a n t e d oldi ･l e e sik u li a g d e n e
･

Ⅹe n

カ ン タ は 聞 いて 大変 喜んだ ｡

血 mi
･

m e n i m e d el e
･

Ⅹe ni a di s a g d i

彼 に たずねた ｢何歳か+ と｡

Y un j o n g b a r x e s u
･i mi j u an n a d a n s e

ユ ン ジ ョ ン パ ル が 言う ｢ 十七歳で ある+ とQ

x elei x elil alei x el ei
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E a 血 e d ih ･

yi i o
･

r 12 9

カ ン タは 頭を回 し

e yi g el e n t o u sia n
･

tiki
･

mi t o u si a n b a ･1 ej o
･1 e mi

各頭領達に 彼を 自分の地区に

Ⅹe rb e ･ u ･

k u n e t u i n el e st m ji a m l n g a C 旧 a
･

y i m oli n

連れ て行かせ ､
五 千の 軍 馬を

ni a n i ･ m e n i gtl a n Sil e
･k un e

I

i ni

彼 に 指揮をと らせた ｡

Ⅹel ei

諦終

E a n t e

カ ン タ は

n a ey i c u 又 a g ul un 血o

こ の兵士たちを

(t a y n o l r i ni)

( 誤 : 燃やさせ)

t a ti
･k u 皿e

I

r e 比

訓練させた｡

t ui n e mi e m e t u m e n c u x a s t mji a t a u n s u s ai u 血b ad u ( m olin) g ele n d o yi cik ici
･

k i mi

一

方 の

e yij a k o n bi a
･ d u

八 月

j o k o n b i a e
･ d u

八月 こ の 時

歩兵
､
五 首

bi a
･

d u li a n ･

mi

月 の真申 (十五 日)

y o x o n x o t o n

村 に

g el e n ni o s ak t ul j ak o n bi a

人 々 は み な 八月

el e e y l i ni

そ こ - こ の 日

An t e ej in

y l S a
･

Ⅹa ni

着 い た｡

五十 の騎兵を 調 べ ､

e n e afe e m e
･

i d

出発し 戦い に行く｡

y l S a
･ mi d e ri u x e n

着 い た ｡

bi a 如ik ul i n e mi a g d e n e
. mi al ci

･

1 e

月 が美 しい と 喜び 待 つ ｡

a

e n e X e S u
-

1 n l

ア ン タ ･ ア ジ ェ ン は 行き 言う

si u n . tiki ･l e e ri n ･ d u

太 陽が 落ちる 時

1$ O
t um a k e mi e rd e

翌朝 早く

o m i o di ･iti

飲み終えた｡

t um a k i e r d e

翌朝 早く

e yi t o u si an
･

Ⅹal a ･ mi a rki o mi
･

k u n e
･

1 e

頭領達に 酒を 飲ませ

Ⅹul i
･

r gi
･

mi e y i m a d e i 血

残り の 数日

g el e n mi o x o nji ( e yi j a fu
･ ki) e y i c Ⅷ ai t a ti ･ r e n

人 々 は す ぐ 摘まえ 軍を 訓練する｡

1 29
元 t o u

･

siki n ed e
･1 e を B が修正

1 30 第(di) 二G ul u)的(d e) ?

t ui n e mi g uid a mi d e a n ci d a
･

Ⅹ a mi

間もなく
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j a k o n b i a 5 u a n d 血 bi
･

Ⅹi d a ･ Ⅹa mi e yi i n i

八 月

E a I 止¢

カ ン タは

町1 n y lX a n

九 頭 の牛

十 四日に な っ た｡ こ の 日

t o u si a n
･

y i x al a
･

ni c n x a
･

y i s a k t ul

頭領た ちと
･ 歩兵た ちを 皆

tly u n X O mi u y un Ⅷ r gi a n u y u n ti ok o

S It m a a

太 陽が

d e gd e
･

t e ni

昇 るとき､

d d e ･ ni

試合場に (集め) ､

g aji
･ k u .n e

･

r e n

9 匹の羊 九頭 の豚 9 羽 の鶏を 持 っ て こさせた ｡

t ad u b a
･

ti k i n e d e
･1 e b atik i e n d ul i s a n a n e n d ul i x e s u

･

i n i

そこ で 天に向け 並 べ 天 の 神 シ ャ ン マ ン に 願う.

E a n t e g el e n
･ 血o s a k t ul a y il e 如1 a n m a d a n mi a kn el

･ kn n e ' x e ni

カ ン タは人 々 を 並 べ 3 回 脆かせた ｡

yil an n a d a n mi a k u r e
･k n n e

･

Ⅹe ni u y un m a d a n mi a k Tr r e
･ k un e ･ Ⅹe n i

3 回 脆かせた 9 回 脆かせたo

g el e n
･ mi o a rki

･

w e o mi
･

r o ul s e ･ w e j e fu
･ kn n e

･

1 e

人 々 に 酒 を 飲ませ 肉を 食 べ させ る｡

e m e t u m e n s t mji a mi n g a s u Hji a t a un c Ⅷ a
･

ni a rk i ･ w e ul s e ･

w e S a k t ul d eld e
-

又e n

一 万 五 千 五 首 の 兵に 酒を 肉を 分けたo

t u o l ok o ･i s a k t ul e n e
･l e y u k e

･ d u xu y u
･ mi d e ri u

.

又e n

火 の釣り釣に 下げた 鍋 の 中で 煮始めた｡

g el e n ni o e d tlj e fu
･ mi d e ri u ･

Ⅹ e n j e fu
･

mi j e fu
･ mi b a a mi mi Ⅹa k t o

'

1e

人 々 は そ こで 食 べ 始めた 食 べ て 食 べ て 空が 後で 暗くなり

o di
･

Ⅹe n

終わ っ た ｡

t u m a k i e rd e j a k o n s u nji a j a k o n b ia G u a m) s un ji a id yi x a
･

Ⅹ e mi

翌朝 八 五 八 月 (十) 五 日にな っ た ｡

E a n t e ey i Y u r lj o n b a r ( x e rb e
･

m i) s u nji a mi n g a mi o m oli n ni a 血 m e n ij ul e

カ ンタは ユ ン ジ ョ ン パ ル に 五 千の 兵 馬を 彼に 先に

Ⅹe rb e
･ mi e n e ･ k u n e e m e l u k tlj ul e ni fu r gi a n b o s o

･

ji n e
･1 e x el ek e

･

r g i
11 e

連れて 行かせた｡ 弓 先頭に 赤 い 旗を 立て 下げ､

t u i n e mi y o x o n d ul e mi mi u
･

1 e s ul i a
･ ki

村を 出て 酉

f e Ⅸi ･ sik i fu r gi a n y a k t e
･

血 Ⅹo t o n
- d u le n i e n e . 又e n

北 の 赤毛 村に 行く ｡

e yij tLl e bi
･

si t o u 8i a n
･

m e X u rb in jtl mi n g a alb e n m oli n ti a mi l 8 血 d a x a
'

u
'

k un e
-

mi

南の 頭領 フ ル ビ ンに 二 千 の 軍 馬を その後に 従 えさせ

K a 血 e m e n e e m e m oli n y al t1
･

r gi
･

r e n fu rgi an y a k t e x ot o n d u l e ni elk elik i e n e
･1 e

カ ンタ自身 一

頭 の馬に またがる｡ 赤毛 村に ゆ っ くり 行く ｡

- 1 94 -



An t e e3 1n

ア ン タ ･ ア ジ ェ ンと

g el e n t tl Si a n
･

Ⅹal a
･

血 e y i x o t o n
･ d ul e 血 t u t a

･

r gi
･1 e b i ･l e

各頭領たちは こ の村に 留まる｡

請(5 1)

Ⅹe li lal a x el e x e li1 a x e li1 al a x elei

fu rgi a n y ak t e
･

血 Ⅹot o n eji n
･

ni E k e t u e y i ni a ni
-

m e n i S ol a k i
･

w e gi a bi
-

sik i

e n e
･k u n e - f e n

赤毛村 の 頭領 エ カ トは ソ ラカを 遠く僻地に 行かせた ｡

b eiy i
-

ni ek e ci a yi d t1
-

Sik i ･ n i d a ･ Ⅹa n

体は 少 し よくな っ た ｡

Ⅹelil al a x el a x el e i

mi a n i x e r g il e
･ d mi 超t o tlSi a n

･

mi e m e k e b tld e ･ Ⅹe n

彼の 手 下 の 頭領が
-

人 死んだo

e yi j u ti n xit e
･ mi E y i n b t1

こ の 次男 エ イ ンプを

e si s a g di t o u si an d a r r k u n e
･

Ⅹe

大 頭領に させたo

yil a n xit e
･

u yi d e x ot o n
･

m e n i t o ki - k tl n e ･i n i

3 男を 村を 守らせ ( 登 らせ)

s a g d i xit e
･ mi y o x o n

, d ui j u a n yil a n x ot o n
･

m e mi a y ij i t ok i
･

u
･

k n n e
-

iti

yi ci ci
･

t1
･ k u n e

･

n i

長男に 村で 十 三 村を

Ⅹelil al a x el ei x el ei x elil al a x el ei

e y i i ni t o m a ki i n i a x a
･

y i g ul un
･

m e n i

こ の 日 翌日 奴隷 達は

s a k t ul x a p si
･ mi e m e

･

Ⅹele

報告に 来た ｡

e sik e e x el e d a ･ Ⅹa n

｢今回は 形勢が悪く な っ た｡

G aijin x ot o n
･

ni An t e eji n ni o

ガイ ジン村 の ア ン タ
･ ア ジ ェ ン と

よく 守らせ 見菓らせた ｡

E a Ⅱt e t o u si a n

カ ン タ元帥が

e m e
･

mi b u ti
･

w e a fu
･

i mi e s kn li g o r o
･

d tl a n Ci d a
･

Ⅹa n

来て 我等を 討 つ ｡ 大 して 遠く で なくな っ た｡

Ⅹe止
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-



E k e t u d oldi ･ Ⅹel e

エ カ トは 聞 い て

K a H t e C u X a ･

W e g aji
･

Ⅹe ni a fa
･

mi

カ ンタが 軍を つ れ 戦いながら

e m e
-

∑e n

く る と ( 聞 い て) ､

e s k u li l el e
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

大変 怖が り 始 めた ｡

Ⅹe r gile 血o
･

ni x o nji ejin
･

tiki x ot o n
･

d ul e e n e
･ kn n e

･

1e

手下 の人に すぐ 頭領を 村に 行かせ ､

e yij ul a xiti
･

y i E yi n b tl e m e
･

r gi
･

u
･ k u n e ･ r e n

次男 エ イ ン プを 帰 らせた o

t ui n e mi a fu ･k e ci ･ mi s a k t ul al ci ･ r e n

戦 かう準備 をして待 つ ｡

Ⅹelil al a x el a x elil al a x el ei

諦終

ju xit e mi d oldi
･

1 e e sk ul i al b e n
･ d u d oldi

･l e e s k ul i l ele ･ mi Ⅹo nji e m e
･

r gi

次男は 聞き 軍で 聞き ､ 恐れて 帰る｡

e m e t a u n b u sik u g aji
･

r gi
･ mi

百 人 の ブ シクを連れ帰り

s ul i a bi ･

si x ot o n
･

d u l u t u ki
･

u
･

k t l n e
･

Ⅹe n

酉 にある 村に 守らせた ｡

n i a ni n o u
-

y i a mi
･

yi k i a y iji x e s tlCi
･ mi d e ri u

･

Ⅹe n

彼 と 弟と 父と よく 話 し合い 始めた ｡

K a n t e e si y is a
･

mi d e ri u ･

Ⅹe n

｢ カ ン タ は 今や っ と 着く｡ +

e $ 1 g ele n mi o o mi n e
･ k i a yi

･1 e ･ m e

各人が 如何すれ ば よい かを

ti ･ g ul u n x e s u ci
･

i n i ni a mi a y i bi
･

w e d e s ai
･

s y e n

彼 らは相談 した ｢ カ ン タは 作戦を 知らない ｡

e yi i ni d olb Ⅶ 止 e m e
･

Ⅹe n d e b ait e d e a n ci ejin d oldi
lle

今 日 の 晩 ♯ っ てくる こ とは ない ｡ +

e 8ik e a yi

｢ そ れは よい ｡ +

t u in e mi o ni n e
･

u i

如何するかと

E a n t e tt h e mi Ⅹe s 11
･i mi b u ti a yi

ア ジ ェ ン は 聞い て

n ik t e ･

m i x e s u ･i mi

笑 っ て 言う

a m i - n i al ci ･1 e x e s u ci ･ r e n

父 を 待 っ て 相談 した

g o r o b a
･ d u d e s ai

･

s y e

カ ンタは 言う ｢ 我 々 往 こ んなに 遠 い 地と 知らなか っ た｡

ni o d e t a u d u 8 ai
･

s y e n

他人も (我 々 が) こ こ にい ると 知らない ｡

- 1 9 6
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e yi d olb u
･

血 b u ti

今夜 我 々 は

e d t l m Oli n c 肥 a
･

y i

こ こ に 馬 軍を

e d n s a k t ul stl C a ･1e e d tl al c h ly i

こ こ に 隠 し 待 つ ｡

e d u n i a mi ･

n e 血 ey i x o t o n
･

m e n i m a n g g ele e n e a fu
･ k e ci

こ こ で 彼桔 村の

eji n d old i
-

l e

ア ジ ェ ン ほ 聞 いて

川に沿 っ て 行き 戦かおう｡

nik t e - mi ⅩeS u ･

i ni

笑 っ て 言う

e sik e a y i t u in e mi o ni n e
･

ui

如何するか と 父 は

e si K a n t e c u x a ･ y i x e rb e
･

mi 匪壷妄表ヨ
カ ン タは 軍を 連れて ソ ンガリを

a m i
･

ni al ci
･

1e x e s u.ci
･1 e

待 っ て 相談した ｡

fu r g el e
･

r gi u i siki t u k ti
･

n i

飛ぶ ように 上 に 上 っ た｡

台yi b u y a n x e n e
･ mi b il a k a - d u l e yi s a

･

Ⅹel e

プ ユ ン河 と いう 川に 着いた｡

el e y is a
･le si u n g t ld a m a ci g u d a n e

･k i

見 ると 太陽の 高さは 少 し 高いだけなの で,

t ui n e mi e s k el e x e s ul e alb e n ･

n i m o li n ･

ni a yiji

命 じた ､ 兵 馬 よく

t ei n e
･

u
･ k u n e

･

yi

休ませる ことを｡

e yi b a fu r gi a n y o x o n x ot o n
･ d u x ai s u s ai b a b i

･

r e n

こ の 場所は 赤毛 村の 衝から まだ 五十里 ある｡

K a n t e e yi Y t m j o n gh a r sia n ･ d u mi j u lt1
･ ki si bi

･

si t otl Si a n
･

mi e m e ･ r gi

カ ン タは ユ ン ジ ョ ン パ ル に 耳打ちして 先鋒の

t u in e mi y a o x o d ale
･1e X u rb in e m e

･

r gi
･

mi Ⅹo d al e ･1 e

呼び フ ル ビ ンが 来るように 命 じて ､

将を 帰らせた｡

Ⅹtlrb in e m e
～

r g l

フ ル ビ ンが 帰 っ てきた ｡

第 1 7 章

al a n g (4 6)

sil 血 tiki ･ ni e ri n ･ d 11

太陽が 沈む 時

E a = t e a r k i
･

w e y a o ul s e
･

w e y a o g aji
･l e t o11 Si an ･

yi al b e n
･

yi x al a
･d un ij e fu

･k 11 n e

カ ン タは酒を 肉を 持 っ てきて 将と 兵 達に 食 べ させたo

g el e n ni o 血k t e
一

皿i a g d e n e
･ mi e m e c a r mi a rki

･

w e o mi
･

mi d e ri u ･

Ⅹe n

皆 笑 い 事び 1 杯 酒を 飲む｡
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d olb n e yi 転 表181
･1 e

･ mi d ilg a n g o r o bi -

T e n

夜 がやがやと 声が 遠くに 伝わる｡

E a H t e X e r gi si x e 8 u
･1 e b u ti b ul i n

･

m e s a k t ul t a y o u
･

s y e n

カ ン タ は手下に 命 じ ｢我らの

e x e g ul un
･

m e yic i
･

u
･k t n e

･

s y e n ,

敵の看たちに 見られない ように+

j u a n j u b a d u
･

如1 un s a k t ul b t 山n

十 二 野営の人は 灯り を

灯りを 皆 消せ o

e s i t u 主x e s u
･

Ⅹe n i

と 命 じた ｡

fu r gi
･

1 e

吹き消 し

m a cュ yici cil e
･

Ⅷ 由 e m e もd i n d e a n ci d a
･

Ⅹa n

少 しも 見ても なく な っ た ｡

払 H t e S a k t ul yi ci cil e
･k i ni s a k t ul aiTe ･ d e e n e

･

k i mi b ul i n d e a n ci s a k t u l s a k alk i
- 也

カ ンタは 調 べ 寝りに行くが ､ 灯 りは なく 真 っ 暗だo

ti n el e alb e n g ul un
･

ni e m e ･ m e e m e a s e n mi o alb e n
･ d ul e mi

軍 に
一

人 の女 の人が 軍の 中に いたo

k a n t a n
･

ji b aldi
･

Ⅹe 血 g e rbi
･ mi T a cil e

強く 名は タチラ｡

e yi jul u b i
･

si Y u nj o n gb a r d e

先鋒 の ユ ン ジ ョ ン バ ラ の

b aldi ･ Ⅹe e ki n ni a mi ･

m e ni e Ⅱ1e k a t a n
･

ni b al di
･i ni b i

･

r e n

実の 姉 彼女は
-

人 の 強者 に成長 した｡

t ui n e mi mi a ni
-

m e mi e y i al b e n
･

d u l e mi b a it e
･

w e n ile - t un e

彼 女は 軍の中で 仕事を 働かされてい た｡

mi a mi
･

m e ni e y i K a n t e

彼女は カ ン タが

e k e ci x e s t1
･

Ⅹe ni
･

d u s ai
･

s y e n

こ の 様に 命 じたことを しらない .

d olb u n n e ･ ki mi 8 a k t ul s a k al ki d a
･

Ⅹa 血

夜になると 真暗に な っ た｡

T a cil e g o n i
･ d u g o n i

･i mi

タチラは 不安に 思 っ た

e yi d u lb u n
･ mi g ele n

- mi o s a k t ul ek e ci a rki ･

w e m a r x o n o m i
.

又e n

今夜 皆が こ の様に 酒 を 沢山 飲んだ｡

e x e
･

g ul u n d olb un e m e
･ ki mi o 血 n e ･ u yi

敵 の人が 夜 来たら どうしようとo

g o mi n
･

d u i m a ci l el e
･ ki

考えると 大変 怖くなり

afe n e ･ mi d e m e t e ･ S y e n t u i n e mi d olb u d uli an e ri n yi s a
･

Ⅹe mi .d u

眠る ことが出来ない ｡ 夜中に な っ たとき

13 1 産屋 (漢簿)
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e yi B u y a n g b ir a 由1e 血 Ⅰ由) Ⅹe s u
･i ni gis un bi

･1 e d o rd i
･

ul e e h d oldi ･ ki e h h al (治

プヤ ン川の 上流で 人が 話す 声がするの を 聞いて 聞くた びに 近くなる｡

t u i n e mi Ⅹo nji K a Ⅱt e
･

m e e n e
･1 e x od a x ele

･

Ⅹe n

直ぐ カ ン タの所 - 行き 呼んだ｡

e y i e ri n n i o m o b x t 山
･

i ni e r g e
-

ji w e j o bi
･

Si b al e g o r o d a x a
･

c e n

こ の とき 人 馬が 行く 方角柱 野営がある場所か ら 遠く ない 0

K a n t e x e afe n e ･ mi s e n e
･

転壷司m a ci bi ･l e d 軸a n ･

n i 皿 a Ci m a ci i sik u h d a -

又 a n

カ ン タは 眠り 起きない ｡ 少 し経 つ と 声は 段 々 小さく な っ た｡

m a ci bi ･1e

さらに経 っ と

m a ci d e

さらに

d il g a n
･

n i d old i ･ ki g o r o d a
･

Ⅹa n
･

d u

声 が 聞 こ える の 壮 遠くに な っ た ｡

d ilg a n
･

n i a n ci d a
･

Ⅹa n

声 は 聞 こえなくな っ た
｡

讃(52)

Ⅹele x el ei x e u a x el ei x elil al a x elei x el ei x eli l ala x e li Ⅹelei

e si mi a ni ･ mi K a n t e
･

m e t e
･

r gi
･

t1
･

k un e
-

Ⅹe mi

彼女は カ ン タを 起こさせると

K a n t e a g d e n e
･

mi

カ ン タ娃 失 っ て

Ⅹe s u
･i血 mi mi g o mi

･ ki e x ele g nl u n e yi d olb u
･ mi e m e

･

l e

言う｡ ｢私 は 思 っ た 敵が 今夜 来ると｡

e si s a m a n
･

yi e n d u li
･

w e mi E cix e mi ni ･ w e b elci ･ Ⅹe ni

シ ャ
ー

マ ン 守護神 エ チ - が 私を 助けた o

X u lx a mi mi mi
･

tik i x e s u ･

Ⅹe ni m i mi ･

w e a yiji ed u al ci
･

t1
･

kn n e ･ mi

そ っ と 私に 告げた 私を こ こ で 待たせた ｡

t u i n e mi e k e ci m a r x o n a rk i o mi
･

Ⅹe ni

こ の 様に 多くの 酒を 飲んだが ､

a rk i o mi
･

Ⅹe yi s a k t ul m u k e x ult t1
･ d u ni o mi Ⅹe y i

酒を 飲んだの は 水を 蒔 して 飲んだ｡

Ⅹe u a x elil a

d olb mi b ul i n ･

m e fu r gi
･

u y e

夜 に 灯りを 吹き消し

mi nij ul u
･

d ul e ･ yi t o u si a n
･

yi Y u Hj o n b ar d u

私は 先鋒の 将 ユ ン ジ ョ ン パ ル を
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e n e n 1 0

行 か せ 敵を

w a
･ k e d ･

n i

攻 め よう｡

Ⅹelil a x el a x elil a x el ei x el il al a x el al a x e lil ala x elei

e d u b i X u rbi n ti ･ g ul u x ul x a
･ mi el e

こ こ で フ ル ビ ン達を そ っ と 行かせ

B Ⅶy a n g bi r a
･ 血 e m e ･ Ⅹe n i

プヤ ン川に 来た｡

e yi b i r a e m e
･

ki血 t a
･

w e a 且1
･

y i

川に 来たら 彼らを 攻める｡

T a cil a d oldi
･

Ⅹe ni g o n i
･ d u i e s k ul i a g d e n e

･

m i d e ri u ･

Ⅹe n

タチ ラは 聞いて 心の 中で 大変 喜んだ ｡

Ⅹel a x eh l al a x el ei x e u al a x el e x elil a x el ei

# *

e y l e ri n

こ の 時

T a cil a

タ チラは

j ul e bi
･

si t o u 8ia n Y tl nj o n宮b a r y l n g e
･

Ⅹe

先鋒 の 将 ユ ン ジ ョ ン パ ルが 入 っ てきた｡

n e u
･

tiki x e st r x e n

弟 に 言う

m u n u e t e
'

u y l e

｢ 私達は 勝 つ か ? +

t n i n e mi Ⅹe s u
･

i nij ul u b i
.

si b u alb e n 印1 u n
･ mi k a t an

言う ｢先鋒 の 隊 の 人 々 は 強 い ｡

n u n tl j ul u 印1 n n e t e
･

s y e d a
･ ki mi g ul u alb e n s a k t ul

私たちの 先鋒が 勝て なければ 全軍が

ttl in e mi j ul e
･k i t o u si a n alb e n

･

mi x al a
･

mi et e
･

k in

先鋒 将と 兵た ちが 勝てば

b u ti g ele n g ul u s a k t tll et e
･

u y i Y t m j o n g b a r

我らは 勝 つ ｡ ユ ン ジ ョ ン パ ル が

ek i
･ ik i e s t1

･imi a cil e x e s u
･isi, n e u e m e

姉に 言う ｢ あなたの 言う通りです｡ 弟も

e si d olb u d u h a n d a
･

Ⅹa n x o nji e n e
･

rgi
-l e

夜 中にな っ たとき

13 2 et e
-

s y e d a
･

Ⅹ a n を B が訂正 o

e t e
･

s e
1 3 2

だ め になる｡

Ⅹe S t 1
-

1 n l

言う

e si k u st 11 e
･

l e

承乗る｡ +

去 っ て行 っ た｡
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E a n t e e si a g d e n e
･

mi a 血 e
･

Siki

カ ン タは 喜んで 寝て ､

t Ⅷ a k i e r g e e yi g el e n
･

g ul u n d o
-

ni m oli n
-

mi jul u
･

sik i e n e
･

iti

翌朝 人 々 人 馬 前進し､

e li e n e ･ mi sik 8 e d olb 血 j ul e alb e n x al a
･

ni a fu ･

Ⅹe n b a ･ d 血 yi s a
･

Ⅹe n

進む程に 昨晩 2 つ の 軍が 戦 っ た 場所に着いた｡

e d u y i ci ci
･

k i d e y i b u d e
･

Ⅹe n ni o
･

d e x el e g ul t m s a k t ul b u d e
.

x el e

そ こを見ると 死んだ 人は 敵の人が 死んだ｡

B u y a n bir a j a p
･

k e r e
-

d u mi s e k t e ･ ni s a k t ul fu r gi a nうi e y u
･

Ⅹe ni

プヤ ン川 の 岸で 血 の色で 赤く 凍れた｡

e yi fu rg i an y a k t e
･

mi Ⅹot o n e s k e e y i
･

n a d a n d olb u e 皿 e t u m e n C u X a m Oli n e m e ･iti

赤毛 村の 今回 夜 一

万 の 軍 馬が 来て
､

d ul b ll e m e ･ Ⅹe ti x o k t o ･ d u s ai . s y e n , c ul a k e
･

1 e i n g
･

Ⅹe n

夜 来た の で 道を 知らず )J 修 進んだo

e yi K a n t e e y i c ul a k ej a p
･ k e r e

･

d u n i ct H a ･ yi yi c a k t e x a s u k t e
･

d u n i y a
･1e b i ･iti

カ ン タ は 川 の 岸に 軍を 右 左に 方 々 に隠しておき､

t ui n e mi w a - mi d e ri11 ･ Ⅹe n ey i a mi 1e s u s a i alb e n b e g d e n e
･k ini t a 血 s ak t ul b u d e ･ Ⅹel e

殺 した｡ 最後に 五十の兵が 逃げて そ こで 死んだ｡

E rb ail e E yi n b u t o u si an ･

ni x a p si
･

k i mi E yi n b 11 d old i
･

1 e

エ イ パ ル ･
エ イ ン プ 頭領に 報告する｡ エ イ ンプは 聞い て

g o mi n
･

ni l ele - mi d e riu ･

Ⅹe ni

心 に 怖く な っ た o

血a 血 ･

m e 血 a m i
･

w e
･

J l

彼 は 父と

ki x e s u ci ･i n i

相談 した ｡

E k et u y a d e a y i b ait e d e x e s u
･

r gi
･

mi m et e
･

s y e n

エ カ トは 何も 良い方法を 言うこ とが 出来ない ｡

t u i n e mi g el e n t o u sia n
･

yi x o d al e x ot o n
･ d ul e e m e

･

r gi
･ k un e

･

Ⅹe n

各 頭領に 命 じて 村に 帰らせた ｡

g el e n
･

印1 un
･

ni x e s u ･i ni e y i x ot o n
･

m e a yiji t o ki
･

u
･

y e

人 々 に 命 じ 村を 良く 守れ｡

K a n t e e y i ct u ai x e rb e
･

rgi
･

mi fu rgi an y a k t e x o t o n
･

d u l n e e m e ･ Ⅹe n

カ ンタ柱 軍を 連れ 赤毛村に 進んだo

el e X t Lrb e r t ad t l X Ot O n . dtl bi ･ 8i n tt h ele e d u a fu ･

mi n e mi Ⅹo d al e ･y i

フ ル パ ル が そ の 村に い るとき 戦おう と 叫んだが

- 2 01 -



Ⅹot o n
･ d mi ni d e e n e

･

S y e n

村 に 誰も 出てこ ないo

x o d al e ･ mi a fu ー mi ⅩO d al e ･ Ⅹe ni n i d e

叫ん で 戦 い を挑んだ が 誰も

e yi x o t o n
･ d tl yil a n y id y il a n d olb u

･

ni

村を 3 日 3 夜 囲み

血 ･

s y e n E a n t e e y i x o t o n
.

m e n i a fu
･ mi d e ri u

･

Ⅹ e n

出て こ ない ｡ カ ン タは 村を 攻めた ｡

e m e r 由i e n e
･

m i m e n e e yi a n g k u
･

d ui d old i ･ mi

行き 自分 の テ ン トで 聞いた

n a e ri n

そ の とき

E r ttl ej in

｢ ェ カト

E a I 止e

カ ンタは

ejitl e r g e
･

ji e m e d il g a n g ul u n bi
･1 e

東 に 音が する｡

Ⅹe rgil e
･

ni ni o ･ 血 Ⅹe s u
･

Ⅹe n

手下が 報告 した o

s a g di xit e n D ab e rl e A Ⅸ a d a e yi x ot o n
･ d ul e e m e - r gil e

･

n i

･ ア ジ ェ ン の 長男 ダバイラ ア ル ハ ダは 村に 帰 っ て い る｡ +

Ⅹo n5i x e r g il e ni o
･

y l X e 8 u
･

Ⅹ e n

直ぐに 手下の人に 命 じた｡

ct u ai g tll u n e yi b tLti e y i x ot o n
･ d u mi j ul e d u i n e r g e

･ d u 血 s a k t t11 血o

軍 我らは 村の 先 四 方 に 人を

e n e
･ k u n e

･

s y e n

入れなく した｡

e si s a g di xit e
･

ni A Ⅸ a d a
･

yi n u r a k a t a n

長男 ア ル ハ ダは 大変 強い ｡

n e d u ･i ni ･d e

配置 し 誰も

j u e r g e
･ d tl i mi ･

t o k o n a fu ･

m i d e ri u ･

Ⅹe n sitl nl s u li a ･

siki d a ･ Ⅹa n ･d u o di ･k i土i

双方が 正午から 戦い は じめ 太陽が西に償 いた時 終 っ た｡

e si n e n a 血 ･ d Ⅶ

今回の 戦 いで

Ju t a u n Ct Ⅸ a
･ mi 8 a k t ul m u n u ･ d u w a ･

u
･

Ⅹe mi

ニ 百 の1 兵が 我らに 殺された ｡

血a n i x ul i
･

Ⅹik i n i a m a di b u sik tl b i
･le yil a n g a r fu

･

m e g a rfb
･i mi

彼らは 凍り 数人の プシ クで あるo 3 本 の 矢を 射 て

e yi g a r fu r
･ d u ni e yi b eiyi 血 d u li a n t o k o n

･i 血 u n u ･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

矢 は 体 の 真申に 当り 傷を 負 っ た ｡

e y i m o h n
･

siki tiki
･

rgi
･

ni k e r e
･

d t m i b u sik u x o nji e m e
･

1e

馬 から 落ちる 間際に プシクは 直ぐ 起き上 がり

t u k ti
･

rgi
･

h i t u in el e eji
･

jik i u r k e
･

d ul e 血 (u rk e
･ d ul e ni) w a

･ mi e n e ･ Ⅹe n

上り
､ 東 の 門 - 殺 しに 行 っ た｡

諦( 63)

Ⅹelia x elil a x elil a x e hl al a x elil al a x el a x elil a x el ei

諦終
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e si x o t o n
･ d u eyi j tl Sit e

･

n i

こ の 時 村 の 次男
■

E yi nb u d oldi ･1 e

エ イ ンプが 聞いた ｡

eji
･

ti ki
･

ni d ul e n i d oldi
･

i n i w a
･

mi n e mi d oldi e s k d i k at a n

東 の方角に 聞いた 殺す 声を 聞き 大変 凄い ｡

t ui n e mi Ⅹo nji e y ij o
･

j a p
･k e r e ･ d 血 t u k u t i ･ Ⅹe n

直 ぐ 家の壁に 上 ると
､

t 血 e m i n ai n i a ki
･

ni A r x a d a

彼 の 兄 ア ル ハ ダが

e s k ul i( u n u ･i n i) b a k a
･i血 m a n n g el e

･

Ⅹe mi

傷を 受けて ひ どく

E yin b tl X Or [j i x ot o n
･

d u yi (t t m
･

r e) a k i x e rb e
･

r gi
･ k n n e

エ イ ン ブ壮 直ぐ 村の門を 開けて 彼を 運び こ んだ｡

ti g ar fu
･

mi n i o mi

そ の射手は だれか ?

e yi g a r fu mi o T a cil a , n i a ni s a g di

射 手 は タチ ラで
､ 彼女は

a k i ･ m e ni i s al e
･ 血 yicici

･

re x ot o n
･

d ul e in g g e
･

d u i y il a n m a d am

ア ル ハ ダを(眼に) 見て 村に 入 る所を 三回

g a r fu
･

Ⅹe mi t tli n e mi n al a ･ ni m ei r e 1 8 3 ･ mi t .o k o n ･ k u n e ･ Ⅹe n i

射た 手に 肩に 当 っ た ｡

諸 (5 4)

Ⅹelil a x elil a x elil a x ele i x elil al a x e li 1al a x elei x e li1 ei x el ei x elilei

A r x a d a b ald i ･ Ⅹe mi ul g i a n
･ k e ci bi - r o n

ア ル ハ ダは 豚の よう だ ｡

b ei ･ ni y il an g a r fu
･

w e t ok o n
･

imi

体 に 3 本来が 当 っ たが

m a n m s e
･

m i 也 s a i ･ s y e n y e , e n e
･1 e a m i yi ci cil e

･

Ⅹe ni

彼は 傷を受けた こ とも 知らず

Ⅹel ei x elilal a x elil ei

a mi ･ mi E k et u e3 m X e S u
･

1 m

父 エ カ ト ア ジ ェ ン は 言う｡

13 3
Ⅹeb el e 腹 ､ Ⅹel e g el e 親指を B が修正 o

父 に 会 い に 行 っ た｡
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e y i x ot o n e sik e 血o
･ d u b u y u n

･

k e ci d a ･ Ⅹ a n

｢ こ の 村は 確か に 人にと っ て 獣の様 に な っ た｡

e si o 血 n e ･ u y l

どうしよう｡ +

Ⅹelil a x ele x e u al a x el ei x e u ei

諦終

j u x it e
･

mi y d a n xit e
･ 血 s a k t u l x e s u ･

i mi

次男 三男が 共に 言う

e si b u ti ni o
･

d ul t1

｢ 我ら 彼らに

t o u si al e ･ m i

投降しよう｡

e k e ci n ek i b u ti e yi x ot o n g ele
･

g ul 1 m X a b ald i
･1 e

そ うすれば 我ら 村の 人 々 は 生きる｡ +

E k et u ejin d oldi ･1 e e s k uli x a n k e
･i n i

エ カ ト アジ ェ ン は 聞 い て 大変 怒り

tu i n e m l J u Sit e B a k t ul t ain e ･ mi

2 人 の子を 叱 っ た ｡

e yi t ui n e mi u rk e
･1 e mi u ･1 e x ot o n

･

k e r e
･

d u mi e n e ･1e yi ci ciki
･

Ⅹe n

門か ら出て 村の 近く - 行き 見た ｡

eji
･

jik e u rk e
･

1e ni u i ･1 e mi yi s a
･

Ⅹe n
･

d tli

東 門の 上 に 着いた とき

s uli a ･

jiki u r k e
･

ni k e r e
･

d u n i s a k t ul t u a t ai ･ Ⅹe n

酉 の 門の 付近が 燃えて い る｡

mi a mi m ol e n y al u
･1 e t al e 地 租 y O X O n

･

d ul e ni t ok o n b al e mi e n e ･ Ⅹe n

彼は 属 に乗 り そこ - 村 の真申に 行 っ た ｡

ejul e j u l e s ul ial e (fe r xi) s a k t ul d u i n e r g e
･

ji 8 a k t ul tt LO t a y O
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

東 南 西 北 四 方 - 火が 燃えて い る｡

E k et u eji n

エ カ ト ･ ア ジ ェ ン は

e sk e s ai
･

Ⅹe ni ･k i e x el e d a .

玉 an

知 っ た 万事休す｡

帝 (5 5)

Ⅹelil a x e hl a x el ei x elil a h x el e x elil al a x el e x elei
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t u i n e mi Ⅹo nji m ol 血 d ul e y a l l
･1 e j o g

･ d ul e 血 b u g d e n e
･

r g i
･

血i

直ぐ. 馬に 乗り 家 -

Ⅹelil a x el al a x e u al a x e hl a h x elei

j o g
･ d 山e n rk e

･1 ei yi s a
･

Ⅹa n

家の 戸 口に 着いた o

j u sit e
･

血 s a k t u l mi u ci n ki ot o

2 人 の 子は 槍 刀 を 持ち

m o lm y a u
･1e bi -

T e n

馬 に 乗 っ て い て

逃げ帰 っ た｡

t a d ll(g aja

ni u ･1 e a fu ･k i血 bi ･ si

すぐ 戦える 状態だo

Ⅹelil a x el ei x e 山al a x elei x elei

y icicili
･ ki ni s a g d i sit e

･

n i A Ⅸ a d a 匡亘卦5
･

w e y ej a fu
･

r gi
･i ni

見 ると 長男 アル ハ ダ柱 鴎 を 握り

e si a mi e d u a t k oli 転酔6le
･

mi e ri n

汚れて 振乱の 時

Ⅹeln al a x ele x el ei x elil al a x el e x el誠ala x el ei

j ul e
･

8ik i n rk e
･

d ul e
･

jig e ni yi n g e
･

Ⅹe n i e m e mi o m olin

南の 門から 入 っ てくる 人 馬 がある｡

e si E a n t e w a ･ mi n e ･ mi c u 又a
･

y i g aji
･ mi yi s a

･

Ⅹe n

カ ン タが 殺そうと 畢を 連れて 着いた の だo

x e u al a x el el ei x elilal a x el ei x e hl al a x elei

a mi 1 e mi e m e a s e n t o u si a n e 8k ul i k a t a n

後方に
一

人の 女 の頭領 大変 強い o

c u x a
･

y i m oli n
･

yi g aji
･

m i w a ･ mi n e
･

mi t a n t ele
･

mi e m e
･

Ⅹe

兵 馬を 連れて 殺 しに 打ちながら 来たo

mi a ni yil a n sit e
-

ni e m e x ok u t o alb e n m o 血 e m b a d u d a ･ siki
･i mi

そ の 3 人の 子 は
一

路 兵 馬を
一

緒 に 躍りかか る｡

( n ai n i) e m e j u gi 8 un Ⅹe S u
･

S y e n X a 血 e
･

ji a fu
･

mi d e ri u ･

Ⅹe n

彼ら壮 2 語も 話さず カ ンタと 戦い 始めた ｡

13 4
元 t a d u (g aji) を､ B が訂正 .

18 6 双錘 (湊哲)
136 妙砂 (漢簿)
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Ⅹelil al a x elil al a x el ei

a fu
･

mi a fu
･

mi (d ui
'

h) d e x i ･ yi 皿 a d a n a fu n e
･

Ⅹet i a fu ･

Ⅹe mi

戦 い 戦 い 四十 回 互 い に 戦 っ た が

mi ･ d e kn t a n x e r gi s i d e 8 ai
･

S y e n

誰 が 強く 誰が したか 分か らない ｡

e 8i E a H t e e yi m o 丘n
･

yi ( x o r k u n) Ⅹ e r g ele
･

k in i (g aji
･

r e)

カ ン タ は 馬 の ( 鋼) を 贋から (取り出し)

E k et u eji n m oli n ･ m e ni b e g d el e
･

ni e m a d a n n o d u ･

Ⅹe n i

エ カトア ジ ェ ン の 馬 の 脚に
一

度 投げた o

x elilal a x elil a x el ei

e Bi e yi x o rk un
･ d u mi m oli n ･ m e b e g d el e 血 s a k t ul

綱 で 馬 の 脚を (縛り)

Ⅹul i
･

u
･

k tl n e ･ mi m et e . rs y e n d a
･

u
･k u n e

･

Ⅹe 血

動け なく させた｡

m ol血 Ⅶi y a m d e

馬 は どうしても

t o k u n
･

mi

動く こ とが

m e t e
･

r S y e d a
･

Ⅹe n

出来なく な っ た ｡

Ⅹelil al a x elil a x el ei x elilal a x el ei x elil ei

E a n t e x a s u k t e

カ ン タは 左手で

n al e ･ji y l e u
･

Sik i x o rk un ･

m e t a t al e ･k i mi

こ ちらに 綱を 引き

e yi yic a k t e n al e
･

jiy i mi a u ci n
･

yijij u k tlj u
･

Ⅹe n

右 手 で 槍を 刺 した｡

E k et u e 8k u li k a t a n
･

ji a u h
･

mi m olin ･ d ul e yi tiki
･

r g 1
･

Ⅹe n

エ カ ト柱 勇敢に 叫び 馬か ら 落ちた｡

Ⅹel eil ei x el ei x elil eilei x elei

諦終

K a n t e b u sik u yi e m e g el e n e m b a d tl e yi

カ ンタ のプ シ クに 来させ 人 々 と共に

Ⅹel ek e ･k u n e ･ Ⅹe n

縄 で 結ばせた｡

e 8i E k et u s a g di sit e
･ 血 A Ⅸ a d a T a cil a ･d u w a ･ u ･

Ⅹe mi

こ の 時 エ カ ト 長男 アル ハ ダは タチラに 殺された ｡
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j u sit e
ー

n i yil an sit e
･

血 s a k t ul e y i k at a n x e 噛1e
･

mi t o u si a n
･

g d u n
- d u mi

次男 三男は 強い 手下の 頭領たちに

e m b a d u t o k o n
･

d tl e 血b ad tl n e ･ Ⅹeti

共 に 中央に
一

緒に 囲まれた ｡

K a n t e e yi m o 血 Ⅹel ek e
･le x o rk tl n ji 皿 O h n

･

m e j a fu
･i ni

カ ン タ は 馬を つ なぐ 綱で 馬を 捕らえ
､

yila n sit e j u sit e
･

ni T a cil e k e r e ･ d mi yis a
･

Ⅹe n
･d tl e yi j ulll S a k t ulj a fu

･

Ⅹe n

三 男 次男を タチラは 近くに 着い たとき 2 人を 捕まえたo

e si fu r gi a n y a k t e x ot o n
･

ni s a k t u l w a
･

u
･

Ⅹe n e m ek e d e x u li ･ mi b i
･

r c e n

こ の 時 赤毛 村ほ 全て 殺され
一

人 も 残 っ て い ない ｡

E a n t e e y i c u jEa
･

y i x e rb e
･

mi j ul e
･

sik i e n e ･l e E k e ttl eji n j o
･ d ul e n i e n e ･ Ⅹ e mi in g g e

･

Ⅹe n

カ ン タ は 軍を 連れて 先 - 進み エ カ トア ･ ジ ュ ン の 家に行き入 っ た ｡

ttli n el e j o
･

ni g elt e
･

Ⅹe ni S ol a ki y a d e

家を 探したが ソラカ は 何処 にも

a di ･ m a d a n g elt e d e b a k a
･

r c e n

何回も 探したが 見 つ か らなか っ た o

t u i n el e 血o
･

yi m oli n
･

yi e y i x ot o n
-

d ll

兵 馬を こ の 村に

b a k a ･ r c e n

見 つ からなか っ たo

t e
･

r gi
.

r e
･

k un e
･

in i(t ei n e ･ k l m e ･ h i)

休ませ た｡

u y u n j t l a n Sit e
･

mi b e g d e n e
･

Ⅹe n E k e t u

九
､ 十 男は 逃げたが ､

エ カ ト

eji n g i a sit e
･

mi s a k t ul j a fu
･

Ⅹe n

ア ジ ェ ン の他 の子供は 皆

t u m a k i i mi Ⅹu rb i n n a
.
eji x o t o n

･

m e are
-

x e n

翌 日 フ ル ビ ン は また 束の村を 攻めた o

K a n t e a g d e n e
･

mi e yi mi a 血 m e mi j a k e
･ b u ･

Ⅹe n

カ ン タ姥喜び 彼に 褒美を与えた｡

g el e n t o u si a n
･

Ⅹal a ･ mi s a k t u l x e s u ci ･ mi

各将たちを 呼 べ と

Ⅹe s 11
･

1 e

( カ ン タが) 命 じるo

e m e k e fu r gi a n y ak t e x ot o n
･ mi g el e n x ot o n

･

ni (t a k t1 . r e)

第 1 : 赤毛村の人たちの 各村 を 奪い返す ｡

j ul tl b ait e E k e ttl b e g d e n e
･

Ⅹe n sit e
･ mi ( g elt e

･

mi j a fu
.

r e)

第 2 エ カトの逃げた 息子を 探 して 捕まえるo

yil an b ai t e e yi S ol ak i
･

w e b a k a ･ r gi
･

yi

第 三 ソラカ を 探 し出す｡
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d u n i b ait e E k et l ljll Sit e
.

w e w a
･

tl yi

第 四 エ カ トの次男 を 殺すo

血a mi ･

m e mi j o
･ 血jol a ni

･

g ul u n
-

m e ni a x a d a o
･

k u n e
-

r o

彼 らの 家 の 家族の 人たちを 奴隷にする｡

a m 止e g el e n
-

g u h n s a k t u l e n e
･1 e t ei n e ･k i n i

そ の後 皆は 戻り 休む｡

E a H t e ey i S ola ki g elt e
･

Ⅹe mi y al e s a k t ul m ed el e
･

1 e

カ ン タ は ソラカ を探 し 方 々 で 聞く

血o ･l e m e d el e -i ni d e s a i . s y e n

人 に 聞くが 誰も知らない ｡

血 o yicik il e 皿 e d ele

人を 見たか と 聞くが

e y 1 0 n l n e
'

u y 1

どうしよう｡

t u i n a mi fu r gi a n y a k t e x ot o n Ⅶi s a k t ul g elt e
･

Ⅹe n

赤毛 村を 全て 探 した ｡

olin y o x o n
･ d u g elt e

･i mi e m e t a t m mi o
･

tiki m e d el e
･

Ⅹe ni

2 0 の 村を 探 し
一 首 人に 尋ねた o

t u in e mi e yi oli n t a u n mi o
･ mi j u a n t a un yi x a n m o li n u r g e n x o mi

2 0 万 の百姓 1 0 万 の 牛 馬 豚 羊

j a k e
･

w e
･ 血 s a k t ul m e n e j o g

･

j ul e

物を 自分の家に

Ⅹot o Ⅳ d 山e m 止u
･

r gi
･

1 e n e
･

m i x e s u ∴i 山

村に 運 べ と命 じた｡

n ia ni x e S ol a k i ･ w e (g elt e
･

yi) Ⅹe sici
･iy e K a H t e e S k e n e

･ mi j a ri
･i n i

彼 は ソ ラカを 探せ と 命 じる ｡ カ ン タは 焦り 歌う

諦(5 6)

Ⅹeli a x elil a x eli 1a x elilal a x el e x el ei

fu r g i a n y a k t e x o t o n
･

mi eji n
･

mi m imi
･

w e s a k t u l w a
･

k u n e
-

Ⅹei

赤毛村の頭領は 私に 殺された ｡

Ⅹelil al a x elilal a x el ei

血a 血 j o
･ 血 Ⅹot o n

･ 血 s a k t 山 a n ci d a
･

Ⅹa n i y e

彼 の 家 村は 皆 なくな っ た｡

Ⅹot o n
･

m e mi d ul e ni s a k t ul S ol a k i ･ w e g elt e
･

Ⅹei b a k a ･

r g i
･

c e y i

村 の 中を 全て ソラカを 探 したが 見からない 0

Ⅹel ei x elil al a x el ei x elil al a x el ei

- 2 0 8 -



ek e ci a r n e
- 血 a s e n y e yi ci cile

･

ci a x e y i

こ の 様に長い年月 妻に 会 っ て いな い｡

e 8i ele e m e
･

1 e a s e n ･ yi g elt e
･

Ⅹi n e
･

mi w a
･k e ci ･ mi a fu ･

y i

こ こ に来て 妻を 捜 しす た めに 戦 っ た｡

Ⅹ elil al a x e li1 a x el 血I a x el丑al a x elel ei

y al ed u g elt e
･

Ⅹei S ol a k i e r g e n
･

ni d e yi ci ci
･

c ei

しか し 何処を 探 しても ソ ラカ の 影さえ も 見えたい ｡

m 血 g o ni t n u
･1 e mi n i g o 血 u n u

･l e

私 の 心 は 傷 つ い た 私 の 心は

Ⅹelei x elei x elil ei x el el ei

讃終

傷 っ い たo

k e k e k e

人!人!人!

第 1 8 草

al a 喝 (4 7)

S oIA k i

ソ テカは

fu r gi a n y a k t e x o t o n
･

d u mi eji n
-

d ul e n i S a x a li n 皿 a n g m e j a p
･

k e r e ･d u , li

赤毛村の アジ ェ ン に サ ハ リ ン江 の 付近に

e n e
･

( k un e ･) Ⅹe mi s a x ali n b u lu o ti t o u si an ni a ni
･

m e mi a y l
･

J l n e
.i ni

行かされた o サ ハ リ ン 部落の 頭領は 彼女に よく したo

e 血 sit e ･ m e ni e m b a d tl y a X a n
･ 血 yil a n mi o l a o

･

d u g aji
-

r gi
･

l e e m e j o
･ d .1 bi

･

k tLn e - Ⅹe mi

母 子 を 下女と共に 3 人 牢屋から 出し

j e fe
-i mi titi ･imi t ak ol e

･

i ni b a it e s a k t ul 血a ni ･ d ui b u ･

yi

食 べ 物 着る物 使う

e s k e Ⅱl n r a a yi

大変 良い ｡

n r k e n
･

d ul u w a ･ k e ci ･ Ⅹe n

物 を 彼女に 与えたB

i n i i ni mi a m 女oli d a
･

Ⅹa n

日 に 日に 温暖にな っ たo

家に 住まわせた｡

S ol a k i e sk e g o 血
･

血

ソ ラカは

8it e
･

y l y a X a n l l

子 と 下女と

皿 e n e t a
･

d u s a m a n
･

y i d e t ati
･

rgi
･

mi

山に 遊びに行 っ たo 自分は そ こで シ ャ ー マ ン の 修行をして

- 20 9 -

思 う

b i ･ 一e n

い る｡



m e n e mi a mi ･ mi e ki n x o n aji d ul e 血 e m b ad tl 巨頭13 7 ･ mi
彼女は 姉 妹 こ こで 一

緒 に 過 ごし (待ち)

S a x ali n e yi b a
･

d u et e k uli

サ ハ リ ン は 天気が 冷た い｡

fu r kn ･

r gi
- mi d e ri u ･

Ⅹ e n

舞 い ( 咲き) 始める｡

M o x ad a u rk e n s a k t ul

モ ハ ダ山は

止i a 血 匡すⅩe ni
多く の年過 ご した o

yil an bi a d a
･

Ⅹa mi olk t e y ilg a s a k t ul

月 になると 草 花が

d u i n bi a
･

d u yilg a

4 月 に 花が

n un g gi a n d a
･

Ⅹ a n

緑 に なる｡

u rk e n uil e . d u n i s a m a n
･

d u e n d u li

山の 上で シ ャ
ー マ ン に 守護神が

Ⅶ k e n e yi巨壷司1381 e Ⅱl e j o
- k e ci bi

･

si

山の 洞窟に 一

つ の 家の ような所に

e m e i ni S ol a k i tal e e n e
･

Ⅹel e

ある 日 ソラカは そ こ - 行き､

t e
-

r gi
･

Ⅹe n e y i d u l e n i

洞窟 の 中に 座 っ た

fu r k u ･

mi o di ･ Ⅹe n

舞 い ( 咲き) 終る
｡

e si y il g a d e d e g d e
･

Ⅹe n

今は 花が 飛び舞う｡

e m e
･

k imi

来て ､

bi
･

r e n t ui n e m i ed ul e e m b a d u bi ･

iti

い る｡ そ こ に 集ま っ て い る｡

mi a mi e y i d ul e 血 d u b i n g g e
･

r e y icik ici
･

i n i)

彼女は 洞窟に 入り見ると､

e m e J ol u m a m a bi
･

r e n

ゾル ･ マ マ が い るo

e yi J ol u 皿 a m a j u l e
･ dtl S a k t u l s a m an ･ki r e si e d u j ol o d a

･

Ⅹa mi

ゾ ル ･ マ マ は 以前 シ ャ
ー

マ ン で現在 こ こ で 石 に な っ たo

S ol ak i e y i m a m a
･

w e y i cicik i
･

Ⅹ e n g el e n mi o
･

tik i s a k t u l e d u b a k e ci ･in i

ソ ラ カは マ マ を

m a ci b i ･1e e y i m a m a

少 しすると マ マ は

e m e c a s a k e ci x e s u
ll e

l 時間 位 話 し､

ttli n el e m ed el e ･i ni

拝 した｡ (周囲 の) 人々 に 挨拶した ｡

S a m a n
･

m e t a ti
･

w o b ait e

シ ャ
ー マ ン の修行を

Ⅹe s u
･ mi d e ri u

･

Ⅹ e n

話 し 始めたo

Ⅹe 8 u
･

mi od i ･k i mi S ol a ki ey i e ri n
･ d u t a ･1 e i n 一

a 1 89
･1 e

･

Ⅹe n

話 し終えた ので ソラカは こ の時 マ マ に 拝礼 した｡

mi mi edi a fu
･ mi e n e

･

Ⅹe mi

訊ねた r私 の夫は 戦 いに 出た o

e yi m a m a n al e
･

yi t a u n e
･in i a m n g

･

d u le

マ マ は 羊 の持で 数え 口を

y a e ri n e m e
･

r g i
･

1 e

い つ 帰 っ てくるか+ と ｡

t tl r a
･1 e x e s 11

･

i血

開 い て 言う｡

1a 7
等 の直訳 ?

18 8 d ul a ni は
､
｢ 内部+ で あり､ u r k e n d ul e n i で ｢洞窟+ o 洞窟には ､

ホ ジ ュ ン語 (k e w u n) が あるo
139 帯安 (漢常)
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s i

r;
a

;
8

L 如 ;
h

k

d

諾
r

<

ci

8 こ 買いる o 芸㌫v
g

,

o

o

m a n ci

芸ま 芸芸､
Si y a e rin b a k e

･

r g i
･

yi si ed i ･ si x ai e x el e b ai t e ･ n i bi ･ r e n

貴女が 何時 会えるか o 貴女の 夫は まだ 災難が ある｡

si n d u n i a n i 酔 o
･

1 e ･ s yi b i
･

si ji n
11 e ･ s y e d a

･ ki mi e rg e n d e b i
･1 e n i d e s ai

･

s y e n

貴女は 彼を 助けなければ 助けなければ 命が あるか 分からない0 +

ti x e s u
'

mi o d i ･1 e e y i m a m a e m e x a u si n e n d ul 個 e yi
マ マ は 言い 終わり マ マ は 一

枚 の紙 神の御守を

S ola k i ･d u b u ･

Ⅹe n x e s u
･

i mi si e yi
･

w e j e fu
･k isi si d e g d e

･

mi e n e
･

i si

ソ ラ カ に 与えて 言うo ｢貴女が食 べ たら 貴女は 飛んで 行ける｡ +

S ol a ki t ui n el e e yi
･

w e e yi u r k e n e n d ul i fu
t

nij e fu
･

Ⅹe n

ソ ラ カは これを 山神の御守を 食 べ た｡

g el e n mi o
･

sik i x es u ci lle e n e ･ Ⅹe n e n e
･1e m a ci x u li

･

i mi Ⅹ ok t o ･ d u d ui n e r g e
･

d u

人たちに 別れを言い 去 っ た o 少 し 行くと 道の 四方に

s a k t u l mi o a n ci mi a ni a m n e
･

ji 転壷]1 4 1l e
･

mi d e ri u
･

Ⅹe n

人 は いな い o 彼女は 口で ぶ つ ぶ つ (漢語) 呪文をとなえた｡

gi s u n x a x e s u
-

mi o di ･ c e n
,

mi a 血ju b e g d el e
･ mi u i sik i d e g d e

･

mi d e ri tl ･ Ⅹe n
‾

吉
､

と なえる終わらぬ内に 彼女の 2 本 の脚は 空を 飛び始めた｡

n i a m J u Si a n
･ mi

"

Ⅹt l W u n
''

e d in y m g g e
･

Ⅹe n

彼女 の 2 つ の 耳に ｢ フウ ン+ と風が 入り

m a ci bi ･le S a x ali n b ul u o
･

血 Ⅹo t o n ･d ul e y is a
･

Ⅹe n

少 し経 つ と サ ハ リ ン部落の村に 着い た ｡

t u i n el e n a x e s u ci
･

mi d e ri u ･

Ⅹe n e y i b ei
･ mi ni a mi bi

･

si b a d tl k e r e ･d t11 e e u
･

Ⅹe n

また 呪文をとなえると､ 体は 彼女の家の近くに 降りた｡

ni a mi si土e
･

n i e n i ･ mi a g d e n e
･ mi Ⅹu rk u ･

mi Ⅹe b ele
･

l e ni e m e ･ Ⅹe n

彼女 の子は 母を 見て喜び 跳び 懐 に 飛び込んできた
｡

S ola k i sit e
･

yi t eb eli
･1 e m u k e ci

･1 e sit e ･ mi d i li ･ w e d 匡壷計mi Ⅹc s tl ･i ni
ソ ラ カは 子を 抱き キ ス をし 子の 頭を 放でて 言う｡

1 4 0 救 ( 漢語)
1 4 1 (漢書#)

-
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匝 14 2 s i D i a mi
･

si eti ki g o r o a n ci

｢坊や 坊や 貴方の 父は

e m e J oln m a l n a X e S u
･

Ⅹe n

ゾ ル ･
マ マ が 言う

こ こ から 遠くない (所に い る) o

n ia ni e x el e b ait e bi ･1 e

『彼は 災難に在 る』 と ､

ni an i K a n t e .j i sit e j u a n j u s e d a
･

Ⅹ a n i

彼女と カ ンタ の子 は 十二才に な っ た｡

e yi g e rbi
･

mi K e rb u d a e sik ul i

名 は カ ル プダ｡ 大変

e 血 ti x e s u ･i mi e mi 8 i a y tl l

母に 言う ｢母 が

O m n e
'

u y l

どうしよう｡ +

払k a si g o n i
･

n i m a r x o n

賢く考える こ とが 多い ｡

m u n u a m i Id u l e ･ y l n n k t1
･

l o

私 た ちを 父 の と こ ろ - 連れて行 っ て ｡

mi ni
.

w e e 血b a d tl a mi ･

ji e x el e g u .1 un w a
･

k u n e ･1 o

私 に
一

緒 に 父と 敵を 殺させよ｡ +

S ol a ki d oldi ･1 e sit e ･

yi g o mi
一

皿 e s ai ･

Ⅹ e mi t n i n el t um a ki si 血 w e n u k u ･

y i

ソ ラカ は 聞い て 子供の心 を 知 っ た o

K e rb u d a d oldi
･1e a y iji a g d e n e

･

mi Ⅹu r kn ･ mi d e ri u ･ Ⅹe n

カ ルプダは 聞い て 喜び 跳び始めた｡

諦 (57)

Ⅹelei x el ei x elei x elil a x elil a x el ei x elei

yil a n i mi d a
･

x a ni

3 日 経 つ が

｢ 明日 貴方を 送 る
｡ +

e 血
･

y i x e m k u
･

s y e n

母 は まだ 送らない ｡

t u i n e mi a yiji b ait e
･

w e d e x e s u ･

S y e n

こ の 事を 話す こともできず
､

Ⅹelila x el ei x elil a x elil ala x elei

諦終

S ol a k i x e s u
･1 e e m e e y i 紬 nji a

ソ ラカ柱 数える ､
五木 の

u k e n t a u n e
･1 1 4 4

e s k u li

手 の それ (拷) を 数える｡

e di al b e n
･

n i x e rb e
･

mi e y i fu rgi a n y a k t e
･ mi y o x o n

-

d u k e r e
･

d t mi

夫は 兵を 連れて 赤毛

142 宝貝 (演舞)
1 4 3
元 y a yi を B が訂正 ｡

1 4 4 元 n al e ･ yi ti
･

w e x e s11
･

r e をB が訂正 ｡

村 の 近くにお り
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血
･

母 をせかす｡
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j a k o n u y u i d d a
･

Ⅹa n e y i g o ni
･

i n i e y i ed i e y i e x ele g d u n
･

皿 e a fu
･

mi

八 九 日 経 っ ｡ 彼女柱考える 夫が 敵と 戦い

a - k e mi d e s ai ･

s y e mi a n i t a d u d e m et e ･ S y d a
-

x a n j o
･

d d e i n g g e
･

r gi
･

i ni
･

d u
どうしたか 知らない ｡ 彼女は 待 つ ことが出来なくな っ て 家に入 り

e m e old o k e s e g aji
･

Ⅹe ni sit e ･ yi ti u ile 血 t e
･

r gi
･

kn n e 11 e
,

一

枚 の 板を 取り出し 子 を そ の 上に 座らせた
.

m e n e
･d e k e r e

･

d u ni t e ･ r g i
-1 e sit e ･tik i x e s u

-

i ni y is al e
･

yi k o y i n e

自分は そ の側に 座り 子供に 言う｡ ｢ 眼を 閉じて｡

y a
･

w e d e e3 1 y i cicik i
lle

何も 見るな｡

y a
-

w e d e e3
.

i y ici ci
･

si e

何 も 見るな｡ +

e r g e n x an i n b u d e
･

u yi

命が 死 ぬ
｡

u k i a s a g d i a di n
･d 11 d e y is al e

･

yi
･

ji

どんなに大風でも 目で

t u i n e mi e 血 n i sit e
･

n i y i b u ti y i s al e y ici ci
･ k ele

母 子 は 私達 限で 見ると

e yi gi s u n
･

m e d old i
･

Ⅹe mi

話を 軌 ､ た で し ょ｡ +

n ai mi e m e f ok u j a fu
･1 e sit e

-

yi yis al e
･

uil e ni

彼女は ハ ン カチを 取り出し 子 の 眼を

Ⅹe s u
･

m i o d i ･ Ⅹe n i

言 い終わり ､

d a si ･ Ⅹe n

覆 っ たo

t u i n e mi Ⅹe s u ci
･

mi t i old ok u s e fu r gi a n y o x o n
･

d ul e 血 d e g d e mi e n e
･

Ⅹel e

呪文をとなえ 板は 赤毛 村 - 飛んで 行 っ た｡

fu r gia n y a k t e x ot o n
･

ni u il e n i x e rg e
･

siki e u ･ k is i

赤毛 村の 上か ら 下 - 降り

y e ( e ri n) i ni t o k o n d a
･

Ⅹa mi e y i x ot o n
･ d u e yi y i ci ci

.

kimi e m e mi o d e a n ci d a ･ Ⅹa n

正午に な っ た
｡ 村 の 中を 見ても

-

人も い ない o

j o
･

t i s a k t u l

家に

S ol a ki

ソ ラカは

t a d ll

そ こ の

jigd e
･ mi t aiy o

･

Ⅹel e bi ･1 e (d e a n ci)

焼く 火が燃えてい る 所はない ｡

Sit e
-

y i x e rb e ･ mi j ul e
･

3
'

i g e u rk e
･ d d e mi e n e

･

Ⅹ e mi

子 を 連れて 南の 門 - 行 っ た｡

Ⅹo k t o
･

d u y ici ci
･

Ⅹe ni ni o m oli n 8 a k t ul S o n g g ali b a
･

1 e n i e n e { Ⅹ e n d e b i dle

道 を 見ると 人 馬は ソ ンガ リ - 向か っ て い るo

e yュ O ni n e
･

y e sit e
･

yi old ek u s e t e
･

rg i
･k u n e ･1 e x e s u ci - mi e yiji

どうしたこ とかo 子 を 板に 座らせ 呪文をとなえると 東 -

d e g d e
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n S ol a k ij a ri
･

mi d e ri u ･

Ⅹe n

飛 び始めた ｡ ソ ラカが 歌う｡

-
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請(5 8)

Ⅹe u a x elil a x e止1 al a x el ei x el il ei

e k e ci S a x ali n b a d u ni e k e ci a r n e
･

mi b aldi ･

Ⅹ ei

サ - リ ン に こ の様 に長い年 住んだ ｡

Ⅹelil al a x el al a x e u al a x el ei

e yi t o n si a n
･

ni m i 血 w e a y T]1 n e
･

i n i

頭領は 私を 大事に 扱い

j e fu
･

yi s a k t ul b u ･

r e n

食 べ物 与えた｡

Ⅹel ei x el ei x elil al a x el ei

j e fu
･

y i o mi
･

y i s a k t u l m 血d u sit e
･ d ui b u

･

r e n

食 べ 物 飲み物 す べ て 私に 子 に 与えた｡

m u mi ･

n i e di
･

ni K a 血 e y a
･

d u bi
･

Si ni o n i bi
･

si d e s ai
･

s y e n

私 の 夫 カ ンタは 何処に い るか 如何 して い るか分からない o

E el()i x el ei

sit e ･ yi x e rb e
･ mi fu rgia n y a k t e x ot o n

･ d u le ni g elt e
･

Ⅹei a n ci

子供を 連れ て 赤毛村 を 探 しても い ない ｡

Ⅹelil a x el ei x el ei

e y i x ot o n e m e ni o d e a n ci d a
･

Ⅹa n

村杜 人
-

人 い なくな っ たo

mi ni g o mi
･i mi e s l g O n l

･

y l

私 は 考 える 今 思う (彼は)

Ⅹe 血1 a x el ei x elil al a x el e x el ei

e di ･ mi e si y a d u b i
･l e y a d u b i

･1e

夫 は 何処に い る 何処に い る｡

Ⅹel ei x elei

諦終

y a u
･

Sik i e n e
･

Ⅹei

何処 へ 行 こう｡
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第 1 9 章

al a n g (4 8)

e si K a n t e e y i a u gi a n x o t o n
･

n i b ul t1 0 ･ ni g ul u
･

m e ni E k e t tl ej i n g el e n
･

g u l un
･

m e ni

カ ン タ は 赤毛村 部落の 人 々 エ カ ト ･ ア ジ ェ ン 人々 を

yi x a n
'

yi m oli n
-

m e mi u lg i a n
･

m e mi Ⅹo ni
･

m e n i e y ij a k e
･

w e

牛 を 馬を 豚を 羊を 物を

s a k t tll m e n e x o t o n ･

d ul e x e rb e . r g i
･

Ⅹe n

み な 自分の 村 - 持ち帰る

e m e x o kn t o ･ d 1 1 e n e ･i d u e m e e sik uli n io
･

ni m a r x o n x ul i
･

Ⅹe ni ele k e ele k e ･ji x e s u
･

r e n

道を 行く時 大変 人が多く 行くの で ゆ っ くり行けと命 じた｡

e m e i mi j u an b a
･k e ci x ul i

･

i ni d ul i a n bi a ･ k e ci x u li ･ Ⅹel e

毎日 十 里 ばか り 行き 半 月位 進む｡

e yi B u y a n bi r a
･

n i s ul a ･ k e r e ･ ni yis a
･

Ⅹal e

ブヤ ン 川 の 西岸に 着いた o

E a Ⅱt e S ol a k i - w e d e b a k e
･

r gi
･

c e ni

カ ン タは ソ ラカに 会えず､

g o mi
･

i ni e s k ul i m a n n g eJl u n u
･1 e

心 壮 大変 傷 つ い た｡

ti u n e mi c n x a
･

y l g u l u n
･

皿 e mi e y l g el e n
･

g u lu n
･

m e n i m o 皿 p Ci
･ k un e

･1 e

軍の 人 々 に 百姓たちに 木を 切らせ

m o c a p ci
･1 e e m b a d u x o rk un

･

ji d a
･1e s el e n 1

'

i e 血b a d u s a k t ul n e ･ Ⅹele

木を 切り 共に 縄で 鉄で 一

緒に 縛 り付け

t n in el e e y i m a r x o n e yュ m O C a p Ci o
･

Ⅹe s l

沢 山 木を切り (筏を) つ くる｡

e yi t o k o n
･d u K a n t e x o kn t o x u li

･

d tli fu r gi a n y a k t e x ot o n g ul un
･

m ej a fu
･1 e

途 中 カ ンタは 道を 行き 赤毛村の 人を 揺らえ

ti
･

tiki j af e
･i 即1 un

- ki n u ･d ul e S ol a ki b ai t e ･ w e ni m e d ele ･i mi

それに 捕まえた人たちに ソラカ の こ とを 聞いた ｡

e yi g ul u n 8 a k t ul s ai
･

S y e n e
･ mi x e stl

･

X e n

人 々 は 知らない と 答える｡

Ⅹa n t e o n i n e ･1 e

カ ン タは 如何しようもない ｡

g o ni
･ mi e s k ul i e x el e t u i n e mi dili ･1 e ni t u a ･ k e ci b i ･1e

心 に 苦しく ､ 頭が 火 の様である｡

g o ni
･i ni m a n g g e

･

ji tl n u
･

l e

心は 非常に 傷 つ いたo
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e 皿 e i 血 Ⅹo k u t o
･

d tl n i a n i T a cil e X e r bi n

ある 日 道で 彼とタチラとフ ル ビ ン と

bi
･

1 e l a o k el e ･ m i

話 しをして い たとき､

Y u nj o n b a r t u l e ･ k il e e m e
･

r g i
･

1 e x e s u ･

w e x e s u
･1 e e y i m o ( a d e) s a k t ul Ⅹel ek e

･

mi

ユ ン ジ ョ ン パ ル は 外から
.
来て 報告する｡ 筏を 縛 らせ

y a
･

m e o di
･

Ⅹe n K a n t e d old i ･l e x e s u
･

i d e si b i x ai a s e n g elt e e n e
･ k i ni

全て 終 っ た. カ ン タは 聞い て 言うo ｢ 私は 妻を 探 しに

fu r gia n x o t o n
･ d t mi ( al b e n ･

w e) g aji
･

rg i
･

ji b i s a m a n e n d ul i ･d u b el ci ･ u ･k u n e

赤 毛村に 兵を出したo

fu r gi a n x ot o n
･

mi s a k t ul a n ci d a ･

Ⅹa n

赤毛村を 全滅 した｡

b a k e ～ rgi
･

u y i g o n i
･ d u i

会う こたができる の か
､
心 は 辛く

私ほ シ ャ
ー

マ ン 守護神に 助けられ

e sik i y a
-

sik i S ol a ki y a
･

sik i

こ ちらにも 何処で ソラカに 何処で

Ⅹe s u
･

m i d e o di
･

s y e n

言 い つ くせ ない ｡

t ui n e mi e si b eiyi
･ d u k u s u n a n ci d a

･

Ⅹ a n

今 体に 力が なくな っ た ｡

al b e n ･

yi g ul u n
･

ni b a it e ･ w e d e g a u n jd
･1 e ti a x el e

･

s y e d a
･

Ⅹ a n e yi b a it e
･

w e x e s u
･

i mi

兵たちの こ と の 指揮を したくなくな っ た o 指示 を

s a k t ul g el e n t o u sia n
･

d ui x a fe n

各頭領たちに､ ハ ハ ン に､

g el e n
･

g ulu n
･ d ui

人 々 に
､

Ⅹe S tl
-

Ⅹe

言う｡

言う.

bi e
･

tiki a mi ･

si ki e yi i mi a mi
･

sik i s a k t ul e yi ti
･

g ul u n b ai t e g is u n d old i
･

si

今後 今日から 兵事の ことは 彼の言うことを 聞け｡

a yi m o s ak t ul n e
･

u
･

Ⅹe n s a k t ul e y i m o n il e t u ki ･1 e e yi
･

siki e y i e n e
･

u yi

木を 並 べ て作 っ た 筏 の 上 に のり 東に向けて 行 け｡

b i t u m a k i e rd e m oli n y a lu
･l e e n e e 8i g el e n t o u si a n x al a

･

mi

私 は 明朝 馬に乗 り 行く｡ + 各 頭領たちは

e yi gis u n
･

m e d oldi ･ Ⅹe mi t ui n e mi s a k t ul 8i mi gis u n
･

m e d old i ･ yi n e mi Ⅹe s ul e

｢話を 剛 ､ た｡ 貴方 の指示 を 聞い た+ と 言う｡

e yi d olb u
･

ki血

夜であ っ た の で

K a n t e a rk i o m i
･

x e ni t e ri n t ei n e ･ki ni

カ ン タは 酒を 飲み そ の時 休んだ｡

育(5 9)

Ⅹelilal a x e u a x el ei x elil al a x el ei x elil al a x el ei

t u n a k i e n e ･ tlyi E a n t e e m e t a un b u sik u
･

yi x e rb e
.

r gi
･

mi e n e ･ Ⅹ e n

翌 日 行き カ ン タは 百人の プシクを 連れて 去 っ た ｡

- - 21 6 -



Ⅹelilal a x el ei

S o n g g al i fe Ⅸi
･1e e r g e

･

ni x ot o n g o r o b a
･ 血 由 e n e

･

Ⅹe n

ソ ン ガ リ の 北 の付近の 村から 遠いと ころに 行く｡

e y i x o t o n x al a
･

n i s a k t ul mi o ni a n ci t止i a ni o b i
･

Si d e a n ci

こ の 村 の 里には 人も なく どんな 人も い ない ｡

e si K a n t e b ei ･ ni o ci k oli d a ･

Ⅹa n

カ ン タ の体は 熱く な っ た｡

Ⅹel ei x el ei x el ei

d n i
･

mi m u k e ･ k e ci d a ･

Ⅹa n dili ･ ni y i s al e
･

ni 8 a k t u l e m e ilg a
･

k e ci

頭 から 汗が 出た｡ 頭 は 目は まるで 花の ように赤い ｡

m o li n x ol u n
･

d un i titi ･ rgi titi
･

r gi
･

i n i

馬の 上から 落ちる｡

Ⅹel ei x elei

b u si h mi a mi ･

m e n i m oli n u i ･ siki ･ ni an e
･

r g i
･i ni t ui n e mi b u si kn

プ シ クは 彼を 馬の上 - 押 し戻 した ｡ プシ クは

Ⅹo nJ

'

i ni a ni
･

皿 e mi m o 血 由1e mi n e
･

mi e
･d ul e ･ sik i x ul i ･1e e n e

･

Ⅹel e

直ぐ 彼を 馬の 上に 乗せ 前 - 進んで 行く｡

Ⅹel ei x el ei x eleil ei

m a n g m e
･

w e d a t r yi b a
･

d t11 e y is ai
･

Ⅹele

川を 渡る 場所に 着い た｡

Ⅹa n t e t l n k u
･

mi m a n g g e d a
･

Ⅹ an

カ ン タ の病は 重くな っ た｡

c u x a
･ 血 e n e

･

Ⅹe n d e e n e bi ･ r e n

兵は 進まぎるをえない｡

ni a ni x ul i
･

Ⅹe ni 血 n a d a n i ni x ul i
･

Ⅹe nij o
･

j u lei yi s a
-

r gi
･

i mi

彼 は 進んだ 六 七 日 進み 家に 着い た｡

An t e a k i ･ ni d a mi ･

m e mi t ul e ･ siki mi u ･1e a g d e n e
･

mi alci ･1e

ア ン タ兄杜 彼を 外に出て 喜んで 待 っ て い た o.

x elei x eli x el ei
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n i a ni ･ m e n i y i cile ci
･ k i d

彼 は 見ると

n e u
･

ni K a n 七e u n k u ･ k i ･ k e ci

弟 カ ン タが 病気 をして

e m e
･

r g i
･1 e

帰 っ てくる｡

t 血 e m i s o n g
･

m i d e 血 ･

Ⅹe n

彼 は 泣 いた ｡

Ⅹelei

e yi x ot o n a x a
･

y i K a n t e
･

w e m o 血
･

8iki mi

村里 の 下男に カ ン タを 馬から

Ⅹe rgi
･

8ik ij a fu
･

1 e e t r r gi
･

t1
･ k u n e ･ Ⅹe

下 に 担ぎ 降ろさせた ｡

t u in e mi j o g
･ d ul e mi 皿 k t1 ･ rgi

家に 担ぎこ んだ｡

Ⅹel ei x el ei x el ei

e si An t e a m d i mi o ･ w e g elt e
･le u n kn - mi yi cik ici

･ kn n e
･1 e

ア ン タ 数人の人を 探 し 病気を 見させた o

台yi m a di 血o

こ の 人 々 は ､

J u X a X a

2 人 の 男と

yil a n a s e n

3 人 の女である ｡

ti ･ d ul e mi Ⅹe a yi a s e n mi o s a m a n

そ の 中に
一

人 の女 の シ ャ
ー マ ン に

n i a n i ･ m e n i t o n yi cik ici
･

u
･ k un e ･i mi

火を 見させた｡

u n h l n ･ mi 0 mi b i
･

l e o 血 t a kn
･

u yi

｢病気ほ どうか 治るか ｡ +

Ⅹel ei x el eilei x el ei

An t e d oldi
･1 e e 8 k u li g o ni

･

i 血 e x el e

ア ン タは 聞い て 心が 痛んだ｡

t u in e mi Ⅹe r gil e bi
･

si t o u si a n
･

yi x al a
･

w e mi

手下の 頭領 たちに (命じ)
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Ⅹo t o n
-

d nl e ni o n ･l e

村 に 配る

1 4 6
e n d u li b a

･1 e mi e n e
･

1e

神廟に 行き

y Ⅸ a n
･

m e x o ni ･ m e ul gi a n
･

m e mi a k tr r e ･ mi

牛 羊 豚 を 捧げ

Ⅹe s u ci ･ mi mi n i n e u ･ y i x o q
'

i a g d ele ki
･

u
･

k un e
･

1 o n e mi Ⅹe s u ･

i n i

願う｡ 私 の 弟 直ぐ 良くならさせたまえ と 願う｡

Ⅹelil al a x elei

K a n t e u n kn
･

mi e m e
･

i mi e m e
･

i mi ･

tik i m a n g g e d a
･

Ⅹ an

カ ン タ の病は 日に日に 重くなる｡

Ⅹel ei x elei x elei

讃終

第 2 0 章

al a n g (4 9)

e si S ola k i e yi B u y a n bir a
･ mi e m e ･1 e a y i d u l e mi g elt e

･i mi

ソ ラカ は プヤ ン川に 来て そ こ を 探 して いた｡

ed 11 bi

こ こ で 私が

yicik ici
･

ni i ni x a y is a
･

S y e n n i a ni e n e
･

Ⅹe n u rk e n ･ d ul e X ad a u r k e n ･ d ul e

再会する 日は まだ 来ない ｡

e n e
･

1 e 8 a m a n ･

y i t a ti
･

r g i
･i ni

行き シ ャ
ー マ ン の修行をする.

yi s al e t e rgile

目を 離 したとき

yic ki
･

°e n

見えなくなり

彼女は 去り 山に ハ ダ 山に

e m e imi K e rb u d a d e yi
･

d tl
･

k e r e
･

d u ni w a ･ k e ci ･i ni

ある 日 ケル プダが 森の近くで 遊び

e ni
･

y i b a k a
･

r g 1
･

S y e n d a
･

Ⅹa n i

母 に 会えなくな っ た｡

b a k e - ri g
･

sy e d a
･

Ⅹa mi t u in el e s o n g
･ mi d e ri u

･

Ⅹe n

会えなくなっ たo 彼 は 泣き始めたo

e d 11 X d i ･i n i

こ こ を 通り過 ぎ

d ul i a n y ini g elt e
･

mi d e

半日 探 しても

e yi s o n g
･ mi -d Ⅶmi Y u nj o n b a r

泣 い て い るとき ユ ン ジ ョ ン パ ル は

d oldi
･

Ⅹe mi e m e sit e s o n g
･

yi d il g a n b i
･

r e n

聞い た 子供が 泣く 声が する ｡

Ⅹe r g ele mi o x e s u ci
･

1 e

手下に 命 じ

e y 1 mi o g elt e
･l o yi ti

.

g ele n s o n 訂yi dilg a n
･

mi e rg e
･

tiki d e yi
･ d 111e mi g elt e

･1 e

｢ あの人を さがさせ+ ｡ そ の 手下は 泣く 声の 方角に 森を 探 した ｡

1 4 8 供 ( 漢語)
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e d u yi ci ci
-

cile e m e j u a n j u s e sit e b i
･1 e

そ こ に 見た 十 二歳の子がおり

e yi sit e n i o
･

m e x o d o n ･

ni

子供 人が 急い で来る のを見て

y l C ICl
･

Ⅹe Si a

見た か ｡ + と

e d n s o n g
･ mi

そ こ で 泣 い て い る の に

k e r e
･

d u ni e m e
･l e m e d el

･

i ni

そ ばに 走り寄り 訊く

Ⅹai m e d ele ･i 血 y al u .
･

g al e

また 尋ねる ｢ ど こ から

Ⅹe r g el e
.

n i n io ･ 血 Ⅹe s u
･

i mi

手下が 言う

e m e
'

Ⅹe S l

来たか+ ｡

m o n o a n ci d e yi ci ci
･

c 山

｢ 私ほ 何も 見なか っ た ｡

bi 阻 i n x o t o n
･

d 血 t u o si a n
･ mi Ⅹe r g ele bi

･

s i b tl S ik u ･

y i

b a k a ･

r gi

出会 っ た｡

rEll n l e n l
'

m e 1

｢ 私 の 母を

y u nj o n g b a r 国
ユ ン ジ ョ ン バノレ の

e n i
･

m e d e y icici
･

c e n

母 を 見なか っ た｡

e yi t o u si a n e y l S O n g
･

1 mi

私 は キ レ ン 村 の 頭領の 配下で ある プシ クで ある｡ 頭領は 泣き

gis u
,

n
･

m e d old i ･1 e mi n d tl g a5 i
･

el e y icici t u i n el e n i a ni

声 を 聞 い て 私に 行かせ 見させた ｡ 彼 に

S i d a x el e
･

mi m i n u eji n
･

w e yicici
･1o

貴方は 付い て来て 私の アジ ェ ン に 会 いなさい ｡+

y a d e
･

8i y a b i
･l e

何処に 何処に い る｡

K e rb u d a g o n i
･i 血 b i

カ/ レプダは 考えた 私は

b i x a i e ni x e g e 比e
･

r g r l m

私は また 母を 捜そう｡

b i e yi b ad u bi
･

s yi
･ ki e n i mi n d u y al e b a k e

･

r gi
･l e ?

私 は こ こ に い なければ 母は 私と 何処で 会う｡

e yi x e rgil e ni o
･

mi Ⅹe s u
･i mi

手下の人が 言う

sin i sit e ed u b i
.

si n

貴方が こ こ で o

si n i ･ w e b u g a 告e

貴方を 私達 共に

e yi b a l elu ki x ala
･

ni s a k t ul y a d e

｢ こ こ は 狼 達や 何でも

Ⅹa l m l m
`

W e

そ れ とも私に

b i ･1 e l el e
-

B y e a ?

い る 怖くない か｡

d a x el e ･ m i m o n o eji n
･

m ¢ yi s a
･ k i yi cil ek i y is a

･1 o

付 い て 私 の ア ジ ェ ン に 会 い に 行きなさい ｡

b el ci
･

m i e ni
･

w e si g el土e
･

tl yi

助け 母 を 捜そう｡

K e rb u d a d old i
･

Ⅹe ni gi s u n
･

m e

ケ ル プダは 話を 聞いて

tu in e mi e yi eji n
･

m e yi ci
･

Ⅹe ni Y un j o n g b a r l e

ア ジ ェ ン に会 い に ユ ン ジ ョ ン パ ル の所 - 行く｡

e yi sit e e yi eji n
･

m e y ici
･

Ⅹe mi e s k ul i a y i t u i n e mi ci n
'

a n
･1 e

･

Ⅹe n i

こ の 子 は ア ジ ェ ン に会 い 挨拶をしたo

k e r e ･d t mi yi li
･l e bi si n e yi eji n m e d ele ･i ni

近くに 立 っ て い る アジ ェ ン は 尋ねたo
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si F a d e b i
･

si sit e

貴方は 何処 の 子だ｡

K e rb u d a x e s u
･

1 m

カ ル プル は 答えた｡

u n a k a mi e yi d e y i
･d ul e e m e ･ mi s o n g

･

Ⅹei

なぜ 森に 来て 泣いた ｡

bi e mi
.

ji g a 専e e m e
･1 e a mi g elt e

･

mi d e ri u ･

Ⅹe n t ui n e mi ele y lS a
･

Ⅹe n

｢私は 母と
一

緒 に 来て 父を探して

e d u w a ･k e ci b u r gi n
･

d un i e ni

こ こ で 遊んで い るとき 母は

y a
･

siki O n e d e s ai
･

s y e n

ど こ か - 行き 知らない ｡

t ui n e mi e ni b a k e ･ r g i
･

s y e s o n g
･ mi d e ri u

･

Ⅹe mi

母 に 会えずに 泣いた｡ +

eji n n e m e d ele
･

1 e 良i

頭領は また 尋ねた｡

ni a mi el e k eji x e s ul e

彼 は ゆ っ くり 言う｡

a 皿1
-

Sl e n l
-

Sl

｢ 貴方の 父

こ こ に 着 いた｡

a mi
･

si mi i mj a k e g e r bi
･

imi

母 は 誰､

bi e mi
･

yi S ol a ki a mi ･

yi E a n t e

｢私 の母姥 ソ ラカ 父は カ ン タ｡ +

Y u nj o n g b a r d oldi ･ Ⅹe mi e s kn li s ai x e mi d e ri u ･

Ⅹe n

ユ ン ジ ョ ン パ ル 柱 間い て 全て 知 っ た ｡

t u i n e m i t e -

r gi
･le

起き上が り

yili
･

r g i
･1 e x e 8 u

･

i mi

立 っ て 言う｡

si e y l m o n o e3 1n
･

W e Sit e
･

ni e a mi ･

si m e n e e n i ･ w e

｢ 貴方は 私の ア ジ ェ ン の 子で ? あなたの父 は 母を

何と言う 名か ｡ +

g elt e
･

rg i
･

si

捜して いる｡

e n l
-

Sl g elt e
･

r gi
･

mi b a k a ･

r gi
･

s y e e d tl m a Ci O n e
.

x e ni

貴方 の母を 探 し出せず 会えず こ こから 帰 っ た｡ +

t u i n e mi a rk i ･ w e s olgi
･

w e g aji
･

si mi Ⅰ( e rb u d a j e fu
･ k u n e ･ mi d e ri u

･

Ⅹe n

酒を 肴を 持 っ てきて カ ルブ ルに 食 べ させた｡

t u mi el e x e rb e
･

r gi
･

1e K a n t e ･ d u i yicici
-k u n e ･1 e

連れて帰り カ ンタに 見させ るため

e yi e ri n g ele n
･

g ul n n m oli n alb e n
･

ni s a k t ul m u k e ･ d u l e mi bi
-

si m o ･ 山1 e ni t u kn ti ･1e

こ の 時 人 々 は 馬 兵を 水に浮か べ た 筏に 乗せ

Y u nj o n g b a r e y i E e rb u d a
.

w e x e rb e
･

mi m o u il e ni t u k u ti ･ k u n e
･1 e -

ユ ン ジ ョ ン パ ル は カ ルプダを 連れて 筏に 来させた｡

m o
'

u il e mi a n g kn j o
･

k e ci a n k u ･ k e ci o
･

r g 1
･

1n 1

筏 の 上 に テ ン ト 家の様 ア ンク の様な物を 作り
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e yi m o
･

u n e n i b tlS u l o kn T gi
･1 e g u g u d a

-

j ik i ol 血 m o g el e n e n e
･

mi d e ri t1
･

Ⅹe n

筏 の 上 に 旗を 磨かせ 高く 二十 の筏 を 出発 した ｡

e m e i ni o li n b a
･

d d e x u li
･

iti B u y a n b ir a
･ d u

一 日 二 十里

mi tt i血 Ⅹu li ･ Ⅹ el e

六 日 進んだ｡

進 み . プヤ ン 川に沿い

G aij in
･ d u l e ni u t a u n b a b i ,l e

ガイ ジ ンまで 六 百 里 ある｡

g el e n t o u si a n g tll u n
･

n i e y i m o
･

u il e n ij a ri
･

mi d e ri u
･

Ⅹel e

各 頭領 達ほ 筏の 上で 歌う｡

alb e n
･

mi g a 8 e j a ri
･i出

兵も 共に 歌う｡

諦(6 0)

Ⅹe u ala x elil a x el ei x elil ala x elei x e li1 al a x elil a x elil al a x el ei x el ei

s a g di s a g di m o
･

d t1
･

uil e ni ei
･

ji e t1
･

u y O e

大 大 筏に 乗り 東 - 流れる｡

Ⅹelil a x elil el()i

j o g
･

d ul e G aiji n b a
･ d u l e mi e n e ･

Ⅹo e

故郷 - ガイジ ン - 行く｡

Ⅹelil al a x el ei x elei

m o n o j o e m e
･

r gi
･1 e e yi y o x o n

･

d u

我 等は 帰る 村に

t ui n e mi a n k u 8 a k t u lj o
- k e ci o ･ r gi

･

Ⅹe

ア ン クを 家の様に 建てた ｡

g ele n ni o m o
･

tlil e mi j e fu
･

yi o mi
･

u i e 8k ul i a yi

人 々 は 筏 の 上で 食 べ 飲み 好い o

x elil al a x elila x elil a x elil al a x el ei

yis al e
･

yi t e rgile y ici
･

r gi G aiji n k e r e
･

d u ni yis a
･

Ⅹe n

見 る間に ガイ ジ ン付近に 着いたo

e m e j o
･

ni g ul un
･

ni s a k t ul e 血b a dl r l e a s e n sit e ･

yi

家 の 人に 共に 女 子供に

Ⅹel ei x elil al a x el ei x elei

諦終
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yi ciki ci
･l e d u i

会える｡



al a n g (5 0)

e yi m o e y i G aij i n
･ dtl y i s a

-

x e

筏 は ガイ ジ ン に 着いた ｡

A 血e q m e y i t o u si a n
･

yi x al a
･ d u

ア ン タ ア ジ ェ ン は 頭領たちと

e n e g a S e

一

緒 に 出て ､

el e x o t o n g u l un
･ 血 Ⅹa x a a s e n s a g di m a 払 yisi kn 1i sit e s ak t ul

こ の村 の 人 男 女 老人 子供 皆

e yi m a n g 血 e j a p
･

k e r e
･

d Ⅶ 止 yi ciki ci
･ mi a g d e n e mi bi

･1 e

河 の 川辺に 見て 喜ぶ｡

e yi y u a n s y u ai Y u Hj o n gb a r An t e eji n
･

m e yi cile ci
･

c e

元帥 ユ ン ジ ョ ン パ ル は ア ン タ アジ ェ ン を 見なか っ た a

E a n t e t a d u s a g di t o u si n g o mi
･ d u i K a rlt e d e mi o yi cici

-

G e n

カ ン タをそ こ に 大 頭領は 心配 した カ ン タが 見えない o

g o ni
･ d u le g o mi

･i mi

心 に 思うに

u n a k a m i

どう した ?

m e d ele ･ m i d e o ni m e d el(∋･1 e

問うにも どの ように問うか

tⅥi n e m i d e di r g a n e
･

c e n

声もでない ｡

第 2 1 草

al a n g (5 1)

g el e n
･

g ul u n u m b a d u b a k e ci
･

r gi
･l e a g d e n e

･

r gi
･

mi ci n g a nl e
1

1e

皆 は 共に 会い 尊び 挨拶をし

y u a n 8 u ai Y u n)
'

o n b a r m e d el e

元 帥 ユ ン ジ ョ ン パ ル は 訊ねる｡

tln a k a mi s a g di y u a n s u ai
･

w e y ici
･

r c e e m e
･

cia bi e si sit e ･ w e g aji
･

rgi
･ k i

｢ どう して 大 元帥を 見ない 来ない の か 私は 子を 連れてきた｡ +

g u a n si
･1 e t o u si a n ･

ni d e x e s ul e s a g d i t o 1 Ⅸ ai n b ale

管理する 頭領が 言う ｢大 頭領は

e n e
-

Ⅹe

天 - 行 っ たo

ej i n s o n g n e u
･

yi s o n 訂 mi e s kn li b u d e
･ ki mi s o n g

･ mi bi ･1 e

ア ジ ェ ン は 泣き 弟を 泣き 死にそうなほど 泣いて い る｡
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m o n o e 皿 e
･ k 皿 e

-1e si 血 g aji
･

u
･ k u n e - x e n i

私を こ こ に来させて 貴方を 連れてくるように+

Y tl nj o n g b a r d oldi ･ Ⅹe n g o mi
-i 血 un u ･l e

ユ ン ジ ョ ン パ ル は 聞 いて 一 大変 悲し い ｡

e yi j a fe
.

i 酢 11 un
.

m e ni s a k t ul Ⅹo t o n t ul e
･1 e mi t a d u bi

･

u
･ k u n e

･l e

捕 らえた人を 村の 外に 居させ

g el e n t o t lSi a n
･

y i g tlk l m
･

皿 e ni mi a mi ･

m e ni yi ci cik i
･ mi a yiji n e

･k u n el e

各頭領た ちに 彼らに 見させ 良く扱わせ る0

g u 血 n alb e n
･

ni g ul u n
･

m e mi Ⅹot o n t ul e
･

n i a n k o o
･

k u n e
･

Ⅹe mi

兵 たちを 村の 外で 野営させた｡

m e n e e yi K e rb u d a x e rb e
･ mi An t e ejin

･ d tl yi ciq i
･k u n e ･ Ⅹe n

自分は カブダを 連れて ア ン ダ ア ジ ェ ンに 会わせた ｡

An t e y i ci
･1e Y u nj o n b a r

ア ン タ は 見て ユ ン ジ ョ ン パ ル が

e m e sit e K eb u d a ･ w e g a] 1
･

r gl
･

1 mi e yi

子 カブダを 連れ帰 っ た こ とを

mi a mi u si a
･

皿i 8it e
･

i
･ k e ci n e u

･

y i b u d e
･

Ⅹe mi b a d tl d ul e x e rb e
･

Ⅹe n

彼が連れてきた子は 弟が 死んだ 場所 - 連れて行き

t u n el e s o n g
･

m l J a ri
･

m i

泣き 歌うo

諦(6 1)

Ⅹe li 1al a x elil a x elila x e u al a x el ei x elei

g u lu n
･

n i g el e n
･

g u lⅦ n
･

mi s a k t ul s o n g
･

1 e

人 々 人 々 皆 泣き

x elil a x el ei

e yi b u d e
･

Ⅹe n i n e t1
･ mi b u d e

･

Ⅹe mi n e u
･ mi s a k t d g o 血

･ k i u n u -l e

死 んだ 弟 死んだ 弟を 悲 しむ｡

Ⅹel ei

m i mi n e u ･

yi s a g di t o u si a n

私 の 弟 大 元帥

Ⅹel a

m
･

u alb e n e m e t u m e n m olin 血 g u a n si
･1 e

誰 が 兵を 万 の 馬を 統 べ る o

- 22 4 -
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■

Ⅹe n

知 っ た｡



Ⅹel ei

bi
･

ni 血a ni si y i sik ul i 血 o d a x a
･

si a n ci

私 の 彼 (弟) お前は 小さい時 親族を なく した ｡

a s e n g a d e
-

k i d o e x ele
･

g ul u n
･ d tl j a fu

･ k u n e
-

x e

妻 を 撃と っ た人を 敵の人が 捕らえた｡

Ⅹel ei

a k i
･

yi bi i sik ul i
･

d ui mi mi ･

m e n i s a gdi d a o
･ k un e

･

Ⅹei

兄 私は 小さい 時か ら 彼を 大きく 育て た

e si mi ni m e s ik e x ul i ･ r gi
･

Ⅹei

今 私 だけ 残したo

X el ei

e si si 皿 e n i s 止e
･

si e d u e 皿 e
･

Ⅹe n

今 貴方の 子が こ こ に 来た｡

g ele n e n d u li
･

g u lu n
･

ni a yiji mi mi
-

w e

神速は 良く 私の

g o ni
･i ni a y iji a y id e

･

r gi
. kn n e -1 o

心 を 慰めてください ｡

n e u
-

yi a y id e
･

r gi
･

kn n e ･1 o

弟 を 慰めてください ｡

Ⅹelei x elei

n e l l
-

yi K a n t e e r g e n
･

m e mi g aji
･

r gi
･

u
･ k u n e

･

1 o

弟 カ ンタ の魂を 連れ帰えさせ給え｡

e rg e n
l

m e mi g a沖r gi
･

u
･k u n e

･

l o

魂を 連れ帰えさせ給え｡

Ⅹel ei x el ei

bi s a k t ul a yij a k e
･

w e s u n d u a yi5i b u
･ mi O n

私 は 神前に 供物を 貴方に 供える｡

s a 皿 an 印1 u n
･ mi e n d uli g ul tl n

･ mi s ak t ul a y iji

シ ャ
ー

マ ン 達 神 々 に 良く

Ⅹelei x elil eil ei x elei

諦終

- 22 5 -

n e
･1 o

耽 るo



al a 喝 (5 2)

亜欄

An t e E a n t e
･

ni b tld
･

Ⅹe mi
･

d u n i t u i n e mi t a d u g o ni
･in i d e e x el e

ア ン タ 性 カ ンタ の死 の祭壇で 悲 しんだo

y e m a ci n e
･

Ⅹ e n t u i n el e g ele n 由 Ⅹe r g el e b i
･

si t o u si a n g u lt l n
･

m e ni x e s u ･

Ⅹel e

少 し経 つ と 各 手下の 頭領たちに 命 じた｡

u yi n n oli n
･

w e w a
･

u
･ kn n e l e , u yi n s u y an y i x a n ,

九頭 の馬を 殺させ 九頭の黄 牛を

u y m x o 血

九匹の 羊を

u yi n u l gi a n u yi n ti o k o

9 匹 の豚を 9 羽 の 鶏･

mi e x e w a
･ k u n e

･

Ⅹe n

鴫を 殺させた o

e yi u ls e x al a
･

w e ni s a k t ul uil e mi n e d ele ･ Ⅹe n

肉 類を (祭渡の) 上 に 置 いた｡

u yi n s i a n gi n m oli n m o li n y a k t e
･ mi ( s ol g ok t e

･

n i)

九 頭 の 白い 馬 馬の 毛

m olin i r由
･

mi y a k t e
･

mi (ir gi
･

n i) s a k t ul a ci ･ ul e

馬 の 尾 毛を 抜き取り

台yi td e
･1 e 血

外 ( 磨) に

e m e g u g u d a n e d e
･

Ⅹe mi g u g u d a j o
･ k e ci ･ 血1 e ni

高く 置き 高い 家の様な物の上に

]u S a m a n
-

m e

2 人 の シ ャ
ー

マ ン

a S e n 8 a m a n
‾

m e

女 シ ャ
ー

マ ン

J n X a X a S a m a n
`

m e

2 人 の男 シ ャ
ー

マ ン を

e yi g u g u d a j o
･

k e ci u il e
･

d ul e n i t a d u t ok i
･

u
- k u n e ･ Ⅹe n

高 い 家の 上に 上らせた ｡

n ed e ･ x e n

置 い た ｡

s a ul i
･ ki mi

招き

tu i n el e j a ri
･ k ll n e ･i n i

歌わせ た｡

帝(62)

Ⅹel ei x el止a x ele x el ei x elil al a x el e x elil a x el ei

b u d e ･ Ⅹe mi Ⅹa ni ･ m e mi e n e
･

ki t a d u e x eji b i
･le

死 んだ 魂は 行き そ こで 不遇だ｡

Ⅹelei x el ei

x e rg el e I)i
･

si x ot o n t o Ⅶsi a n
･

m e 血

手下の 村 の 頭領､

S a k t ul b a t ul e t o t1Sia n g el e n x ot o n

バ トル , 頭領 ､ 各村 の

- 22 6
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b a y u n g u h n
･

m e 血 組 k七山 e m e ･ r由
･1 e

裕福な人は ､ 来て

a y l g ele n a yi j ek e
･

w e n 1止u ･

Ⅹele

色 々 良い物を 送る｡

Ⅹeli x el ei x e li 1eil ei x elei

e yi t ul e
･1 e ni 血o ･ 血 m a Ⅸ o n b i ･1e

,

庭 に 人が 沢山

gia y o x o n うi b al e mi s a k t ul e m e 芝al a

別 の村 場所か ら 来た人達

u r k e n ･ w e t o k u n
･

ni t o u si a n s a k t u l e m e si a n gi n b o s u
･

w e b u ･

Ⅹe n

門の 中央の 頭領 ( 門番) が 白 い 布 を 与えた｡

Ⅹelil al a x elei x elil ei x elil a x elei

謡終

al a n g (5 3)

E a n t e b 11 d e ･ Ⅹe n i yil a n i 血 imi t ok o n
･d u

カ ン タ は 死んで 3 日後 正午

E e rb u d a a x a ･

ni g ul11 n
･

ni ed u s a k t ul gir an
･

ni k e r e ･d u mi bi ･1e

ク ルプダと奴隷たちは そ こに 棺の 前に い る｡

e d u gi r a n
･k e r e

･

d u 血 bi
･

si n ･d u 血

こ の棺 の 前に 居る時

〟

Ⅹe
JJ

e m e n lO

｢ フ ウ+ と -

人 の人が

e m e a s e n ni o y ln g
･

Ⅹe n

女が 入 っ てきた ｡

e y i K a n t e
･ d u gi r a n

･

d ul e ni y i x a
･

Ⅹe n
･ d tl mi a k u r e ･ mi d e ri u

･

Ⅹe n

の カ ン タ の 棺 の前で 進み 飽き

mi a kn r e
･

m i ･ d u s o n g
･ mi e s k u li m a n gg e

･

ji s o n g
･

Ⅹele

･焼き 泣き 大声で 泣い た｡

e yi b i n a
･

yi b a
･

yi n e
･

mi s o n g
-

x el e s o n g
･ mi s o n g

･ mi k e r e
･

t a d u d u d u le
･

Ⅹe mi

私 の 地 天 と 泣く 泣い て 泣い て そ ばに 横にな っ た Q

g el e n mi o x o nji e n e
･le rd a mi

･

m e tiki
･

r gi
･

1e x o nji x od al e d u lia n imi
･k e ci x od al e

･

k iti

皆は すぐ 駆け寄り 彼女を 起こ し すぐ 叫ぶ 半日位 叫んだD

s e n e
･

ri g
･

k i

気が付い た

- 2 2 7 -



e si g el e n
･

g ul u n a yiji yi ci ci
･

Ⅹe mi e yi mi o e si S ola k i e m e
･

r gi
･ k i d

皆 接 見て こ の人は ソ ラカが 帰 っ たo

S ol a ki x e g el e n n i o um b a d u b a k e ci
･

mi g a s e ci n g a nl e
･1 e

ソ ラカ と人た ちは 共に 再会 し 挨拶 した ｡

t u i n e m i a yiji yi ci ci
･

rg i
･ mi e di d o uji

･ mi

よく見ると 夫の顔 を

a yュy l CI Cl
･

r g r i血

よく見ると

e yi mi a mi d o uji
･ mi e 8 k uli x a m a ci s ek s e ･ mi m a ci bi ･1 e m a n 紺 e

-

ji d e gi a
･

si d a ･ s yi ni

彼 の 顔は 少 し 血 の気が 少 しあり 多く 変わ っ て い な い の で

tu i n ele m ed el e ･in i K a n t e b u d e
･1 e a di i mi d a

･

Ⅹa n

問う カ ン タは 死ん で 何日 経 っ ｡

e yi g el e n mi o x e s tl
･i mi y il a n i mi d a

-

x a n

人 々 は 言う 3 日 経 っ た｡

S ol a k i e yi t ui n e mi e m e c a ul e

ソ ラカは 一

杯 の

m u k e d a ･ u ･1e
･

Ⅹe n

水 を 注がせ

n a e yi y a x e
-

r gi
･iti x eb eli

･

siki e m e o k t o ･ w e t ati . rgi e yi o k t o
･

w e y a x e
･

rg i
･

le

開い て 懐から 廉を 取り出し 薬を 開いた ｡

n a d a n fu r gi a n x a ci n o k t o b i
･

1e

七 つ の 赤 い 種類の 薬が ある ｡

fu r gi a n x a ci n t ul e
･k e ci g aji mi a mi a yi ok t o

･

w e y il an c a ul e a rk i t o x o n
･ d un i b i

赤 い 種類を 外に 取り出し 彼女は 薬を 3 杯 の 酒 の 杯 の 中に 入れ

si a n gin m u k e
･

w eji s a k t ul c a ul e

白い 水を 湯春に

e m b al e n e d e ･i ni

入れた｡

E a n t e . m e K a n t e yik t e
･1e mi k a n t a n

･

ji n al e
･

ji a ci
･

Ⅹ e n yik t e
･1e mi y a

･

r e

カ ン タを カ ン タの 歯は が っ し り噛み 手で 開き 歯を 開き

ok t o
I

W e a 皿 n e
･l e ni a m n e ･ d ul e a m n e

･d u ･

siki mi n e d e
･ 14 6

薬を 口 に 口に 口 の中に 置いた o

n a d an c a u le a rk i o k t o ･ w e s a k t u l x eb el e
･ d ul e ni y a o

･

u
･

k un e x e

の 七 杯 の 酒 の ( 杯 の) 薬を 腹 - 流 し込む｡

S ola k i t e
･1 e e yi fu m i n a x a n

･ d u al ci -i ni o k t o ･i mi E a n t e d a o ･k un e ･1 e n e
･ mi

ソラ カは 座り 北の オ ン ドル に 待 つ 薬が カ ン タに 効い てくる の を｡

1 4 6 元 d a ol e
･

Ⅹe n ( 注ぐ) を B が訂正 ｡
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e si g td u n a s e n 卯1 un s a k t ul Ⅹe S tl
-

m e X a S u Ci ･ mi e m e ･ r gi An t e ejin
･ d u x e d ale

･

Ⅹel e

下女 達が 話を 伝えに 来た ｡

d oldi ･ Ⅹe ni e sk ul i a gd e n e
･1 e x o n3

'

i

聞い て 大変 喜び すぐ

el台 e m e
･

Ⅹe n

こ ちら - 来た ｡

ア ン タ ･ ア ジ ェ ン に 言うo

u rk e t a t e
･

1 e y i ci cik i
･

Ⅹe n n e u
･ mi a s e n t e

･

1 e bi
･

1 e

戸 を 引い て 見ると 弟の 妻が 座 っ て い る｡

S ola k i x e r g ele d a
･

Ⅹa mi t e
-

1 e bi
･

le ni a ni - m e mi yi ci
･

1e a ki ･ d ui mi a kn r e
･

Ⅹe ni

ソラ カは 下に降り 座 っ て 彼を 見て 兄に 脆い た｡

第 2 2 章

al a n g (5 4)

An t e S ol a ki T a cil a Y u nj o n b a r X u rbi n

ア ン タ ソ ラカ タチラ ユ ン ジ ョ ン パ ル フ ル ビ ン

g u a n sil e b ait e t o u si a n g u l u n
･ mi m a fu ･

s el g ul u n
･

ni oli n 囚 mi o
監督 の 頭領 達と 老人達 2 0 人余り

e yi K an t e gi r a n
･

n i ti ･ Ⅹal a
･

mi e m e ･ Ⅹe mi e d u y iciki ci
･i ti

カ ン タ の 棺 の 人たちが 来て そ こを 見守るo

m a ci bi ･1e d oldi
･

Ⅹe n K a n t e x e b uli
･

ni
I-

k il u g ul u kil u g ul u
･ ･

少 しすると 周い た カ ンタ の腹が キ ル グル キ ル グルと

t ui n e mi d tllu a n n e -d ul e
''

Ⅹu
''

n e
･

mi si a n gi n j a k e
･

w e mi u ･

Ⅹe n

中か ら口から フ
-

と 白 い 物が 出た｡

S ol a ki dili m a ci x e n ki si
･

mi

ソラ カは 頭を 少 し うなずき

.
e $ 1 e31 n

｢ ア ジ ェ ン を

a yiji yiciciki
･1 o

よく 見て ごらん ｡ +

t ui n el ele e m e a n n e at ek ol j a k e
･

w e

そ して 一

口 の 汚 い もの を

t ui n e m i ･ d u
`̀

e e n a e m
' '

n e
.

m l

続 い て エ ナ エ ナ と

g ele n ni o
･

tiki x e s u
･

i mi

皆 に 言う

K a n t e
"

Ⅹe n
”

n e
･ mi

カ ンタは ｢ - ン+ と

te m e ri
･

Ⅹe n

手探 っ た｡

Ⅹo d al e ･ mi d e ri u .

又e n

叫び始めた｡

- 22 9 -

d il g a n e
I1 e

音がするの を｡

e m e d ilg a n e
.

玉e n

一

声 出した｡



14 7 Ⅹo d al e
･

m i x od al e
･

in i

坤き 叫ぶ 叫ぶ. カ ン タは

n al e
･

y i t a ti
･

rgi
･1 e d elb e ･ yi u il e mi b o s u d a si

･

Ⅹe ni a c l
･

Ⅹe n

手を 挙げ 顔の上 に 布 を 被せてある の を 取 っ た ｡

el ek e yis al e t u r a
-

k i ni

ゆ っ くりと 目を 開けた o

S ol a ki g el e n 甘11 un s a k t ul e yi j a p
- k e r e

･ d t mi E a H t e
･

W e y i cici
･

iti

ソ ラカと人たちは 周りに集まり カ ン タを 見る｡

S ol a ki a g d e n e
･

mi n al e ･ w eji ed i n a le
･ 血j a fu

11 e x e s u ･in i

ソ ラカ娃 喜び 手で 夫の 手を 掴み 言う｡

e di ･

si s ai
･ kisi a E a n t e d oldi ･ Ⅹe ni s o n g

･

mi Ⅹe S n
-

1 m

｢ 夫 よ 気が付きましたか
o+ カ ンタは 聞き､ 泣きなが ら 言うo

ちi a s I Cl m

｢ 私は 大変

Sin i ･ w e m a n g g e
･

ji g o 血
･

m i u n k u b a k e ･ y i

貴女を 大変 心配 し 病気に な っ た o

e si b u si kn b a
･1 e ni e n e

･

1 e s 血 ･

w o y ici ki ci n e
･

mi g o mi

今 鬼 の 陰界 - 行き 貴女を 見た い と 思い
､

e si b u d e - ki d e g o mi
･

y i a g d e n e
･le

死 ん でも よい と 思 っ たo +

Ⅹe $1 r m i odi
･

1 e

言 い 終わると

d o uji
･ d mi yis al e

･

ni s o g d tl n
･ mi s a k t ul m a r x o n e ui

･

Ⅹe n

顔 に 目に
■
気に 沢山 流れた｡

S ol a ki s ai
･

1e a yi d a
･

r gi
･i mi g o ni

･l e ･ d u i

ソ ラカは 知る 良くな っ たと 考え

e r g e
･ mi e m e ･ rg i

･k i ni I 血 m ol in s a k t ul g aji
･

r gi
･

ki ni

気を 出 し 人 馬 を 連れてきた｡

e yi a n

e m e d a n m a n g g e
-

ji s o g d un

一

度 大きく 気を吐い た o

e r g e は , 気 ､ 命だが ､ 命令ではない o

14 8 k o m a k a x u y u
･i ni x u y u

lle o mi
･k t m e

･

mi d e ri n x e n

人参 鹿 を煮て 煮て 飲ませた｡

e yi a s e n
･ 血 n ale ･ji m e n e t a d u K a n t e

･

w e o m i
･ k u n e 111

･i E a n t e o m l
I

Ⅹe n

嚢は 手で カ ン タに 飲ませ 与えると､ カ ンタは 飲んだ｡

t u i n e m i e s k u li a yi d a
･

x a n d e r e

大変 良くな っ た｡ 卓

d e r e ･k e r e ･ d u mi t e ･ r g i
･

Ⅹe n a k i - mi yi cik ici

卓の側に 起き上がり 兄を 見る｡

1 4 7 B が ｢病人の 声+ と いうo
1 4 8 馴ま､ ｢朝鮮人参+ と言う｡ 漢語にも ｢ 棒槌+ とある.
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g ele n 癖 e yi t o u s i a n x ala
･ mi s a k 七山 k e r e ･d u ni yi h T g i

･1 e yi ci k i ci
･1 e

各 頭領 た ちを 側に 立ち 見る｡

諸(6 3)

Ⅹe li 1al a x elil a x e lil al a x elii a x elei x eleilei

讃終

e si E e rb u d a y ici
･

1 e a mi s e n e
･

r gi
･

i ni

ク ル プダは 見た 父が 蘇 っ た の を

a gd e n e
･

mi Ⅹo nji k e r e
･

d u mi e n e ･1 e mi a k u r e ･ Ⅹe n

喜 び すぐ 側に 行き 脆いた ｡

K a 血 e yi cil e g o mi
･d u o 血 bisi n g o mi

･i mi

カ ン タは 見て 心に どうした の か 思う

m e d ele
･

i ni si ni ･ mi sit e
･

ni e

問う ｢貴方は 誰の 子だ｡ +

S ola k i j111 u
･

sik i e n e x e s u
･

r e

ソ ラ カ は 前に 行き 言うo

K e rb u d a G o ri
･

mi ) Ⅹe s u
･

1 n l

カ ル プダを 指差 しながら 言う｡

e y l Si
-

ni sit e ･ si ni a ni e n e
･le

｢ 貴方の 子 で ､ 彼 は 貴方が戦い に出て

j u bi a
･ k e ci bi

･

si n a mi l e ･ Si b ald i ･ x e n

2 ケ月 後に 生まれた｡

e yュ a r n l J u a n J u S e

今年 十 二 才｡

bi mi a mi g e rbi
･k u n e

･

Ⅹei K e rb u d a n e
･

mi Ⅹod al e -i

私は 彼を 名づけて ク ルプダと 呼ぷo +

E a Ⅱt e d old i
･

l e
.
a y l] l y i ci ci

･

1 e sit e y ici ci
･

Ⅹe n

カ ンタは 聞い て よく見る 子を 見た ｡

a g d e n e mi sit e
･

yi n al e
･

w e 血ja fe
･i ni

喜ん で 子を 芋で 掴んだo

帝 (6 4)

Ⅹelil al a x elei x elil al a x el ei x elilal a x elei

-
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ni a ni s a k t ul s ai ･k i 血

彼は 知 っ て い る｡

e yisi a s e n
･

血 S ol a k i 血 a 血 mi mi e r g e
･

m e mi e m e ･ r gi
･

u
･ k un e ･ Ⅹe n

これ は妻 ソラカが 私の 命を とり返 らせたこ とを｡

Ⅹe li1 a x eli x elei x elil a x elei

e si ni a ni b ei
.

d ll mi s a k t ul a y iji d a
･

r e n
･

k i血

彼 の 体が 良く 回復 し､

t e r g ele
･

ni d ul e mi o cik oli d a ･ Ⅹ a n

服 の 中が 暑く な っ た｡

Ⅹe hl al a x el a x e u .al a x el ei x elil al a x elei

mi a mi t e r g el e
.

y i ui sik i titi
･

rgi t e rg el e
･

y i titi
･

r gi
･

Ⅹ e n t u i n el a ci - x e n i

彼 は 服を 上 に 着た 服を 着てい た の を 脱い だ｡

Ⅹelil al a x el e x elil al a x el e

e si An t e eji n g ele n mi o s a k t ul si a n gi n b u s o
･

yi a ci
･1e ･ k un e ･ Ⅹe n

ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 人 々 に 白 い 布を 脱がせた｡

g el e n mi o a g d e n e
･ mi d u ri t r立e n

人 々 は 喜んだ｡

Ⅹelil al a x eli x elil e

諦終

a l a n g (5 5)

A n 去e

ア ンタは

e yi a m a di i ni g o ni
･i mi d e o ni b i ･ Si d e s ai ･ S y e n

こ の 数日 考えるが どうなの か わからない ｡

y a d e b ait e
-

w e d e gi a d e 8 a k t ul Y u nj o n b a r g u.a n Bil e
-

k u n e ･ Ⅹe n

どんな事も 別 の革も ユ ン ジ ョ ン パ ル に 管理させた｡

e si K a n t e b aldi ･ rg i
･ ki mi S ol a k i sit e

･

yi g a] 1
･

r g l
･

mi e m e
･

r gi
･ ki n i

今 カ ン タが 生き返り ソラカが 子を 連れて 帰 っ てきた 0

g ele n ni o j o g
･ 血 tl m b a d tl a yiji d a

･ ki mi e 8k ul i

皆は 家に
-

緒に 良くな っ た の で 大変

a g d e n e
･1 e

うれ し い ｡
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E a n t e

カ ン タ は

S e

S ol a k i

ソ ラカが

a yi
･

ji n ei
･

d u ni t a k o ･ rgi
･1 e

よく そ こで 面倒をみ ､

1 4 9
e y i kn s ul e

･ ki d a ･ ki n i

世話をすると 力強く なり､

a ki
･

n i n e tl
･

y i e 血b a d u e 8 k d i a g d e n e
･

r gi
･

1e

兄と 弟は 共に 喜んだ｡

蒲 (6 5)

Ⅹelei x elil a x elei x elil al a x el e x elil e x elei

帝終

e m e imi K a n t e a k i ･tik i x e s u
･

i mi e yi g ele n
･

g ul u n
･

m e e yi b t1
･

iti

ある 日 カ ン タは 兄に 相談 し 皆に 褒章を与える｡

ju a x a n d u a yiji x e s u ci
･1e t o u si a n g ul un

･

n e x e rgi bi
･

si 釘Ilu n
･

m e

2 人 兄弟･ 良く相談し 頭領たちに 手下の人たちに

8 a k t ul t a d u j a k e
･

w e b u ･

yi a m a di i血 a mi
･

Ⅹik i bi
-

k i ni

そ の 場で 貨を 与えた ｡ 数 日後

g ele n t ul ul e bi
･

si y o x o n x ot o n
･

mi t o u si a n ･

m e

各 外地 の 村 街の 頭領に

s a k t tll e m e ･ r gi
- k u n e ･1 e e m b a d u

み な 来させ 集め

s u nji a i n i d a o
･ kn n e ･1 e

五 日 待たせた｡

b u tij ul u a rki s olgi s a k t ul g ele n 血o a yiji o mi
･ k u n e j e fu

･ k un e

我 ら 二人 酒 肴を 人 々 に 飲ませ 食 べ させた｡

t u in ele b u ti et e ･ Ⅹei b ait e ･ w e x e s u ci ･ tly i e si g ele n ni o s a k t u l a g d e n e
･

mi d e ri u ･

Ⅹel

我ら勝 っ た ことを 宣言し 人 々 は 皆 喜んだ｡

e si K a n t e y ni
･

r gi

カ ンタは 立ち上がり

m i血 e u k e ･ yi d e b u d e
･

Ⅹe n e k e ci a rn e d u o d a
･

Ⅹa n

私 の 兄嫁は 死んで 多くの年が経 っ た｡

mi mi a ki - y i An t e eji n a s e n d e a n ci

私 の 兄 ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 妻が いな い o

b i g o ni
･

y i e yi T a c止a
･

w e mi a mi ･ d u l e a s e n d a
.k u n e

,

l e

私 は 思うに タチ ラを 彼に 要ら せようo

14 9 ｢世話をするJ と B が言うo
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g el e n 血o ti a x el e
･

y l a n Ci o

人 々 は 賛成か 反対か ?

Ⅹe s tl
･

mi m et e
･

(治 n

( 反対を) 言わない o

g el e n n io 8 a k t ul n al e
･

yi fa cik al a
･

m i a y i n e
- mi Ⅹo d al e ･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

人 々 は 手を たたき 同意 した と 叫んだ｡

y u nj o n b a r y u a n s u a i y ili
･

r gi
･

1 e 函 Ⅹe s u
･

imi eji n
-

m e a yiji n el e
･

l e

ユ ン ジ ョ ン パ ル元帥柱 立ち上が り 姉に 言う ｢ ア ジ ェ ン を 大切に｡

t e n ele t o n o ki si u n d e gd e
･i mi e ri n らll e m b a d u e m e

･l e

翌 日 太陽が 昇 っ た 時 貴方方は 共に 来て

b a
･

tiki n a
-

tiki mi ak u r e
･

m i edi ･ a s e n d a ･ Ⅹ a ti

天 に向か い 地に向か い 焼き 夫婦となる o J

e yi yil a n i 血 s a uli
･

Ⅹe n

日 婚礼をし

g el e n n i o An t e ejin g ele n t o u si n g u l u
･

m e

人 々 に ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 各 頭領に

b 1 1 1 Ⅹe n)

賞を与えた ｡

g el e n n i o s a k t u l a g d e n e
･it i

人 々 は 喜び

a mi 1 e fu r gi a n y a k t e x o t o n
･ d u eji n

･

ni a s 6 n ･

m e ni

後 赤毛 村の アジ ェ ン の妻を

e yュY u Hj o n b a r
･ d 11 t ad u

ユ ン ジ ョ ン パ ル の 所 の

e yi E rb aile a s e n
･

m e mi

エ ル バ イ ラ の娘を

y a x a n d a o
･k 11 n e ･iti

下女に させた ｡

Ⅹu rb i n
･

d u b u ･ Ⅹe ti

フ ル ビ ン に 与えた｡

g el e n t o u si a n x al a
･ mi s a k t u l e yi a 8 e n

･

d u b a k e
･1 e

各 頭領 たちは 女を 得て

t ui n el e m e n e bi ･

si b a ･ d ul e x e rb e ･ r gi
･1 e

自分の 領地に 連れ帰る｡

K a n t e a g d e n e
･

m l ] a ri
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n

カ ンタは 喜び 歌う

諦(6 6)

Ⅹelil a x elil a x elil al a x el ei x elil al a x el ei

e y i e 8i e m e t o r ki
･

Ⅹe n
･ k e ci d a ･ Ⅹai

今 夢をみた様 だ｡
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Ⅹelil al a x elil a x e lil al a x el ei

b u ni u e m e d a n x ul i
･

Ⅹei

私は 陰界 - 一

度 行 っ たo

x elil al a x elil a x el ei

mi mi a s e n
･

y l mi mi
･

W e X O 血 m e y l g aJ l
･

r g 1
･

Ⅹe 血

私 の 妻が 私を 魂を 持ち帰 っ た ｡

Ⅹel ei x el ei x elil al a x elei

e s l g el e n s a m a n
･ mi e n d uli

-

mi s e u n ･ mi k at a n

各 シ ャ
ー

マ ン の 守護神 霊は すごい力だ ｡

e 8i e yi o k t o
I

W e
･ mi

薬を使い

mi ni ･ w e g aJ l
･

r gl
･

Ⅹe 血

私を 連れ帰 っ た｡

Ⅹelil a x elei x elil al a x el ei

n i血 .

w e yi yi cil e
･

c ei sit e ･ y i sit e yi ciki ci
･

Ⅹei

私 に 会 っ た事の ない 子 に 子 に 会 っ た｡

Ⅹelil a x elilal a x el ei

e si a yiji b aldi
･

u x e n

よく 生き抜き

a yiji b al di
･

u x e n

よく 生き抜いた ｡

K e rb u d a

ク ル プダo

e si
,

j i a mi 1 e
.

k iti fo r g un
･

tiji b aldi
･

n yi b aldi
･

u yi

今後 幸福に 暮らす 暮らす｡

mi mi g o ni
･

y i e s k u li a g d e n e
･

1 e ･ Ⅹe y i

私の 心は 青んだ｡

e si a g e
-

y i a s e n
･

ni T a cil a

今 兄 の 嚢 タチラ｡

Ⅹe li1 al a x el ei x elil a x el ei

mi a ni
･

m e mi ti , g Ⅶ1 u n
･ mi a yiji fo r 耶.

n
･

ji b aldi
･

n
･k u n e

･

1 o

彼 を 幸福に 暮らさせたまえo

etik i a mi ･

siki b u e m e j o ni e m b a d u a g d e n e
･ mi (b aldi

･

u yi)

今後 我ら 一 家 共に 楽 しく 暮ら し

- 2 3 5
-



1 5 0 b aldi ･ s y e

乞食 の様に 暮らさない ｡

Ⅹe hl a x el ei x e hl al al Ⅹelil a

蒲終

第 2 3 章

al a n g (5 6)

e k e ci i mi Ⅹo nji d a
･

Ⅹ a mi

こ の様に 日は 早く過ぎ

tu i n e mi a di a r n e d a ･

x a n

多く の 年を 経 っ た｡

e yi a m e
･

ni An t e eji n

こ の 年 ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は

mi ujt1 S e
-le d a

･

Ⅹa ni

6 0 歳 に な っ た｡

j u bi a s u nji a i mi
･d u mi b tld e

･

x e n

二月 五 日 ( ア ン タは) 死 んだ｡

ti e ri n E a n t e g o mi
･

mi e s k ul i e x el e t o n g g u un u
･l e

こ の 時 カ ンタ の心は 非常に

g o ni
･

rgi
･

1 e

思 い起 こすと

yisik u li
･

d u i

小 さい とき

胸が 痛んだ｡

a 血l a m

母 父 に

b n d e
･ k u n e

･

l e

死 なれて

a ki mi n i ･ w e uji
,

又 e n s a g di d a o ･ k un e ･ Ⅹe n

兄は 私を 養い 大きく 育て た｡

e yi bi x e mi a mi ･

m e ni x ai a yiji n e
･

mi d a
-

c e n
･d u i

私措 まだ 彼に 恩返 し しない 内に

m a m e n e
■

Ⅹe n

彼 は 逝 っ て しま っ た ｡

e m e r g el e g o mi
･

r g1
-

mi e m e rg el e s o n g
･i ni

こ 思 い起 こ しながら 泣 いた ｡

T a cile S ol a k i e m e r g ele s o n g
･ mi e m e r g el e x e s u

･1e

タ チラと ソラカは 泣きながら 言う

e]l g O mi eJ l g O ni
･l e 繭 16 1 ･1 e t ui n e mi s o n g ･ S y e d a - x a ni

悲 しまない で 悲 しまない でと 勧める 泣きやんだ ｡

e yi b u d e
･

Ⅹe mi b ait e
.

w e mi 8 a k t u l n e ･ mi o di
･l e

葬 ･ 儀を し終え

1 80 ｢乞食+ の意味と B は言うo
1 61 勧 ( 漠哲) a yi

･

ji x e 8 u
･

ki8i と言 い換える こ とが出来ると B が鋭明｡
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Y un j o n b a r X t u b a r 区画与2 g u an sil e g ul un Ⅹe r由ユe g el e n t o u 8ia n g ul u n
ユ ン ジ ョ ン パ ル フ ル パ ル 管理する人と､ 手下の各 頭領 たちが

e m e e m e
･

d ul e n m b a d tl K a 血 e
･

n i x e 8t l
･

iti

来 て 一

斉 に カ ン タに 言う､

e si A 血 e eji n b u d e ･ Ⅹe n

ア ン タ ･

ア ジ ェ ン が 死 に ､

g ele n mi o simi
･

w e e] m

皆 は 貴方を アジ ェ ン に

Ⅹot o n
･

d ul e mi eji n a n ci d a
･

Ⅹa n

村に アジ ェ ン が い なくな っ た｡

d a o I k u n e ･1e

させ た い ｡

E a Ⅱt e g el e n nio x e s n
･ d ui

カ ン タは 皆が言うことに

An t e ej i n a s e n
r mi T a cil e

ア ン タ ･ ア ジ ェ ン の嚢 タチ ラは

ti a x el e
･

Ⅹe ni

応 じた｡

e y l a r n e g O Si n 血 s e

今年 三十六歳､

t u i n e mi a sk et e ed i
･

mi a n ci d a - 又a n a ci
･

r S y e n

若 い 夫が 居なくなるの は よくない ｡

e y l 1mi mi a mi ･

m e mi n e t1
･

mi a 8 e n ･

ji n e u
･l e a s e n ∵山

こ の 日 タチラは 弟の妻

Y un j o n g b a r 国 a s e n ･ ni F u c a d ed n
ユ ン ジ ョ ン パ ル の秦 プチ ヤ ･ ダ ドに

e yi s o n g
- mi Ⅹe s u

･in i

泣 い て 言う｡

a mi 1e F u c a d ed u e y i b ai ti
･

w e Y u nj o n b a r x e s u
･

Ⅹ e n l

後 で フ チ ヤ ･ ダ ドは 事を ユ ン ジ ョ ン パ ル に 話 した｡

Y un j o n b a r X t u bi n 巨酔
ユ ンジ ョ ン パ ル は フ ル ビ ン と

yil a n mi o e m b a d u x e s u ci
･

iti

三人が 共に 相敬した｡

g u a n sil e
･

yi t o u si a n
･

y i x o d al e
･

r gi
･1 e

管理する頭領を 呼び ､

m
･

n io ･ 血 b ait e
･

血 k oli ･ ni

ホ ジ ェ ン の 物事の 規則では

ぬ n t e eji n ey i eji n a s e n
･

m e mi b u d e ･ Ⅹe n eji n a s e n
･

m e 血 g a d e
･

r gi
･ 血 a ci ･l e

カ ンタ ･ ア ジ ェ ン が アジ ェ ン の妻を 死んだアジ ェ ン の妻を 婁るの は 正 しい ｡

t u m a ki匡壷針64 払 n t e ･ d ul e e n e ･1 e x e s tl
･

y i

翌日 彼らは カ ン タ の所 - 行き 言う､

1 52
藩 ( 漢語)

1 6 3 和 ( 漢蕎)
164
ti

･

g ul un が 正 しい o
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ti ･ g ul n n e yi b ait e
･

w e E a n t e e3
'

i n x e s u
･

Ⅹel e

彼らは こ の事を カ ン タ ･ ア ジ ェ ン に 説明した ｡

E a n t e d old i ･1 e ti a x ele ･ s y e n

カ ン タ柱 間 いても 応 じない
｡

Ⅹo nji e m e
･1e E a n t e x e st1 ･i mi

す ぐ 来て カ ン タに 言う

S ol a ki s a
･1 e 台yi b a 辻e

･

w e d a ･ Ⅹei

ソラ カ の 知る 事に な っ た｡

e y i T a cil a b u ti a ki d e a s e n d a
･

Ⅹa mi

｢ タチラは 私た ちの兄 の妻 だ っ た｡

e si ti si ni a n i
･

m e 血 ed i
･

a s e n

それは 貴方と彼女が 夫婦に

d a o
-

k u n e
･

Ⅹ e ni

させられ る｡

T a cil a a sik t e si t i a x ele ･ s y e n

タ チ ラ杜 若く ､ 貴方が 同意 しない ｡

E a rlt e d old i

カ ン タ は 聞 いて

e si ak i ni b u d e
･

Ⅹe 血

兄が 死んで

tu i mi o o ni n e ･ u ･ k u n e ･ Si

人 に どうされるか+

e yi b ait e
･

w e d oldi ･ Ⅹe y i y a d e x e s u
-

c o n

こ の 事を 聞いて 何も 言えない o

g el e n mi o s a k t ul ek e ci x e s u
･l e t u in e mi ti a x el e

･

s y e n d e ti a x ele
･

Ⅹe n

皆 は こ の様 に 言うの を 応 じざるを 得ない ｡

e yi g ele n
･

g ul u n yil a n b ia j u a n s u nji a e yi i mi e m b a d u b ald i
･l e ･ k u n e ･ y iti

皆は 三月 十五 日 共に 祝福され

e di
･

a S e n d a o
･

k t ln e
･

Ⅹiti

夫婦と なっ た｡

辞 (6 7)

Ⅹelil al a x elil a x eln a x elil al a x el ei x elil ei x el ei

帝終

e yi e ri n
･

d 11 y is a
･

c e n
.

d u g el e n t o u si an g ul t m a rk i
･

w e s ol gi
･

w e s a k t u l b el ci
･

Ⅹe n n e d e ･ Ⅹe n

そ れ以前に､ 着 かない 内に 各頭領達は 酒 肴を 準備 した ｡

ti e ri n ･

d u yi 8 a
.

X e mi si un fu r gi a n 7
'

i 磁 1 6 6
･

Ⅹe mi g el e n t otl Si a n
･ mi Ⅹal a

･

n i巨壷召
そ の 日になると 太陽は 赤く 照らし 各 頭領た ちが 来て

E a Ⅱt e T a cil e e m b a d u b a ･ d tl n a ･d u mi a k o r e ･ m i

カ ン タとタチ ラは 共に 天 地に 焼き

edi ･

a s e n d a -

玉a n

夫婦と な っ た ｡

g el e n mi o E a n t e eji n x e s u
･i mi S ol a k i s a g d i a s e n T a cile j u a s e n

･

yi

皆に カ ン タ ･ ア ジ ェ ン は 言う ソラカ は第
-

妻 タチラは第二妻｡

166 元 d e gd e ( 昇る) を B が訂正 o
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b u y il a n e m b a d u a rk i
･

o mi
･

1 e l a o k e ･1e

彼 ら三人は 共に 酒を飲み

K a n t e Y u nj o n b a r

こ カ ン タは ユ ン ジ ョ ン パ ル を

ti e ri n oli n e m e s e X u rb in

そ の とき 二十
一

歳 ､ フ ル ビ ン の

蒲 (6 8)

Ⅹelil a

諦終

a di a r n e d a
･

Ⅹe n

多く の 年が 過ぎ

話 しをする｡

t o ll si 且n 16 6d a ･ u - k un e ･1 e

東 の役所の頭領に させ

oli n e m e s e s a g di a s e n s it e
･

mi g a d e
･ kn n e ･ Ⅹe 血

二 十
-

歳の 長女を 要らせた o

K a n t e eji n d e xi yil a n s e

カ ン タ ･ ア ジ ェ ン は 四十三 才で

ti e ri n e m e bi a ol in s u nji a imi
･ d u mi

そ の 時の
一

月 二十五 日に

n i a n i S ol a k i ･ji

彼 と ソラカは

e m b a d ll t¢
･

1 e

共に 座 り､

a rk i
･

o m i
･

m i bi ･1 e e d i a s e n ed u t e
･1 e o m i

･

m i o m i ･ m i

酒 を 飲んで いた とき 夫婦は

tu
･

g u l u mi a mi si t e
･

ni E e rb u d a

彼らの 子 クプダは

m 止b u ･

Ⅹe

埋 葬した ｡

1 57
a mi 1 e ejin

そ の後 アジ ェ ン に

座り 酒を飲みながら

Ⅹe rb e ･ mi g ele n
･

mi o n ai ni ･ m e

皆を 連れて

d a o
･

k i n i b ol o e ri n

な っ た｡ 秋

Ⅹu rb i n
･

m e x e rb e
･

m i u rk e n ･d u l e a di n i o e n e ll e w a ･k e ci
･

Ⅹeti

ア ル ピ ン を連れ 山に 多くの人を行かせ狩 をした o

e m e x u li ･ mi Ⅹu li ･ mi y ici
･

Ⅹe n e m e O di n s a g di e di n e m e
･

Ⅹe n

進み 進み 見ると 風が 大風が 吹い てきて

tu i n e mi s y ol un j olo fu 1 gi
･i 血 8 a k t uI d e g d e

･ mi d ur i u
･

Ⅹe n

砂 石 が 吹き 飛んだ
｡

b a ･ d e y icik ici
･

s y e n d a
･

Ⅹa n

空も 見えない ｡

b 11d e ･

Ⅹele

死 んだ｡

u le
･

siki x e rb e ･l

神前に運び

K e rb u d a ejin

カ ブダ ･ ア ジ ェ ン は

n a
･d u y a

･ d e bi ･ si d e s ai ･ 野 e n

地上 の 何処に居るの か 分からない o

K e rb u d a b o sik u -

yi x e rb e
･ mi y a le e n e d e s ai

･

s y e n d a
･

Ⅹa mi

カ ブダは プシ クを 連れて 何処 - 進むか 分からなく な っ た｡

1 5 6 元j ul e t a d u ( 南の役所) を､ B が訂正o
15 7 元 払s o n gl e ｢ 発送 (漢語) + を B が訂正 したo
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t u i n e mi e yi e ri n e m e 皿 0 血 8 eji n e di n
･

d ul u d d e n i mi u ･

Ⅹe n

そ の とき
-

台 の馬車が 風の 中から 出てきた.

uil e 血 t e ･ Ⅹe 血 e m e x a x a e m e a s e n j u 血o

上 に 座 っ た 男

E eb u d a b o sik t1

カ ブダは プシクに

女 二人が 乗 っ て いた｡

u i ･ siki e n e
lle ( Ⅹo k t o) m e d el e ･ ki血 皿 ed el e ･ Ⅹ e

上 に 上 らせ 道を 尋ねさせた ｡

ti b u si lm e m e
･

rgi
･

1 e

プ シ ク は 戻 っ てきて

E e rb t ld a ･ tik i x e s u ･i 血

カブダに 言う､

s eji n
.d u b i ･ si ti ni o x a x a

･

血o b ald i
･

Ⅹe 血 e m e
･

tiki ejin a mi
･

Si k e ci b i ･1e

車 に乗 っ て い る人 男の 人は あの ように 貴方の父 に 似て い る｡

K e rb u d a d oldi ･ x e n x o nji m olin
･ d ul e t o ki

･

1 e

カ ブダは 聞い て 直ぐ 馬に 乗り

S eji n
･

k e r e e n e

車 の方 - 行き

s eji n
･

m e a 8 ek t e
･1 e y ici cik i ni y a o siki a sik t e d e

車を 追い 見るが

K e rb u d a g o mi
･

i ni e 皿 e ･1 e

カ ブダは 思う 来たが

どの方向に 追 っ ても

y lC IC1
'

C e n

見えな い

yi ciki ci
･

B y ei

見えない ｡

y a d e y icici
･

c e n

何も 見えない ｡

e yij u mi o 匡頭16 8 e n d u li 8 a m a n . k i

こ の 2 人 は 神 シ ャ
ー

マ ン の

tu i n e mi a mi e n i e n d ul i d a ･l e n e ･ Ⅹel e g o ni
･i mi

父 母が 神に な っ た の かもしれない と思 っ た ｡

mi a mi Ⅹe rb e ･ mi b t1 8ik u a g d e n e
･

mi m et e
･

8 y e n u r k e n x e r g ele
･

sik i e n e ･ Ⅹel e

彼 は ブ シタを 連れ 喜 べ ず

Ⅹe rb i n e yi w l o ･( a n k u) ･k e r e ･ d mi a cile b i ･1 e
ヘ ル ビ ンが 草ア ンク の近くに 待 っ て い た｡

u m k a m i e m e
･

r g l
･

8 y e n

そ っ と 帰らない ｡

K e rb u d a x e st1 -i mi

カ ブダに 言う､

e si h l e Sik uli g o mi
･

m e y a e x ele x o nji

｢私たちは 心配 して 直ぐ

山楚 - 行 っ た ｡

u k e 8 in ･ ki mi x o d al e

人に 命 じ

e yi fu r gi
･i nij a k e

･

y i g el e n mi o g elt
･

r gi
･1 e a n ci

吹い てきた物 を 皆 探 したが 何もない ｡

16 8 可是 ( 漠帯)
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t u i n e mi e m b al e b a k e ･ r g i
･1 e e m e

･

r gi

こ こ で 出会い 帰る｡

K e rb u d a

カ ブダは

Ⅹok t o m e d el e
･

i mi

｢道を 尋ねた とき

yi m e
･

j a k e b ait e 血
I

i由

一

体何 事が 起こ っ た か ｡ +

t a d u y ici
･

Ⅹe n s eji n
･

d 11 t e
･

Ⅹe mi ni o e sik ul i

そ こ に見た 車に 座 っ た 人は

mi ni a mi e ni k e d e 皿 ed ali e n e di e ri n t a d u g u id a mi d e m ed el e ･ c e n

私 の 父 母に 似て い た｡ その とき そ こ で 長い 間 ( 自分で) 聞かなか っ た

e n
･

sik i m ed el e
･

x ei a

自分で 尋ねたら よか っ た の に ( 後悔 した) 0

Ⅹu rbi n d old i ･ Ⅹe mi Ⅹe S u ･ini x o nji e n e
･

1 e g i r a n
･

m e Di d e m g el e
･iti yi cik ici

･

u yi

フ ル ビ ン は 聞き ､ 言う すぐ 行 っ て､ 棺を 開いて 見ようa

yi cici
･1 e tile s ai

･

u y l

見れば それが 分か る.

K e rb u d a d oldi ･ Ⅹe mi t ui n e mi g el e n 血 o

カ ブダは 聞い て 人を

Ⅹo nji m o li n
. d u t o k eti ･ k u n e ･ Ⅹele

直ぐ 馬に 乗り様に命 じ

d ollb t1
･

d u j o
･

j ul e x ot o n
･ d tLle e n e ･ Ⅹel e

夜 のうちに 家 - 村 - 行 っ た o

t u m a k i e rd e ti
･

g ele n ni o s a k t ul eji n K a n t e S ol a ki
･

血 gi r a n
･

d u le mi e m e
･

Ⅹel e

翌 日 朝 彼らは ア ジ ェ ン カ ン タ ソラカ の棺 の所 - 来て ､

gi r a n
･

m e mi d e m g ele
･1 e y ici ci

･

Ⅹe 血 d ul e血 y a d e a n ci

棺を 開けて 見ると 中に 何も ない ｡

g ele n g ul u n x o nji mi a k u r e
･ mi e yi

･

jij u le
･ kis i mi a k u r e

皆 すぐ 聴き 東 南に 額ずく｡

s e
･ mi s a g di t o u sia n g ul u n s ai

･

1e

年老 い た 頭領たちは 知 っ て い る

e yi S ol a ki fu si a n

ソラ カは 狐仙であり

血a mi e yi s 血
1

1 e
･

mi m a r x o n eji n
･

m e ni a mi ･

m e mi g a s e x e rb e
･1 e e n d ul i d a ･k iti

彼女は 術が 多く アジ ェ ンと 共に 連れだ っ て 神に な っ た と｡

K e rb tld a a m i e ni e n d ul i d a o
･

k Ⅶn e ･l e

カ ブダは 父 母が 神に 祭り

e sik ul i a g d e n e
･ mi d e ri u ･

Ⅹe n g o n i
･

d u y i

大変 喜んだ 心で｡

諦(6 9)

Ⅹ elil al a x elil a x elil a x elil al a x elil a x elei x elile i

16 9
元 Ⅹok t o m e d el e

･1 e yi cici
ll e d a ･ Ⅹa n

･

d ul e d a ･

Ⅹ an をB が訂正 o
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m i ni a m l ･ y l S a m a n mi n i e ni ･ y i fu si a n

私 の 父 は シ ャ
ー

マ ン
､
母 は 狐仙 ､

tij ul u e n e J
'

al a n

2 人 は 一 生

g el e n n i o k e ci e 血b a d u e y i b ald i
･

mi o d i ･ Ⅹe ti

人 の ように 一

緒 に 過 ご し 終えた｡

Ⅹelil al a x elil a x el alil a x el ei

t ui n e mi m u n u ･

w e g a 島e a yiji b aldi
.

u
- k un e ･iti

私 たちを 共に 生かせ る｡

m un tL g el e n g ul u n
･ 血 fo r k u n

･

ji g o r o
･

ji b a14 i
･

u
･ kn n e ･iti

私 た ち 幸福に 長く 生活させる｡

Ⅹel ei x el ei x elei x elil ei x el ei

n ia ni ･ m e mi j u s a g d i g ul 1 皿 b u d e
･1 e e n d uli d a

･

Ⅹa mi

彼ら 二人 老人は 死んで 神に なり

b al e t u k ti ･ Ⅹe ti

天 - 上 っ たo

x elil al a x elei x ¢lila l a x el ei x el ei

a mi e ni ･ y i b a
･d ul e n i a y 17 1

● ■ ●
■

父 母杜 天 に

fTo rk un
･

ji t u m e n a r n e
･

ni a y i
.

ji b ald i
･1o a yi

･

ji b aldi
･1o

幸福に 万 年 生きろ 生きろ｡

Ⅹelil a x elil a x elil al a x ele i

fo r kn n うi t u m e n a r lle Ⅶi a yi
･

ji b aldi
･1 o a yi

･

ji b aldi
･

1 o

幸福 に 万 年 生きろ 生きろ｡

諦終
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